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埼玉県深谷市と本県の前橋市を結ぶ一般国道17号線のバイパスである上武道路は、

前橋市今井町の国道50号線までの区間が開通・供用されており、通過市町村の産業

経済の発展に大きく貢献しています。

上武道路の通過する地域は、本県でも有数の埋蔵文化財が分布しています。この

ため、道路建設工事に先立って埋蔵文化財の記録を後世に残すための発掘調査が昭

和48年度より群馬県教育委員会および当事業団によって行われています。

本書は、昭和61年10月より翌年の昭和62年10月にかけて発掘調査をしました前橋

市今井町所在の旧石器時代から近世にかけての複合遺跡である今井道上・道下遺跡

の報告書です。 2 万年も前の旧石器人たちの活動の痕跡をはじめとして、古墳時代

から平安時代にかけての集落址、‘‘あずま道”と呼ばれる東山道推定駅路の下から発

見された中世の道路跡など、当地域の歴史的発展を知る上での貴重な資料が報告さ

れています。

発掘調査から報告書作成に至るまで、建設省関東地方建設局、同高崎工事事務所、

群馬県教育委員会、前橋市教育委員会、地元関係者等から種々、ご指導ご協力を賜

りました。今回、報告書を上梓するに際し、これら関係者の皆様に衷心より感謝の

意を表し、併せて、本報告書が群馬県の歴史を解明する上で、広く活用されること

を願い序とします。

平成 7 年 3 月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 ‘‘‘令 1ムと





例 言

1 本書は、一般国道17号（上武道路）改築工事に伴う、事業名称「JK37-3 今井道上・道下遺跡」の発掘

調査報告書である。

2 遺跡名称は遺跡所在地の大字名・小字名を併記する方法を採用しており、小字名の「道上」と「道下」

にまたがっていることから、両字名をとって「今井道上・道下遺跡」と命名した。

3 遺跡所在地群馬県前橋市今井町939 • 940他

4 事業主体建設省関東地方建設局高崎工事事務所

5 調査及び整理主体 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

6 発掘調査と整理事業を実施した期間と体制は以下のとおりである。

(1) 発掘調査

昭和61年10月 1 日～昭和62年10月 31 日

調査担当 飯島義雄、坂井隆、山口逸広、大木紳一郎

事務局 白石保三郎、梅沢重昭、井上唯雄、大沢秋良、田口紀雄、上原啓巳、桜場一寿、定方隆史、

国定 均、笠原秀樹、須田朋子、吉田有光、柳岡良宏

発堀作業 青木秀邦、青木芳子、秋間キヨ子、阿部利一、荒牧章、石川典子、磯辺ヤス、板垣てる

子、板垣利平治、井上とも江、井上ふく代、卯野やす子、遠藤キヌ江、大島 博、大山貞

ー、岡田やす、岡野きみ子、織間芳雄、川井美代、川田佳子、川端いくの、川端キヨ子、

川和久子、神沢梅子、神沢シモ、神沢芳子、神沢利江、菊池ミキ、木暮吾一、北爪ヒデ子、

木村公子、木村唯雄、木村とよ、喜楽トヨ、国定 勇、久保田ひろみ、栗原増雄、小板橋

きみよ、高坂ちまの、小暮巻太、木暮近雄、小沼あき、小沼里子、小林栄輔、小鮒きみ江、

近藤きよし、近藤貴、斎藤秋子、斎藤たけ、桜井健作、重田夏子、清水享子、下境すえ、

須賀サイ子、鈴木しげ子、鈴木まき江、鈴木ヨシェ、須藤よしの、高橋友子、滝川律子、

田中すみ子、田中高志、田中幹子、田部井ケイ、田部井正子、塚田より、富田裕登、長岡

武、奈良芳子、新野見茂雄、羽鳥愛子、羽鳥かつ江、羽鳥ふみ子、羽鳥正代、羽鳥八重子、

浜岡仁ー、早川フサ子、原田房子、平野智子、広瀬正子、福田たみ子、福田春江、古郡恒

信、細谷友江、堀越ふみ江、松井きくの、松井千代枝、松井りやう、黛 幹江、水科瀬太

郎、宮本サトノ、森村伊勢雄、八木原きぬ子、吉沢美枝子、吉田さだ子、吉田ツヤ子、吉

原君子

(2) 整理作業

平成 5 年 4 月 1 日～平成 6 年 3 月 31 日

整理担当坂井隆、大木紳一郎

整理作業 坂庭常盤、佐藤美代子、六反田達子、岡田美知枝、小林幸枝、下境マサ江、大塚とし子

7 遺構写真撮影は各調査担当者、遺物写真撮影は佐藤元彦が行った。

8 出土遺物の保存処理は関 邦ーと小材浩一、土橋まり子が行った。

9 出土遺物の科学分析に関しては、以下の方々、団体に依頼した。（敬称略）

鉄分析 赤沼英男（岩手県立博物館）



石材同定

樹種同定

胎土分析

飯島静男（群馬地質研究会）

藤根久（株式会社パレオ・ラボ）

井上巌（第四紀地質研究所）

建物跡の復元・考察は石井英一（世田谷区教育委員会）に依頼した。（敬称略）

10 発掘調査における井戸跡の掘削には原沢ボーリング株式会社に委託した。

11 本書の編集は大木紳一郎が行い、本文の執筆分担は以下による。

第 3 章ー 1 旧石器時代の遺構と遺物 津島秀章

第 3 章ー 2 縄文時代の遺物（石器） 岩崎泰一

第 3 章ー 3 縄文時代の遺物（土器） 山口逸弘

第 5 章ー 2 方形区画溝について 神谷佳明

第 1 • 2 章、第 3 章ー 4~12、第 5 章一 1 • 3 大木紳一郎

12 遺構名称は、発掘調査時に登録したものをそのまま用いており、すべて遺構の種類毎に通し番号で示し

ている。ただし番号登録以後の検討で遺構と認められなかったものについては欠番とした。

13 遺構検出位置については、区とグリッド名で示し、各節のはじめに全体図を掲げてこれを示した。

14 遺構規模は、検出面での長さ、幅、深さ等の最大値を計測して記載した。また計測値に大きな差がある

場合には最小値と最大値を「～」で示した。

15 挿図中の方位記号と本文記載の方位はすべて国家座標上の北を基準としている。

16 出土遺物は可能な限り実測図、写真、出土位置図を掲げたが、掲載出来なかったものについては本文中

に概要を記した。

17 本書では各遺構名、施設名について以下の略称を用いることがある。

「住」竪穴住居跡 「坑」土坑 「 P 」ピット 「掘立」掘立柱建物跡

また、炉やカマドの焼土部分は細かい網目で表してある。

18 本書では、テフラの略称としてAs-A （浅間山1783年）、 As-B （浅間山1108年推定）、 Hr-FA （榛名山二

ツ岳 6 世紀初頭）、 Hr-FP （榛名山ニツ岳 6 世紀半ば）を用いる。

19 挿図の縮尺は、遺構 1 /60、遺物 1 / 3 を基準として掲げたが、大形品と小形品はそれぞれに応じた縮尺

を採用した。

20 本書の作成にあたっては関係各方面の協力を得た。また、発掘調査に際しては前橋市教育委員会ならび

に地元関係者の多大なるご支援を戴いた。ここに記して感謝の意を表す次第である。

21 本遺跡の出土遺物、資料類は一括して群馬県埋蔵文化財調査センターに保管してある。
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PL. 1 5 区 1 号プロック遺物出土状況

PL. 2 1 号住居跡東半部分

1 号住居跡西半部分

PL. 3 2 号住居跡遺物出土状況

2 号住居跡全景

PL. 4 3 号住居跡掘り方全景

3 号住居跡断面

3 号住居跡遺物出土状況

PL. 5 4 号住居跡全景

4 号住居跡遺物出土状況

PL. 6 5 号住居跡全景

5 号住居跡断面

PL. 7 6 号住居跡全景

6 号住居跡遺物出土状況

PL. 8 7 号住居跡全景

7 号住居跡竃

7 号住居跡貯蔵穴

7 号住居跡遺物出土状況全景

PL. 9 8 号住居跡全景

8 号住居跡遺物出土状況

8 号住居跡鼈遺物出土状況

8 号住居跡掘り方全景

PL. 10 9 号住居跡全景

9 号住居跡竃遺物出土状況

9 号住居跡遺物出土状況全景

PL. 11 10号住居跡全景

10号住居跡鼈

10号住居跡鼈断面

PL. 12 12号住居跡遺物出土状況

12号住居跡鼈遺物出土状況

12号住居跡掘り方全景

PL. 13 13号住居跡全景

13号住居跡鼈

13号住居跡掘り方（部分）

PL. 14 15号住居跡掘り方全景

15号住居跡遺物出土状況

PL. 15 16号住居跡全景

16号住居跡断面

16号住居跡遺物出土状況

PL. 16 17号住居跡全景

17号住居跡遺物出土状況

PL. 17 18号住居跡遺物出土状況

18号住居跡土層断面

18号住居跡・ 19号住居跡全景

PL. 18 19号住居跡全景

19号住居跡貯蔵穴

19号住居跡鼈脇遺物出土状況

PL. 19 20号住居跡全景

20号住居跡土層断面

20号住居跡掘り方全景

PL. 20 21号住居跡全景

21号住居跡土層断面

21号住居跡竃

PL. 21 22号住居跡全景

22号住居跡土層断面

22 • 23号住居跡重複関係

PL. 22 23号住居跡全景
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23号住居跡鼈

PL. 23 24号住居跡全景

24号住居跡掘り方全景

PL. 24 25号住居跡全景

25号住居跡遺物出土状況

PL. 25 26号住居跡全景

26号住居跡竃断面

26号住居跡掘り方全景

PL. 26 27号住居跡全景

27号住居跡鼈

27号住居跡ピット P3 断面

27号住居跡掘り方全景

PL. 27 29号住居跡全景

29号住居跡鼈遺物出土状況

29号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

PL. 28 30号住居跡全景

30号住居跡鼈全景

PL. 29 33号住居跡全景

33号住居跡南壁炭化材出土状況

PL. 30 33号住居跡鼈遺物出土状況

33号住居跡鼈全景

33号住居跡竃断面

PL. 31 34号住居跡全景

34号住居跡鼈掘り方

34号住居跡鼈遺物出土状況

34号住居跡掘り方全景

PL. 32 35号住居跡全景

35号住居跡竃遺物出土状況

35号住居跡北袖際遺物出土状況

35号住居跡掘り方全景

PL. 33 36号住居跡全景

37号住居跡全景

PL. 34 37号住居跡鼈全景

37号住居跡貯蔵穴

37号住居跡掘り方全景

PL. 35 38号住居跡全景

38号住居跡掘り方

PL. 36 39号住居跡土層断面

40号住居跡全景

PL. 37 41号住居跡

41号住居跡鼈

PL. 38 41号住居跡炭化材出土状況

PL. 39 42号住居跡鼈掘り方

42号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

42号住居跡全景

PL. 40 43号住居跡全景

43号住居跡鼈掘り方

43号住居跡掘り方全景

PL. 41 44号住居跡全景

44号住居跡竃

44号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

44号住居跡掘り方全景

PL. 42 45号住居跡全景

45号住居跡竃掘り方

46号住居跡全景

46号住居跡土層断面

46号住居跡遺物出上状況



PL. 43 47号住居跡全景

47号住居跡竃掘り方

47号住居跡掘り方

PL. 44 48 • 49 • 55号住居跡全景

48号住居跡竃・貯蔵穴

48 • 49 • 55号住居跡掘り方

PL. 45 50号住居跡全景

50号住居跡竃

50号住居跡掘り方

PL. 46 51号住居跡全景

51号住居跡遺物出土状況

PL. 47 52号住居跡鼈部分

52号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

52号住居跡土層断面

52 • 53号住居跡全景

PL. 48 54号住居跡全景

54号住居跡竃

54号住居跡南壁際遺物出土状況

54号住居跡掘り方

PL. 49 56号住居跡全景

57号住居跡全景

PL. 50 59号住居跡全景

59号住居跡鼈

59号住居跡竃断面

PL. 51 60 • 63号住居跡全景

60号住居跡鼈

60号住居跡竃断面

60 • 63号住居跡掘り方

PL. 52 61号住居跡全景

61号住居跡竃

61号住居跡竃掘り方

61号住居跡掘り方

PL. 53 1 号鍛冶跡遺物出土状況

1 号鍛冶跡掘り方全景

PL. 54 2 号掘立柱建物跡土間部分断面

2 号掘立柱建物跡土間部分

PL. 55 1 号掘立柱建物跡中央右下ピット

3 号掘立柱建物跡全景

PL. 56 2 号掘立柱建物跡全景

PL. 57 1~8 号掘立柱建物跡全景

PL. 58 9 号掘立柱建物跡全景

10号掘立柱建物跡全景

PL. 59 11号掘立柱建物跡全景

12 • 13号掘立柱建物跡全景

PL. 60 16号掘立柱建物跡全景

17号掘立柱建物跡全景

PL. 61 21号掘立柱建物跡全景

22号掘立柱建物跡全景

PL. 62 23号掘立柱建物跡全景

24号掘立柱建物跡全景

PL. 63 3 号竪穴遺構全景

4 号竪穴遺構全景

PL. 64 26 • 27号溝

27号溝遺物出土状況

PL. 65 1 号井戸自然湛水状態

1 号井戸石敷断面

1 号井戸を廻る溝

1 号井戸新井戸

1 号井戸傾斜面遺物出土状況

PL. 66 1 号井戸～ 5 号井戸• 7 号井戸

PL. 67 9~12号井戸· 14号井戸・ 15号井戸

PL. 68 15号井戸

16号井戸

PL. 69 粘土採掘坑検出状況

PL. 70 1~3 号粘土採掘坑

l~2 号粘土採掘坑

2 号粘土採掘坑

PL. 71 3 号道路跡

3~7 号道路跡全景

PL. 72 3 号道路跡西側下面

3 号道路跡土橋状部分

3 号道路跡側溝断面

PL. 73 4 号道路跡全景

PL. 74 1 号道路跡全景

PL. 75 母岩 1 接合資料 l

母岩 1 接合資料 2

PL. 76 母岩 2 接合資料 1

母岩 3 接合資料 4

PL. 77 包含層出土縄文土器

PL. 78 縄文時代の石器（ 1)

PL. 79 縄文時代の石器 (2)

PL. 80 1 号住居跡出土遺物

2 号住居跡出土遺物

PL. 81 3 号住居跡出土遺物

4 号住居跡出土遺物

5 号住居跡出土遺物

PL. 82 6 号住居跡出土遺物

7 号住居跡出土遺物

PL. 83 9 号住居跡出土遺物

10号住居跡出土遺物

11号住居跡出土遺物

PL. 84 12号住居跡出土遺物

13号住居跡出土遺物

PL. 85 14号住居跡出土遺物

15号住居跡出土遺物

PL. 86 16号住居跡出土遺物

PL. 87 16号住居跡出土遺物

17号住居跡出土遺物 (1)

PL. 88 17号住居跡出土遺物 (2)

19号住居跡出土遺物

PL. 89 22号住居跡出土遺物

23号住居跡出土遺物

PL. 90 25号住居跡出土遺物

PL. 91 24号住居跡出土遺物

26号住居跡出土遺物

27号住居跡出土遺物

PL. 92 28号住居跡出土遺物

29号住居跡出土遺物

PL. 93 30号住居跡出土遺物

31号住居跡出土遺物

34号住居跡出土遺物

PL. 94 33号住居跡出土遺物

PL. 95 35号住居跡出土遺物（ 1)

PL. 96 35号住居跡出土遺物（ 2)

36号住居跡出土遺物

37号住居跡出土遺物

PL. 97 38号住居跡出土遺物（ 1)

PL. 98 38号住居跡出土遺物(2)

39号住居跡出土遺物

PL. 99 40号住居跡出土遺物

41号住居跡出土遺物

42号住居跡出土遺物

43号住居跡出土遺物



45号住居跡出土遺物

PL.100 44号住居跡出土遺物

47号住居跡出土遺物

48号住居跡出土遺物

PL.101 49号住居跡出土遺物

50号住居跡出土遺物

PL.102 51号住居跡出土遺物（ 1)

PL.103 51号住居跡出土遺物 (2)

PL.104 51号住居跡出土遺物 (3)

52号住居跡出土遺物

PL.105 53号住居跡出土遺物

54号住居跡出土遺物

57号住居跡出土遺物

58号住居跡出土遺物

59号住居跡出土遺物

PL.106 60号住居跡出土遺物

61号住居跡出土遺物

62号住居跡出土遺物

64号住居跡出土遺物

65号住居跡出土遺物

PL.107 1 号鍛冶跡出土遺物（ 1)

PL.108 1 号鍛冶跡出土遺物 (2)

PL.109 1 号鍛冶跡出土鉄滓

PL.llO ll号掘立出土遺物

2 号掘立出土遺物

3 号竪穴遺構出土遺物

1 • 4 • 11号溝出土遺物

26号溝出土遺物

PL.111 27号溝出土遺物

PL.112 1 号井戸出土遺物 (1)

PL.113 1 号井戸出土遺物 (2)

PL.114 4 • 6 号井戸出土遺物(1)

PL.115 6 号井戸出土遺物(2)

PL.116 9 号井戸出土遺物

10号井戸出土遺物

11号井戸出土遺物

13号井戸出土遺物

15号井戸出土遺物

1 • 2 号粘土採掘坑出土遺物

PL.117 3 号道路跡出土遺物

4 号道路跡出土遺物

27号土坑出土遺物

31号土坑出土遺物

42号土坑出土遺物

121号土坑出土遺物

164号土坑出土遺物

184丹土坑出土遺物

188号土坑出土遺物

189号土坑出土遺物

PL.118 151号土坑出土遺物

184号土坑出土遺物



ー 調査に至る経過

第 1 章 調査に至る経過と方法

ー 調査に至る経過
都市計画決定がなされていた国道50号線との合流地

点（前橋市今井町） に達することとなった。

上武道路は、一般国道17号の交通混雑緩和のため、

深谷バイパス上武インターチェンジを起点とし利根

川を渡って群馬県に入り、前橋市田口町を終点とす

る延長41. 4kmのバイパス道路として計画された。 ァ
J

れをうけて、群馬県教育委員会は予定路線地域内幅

2 kmの範囲において埋蔵文化財の分布調査を実施し、

総計472カ所の遺跡を確認した。

昭和48年 4 月には建設省と群馬県教育委員会との

間で「一般国道17号（上武道路）改築工事に伴う埋

蔵文化財発掘調査の実施に関する協定書」が取り交

わされ、昭和49年 1 月から発掘調査が実施される運

びとなった。調査は新田郡尾島町地内の遺跡を皮切

りに順次北方へと進められ、昭和61年度にはすでに

当初、上武道路の埋蔵文化財調査は群馬県教育委

員会文化財保護課によって行われ、昭和48年度の尾

島町下江田遺跡から翌年度の歌舞伎遺跡、更に佐波

郡境町西今井遺跡・三ツ木遺跡・小角田前遺跡の調

査を経て、昭和52年度の下渕名塚越遺跡までがこれ

に該当する。昭和53年 7 月の財団法人群馬県埋蔵文

化財調査事業団の発足にともない、上武道路にかか

わる発掘調査は同事業団に引き継がれることとなっ

た。 本遺跡は国道50号合流地点にあたり、昭和61

年10月 1 日～昭和62年10月 31 日の13カ月間にわたっ

て発掘調査が実施されることとなり、地名から今井

道上・道下遺跡と命名された。道路標程では、

No.1065~1077に相当する。
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第 1 章調査に至る経過と方法

2 調査の方法

今井道上・道下遺跡は、すでに奈良•平安時代の集

落跡として調査の行われていた二之宮谷地遺跡に西

接しており、調査区南東部では同集落の西限を確認

することに重点が置かれた。調査区中央の谷部では

浅間As-B軽石の堆積と黒色土層が確認されていたた

め、水田あるいは溜井等の存在が予想された。調査

区北西部の国道50号線と交差する地点では、台地上

で多量の土器片（古墳時代～平安時代）が散布して

おり、集落跡の存在が確実視された。また、国道50

号線の南方約50mの地点には通称「あづま道」と呼

ばれる市道が東西に延びており、これが古代官道の

東山道駅路推定地でもあったことから、その存否や

実態解明にむけて本遺跡の発掘調査に期待がかけら

れていた。以上の調査前所見に基づき、調査区全域

（面積16,800mりを対象として表土掘削、遺構調査

を行うこととなった。

調査区は国家座標に従い、一辺100メートルの方眼

を 1 区画として調査範囲を 6 区に大きく分割し、北

西側より l~6 区と命名した（別添遺跡全体図参照）。

各区は更に一辺 4mのグリッドに細分され、北西隅

を起点として東方向にアルファベット (A~Y) 、南

方向に算用数字 (0~24) を与えて各グリッドを呼

称した。

発掘調査は、まず大型掘削機械により全面的に表

土削除を行い、遺物包含層及び遺構確認面に達した

段階で、人力による調査を行った。

遺構の平面実測は、このグリッド杭を使用して、

平板測量を行った。 1 /20の縮尺を基本としており、

鼈、貯蔵穴、柱穴などの微細図については 1 /10 を基

本とした。

なお、遺構記録は実測図と写真を主体としたが、

粘土採掘坑では、断面記録として樹脂を用いた剥取

りを実施しており、帥群馬県埋蔵文化財調査事業団

で保管してある。

3 調査日誌抄

調査開始から終了までの主な調査過程を日誌抄と

してまとめた。

昭和61年10月 1 日 調査区の南東部から大型掘削機

械による表土除去作業を開始。同時に遺構確認作業

も始める。

昭和61年10月 15 日 調査区南東端で鍛冶跡と推定さ

れる竪穴 1 基を確認。中央の谷部以東では他に目立っ

た遺構は確認できず、わずかに縄文土器と石器の散

布が見られた。

昭和61年10月 16 日 調査区南東半の西に緩傾斜する

台地上で旧石器試掘を開始。

昭和61年11月 28 日 旧石器試掘で、浅間ー板鼻褐色

軽石群を含む硬質ロームから暗色帯にかけて石器剥

片が出土。

昭和61年12月 3 日 旧石器ブロック確認のため、掘

削範囲を拡張する。

昭和62年 3 月 13 日 調査区北西部の表土掘削と遺構

確認作業を開始。

昭和62年 3 月 31 日 昭和61年度分の調査を終了す

る。旧石器ユニット 1 カ所、平安時代の鍛冶跡 1 基、

土坑42基、溝 2 条を検出。

昭和62年 4 月 15 日 事前の準備期間を経た後、昭和

62年度の調査を開始。調査区北西部を対象として遺

構確認作業を行う。

昭和62年 5 月 11 日 調査区中央の谷部で礫を敷き詰

めた井戸 1 基と粘土採掘坑を確認する。

昭和62年 5 月 27 日 調査区北西部台地上で60軒以上

の竪穴住居からなる集落跡の存在が判明し、掘削調

査を開始する。

昭和62年 7 月 30 日 調査区を横断する通称「あずま

道」に沿って道路跡を検出、精査を行う。

昭和62年 8 月 31 日 調査区北西部台地上で旧石器試

掘を開始。以後、集落跡の調査と併行して行う。

昭和62年10月 31 日 調査終了。この間、調査成果を公

開するため遺跡現地説明会を開催。検出された遺構

は、古墳時代～平安時代の竪穴住居跡63軒、掘立柱建

物跡24棟、中世以降の竪穴遺構 4 基、道路跡 7 条、平

安時代以降の溝25条、井戸16基、土坑261基であった。
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1 地理環境

第 2 章周辺の環境と歴史的背景

1 地理環境

今井道上・道下遺跡は、赤城山頂 (1, 828m)から南

方に約20km離れた南麓端に位置する。標高85m前後

の南方に緩く傾斜する低台地に立地しており、周辺

も同様に高低差の少ない平坦な地形がひろがる。こ

の地点からは、北方に裾野を大きく広げた典型的な

成層火山である赤城山の雄姿を、何ひとつ遮るもの

なく眺望することができる。また南方には、旧利根

川の流路である広瀬川低地帯を挟んで、平坦な前橋

台地が広がり、そのまま広大な関東平野へと続いて

行く。この場所は日照良好で全方角に見晴らしの効

く反面、冬から初春にかけては群馬のからっ風とし

て有名な「赤城嵐」が直に吹き荒れ、極端に乾燥が

進む地域でもある。

赤城山の裾野は、火砕流堆積物や扇状地堆積物か

ら構成されており、南麓では中腹より流下する白川、

荒砥川、粕川等の主要河川の他、湧水点を谷頭とす

る小河川の侵食による開析谷が樹枝状に発達してい

る。南麓中央部分には、赤城山形成初期の梨木泥流

に関連する「流れ山」が多く点在する。

広瀬川低地帯は、現利根川河畔の前橋市田口町付

近から南東方向に延びる沖積地で、幅 3~2 kmの広

さをもつ。現在は広瀬川と桃木川が流れているが、

かつて利根川の流路であったと推定されている。現

在は完新世の河川堆積物によって覆われ、ほぽ平坦

な景観を呈しているが、それ以前の更新世に形成さ

れた微高地（河成段丘）が帯状に断続しており、こ

こに縄文時代後期まで潮りうる遺跡の存在したこと

が判明している（註 1) 。なお、広瀬川低地帯と赤城

山南面地形とは比高差 2~5mの崖で画されており、

この崖から北方に約500m離れた位置に本遺跡が存在

する。

本遺跡の立地する低台地は、西の荒砥川、東は宮

川の開析谷によって画されており、東西幅は約800m

である。地形的には後期更新世前半に形成されたと

される荒砥川扇状地に分類され、その南西扇端部に

あたる。基盤となる扇状地礫層面の上には、榛名八

崎軽石層 (Hr-HP) 、浅間板鼻褐色軽石層（As-BP) 、

浅間板鼻黄色軽石層 (As-YP) 等のテフラを含むロー

ム層が乗る。また、この地域では、ローム層の最下

層にあたる礫層の上位から榛名八崎軽石層までの間

に、厚い粘土層の存在することが判明しており、本

遺跡で検出された粘土採掘坑（第 3 章ー 7 ）との関

連が注目される。

荒砥川の開析谷は、幅500m、奥行き 14km と、赤城

山南面に形成された開析谷のなかでも最も広大な流

域面積をもっており、本遺跡の西方で広瀬川低地帯

と合流している。一方、宮川の開析谷は、幅300~100

m、奥行き 6 km と比較的小規模であり、縄文時代の

砂壌土や古墳時代以後の泥炭層が厚く堆積している。

これらの開析谷は、弥生時代以降の水田可耕地とし

て重要な位置を占めた事は容易に推測できるし、そ

のことは実際の遺跡分布や水田址の検出によってす

でに実証もされている（註 2) 。

なお、この低台地上には開析の進んでいない小規

模な窪地が幾つかの箇所で見られる。本遺跡調査区

の中央部分では、古墳時代以降の集落を載せる台地

の最高位より 3m低い緩やかな窪地となっており、

30cm前後の厚さで黒泥土が堆積していた。東に隣接

する二之宮谷地遺跡においても同様の窪地が見られ、

浅間As-B （推定1,108年）に覆われた水田址が検出

されている。これらは、黒泥土の下位にローム層が

見られることから、完新世に河川によって開析され

た谷ではなく、それ以前の更新世に形成された扇状

地面に残されたものと考えられよう。

2 歴史的背景

赤城山南麓は群馬県内でも遺跡の密度が高い地域

として知られる。特に、本遺跡の存する標高200m以

3 



第 2 章周辺の環境と歴史的背景
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第 2 図 周辺の地形と遺跡の分布

1 今井道上・道下遺跡（本報文による）

2 今井道上遺跡（古墳・奈良•平安）

3 二之宮谷地遺跡（旧石器・縄文・古墳・奈良•平安）

4 二之宮洗橋遺跡（古墳・奈良・平安）

5 荒砥洗橋遺跡（古墳・奈良·平安・近世）

6 二之宮千足遺跡（縄文·古墳・奈良•平安・中世）

7 荒砥宮西遺跡（古墳・奈良•平安）

8 宮川遺跡（弥生・古墳・奈良•平安）

9 荒砥天之宮遺跡（縄文・弥生・古墳・奈良•平安）

10 二之宮宮下西遺跡（古墳・奈良•平安）

11 二之宮宮下東遺跡（古墳・奈良・平安）

12 二之宮宮東遺跡（縄文•平安・中近世）

13 二之宮赤城神社（平安・中近世）

14 荒砥青柳遺跡（古墳・奈良・平安）

15 荒砥島原遺跡（弥生・古墳・奈良•平安）

16 宮原遺跡（古墳）

17 今井神社古墳と古墳群

18 今井白山遺跡（縄文・古墳・奈良・平安）

4 

19 筑井八日市遺跡（縄文・古墳・奈良·平安・中近世）

20 小島田八日市遺跡（縄文・古墳・中世）

21 荒砥北三木堂遺跡（旧石器・縄文・古墳・奈良•平

安）

22 荒砥大日塚遺跡（古墳・奈良•平安）

23 荒砥北原遺跡（縄文・古墳·奈良•平安）

24 鶴ケ谷遺跡群（弥生・古墳・奈良•平安）

25 荒砥上ノ坊遺跡（縄文・古墳・奈良•平安）

26 荒口前原遺跡（弥生•平安）

27 荒砥宮田遺跡（縄文・古墳・奈良•平安・中近世）

28 荒砥諏訪遺跡（古墳）

29 柳久保遺跡群（旧石器・縄文・古墳・奈良・平安）

30 頭無遺跡（弥生・古墳•平安）

31 荒砥中屋敷 I • II遺跡（古墳•平安）
32 荒砥下押切 I • II遺跡（古墳・奈良・平安）
33 荒砥荒子遺跡（古墳・奈良•平安）

34 女堀（中世）



下の平坦な地帯は、多くの湧水地やこれを谷頭とす

る開析谷の発達が見られ、弥生時代以降の生産基盤

となる恰好の水田可耕地を提供している。当地域で

は、旧石器時代から始まり中世の城館址に至るまで、

各時代の遺跡が連綿と存在することが知られており、

その中でも古墳が密集する点では県内でも有数の地

域である。ここでは、本遺跡を中心とした今井・ニ

之宮地域における各時代の遺跡の分布とその様相を

通史的に概観してみよう。

旧石器時代 かつて、今井地区でルヴァロア型石核

の発見が報じられたことがある（註 3) が、これは

表採資料であり、出土層位が不明であったために、

同じ赤城山南麓の不二山遺跡や権現山遺跡のように

大きく注目されることはなかった。しかしその後の

大規模工事に伴う発掘調査によって、当地域での旧

石器文化の存在が続々と知られるようになった。本

遺跡の東側に隣接する二之宮谷地遺跡では、暗色帯

からフレイクや礫群が検出され、南東700mほど離れ

た二之宮千足遺跡では、暗色帯から礫群を伴うブロッ

ク 2 カ所を検出した。また、本遺跡の北方500mの荒

砥北三木堂遺跡では木葉形および柳葉形尖頭器から

構成される尖頭器石器群が出土している。更に本遺

跡から北東約 2 kmの同一台地の奥部に位置する頭無

遺跡では、荒屋型彫器を伴う細石刃、細石刃核等か

ら構成される石器群が発見された。これは当地域で

の北方系石器文化の存在を示すとともに、石材が当

地域に一般的な黒色頁岩や安山岩ではなく、珪質頁

岩を用いる異質性が注目される。以上は、ほぼ直径

2 kmの範囲に分布するが、さらに周囲に目を転ずれ

ば、石山遺跡、下触牛伏遺跡、飯土井中央遺跡、三

ツ屋遺跡等が存在し、分布密度の非常に高い地域で

あることが知られる。

縄文時代草創期から遺跡の分布が見られ、小島田

八日市遺跡では、草創期の土坑と微隆起線文土器、

荒砥北三木堂遺跡や荒砥北原遺跡では撚糸文土器の

出土が知られる。他にも柳久保遺跡、下鶴谷遺跡等

があげられ、次の早期まで含めて、比較的遺跡が集

中する地域といえる。早期の遺跡数は草創期と大き

2 歴史的背景

く変わらないが、二之宮千足遺跡で集石土坑と埋甕、

頭無遺跡では陥し穴群等の遺構が検出されている。

前期になると小規模集落の存在が認められるように

なり、遺跡数も増加して縄文時代におけるひとつの

ピークを迎える。荒砥北三木堂、下鶴谷、荒砥宮田、

荒砥上ノ坊等で住居跡が検出されており、土器のみ

の出土例を加えれば、当地域の台地部分全体に濃密

な分布が見られる。中期では後半の時期に分布が見

られるが、本遺跡周辺では集落の検出が少なく、む

しろ南方 2 kmの荒砥前原や、東方 3 kmの荒砥二之堰

に見られる。後期に至って遺跡数は減少し、荒砥二

之堰で集落をみるほか、まとまった資料は少ない。

晩期ではほとんど分布が見られなくなる。赤城南麓

や大間々扇状地での遺跡分布の研究によって、前期

は海抜高度の高い丘陵地、中期は高度の低い台地と

占地傾向の異なることが明らかにされている（註 4)

が、本遺跡の周辺地域は台地でありながらやや前期

の遺跡数が勝っているようである。

弥生時代 当地域では、縄文晩期以来弥生時代中期

中葉までほとんど遺跡は見られない。弥生時代の中

期後半になってようやくその分布が知られるように

なる。本遺跡の西方、荒砥川右岸の低台地上に立地

する今井白山遺跡では、壺を伴う墓坑 1 基が確認さ

れている。この他には、荒口前原、荒砥北三木堂、

荒砥前原、荒砥島原、頭無遺跡等で集落の存在が判

明しており、また本遺跡の南東約 4 kmに存する伊勢

崎市西太田遺跡や、北東へ約 5 km離れた粕川村西迎

遺跡でも同時期の集落が見られる。広瀬川低地帯の

左岸に分布するこれらの遺跡は、当時の中枢地域と

考えられる対岸の高崎市から前橋市西部での集落遺

跡に比べて規模が小さく、分布範囲も限られている

が、少数ながら分布密度に関してはほとんど遜色な

く、またこれ以東の地域では遺跡の存在自体が希薄

であることからひとつの小地域圏を形成していた可

能性が高い。更にこの地域では、東北地方南部の土

器の濃厚な影響や南関東との交流が伺えるなど、特

異な土器様相を示すことから、当時における地域間

交流の中継基地的な性格も指摘される（註 5 ）。しか

5 
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し、これらの遺跡は継続される事なく、しばらく断

絶し、次に集落が形成されるようになるのは後期後

半に至ってからである。本遺跡周辺の今井～二之宮

地区では希薄であるが、北東へ約 4 kmの西大室地区

で集落の存在が知られる。出土土器は、広瀬川低地

帯以西に分布の中心をもつ樽式と在地と思われる赤

井戸式が混在し、一部に古墳時代初頭の土器を伴う

のが特徴である。これは新たにこの地域に進出した

拠点的集落と考えられ、次の古墳時代にも引き継が

れていく。

古墳時代 前期は、弥生時代には見られなかった遺

跡の爆発的な増大と広範な展開によって特徴づけら

れる。荒砥上之坊、荒砥大日塚、荒砥宮田等では集

落が、荒砥諏訪、荒砥島原、荒砥北原では周溝墓が

検出されており、これらの遺跡分布から、当地域の

開析谷の開発が急激に高まったことが知られる。な

お、この時期の古墳としては、広瀬川低地帯の対岸

に位置する八幡山古墳（全長130m、前方後方墳）や

天神山古墳（全長129m、前方後円墳）が知られてお

り、当地域との支配従属関係が注目される。前期で

見られた遺跡分布は、その後の古墳時代全般を通じ

て継続され、次第に分布域も広げ、遺跡自体の規模

も拡大する。中期には、柳久保や頭無遺跡のような

集落のほか、本遺跡の北方の地域で、豪族の居館跡

と推定される丸山遺跡、梅木遺跡、荒砥荒子遺跡の

3 カ所が知られている。いずれも方形の堀で囲まれ、

内側に棚列を巡らし、内部に掘立柱建物や竪穴等の

居住施設を設けるといった共通する構造をもつ。時

期は 5 世紀後半から 6 世紀初頭に限定され、同時期

の集落や生産域、墓域との関連性の解明が課題となっ

ている。また、本遺跡の西方 3 kmの筑井八日市遺跡

でも、古墳時代中期と推定される幅 7.6mの堀が検

出されており、全形は不明であるが、伊勢崎市の原

之城遺跡をしのぐ東西200mの大規模な居館となる可

能性をもっている。一方、この時期の古墳としては、

本遺跡の西方約700m、荒砥川左岸に位置する今井神

社古墳が知られる。これは全長71mの前方後円墳で、

埴輪の年代観から 5 世紀後半の築造と推定されてお

6 

り、当地域の古墳のなかでは最古の部類に位置付け

られる。当地域を統括した首長の墓と考えてよいだ

ろう。後期になると、当地域では古墳群の形成が進

み、本遺跡の存する今井字道下地区だけでも 7 基の

古墳が存在したことが「上毛古墳綜覧J （昭和13年）

に記されている。また古墳群に対応するように、集

落遺跡数の増大や拡散現象も見られ、この時期から

新たに集落が形成されたと考えられる遺跡も多い。

奈良•平安時代第 2 図に示した遺跡のほとんどで、

この時期の集落が見られる。多くは前代からの継続

集落で、二之宮宮東や荒砥中屋敷II遺跡のように、

平安時代になって新たに形成された集落遺跡も一部

で見られる。このように、当地域における古墳時代

以降平安時代にいたるまでの遺跡の継続的な拡大、

発展の背景には、比較的安定した耕地と溜井灌漑の

採用など新しい農業技術に基づいた耕地開発があっ

たからだろう。なお、今井白山遺跡や柳久保遺跡か

ら弘仁 9 年 (818年）の地震跡と思われる地割れや噴

砂が発見されており、赤城南麓を襲った当時の地震

災害の様子を物語る貴重な資料を提供している。

中世 集落遺跡は不明だが、 12世紀代に開削された

大規模用水路である女堀が本遺跡の約 1 km北方を東

西に延びている。また、古代官道の東山道駅路とも

推定される通称「あずま道」が、本遺跡を貫通して

東西に延びる。これは、現在も舗装道路として利用

されているが、本遺跡の調査ではじめて古代官道の

存否について検証のメスがいれられることになった。
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第 3 章検出された遺構と遺物

1 旧石器時代の遺構と遺物

調査区南東の西向き斜面で旧石器のブロックを検

出した。位置は 5 区J ~N-5~9 グリッドである。

周囲には 6 カ所の小規模な集中箇所が見られた。

石器群の概要

本遺跡からは、 192点の石器が出土した。石器石材

組成は、黒色安山岩179点、黒曜石 7 点、黒色頁岩 1

点、チャート 1 点、珪質凝灰岩 1 点、輝緑岩 1 点、

砂岩 1 点、細粒安山岩 1 点である。器種組成は、剥

片・砕片177点、二次加工ある剥片 7 点、石核 5 点、

楔形石器 1 点、使用痕ある剥片 1 点、石刃 l 点であ

る。

以上のことから、黒色安山岩を石材組成の主体と

する、そして、機種組成の中で、剥片、砕片の占め

る割合が非常に高い石器群といえる。

石器の分布は、一つの石器出土集中地点 (1 号プ

ロック）をもつ。さらに、その周辺に数点の石器が

散在する様相を示す。発掘調査時において、本来石

器群を構成したであろう全体を検出しておらず、 1

号ブロックが調査区域外にのびることは確実である。

1 号プロックは黒色安山岩を中心に構成され、剥

片剥離作業を示す剥片、砕片が多い。そして、おも

に黒色安山岩以外（黒曜石、珪質凝灰岩）の石材を

利用する石器が、 1 号ブロック周辺に散在する。

石器出土層位（第 3 図）

石器は、 va 層（As-BP （浅間一板鼻褐色軽石）

を含むローム層）から VIll層（褐色ローム層）にかけ

て出土した。約 lmの高低差をもつ。そして、 VII a 、

Vllb 層のローム層暗色帯部分に石器群の出土極大値

がくる。①AT （姶良丹沢火山灰）の極大値が、 VI層

（粘質ローム層）と vna 層の境界付近にくる。②石

器包含層の下層、 IX層が、 Hr-HP層（榛名一八崎軽

石層）である。この二点と石器出土層位から判断す

ると、本石器群は、いわゆるAT下位の暗色帯に属す

る石器群の可能性が高い。

石器の分布

第 3 図に示す通り、 1 号ブロックが調査区域外に

のびることは確実である。本石器群の石材は、黒色

安山岩が主体である。しかし、 1 号ブロックの周辺、

数十mを隔てて、黒色安山岩以外の石材製（黒曜石、

珪質凝灰岩）石器が散在する。 1 号プロック帰属の

石器と、ブロック外の石器には母岩の共有関係もな

く、この両者の石器が、同じ石器群に属するものか

問題が残る。仮に、同じ石器群とすると、黒色安山

岩の剥片剥離作業を中心とする 1 号ブロックと、そ

の他の作業の痕跡であるプロック外、という空間構

成になる可能性もある。今後、この平面分布に類似

する石器群が存在するか、注意する必要があろう。

次に、 1 号ブロックについて石器の分布状況を提

示する。

1 号プロック全出土石器分布（第 4 図）

1 号ブロック全体の石器は、径約10mの不整円形

の範囲に分布する。とりわけ、径約 5mの不整円形

の範囲に集中して分布する。よって、この径 5mの

範囲が、剥片剥離作業の中心地域である可能性が高

い。

石材別分布（第 4 図下）

全出土石器192点中、 179点が黒色安山岩製の石器

である。よって、黒色安山岩製石器を中心とした分

布状況になる。その中で、黒曜石製石器 3 点、チャー

ト製石器 1 点、黒色頁岩製石器 1 点、輝緑岩製石器

1 点が、 1 号ブロックに帰属する。

器種別分布（第 5 図上）

剥片、砕片を中心とする分布状況で、特定の器種

が、特定の場所に偏在する現象はみられない。その

中にあって石核の分布状況が注目される。二つの石

核が対になり、東西に約 5m離れた状態で存在する。

接合関係分布（第 5 図下）

接合関係分布は、大きく二つの地点に別れる。多

7 
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数の接合関係をもつ東地点。それとは別に、少数の

接合関係をもつ西地点が存在する。

母岩別分布（第 6 図）

178点の黒色安山岩製石器が、 7 母岩に分類された。

母岩の平面分布は、大きく三つに類別される。母岩

1 、 4 、 5 、 6 、 7 は、東地域に分布する。母岩 2

は西地点に分布する。そして、母岩 3 は両地点にわ

たり分布する。また、前にみたように、接合関係の

分布状況も、大きく東地点と西地点とに別れる。こ

れらの分布状況から、 1 号ブロックは二つの地点に

分離される可能性が高い。 1 号ブロックは、黒色安

山岩製の剥片、砕片が器種組成の主体であることか

ら、剥片剥離作業の場が東地点と西地点に分離され

る可能性がある。また、母岩 3 が両地点にまたがり

存在することから、東、西地点は独立的に存在する

ものではなく、関連をもった存在であるといえる。

出土石器

二次加工ある剥片（第 7 図ー 1 、 5)

1 は、三つに折断されたものが接合した資料であ

る。基部両側片を背面方向に集中的に二次加工し、

主要剃離両側にも一部加工がみられる。黒曜石製。

5 は、主要剥離面側に二次加工痕が認められる。

黒曜石製。 1 号ブロック外から出土。

石刃（第 7 図ー 2)

背面剥離痕は、すべて主要剥離面と同一の剥離方

向をしめす。中央で折断されている。黒色頁岩製。

石核（第 7 図ー 3)

断面三角形の剥片を素材とする。素材剥片の主要

剥離面を作業面とし、打面を固定した連続的な剥片

剥離痕が認められる。珪質凝灰岩製。 1 号ブロック

外から出土。

楔形石器（第 7 図ー 4)

主に上下端からの二次加工で楔形に整形した後、

両側片を折断している。使用痕と考えられる微細剥

離痕が、上下端に著しく残る。黒曜石製。

使用痕ある剥片（第 7 図ー 4)

片面に自然面を残す剥片の一端に、微細剥離痕（使

用痕）が認められる。微細剥離痕は、主要剥離面側

1 旧石器時代の遺構と遺物

になされる部分と、自然面側になされる部分の二箇

所からなる。細粒安山岩製。

剥片（第 7 図ー 7 、第 8 図上ー 8 、 9)

7 は、背面の一部に自然面を残す。上下両端で折

断されている。黒曜石製。 1 号ブロック外から出土。

8 は打面を残す。打面は、剥離面二面で構成され

る。黒色安山岩製。 1 号ブロック外から出土。

9 は、上端で折断されている。黒曜石製。 1 号プ

ロック外から出土。

接合資料

母岩 1 ・接合 1 （第 8 図下、第 9 図上）

石核 1 点、二次加工ある剥片 2 点、剥片・砕片24

点の合計27点で構成される。

大人の拳より、やや大きい礫を分割し剥片剥離作

業を開始したと考えられる。分割面と反対側で、自

然面除去を目的とした剥片剥離作業が行われ、その

後、打面位置を90度方向転移し縦長剥片を剥離して

いる。さらに90度方向の打面転移を繰り返し、剥片

剥離作業を終了している。剥片剥離作業終了後に、

石核は分割されている。最終的に、石核の形態は、

片側に自然面をもつ直方体に近い形態となっている。

本接合資料から、打面位置が一定せず90度方向の

打面転移を繰り返す剥片剥離技術の存在がうかがわ

れる。そして、生産された剥片の形態も不定形であ

る。

母岩 1 ・接合 2 （第 9 図下、第10図上）

二次加工ある剥片 3 点、剥片・砕片17点の合計20

点で構成される。

自然面除去を目的とした剥片剥離作業を、 180度方

向の打面転移を繰り返すことで行っている。その後、

打面位置を固定し剥片剥離作業が進行する。そのエ

程で得られた大形剥片を、石核の素材としている。

その石核の形態は、一側片に自然面を残した偏平な

形態である。そして、剥片剥離痕は一面しかなく、

剥片剥離作業を進行させずに石核を放棄している。

本接合資料では、自然面除去作業を、 180度方向の打

面転移を繰り返すことで行っているが、その後は、

打面位置を固定し剥片剥離作業を行っている。しか

, 
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し、生産された剥片の形態は不定形である。

母岩 1 ・接合 3 （第10図下）

た、石核に残る剥離痕の形態から、生産された剃片

の形態も、不定形であると考えられる。

剥片・砕片 8 点からなる接合資料である。自然面

を打面とし、打面位置を固定し、剥片剥離作業を行っ

ている。

母岩 2 ・接合 1 （第11図上）

石核 2 点、剥片・砕片 4 点の合計 6 点で構成され

る。大人の拳大の原石を利用している。自然面を打

面とし、二つの個体に分割した後、

で剥片剥離作業を行っている。

それぞれの個体

しかし分割後は、一

方の個体には、大きな剥離面が一面認められるだけ

である。もう一方の個体では、自然面を打面とし小

さな剥片を二つ剥離しているだけである。つまり、

分割後、剥片剥離作業を進行させずに、石核を放棄

している。

石核は、一方に自然面を残す偏平な形態と、同じ

く一方に自然面を残す立方体に近い形態がある。両

石核に残る剥離痕の剥離方向は一定せず、打面転移

母岩 3 ・接合 l （第11図下、第12図上）

剥片・砕片 9 点の接合資料である。大人の拳より

やや大きい原石を利用している。一方に大きな平坦

面を作出し、 そこを打面として、自然面除去を目的

とした剥片剥離作業を行っている。打面の位置は一

定している。

母岩 4 ・接合 l

母岩 4 ・接合 2

（第12図中）

剥片・砕片 6 点の接合資料である。自然面を保有

する接合資料が多いなかで、本資料は自然面を保有

していない。 90度方向の打面転移を繰り返し、剥片

剥離作業を行っている。生産された剥片の形態は、

不定形である。

（第12図下）

剥片・砕片 4 点の接合資料である。本資料も自然

面を保有していない。 90度方向の打面転移が認めら

れる。

を繰り返す剥片剥離技術の存在がうかがわれる。

12 
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まとめ

本石器群においては、石器の技術形態的特徴から、

石器群の編年的位置を決定するのは困難である。

剥片剥離技術は、打面の位置が一定せず打面転移

を繰り返す特徴がある。そして、生産された剥片は、

石刃のような一定の形態を所持していない。剥片剥

離技術としては、石刃のような定形的な剥片を一定

量生産する技術とかなり相違する様相がうかがえる。

ただし、本石器群には黒色頁岩製の石刃が 1 点存在

する。たとえば、群馬県月夜野町の後田遺跡の石器

群では、石材により剥片剥離技術の様相が異なるこ

とが知られている。石刃などの縦長剥片は黒色頁岩

を専ら利用し、その他の剥片は黒色安山岩を利用し

生産している。本石器群の石刃も黒色頁岩製である

ことから、後田遺跡と同様の技術展開を示す可能性

は十分ある。そしてまた現在、剥片剥離技術の様相、

その発達段階が、石器群の編年的位置を決定する一

つの重要な要素となっている。しかし、同一の石器

群において、石材により剥片剥離技術の様相が相違

することから、今後は、石材と剥片剥離技術の関係

を十分考慮し、編年研究に結び付けていく必要があ

ろう。

本石器群は、AT下位の暗色帯部分に出土点数の極

大値をもつ。よって、これまで群馬県下で数多く報

1 旧石器時代の遺構と遺物

告され、AT下位暗色帯帰属と総括される石器群と相

前後する編年的位置が、現在では最も妥当と考えら

れる。それらの石器群の編年関係の詳細は、今後の

課題である。

石器の平面分布は、一つの集中地点(1号ブロッ

ク）と、その周囲に散在する石器とで構成される。

1 号ブロックは、母岩の分布状況、接合関係から、

二つの地域で構成される。 1 号ブロックは黒色安山

岩の船」片剥離作業を中心とする地点であることから、

剥片剥離作業の場が大きく二つ存在した可能性があ

る。

1 号ブロック外の石器は、黒曜石、珪質凝灰岩と

いう黒色安山岩以外の石材を中心に利用している。

また、 1 号ブロック帰属の石器と、ブロック外の石

器とは母岩の共有関係がなく、この両者が同一石器

群に属するものか疑問が残る。仮に、同一石器群と

すると、黒色安山岩の剥片剥離作業を中心とした痕

跡の 1 号ブロック、そして、それ以外のなんらかの

作業痕跡の 1 号ブロック周辺地域、という二つの空

間構成が存在した可能性がある。今後、このような

平面分布を示す石器群に注意し、考察を深める必要

がある。また、旧石器時代の集落構造を追及するに

は、発掘調査時において、石器集中地点外の地域に

も注意していく必要があろう。

表 1 旧石器時代の石器一覧(1)

No. 器 種 母岩番号 接合番号 石 材 重鑓 挿図番号 備 考

1 剥 片 1 1 黒色安山岩 3.00 第 8 図ー 2

2 剥 片 1 1 黒色安山岩 5 20 第 8 図ー 2

3 剥 片 1 1 黒色安山岩 3.50 第 8 図ー 4

4 剥 片 1 1 黒色安山岩 12. 70 第 8 図ー 1

5 剥 片 1 1 黒色安山岩 23.60 第 9 図ー 5
6 剥 片 1 1 黒色安山岩 6.90 第 9 図ー 8
7 剥 片 1 1 黒色安山岩 5.40 第 8 図ー 4

8 剥 片 1 1 黒色安山岩 0. 70 第 9 図13, 剥 片 1 1 黒色安山岩 2.80 第 9 図ー 8
10 剥 片 1 1 黒色安山岩 13.50 第 9 図ー 8
11 剥 片 1 1 黒色安山岩 5.00 第 9 図ー13
12 石 核 1 1 黒色安山岩 44.90 第 9 図ー14

13 砕 片 1 1 黒色安山岩 0.40 第 9 図ー13
14 剥 片 1 1 黒色安山岩 16.40 第 9 図ー 5
15 剥 片 1 1 黒色安山岩 6.90 第 9 図ー 5
16 剥 片 1 1 黒色安山岩 13.70 第 9 図ー 9
17 剥 片 1 1 黒色安山岩 1.30 第 8 図ー 2
18 剥 片 1 1 黒色安山岩 0.70 第 8 図 4
19 剥 片 1 1 黒色安山岩 5.00 第 9 図ー 9
20 砕 片 1 1 黒色安山岩 0.02 第 9 図 9
21 剥 片 1 1 黒色安山岩 3.70 第 9 図ー10
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表 2 旧石器時代の石器一覧(2)

N(l 器 種 母岩番号 接合番号 石 材 重旦 挿図番号 備 考

22 二次加工ある剥片 1 1 黒色安山岩 6.00 第 9 図-12

23 剥 片 1 1 黒色安山岩 2.20 第 9 図ー11

24 二次加工ある剥片 1 1 黒色安山岩 3.20 第 9 図ー12

25 砕 片 1 1 黒色安山岩 0.50 第 8 図ー 3

26 剥 片 1 1 黒色安山岩 7.30 第 9 図ー 7

27 砕 片 1 1 黒色安山岩 0.40 第 9 図-6

28 砕 片 1 2 黒色安山岩 0.40 第10図ー 2

29 砕 片 1 2 黒色安山岩 0.50 第10図ー 8

30 剥 片 1 2 黒色安山岩 15. 70 第10図ー 8

31 剥 片 1 2 黒色安山岩 4.80 第10図ー 8

32 剥 片 1 2 黒色安山岩 23.40 第10図ー 5

33 二次加工ある剥片 1 2 黒色安山岩 1 50 第10図ー 5

34 剥 片 1 2 黒色安山岩 2 20 第10図ー 2

35 剥 片 1 2 黒色安山岩 0.50 第10図ー 5

36 二次加工ある剥片 1 2 黒色安山岩 5.60 第10図ー 5

37 剥 片 1 2 黒色安山岩 0 50 第10図ー 8

38 剥 片 1 2 黒色安山岩 1.40 第10図ー 6

39 剥 片 1 2 黒色安山岩 21 70 第10図ー l

40 石 核 1 2 黒色安山岩 86.70 第10図ー 7

41 剥 片 1 2 黒色安山岩 6.90 第10図ー 7

42 剥 片 1 2 黒色安山岩 4 40 第10図ー 2

43 剥 片 1 2 黒色安山岩 4.00 第10図ー 6

44 二次加工ある剥片 1 2 黒色安山岩 3 10 第10図-5

45 剥 片 1 2 黒色安山岩 1.80 第10図ー 4

46 砕 片 1 2 黒色安山岩 0.25 第10図ー 9

47 剥 片 1 2 黒色安山岩 1.00 第10図ー 3

48 剥 片 1 3 黒色安山岩 2.40 第10図ー 1

49 砕 片 1 3 黒色安山岩 0.20 第10図ー 2

50 剥 片 1 3 黒色安山岩 2.90 第10図ー 2

51 砕 片 1 3 黒色安山岩 0.80 第10因ー 2

52 砕 片 1 3 黒色安山岩 1.00 第10図ー 2

53 砕 片 1 3 黒色安山岩 0.14 第10図ー 2

54 砕 片 1 3 黒色安山岩 0.18 第10図ー 2

55 剥 片 1 3 黒色安山岩 3.60 第10図- 1 

56 砕 片 1 4 黒色安山岩 0.50 

57 砕 片 1 4 黒色安山岩 0.40 

58 剥 片 1 4 黒色安山岩 1.20 

59 砕 片 1 黒色安山岩 0.11 

60 砕 片 1 黒色安山岩 0.02 

61 砕 片 1 黒色安山岩 0.38 

62 剥 片 1 黒色安山岩 1.40 

63 砕 片 1 黒色安山岩 0.20 

64 砕 片 1 黒色安山岩 0.30 

65 剥 片 1 黒色安山岩 0.50 

66 砕 片 1 黒色安山岩 1.00 

67 砕 片 1 黒色安山岩 0.80 

68 砕 片 1 黒色安山岩 0.06 

69 剥 片 1 黒色安山岩 0.64 

70 砕 片 1 黒色安山岩 0.40 

71 砕 片 1 黒色安山岩 0.22 

72 砕 片 1 黒色安山岩 0.34 

73 剥 片 1 黒色安山岩 1.30 

74 砕 片 1 黒色安山岩 0.10 

75 剥 片 1 黒色安山岩 0.20 

76 砕 片 1 黒色安山岩 0.50 

77 砕 片 1 黒色安山岩 0.03 

78 砕 片 1 黒色安山岩 0.10 
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1 旧石器時代の遺構と遺物

表 3 旧石器時代の石器一覧(3)

N(l 器 種 母岩番号 接合番吾 石 材 重星 挿図番号 備 考

79 砕 片 1 黒色安山岩 1.20 

80 砕 片 1 黒色安山岩 0 40 

81 砕 片 1 黒色安山岩 0.30 

82 砕 片 1 黒色安山岩 0.40 

83 砕 片 1 黒色安山岩 0.21 

84 剥 片 1 黒色安山岩 1.90 

85 砕 片 1 黒色安山岩 0.08 

86 砕 片 1 黒色安山岩 0.14 

87 砕 片 1 黒色安山岩 0.11 

88 砕 片 1 黒色安山岩 0.04 

89 砕 片 1 黒色安山岩 0.26 

90 砕 片 1 黒色安山岩 0.26 

91 剥 片 1 黒色安山岩 2.20 

92 砕 片 1 黒色安山岩 0.10 

93 砕 片 1 黒色安山岩 0.15 

94 砕 片 1 黒色安山岩 0.27 

95 砕 片 1 黒色安山岩 0.30 

96 砕 片 1 黒色安山岩 0.03 

97 剥 片 1 黒色安山岩 3.20 

98 砕 片 1 黒色安山岩 0 70 

99 砕 片 1 黒色安山岩 0.37 

100 砕 片 1 黒色安山岩 0.02 

101 砕 片 1 黒色安山岩 0.06 

102 砕 片 1 黒色安山岩 0.07 

103 砕 片 1 黒色安山岩 0.12 

104 砕 片 1 黒色安山岩 0.01 

105 剥 片 1 黒色安山岩 0.50 

106 砕 片 1 黒色安山岩 0.30 

107 砕 片 1 黒色安山岩 0.05 

108 砕 片 2 1 黒色安山岩 1.20 第11図ー 2

109 石 核 2 1 黒色安山岩 170.30 第11図— 2

110 砕 片 2 1 黒色安山岩 0.30 第11図ー 2

111 剥 片 2 1 黒色安山岩 3.30 第11図ー 1

112 剥 片 2 1 黒色安山岩 2. 70 第11図ー 1

113 石 核 2 1 黒色安山岩 94.50 第11図ー 1

114 剥 片 2 黒色安山岩 2.40 

115 砕 片 2 黒色安山岩 0.80 

116 砕 片 2 黒色安山岩 0.02 

117 剥 片 2 黒色安山岩 1.50 

118 砕 片 2 黒色安山岩 0.10 

119 剥 片 2 黒色安山岩 0.70 

120 剥 片 2 黒色安山岩 3.90 

121 砕 片 2 黒色安山岩 0.32 

122 剥 片 3 1 黒色安山岩 35.80 第12図ー l

123 剥 片 3 1 黒色安山岩 66.70 第12図— l

124 剥 片 3 1 黒色安山岩 37.00 第12図ー 4

125 剥 片 3 1 黒色安山岩 58.10 第12図— 2

126 剥 片 3 1 黒色安山岩 3.10 第12図— 3

127 砕 片 3 1 黒色安山岩 0.50 第12図— 4

128 剥 片 3 1 黒色安山岩 13.90 第12図 3

129 砕 片 3 1 黒色安山岩 0.32 第12図ー l

130 砕 片 3 1 黒色安山岩 0.40 第12図ー 1

131 砕 片 3 黒色安山岩 0.04 

132 砕 片 3 黒色安山岩 0.06 

133 砕 片 3 黒色安山岩 0.06 

134 砕 片 3 黒色安山岩 0.08 

135 砕 片 3 黒色安山岩 0.02 

21 



第 3 章検出された遺構と遺物

表 4 旧石器時代の石器一覧(4)

Nu 器 種 母岩番号 接合番号 石 材 重量 挿図番号 備 考

136 砕 片 3 黒色安山岩 0.36 

137 砕 片 3 黒色安山岩 0.23 

138 砕 片 3 黒色安山岩 0.12 

139 砕 片 3 黒色安山岩 0.03 

140 剥 片 3 黒色安山岩 1.00 

141 砕 片 3 黒色安山岩 0.20 

142 砕 片 3 黒色安山岩 0.30 

143 剥 片 4 1 黒色安山岩 3.80 第12図ー 3

144 剥 片 4 1 黒色安山岩 4.80 第12図ー 3

145 剥 片 4 1 黒色安山岩 1.30 第12図ー 2

146 砕 片 4 1 黒色安山岩 0.30 第12図ー 2

147 剥 片 4 1 黒色安山岩 4.20 第12図ー 1

148 剥 片 4 1 黒色安山岩 16. 70 第12図ー 2

149 剥 片 4 2 黒色安山岩 0.30 第12図ー 1

150 剥 片 4 2 黒色安山岩 0.70 第12図ー 1

151 剥 片 4 2 黒色安山岩 1.20 第12図ー 1

152 剥 片 4 2 黒色安山岩 4.10 第12図ー 2

153 剥 片 4 3 黒色安山岩 13.20 

154 剥 片 4 3 黒色安山岩 21.20 

155 剥 片 4 4 黒色安山岩 6.60 

156 剥 片 4 4 黒色安山岩 1.90 

157 砕 片 4 黒色安山岩 0.50 

158 剥 片 4 黒色安山岩 20.20 

159 剥 片 4 黒色安山岩 2.00 

160 剥 片 4 黒色安山岩 10.30 

161 砕 片 4 黒色安山岩 0.12 

162 砕 片 4 黒色安山岩 0.19 

163 砕 片 4 黒色安山岩 0.24 

164 砕 片 4 黒色安山岩 0.40 

165 砕 片 5 黒色安山岩 0.22 

166 砕 片 5 黒色安山岩 0. 70 

167 砕 片 5 黒色安山岩 0.30 

168 剥 片 5 1 黒色安山岩 10. 90 

169 剥 片 5 1 黒色安山岩 3.60 

170 剥 片 5 1 黒色安山岩 2.50 

171 剥 片 5 1 黒色安山岩 0. 70 

172 砕 片 6 黒色安山岩 0.90 

173 剥 片 6 黒色安山岩 4.60 

174 剥 片 6 黒色安山岩 0.80 

175 剥 片 6 黒色安山岩 2.90 

176 剥 片 7 黒色安山岩 2.50 

177 剥 片 7 黒色安山岩 0 50 

178 剥 片 7 黒色安山岩 2.60 

179 石 刃 黒色頁岩 6.50 第 7 図ー 2

180 剥 片 輝緑岩 4.80 

181 砕 片 チャート 0.40 

182 剥 片 8 1 黒曜石 3.27 第 7 図ー 1

183 二次加工ある剥片 8 1 黒曜石 3.23 第 7 図- 1 

184 砕 片 8 1 黒曜石 0.24 第 7 図— 1

185 石 核 珪質凝灰岩 20.45 第 7 図ー 3 石器集中地点外

186 楔形石器 黒曜石 第 7 図ー 4 出土地点不明

187 剥 片 黒曜石 第 8 図ー 9 石器集中地点外

188 剥 片 黒色安山岩 19.90 第 8 図ー 8 石器集中地点外

189 使用痕ある剥片 細粒安山岩 27.39 第 7 図ー 6 出土地点不明

190 剥 片 黒曜石 第 7 図ー 7 石器集中地点外

191 二次加工ある剥片 黒曜石 第 7 図ー 5 石器集中地点外

192 砕 片 砂 右LU 出土地点不明
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2 縄文時代の遺物

2 縄文時代の遺物

(1) 石器

伴出土器の細別型式は前期から後期に位置づく。

打製石斧も前期や後期に特徴的な例が多く、概して

出土資料は前期から後期に属す可能性が高い。しか

し、一方では草創期に特徴的な尖頭器（第13·14図）

や、早期・撚糸文系土器群に伴う例（第20図66~69)

が含まれ、また分布域も重なるため、所属時期は明

確にできない。

調査段階の所見では、縄文時代以前の出土資料は

遺跡中央付近の浅い埋没谷の東側台地部分に集中し

ており、特にこの地点で遺物が多く分布し、西向き

斜面では後期の土器が比較的集中することが判明し

ている。

各区域毎の出土点数は、位置不明の 4 点を

除き、 1 区24点、 2 区276点、 3 区29点、 4 区

196点、 5 区452点、 6 区 7 点の総計988点を数

える。出土資料の主たる器種構成は、打製石

斧35点（短冊形 8 ・撥形 8. 分銅形 7. 分類

不能12) 、磨製石斧 2 点、石鏃30点（磨製石鏃

1 を含む）、尖頭器 6 点（うち 2 点は有茎）、

石匙 3 点、削器22点、加工痕を残す剥片71点、

使用痕を残す剥片42点、石核45点、礫器 5 点、

凹石 3 点、磨石 5 点、敲石45点、石皿 1 点、

多孔石 2 点、砥石 1 点で、出土資料全体の約

30％を占める。各々は散漫な分布状態を示し

ており、特定の器種が集中する傾向は見られ

ない。例えば、形態的に見た打製石斧の分布

は、短冊形を呈する例は 2 区に 3 点、 4 区に

1 点、 5 区に 4 点、撥形を呈する例はそれぞ

れ 2 点、 3 点、 2 点、分銅形はそれぞれ 2 点、

2 点、 4 点と偏差は見られないのである。出

土資料を製作・使用の脈絡の中に位置付けら

れないため断定は困難だが、剥片や破片に比

ベ石核の占める率が高く、石器製作址の本来

的な姿を示すものではあるまい。

こ
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第13図縄文石器 (1)
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2 縄文時代の遺物
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第 3 章検出された遺構と遺物

Na 種 類
出土位置 長 幅

区 グリッド mm mm 

1 尖頭器石槍 2 V-12~16 008) (46) 

2 石 槍 5 K-8 Illa層 158 42 

3 尖頭器 2 1-14 (47) 13 

4 尖頭器 2 S-11 Illa層 (29) (12) 

5 尖頭器 4 S-3 (84) 19 

6 有茎尖頭器 4 攪乱 (40) 15 

7 凸基有茎鏃 2 F-20 II 層 (31) 17 

8 凹基無茎鏃 4 R-8 Illa層 (24) 16 

9 磨製石斧 5 C-15 Illa層 (22) 16 

10 石 匙 5 G-16 Illa層 42 46 

11 石 匙 5 A-5•6 2粘坑 32 (48) 

12 削 器 5 Illa層 100 33 

13 削 器 5 Illa層 72 52 

14 削 器 5 Illa層 113 57 

15 削 器 2 H • 1-7 • 8 62 103 

16 削 器 1 W-10 II 層 103 102 

17 加工痕剥片 5 Illa層 74 40 

18 加工痕剥片 1 X • Y-11 52 54 

19 加工痕剥片 5 U-4 55 50 

20 加工痕剥片 5 l-11 llla層 63 36 

21 加工痕剥片 49 105 

22 加工痕剥片 2 Y-17 II 層 128 70 

23 加工痕剥片 2 E-14 75 71 

24 加工痕剥片 5 F-4 55 104 

25 加工痕剥片 5 F-21 Illa層 119 81 

26 加工痕剥片 2 Q •R-1•2 90 96 

27 加工痕剥片 4 Illa層 95 75 

28 加工痕剥片 試坑 N-3谷地 89 89 

29 加工痕剥片 1 V-7 103 81 

30 加工痕剥片 2 1-21 108 107 

31 使用痕剥片 5 I-5 a層 36 65 

32 使用痕剥片 5 D-3 Illa層 33 16 

33 使用痕剥片 4 U-10 FP混 42 65 

34 使用痕剥片 2 P-22 75 82 

35 使用痕剥片 5 L-13 Illa層 51 71 

36 使用痕剥片 4 X-5 トレンチ内 73 85 

37 使用痕剥片 2 G-10 H-11 1-15 95 70 

38 使用痕剥片 2 T-17 C混黒土 85 93 

39 使用痕剥片 2 N-20 上層 112 85 

32 

表 5 縄文石器一覧表

厚 重
石材

mm g 

18 11. 4 

12 94. 9 黒頁

6 4.2 

4 0.9 

10 14. 7 

5 3.8 

4 1.5 黒安

35 1.0 黒曜

20 0.9 珪頁

10 12. 5 

8 12.1 

17 40. 9 黒頁

11 53.4 黒頁

25 166. 7 黒頁

23 161. 2 黒頁

29 231.1 黒頁

15 49. 9 黒片

10 30. 6 黒頁

13 32. 6 黒頁

16 38. 7 黒頁

30 150.3 黒頁

32 314. 7 黒頁

15 75. 4 黒頁

25 157 2 黒頁

18 189. 9 黒頁

22 180 6 黒頁

23 192.7 黒頁

33 243.8 

22 172.5 黒頁

34 360.9 黒頁

17 30.9 黒頁

10 3.6 黒曜

7 19.1 黒頁

15 73.5 黒頁

10 49. 5 黒頁

22 133.4 黒頁

31 159.0 黒頁

21 142.7 黒頁

20 248.0 黒頁

Nu 種 類
出土位置 長 幅

区 グリッド mm nnl 

40 使用痕剥片 2 F-11 Illa層 98 112 

41 使用痕剥片 5 M-12 Illa層 57 58 

42 石 核 4 I• J-lll層 44 120 

43 石 核 5 M-13 Illa層 36 126 

44 石 核 南西外表 93 

45 石 核 2 l-18 52 

46 石 核 5 H-4 Illa層 60 

47 石 核 5 F-15 Illa層 58 

48 石 核 5 Illa層 80 

49 石 核 2 C-10 134 

50 石 核 4 N-6 114 

51 打斧撥形 4 K-18 83 

52 打斧撥形 4 R-7 131 

53 打斧撥形 5 A-5•6 2粘土坑 (99) 

54 打斧撥形 4 X-16 llla層 93 

55 打斧撥形 3 B • C-21 123 

56 打斧分銅形 5 A-18 113 

57 打斧分銅形 2 w~17 攪乱面 124 

58 打斧分銅形 4 0-7 C混黒土 111 

59 打製石斧 5 (117) 

60 鉛l 片 3 Y-23 135 

61 打製石斧 1 W-8 25住 (95) 

62 礫 器 2 I-9 II 層 87 

63 敲 石 2 W-12 134 

64 石 斧 4 X-6 黒色混土 93 

65 石 斧 4 表採谷表土 63 

66 スタンプ形 5 Illa層 126 

67 スタンプ形 5 1溝 106 

68 三角錐形 2 Y-2 • 3 Illa層 llO 

69 三角錐形 5 G~ 12 llla層 106 

70 磨 石 4 X-0 (88) 

71 磨 石 4 N-6 (75) 

72 凹 石 4 R-2 Illa層 97 

73 敲 石 4 R-4 103 

74 敲 石 5 K-23 Illa層 153 

75 敲 石 4 P-8 llO 

76 鉗」 片 2 H • l-8 覆土 155 

77 敲 石 5 E-14 154 

78 凹 石 5 M-11 Illa層 108 

「種類」の欄の略号は次のことを示す。

加工痕剥片：加工痕ある剥片

使用痕剥片：使用痕ある剥片

打斧：打製石斧

「石材」の欄の略号は次のことを示す。

黒安：黒色安山岩黒頁：黒色頁岩

珪頁：珪質頁岩石閃：石英閃緑岩

灰安：灰色安山岩黒片：黒色片岩

粗安：粗粒安山岩変安：変質安山岩

ホルン：ホルンフェルス 黒曜：黒曜石
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99 

76 

62 

91 

87 

83 

53 

67 

50 

63 

94 

56 

62 

80 

54 

56 

35 

77 

76 

58 

64 

83 

78 

77 

73 

(131) 

(59) 

84 

86 

61 

45 

llO 

68 

86 

厘 重
石材

mm g 

23 235.2 黒頁

11 29.1 黒頁

52 243.2 黒頁

49 257.5 黒頁

51 400.4 黒頁

83 235.5 黒頁

39 184.0 黒頁

19 74. 6 黒頁

30 414.9 黒頁

52 536. 7 黒頁

52 704.4 黒頁

51 133.2 珪頁

18 122.6 黒頁

16 41. 4 砂岩

12 62. 3 黒頁

31 317. 9 黒頁

19 126.0 ホルン

17 172 4 灰安

25 246 2 黒頁

18 136.8 

39.3 黒頁

10 44.1 

37 350.4 黒頁

26 389.5 粗安

30 283.5 

24 167. 7 

47 741.7 変安

36 468. 7 変安

42 249.2 黒頁

52 451.1 黒頁

(80) 1366. 7 石閃

(57) 149.6 粗安

45 487. 7 粗安

31 358.1 石閃

30 427.5 黒頁

45 357.8 石閃

67 3.6 黒頁

44 597.0 粗安

68 539.2 粗安



(2) 土 器
本遺跡の縄文時代出土土器は概して少量である。

縄文時代に比定される遺構が検出されず、遺構確認

作業時や、奈良•平安時代の遺構覆土からの出土が

多い。また、土坑状の落ち込みからの出土も確認さ

れたが、遺構伴出遺物ではなく、自然流入によるも

のと判断し、本遺跡出土の縄文土器は総て包含層出

土扱いとした。本報告では今後における周辺遺跡の

調査・整理に伴い、同時期の資料の充実を目的とし、

出土土器のうちから必要なものを抽出し掲載する。

出土土器の多くは縄文時代後期のものが多く、当該

地域の例えば、荒砥二之堰遺跡や筑井八日市遺跡等

に比較資料が出土しており、本遺跡の出土資料も併

せて比較分析が果たせ得るものと考える。

1~10は、縄文時代前期初頭～中葉に位置付けら

れる。胎土に繊維を含む。 1 は 0 段多条RL横位施文。

原体幅は短い。 2 は隆帯上に刻みを施し、撚糸側面

圧痕が沿う。 3 は器面が荒れ判然としないが 0 段多

条RLが施される。 4 は 0 段 3 条縦位・斜位施文。早

期末葉から前期初頭期に見られる施文である。 5~7

は体部破片。いずれも 0 段多条のRL、 LRで、原体幅

は短い。 1~7 は花積下層式期に比定される。 8~10

は同一個体。外反気味の口縁部にLR縄文が施され、

内面は横位の研磨により滑らかである。 9 • 10 には

追加成型施文の痕跡がわずかに認められる。前期中

葉段階のあるいは黒浜式終末期と考えられよう。

11~29は、前期後半の諸磯式に比定される。色調

は赤褐色～褐色を呈す。 11~14は前期後半諸磯 a 式

初頭期に見られる、いわゆる「米字文」であろう。

地文にRL縄文を施し、円形沈文を縦位に配し、平行

沈線を縦位・斜位に結ぶ。ただ平行沈線は地文の条

には沿っておらず、丁寧な施文ではない。また、胎

土に少量の繊維を含み、諸磯 a 式初頭期の様相を見

せる。 15~19は諸磯 a 式。繊維は含まず、堅緻な焼

成である。 17~19は同一個体であろう。円形竹管文

が縦位に施される。薄手の器厚を呈し、内面は丁寧

に研磨される。 17は外反する波状口縁で、波頂下に

円形竹管文と同規模の孔が穿たれる。 20は小型の円

2 縄文時代の遺物

形竹管文が施される。 21~27 は a 式の体部破片。 28

も形態から諸磯 a 式と見られる。 29は諸磯 C 式の貼

付文を付す口縁部破片である。地文に集合沈線を施

している。

30~33は、中期後半加曽利 EIII式と捉えた。30~32

は垂下細沈線とLR縄文の充填施文。 33は波状小突起

下位に刺突列が間隔を保ち平行する。体部は縦位の

集合条線が地文として施される。

34 • 35は、加曽利 EIV式であろうか。両者とも特

殊な在り方である。 34はおそらく瓢形の鉢あるいは

深鉢であろう。内傾する口縁部には橋状把手が横位

に付せられ、両端から細隆線が派生する。 35は細隆

線文による区画文であろうか。

36 • 37は加曽利E式期の底部破片と思われる。 36

は腰部に横位の強い撫でが加わる。

38 • 39は、称名寺式古段階とした。いずれも加曽

利E式の要素を残す資料である。 39は平行する隆線

によるモティーフ内を縄文充填施文する。おそらく

縦位RL施文。 39は細沈線文が雑に縦位施文される。

外面は研磨され平滑である。

40~59は、後期初頭の称名寺式の中段階ー I 式の

後半に比定されよう。冒頭にも断ったが、この後期

の土器群は本遺跡の縄文時代遺物の中では比較的ま

とまった出土を見せているが、遺構に帰属し得る出

土状態は示しておらず、包含層出土としてまとめた。

しかしながら、周辺の遺跡では当該期の資料が少な

からず出土しており、当地域の後期集落や包蔵地の

在り方が徐々にではあるが明らかになりつつある。

将来的な課題として、赤城山南麓域平野部周辺の該

期遺跡と出土資料を考えなければならないだろう。

40は平縁で円形の小突起を突出させる。突起上面

には刺突が施される。口縁下の横位一次区画文を描

かず、モティーフは上部連繋線より派生する。モティー

フの全容は判然としないが、おそらく空白部による

渦巻き状の変化形が配されるものと思われる。充填

縄文はLR細縄文を用い、モティーフ上位は横位、下

位は縦位に施す。 41~52 も同等の「渦巻き状」・「J

字状」・「鈷先状」のモティーフによるものと考えら

33 
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第22図 包含層出土縄文土器（1) m
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2 縄文時代の遺物
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第 3 章検出された遺構と遺物
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第24図包含層出土縄文土器 (3)

れよう。すべて充填縄文施文で、無文部は丁寧な撫

で・研磨で滑沢である。沈線も深い。

この段階で特筆すべきは、53~59の一群であろう。

空白部と縄文施文部および刺突列施文部に分けられ、

称名寺式に普遍的な、いわゆる「交互充填施文の原

則」からすると、破格の文様構成を示している。い

ずれも、細沈線による懸垂状の構成で、充填縄文は

縦位LR細縄文である。刺突列は比較的小型で、間隔

も狭い。当地域の独特の文様構成であろうか、特殊

な例として位置付けておきたい。

68~69は、称名寺式の新段階一称名寺 2 式とした。

やや太めの一本書きの沈線でモティーフが描かれ、

刺突文を充填する文様構成である。 60~64に集めた

内屈する口唇部は称名寺式に見られる特徴で、 61の

ように口唇部上端に沈線を巡らすものもある。刺突

文は、 65~68に見られる雨垂れ状の刺突が充填され

36 

ており、前段階に見られた小型の刺突文との差が見

られる。 69の器面は入念に研磨され、おそらく注口

土器体部破片であろう。

70~79は、後期中葉の堀之内 1 式である。少量の

出土量にかかわらず、大形破片の出土が見られ復元

実測が果たし得た個体もある。

70の口唇部には 2 ケの刺突文が付され、沈線が巡

る。 71は小渦巻き文が配される。器面は研磨され、

あるいは注口土器か。 72 • 73 は同一個体か。 3 条一

組の浅い細沈線が懸垂する。 74 も細沈線による懸垂

文でやや深く平行施文されている。 75は深鉢頸部の

破片か。やや太めの沈線で、区画文が描かれるよう

だ。沈線の施文は丁寧である。 76は底部で、端部が

張り出し、内外面とも研磨される。

77~79は、器形復元を果たし得た深鉢である。堀

之内 l 式とした。



2 縄文時代の遺物
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第25図 包含層出土縄文土器 (4)
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第 3 章検出された遺構と遺物

77の口縁部上には、おそらく小突起が付され、ロ

唇部に沿って沈線が巡る。口縁部は強く外反し、頸

部は括れ体部は大きく張る器形である。屈曲部には

細隆線が巡り、「 8 」字状の小把手が付せられ、この

小把手より口縁部と体部に 2 条の細隆線が分岐懸垂

する。この体部細隆線は、懸垂状の文様構成の基準

となっているようだ。体部文様は、沈線文を懸垂し

縦位LR縄文を充填する。色調は褐灰色を呈し、胎土

は緻密である。焼成は堅緻。口縁部内面は、丁寧に

撫でられ滑沢面を持つ。口縁部から体部上半の約 1 / 

3 の残存である。

78の口縁部は内彎ぎみに強く開く。体部は小径で

直線的に体部下半に至る。口縁部には小波状の小突

起を付し、突起上端には刺突文が加えられる。突起

直下より隆線が垂下し、隆線には円形の浮文と刺突

文が付される。体部の文様は、垂下隆線と垂下沈線、

および体部下半の横位沈線によって大区画され、区

画内を沈線によるモティーフが配され、空白部を斜

位の沈線文で充填する。内面は研磨により滑沢面を

持つ。色調は鈍い黄橙色を呈し、胎土は緻密で焼成

は堅緻である。口縁部から体部下半約 1/4 の残存で

ある。

79は大型の深鉢。口唇部は内傾し、口縁部に波状

小突起を設ける。頸部は緩やかに屈曲し体部上半は

球胴状に張る甕状の器形を呈す。波状小突起は円形

の沈文を付した浮文と弧状短沈線を持ち、内面にも

円形沈文を施す。小突起下より、細隆線が頸部の円

形沈文に垂下する。頸部には 2 条の沈線が巡り、ロ

縁部と体部を画す。体部文様は、波状小突起下位に

円形沈文を施し、半円状の沈線文が囲む。以下沈線

による懸垂文が体部文様を構成し、区画部分には縦

位LR細縄文が充填される。体部下半は、懸垂文が及

んでおらず無文である。色調は明褐色を呈し、胎土

に粗砂粒を含む。焼成は普通である。口縁部から体

部下半約1/ 4 の残存である。

以上のように本遺跡の包含層出土の縄文土器を概

観したが、後期称名寺式と堀之内式の資料がやや多

い。

38 

該期の周辺遺跡としては、前述の荒砥二之堰遺跡

や梵井八日市遺跡の他に、荒砥前原遺跡・荒砥北原

遺跡や今井白山遺跡等でも該期土器の出土が見られ

る。また当地域は、荒砥二之堰遺跡調査以来、中期

～後期の敷石住居跡が点在する地域として知られて

おり、前に挙げた荒砥前原や今井白山でも、少数な

がらも敷石住居跡が検出されている。また、古くは

筑井遺跡敷石住居跡も報告された経緯もある。

本遺跡は、このような周辺渫境にあり後期資料が

出土する必然性は充分あったのだが、残念ながら遺

構出土ではなく、包含層出土の資料群となった。ま

た、各段階でのまとまった出土量はなく散在的な出

土であり、当地域の後期土器群の特徴や変遷を具現

するものではない。

しかしながら、何点かの資料には特徴的な要素が

見られ、今後の資料増加に備えて類例や特徴を指摘

しておきたい。本文中にも触れたが、 53~59は体部

破片資料ながら、称名寺式の文様基本構成である、

「交互充填施文の原則」から外れた一群である。縄

文施文部に剌突文を施す例は多く見られるが、無文

部と縄文部さらに刺突部が加わる文様構成は他に例

を見ない。おそらく、口縁部に沿う刺突列帯の変化

あるいは無文部の内部の変化から発生した文様構成

と思われ、今後完形土器の出土例を望みたい。

次に、復元実測し得た 3 個体の堀之内式土器は、

77 • 79が近接した時期と思われる。両個体とも、堀

之内 1 式普遍の文様構成であり、県内でも比較的類

例は多い。新田町矢太神沼遺跡 1 号住出土土器に良

好な一括資料が知られ、荒砥二之堰34号住 •35号住

でも同段階の土器群が出土している。 78の類例は少

ない。矢太神沼 1 号住にも同様の文様構成を持つ朝

顔形の小型深鉢が見られるが、 78は沈線文充填手法

を取り、モティーフの在り方、体部下半の横位一次

区画線の存在から、堀之内 1 式後半の所産と捉えた

し＼。



3 古墳時代以降の遺構と遺物

概要

本遺跡で検出された遺構の大部分は、ここで扱う

古墳時代以降に属する。竪穴住居跡の場合は、出土

遺物や住居形態から、帰属する時代がある程度判明

するが、その他の掘立柱建物跡、溝、土坑、井戸等

については確定できないものが多いため、ここでは

あえて時代区分をせず、一括して記述を行った。た

だし、遺構群構成を把握する便を図るため、帰属す

る時期が推定できるものについては下記にまとめ

た。なお暦年代推定については、平成 7 年段階で判

明している群馬県中部の土器編年と年代観 (1994坂

ロ ー「今井道上遺跡の集落構成と変遷」 I今井道上

遺跡j、神谷佳明「出土土器について」『二之宮谷地

遺跡jいずれも財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業

団）に従った。更に本遺跡での編年細分も可能だが、

同一地域における隣接遺跡での成果をまとめて考察

するのが良策と考え、本書ではあえてそれを行わな

かった。

4 世紀ー 1 • 5 • 14号住、 3 号竪穴

6 世紀ー 9 • 19 • 20 • 21 • 22 • 23 • 24 • 26 • 29 • 33 • 

34 • 35 • 36 • 37 • 38 • 40 • 41 • 43 • 45 • 51 • 

54 • 55号住、 10号掘立柱建物、 15号井戸

7 世紀ー 2 • 3 • 12 • 13 • 15 • 16 • 17 • 25 • 27 • 30 

39 • 46 • 4 7 • 48 • 49 • 50 • 52 • 53 • 57 • 58 

59 • 62 • 64号住、 (1 号井戸）

8 世紀ー10 • 18 • 42 • 63号住

9 世紀ー 4·6·7·11 ・ 28 • 44 • 60 • 61 • 65号住

1 号鍛冶、 26 • 27号溝

10世紀ー 8 • 56号住

以上のように、本遺跡では 4 世紀（後半）から集

落形成が始まり、 5 世紀に断絶、 6~10世紀には継

続的に集落が営まれたことが判明している。とりわ

け 6~7 世紀には竪穴住居跡の密集度が高く、 8 世

紀と 10世紀には極端に減少する傾向が伺われる。東

側に隣接する二之宮谷地遺跡ではこれと逆の傾向が

見られることから、この二遺跡は各々が独立した集

3 古墳時代以降の遺構と遺物

落ではなく、本来同一集落と捉えるべきものであり、

何らかの理由が生じたことによって居住域の中心を

移したと考えておきたい。

1 号鍛冶跡は、 9 世紀代の集落に伴うものである

が、その位置は本遺跡と二之宮谷地遺跡の居住域の

中間である空閑地にあり、一般竪穴住居跡とは隔絶

させる意図が伺える。

掘立柱建物跡は、 6 世紀中～後半の10号掘立、中

世と推定される 1 • 2 号掘立以外は、時期を限定す

るのは困難であるが、竪穴住居跡との重複関係から

23 • 24号掘立は古墳時代に潮る可能性が高い。

特殊な遺構としては、調査区北西部で検出された

直線状に南北に走る 2 条の溝と中央窪地の粘土採掘

坑が上げられる。この溝は北側と南方で西方に折れ、

一辺100m強の方形区画になることが想定される（神

谷1994「今井道上遺跡の方形区画遺構について」「今

井道上遺跡』財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業

団）。粘土採掘坑のある窪地は南方に展開する浅い谷

地形の谷頭にあたるが、湧水は見られずわずかに黒

色土が堆積する程度で、乏水性の谷だったと考えら

れる。この窪地には自然の表流水を集めたとみられ

る浅い溝が数条集まっている。

遺構群の分布から、調査区中央の窪地をはさんで、

西側微高地上に居住域があり、窪地から東側微高地

に至る緩斜面では祭祀的な 1 号井戸と鍛冶跡のみと

いう明確な土地利用の区別がある。ただし、この緩

斜面地点は前述の二之宮谷地遺跡居住域の西はずれ

という位置関係にあたることから、集落全体として

は谷頭を囲む東西の微高地上に居住域が展開し、中

央窪地で粘土採掘や祭祀の場を設け、 1 棟やや離れ

て鍛冶場を営むという景観が想定できよう。

なお、調査区北西部で東西に走る道路遺構と、そ

の南側で掘立柱建物群と井戸で構成される中世屋敷

跡が検出されている。道路遺構は「あずまみち」の

伝承がある現市道の下にあり、「古東山道」との関連

を検証する重要な意義をもつ。
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(1) 竪穴住居跡

1 区から 5 区で合計65棟が検出された。時期は古

墳～平安時代に属するもので、中世と推定される竪

穴状遺構は別に扱う。

1 号住居跡（第27 • 28図）

位置 4 区M- 7 、 N- 7. 8 グリッド

規模 4.7X3.3m

壁高 40cm

主軸方位 N-30ー -E 

床面全体的に貼床を施し、床面レベルはほぼ水

平。全体的に硬質で、硬軟の境界は不明確。

炉不定形と円形に床面が焼けた痕跡が中央部分で

検出された。くぼみはなくほぼ平坦。焼土の量は少

なく、使用期間は比較的短かったと思われる。

貯蔵穴 北隅の北東壁に沿って掘り込まれる。平面

は不整楕円形で、径70X30cm、深さ 15cm。底面は浅

3 古墳時代以降の遺構と遺物

い椀状を呈する。

ピット 柱穴と考えられるものはない。南西壁のほ

ぼ中央付近で外側に張り出すピット 1 基が検出され

た。半円形を呈し、径50cm、底面の深さは検出面か

ら 30cm深く、床面からは16cm高い。なお、炉に隣接

して浅い円形のくぼみが検出されたが、焼土を切っ

ていることから、本住居跡を切る新しい掘り込みの

痕跡と考えたい。

周溝床面検出時には不明瞭であったが、掘り方

確認時に検出された。北西壁に沿って掘り込まれ、

幅10cm前後、深さは最大10cmで凹凸が多い。

掘り方北西壁に沿って帯状に掘り＜ぽめているが、

周囲とのレベル差は顕著ではない。

遺構重複関係 187号土坑との新旧関係は不明。近世

以降の畠サクに切られる。

遺物貯蔵穴及び張出しピットから遺存状態の良

好な遺物が出土する。時期は古墳時代前期に属する。

// 
、
吋 à 

187土坑

゜ 1 : 60 2m 

1 号住居跡土層説明

1 黒褐色粘質土 OOYR2/2)

土粒細かく、 As-C と榛名山

軽石を含む

2 黒色粘質土(lOYR2/l)

土粒細かく、 As-C と榛名山

軽石を含む

3 黒褐色粘質土(lOYR3/2)

土粒細かく、 As-C と榛名山

軽石を含む

<.D 4 暗褐色粘質土(lOYR3/3)

土粒細かく、ローム粒を含む

5 暗褐色粘質土(lOYR3/4)

土粒細かく、ローム塊を含む

6 黒褐色粘質土(lOYR2/3)

土粒細かく、ローム粒と粘土

粒を含む

7 黒色粘質土(lOYR2/l)

土粒細かく、ローム塊を含む

8 暗褐色粘質土(lOYR3/3)

ローム粒とローム塊主体

第27図 1 号住居跡
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第 3 章検出された遺構と遺物

゜ 1 : 60 2m 
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第28図 1 号住居跡掘り方及び出土遺物

2 号住居跡（第29~34図）

位置 5 区C•D-1·2

規模 4.1X4.4m 壁高 59cm

主軸方位 N-85° —E 

床面西半部は、ローム地山をそのまま床面とし

ており、ほぼ平坦で東半に比べ 4 cm前後低い。東半

部は、掘り方のくぼみや床下土坑をローム塊混土で

埋めて床面とする。やや凹凸が目立つ。

寵東壁のやや南寄りに位置し、天井部は残ってい

ない。袖部はわずかに竪穴内に張り出すのみで、燃

焼部の大部分は地山を掘り込んだ内側に粘土とロー

ムの混合土を貼って構築される。燃焼部の形状は箱

形で、規模は長さ1.42m、幅60~40cmである。燃焼

部は焚口から 70cmほどで、奥に長さ 20cmの礫を直立

させて支脚としている（第30図）。煙道は約50゜で傾斜

し、中央で段をなしてほぼ直上にのびる。

貯蔵穴(p 1) 南東隅に位置するピット、平面は不

42 

整方形で、規模は73X44cm、深さ 63cm。上半はすり

鉢状で、下半は円筒状を呈する。埋没は住居廃絶以

後の周囲からの流入土によると思われる。

柱穴確認できない。性格不明のピット 6 基を検

出。このうち P2 は出入り口に関連する支柱穴、 P

5~p 7 は床面を掘り込み住居の第一次埋没土が堆

積することから、住居廃絶に開穿された可能性が高

し％

上端径 深さ 下端径 (cm)

P 2 37X29 32 10 

P 3 67X52 82 25 

P 4 25X20 12 10 

P 5 80 X 60 50 30 X 10 

P 6 60X48 51 10 

P 7 96X70 52 14 

周溝竃と北辺の西端から1.2mの部分を除いて

巡っており、最大幅22cm、深さは10cm以下。



掘り方南壁に沿って帯状、鼈前面部は皿状、住居

中央部と西壁際中央に土坑状の掘り方が検出された。

いずれもローム塊の多い土で埋填される。

3 古墳時代以降の遺構と遺物

遺構重複関係なし。

遺物鼈から完形坪と甕胴部が出土。 7 世紀後半

のものに限られ、混入品は見られない。
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2 号住居跡土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/3~2/3) 土粒粗く、 As-B を含む

2 As-B純層 下位は軽石、上を灰が覆う

3 黒褐色粘質土(lOYR2/3) 軟質で、微小ローム粒を含む

4 黒色粘質土(lOYR2/l~3/2) 土粒細かく、 As-C を含む

5 暗褐色粘質土(lOYR3/4) 土粒細かく軟質で、微小ローム

粒を含む

6 褐色粘質土 (10YR4/4) 土粒細かく軟質で、微小ローム

粒を含む

7 暗褐色粘質土(lOYR2/2~3/3) 軟質で、小ローム塊を含む

8 黒褐色粘質土(lOYR2/3) 軟質で、小ローム塊を含む

］［言□｀□.lL.
6 黄褐色土 (10YR5/6)

7 褐色土 (10YR4/4)

8 褐色土(10YR4/6)

第29図 2 号住居跡

軟質で、 As·Cを少量に含む

軟質で、小ローム塊を含む

軟質で、焼土と小ローム塊を含む

軟質で、As-Cと榛名山軽石を含む

軟質で、ローム粒を多く含む

軟質で、ローム塊を多く含む

軟質で、ローム塊、ローム粒を

多く含む

軟質で、ローム粒を多く含む

0 1:50 2m 
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第 3 章検出された遺構と遺物
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竃土層説明

1 黄褐色土(lOYR4/4~5/4)

2 暗褐色土(lOYR3/4)

3 赤褐色 (2.5YR5/8)

4 褐色土(lOYR4/6)

5 赤褐色土 (2.5YR5/8)

6 黄褐色土 (10YR4/4)

7 黄褐色土(1QYR4/4)

8 黄褐色土 (10YR4/4)

こ

粘土粒と暗褐色土粒の混合、

As-Cを含む

軟質で、炭化物、焼土、ローム

粒含む

天井～煙道部内壁の崩落焼土

焼土粒とローム粒を含む、煙道

流入土

煙道部崩落焼土

焼土粒とローム粒を多く含む

軟質で、焼土粒とローム粒が主体

焼土、ロームの混合、灰を含む

第30図 2 号住居跡竃周辺

\ 

貯蔵穴土層説明

1 暗褐色土(lOYR3/3~2/3)

2 暗褐色土 (10YR3/3)

'ｷ I 、__,

｀二

第31図 2 号住居跡出土遺物 (l)

軟質でローム粒多い、焼土と

ローム塊を少量含む

小ローム塊を多く含む、貼床埋土

゜ 1 : 30 lm 

こ

゜ 1 : 3 10cm 
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

+ 
E-2 

ヽ

H_ 

上L. L=87.40 

H' 
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H' 

2
 

掘り方土層説明

l 黄褐色土(lOYR5/8)

2 黄褐色土(10YR5/8)

3 褐色土 (10YR4/4)

4 褐色土(lOYR4/4)

ローム塊主体

ローム主体、地山と思われる

土粒粗く、ローム塊を含む

ローム塊主体で、炭化物を少撮

含む

第32図 2 号住居跡掘り方

゜ 1 : 60 2m 

/ 

第33図 2 号住居跡出土遺物 (2)
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第 3 章検出された遺構と遺物
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口第34図 2 号住居跡出土遺物 (3)

口

□
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O 1 : 3 10cm 
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3 号住居跡（第35図）

位置 5 区A•B-6·7

規模 (4.5) X3.lm 壁高 63cm

主軸方位 N-80° —E 

床面 ほぼ平坦な貼床で、床埋土の厚さは不均ー。

鼈東壁の南寄りに位置し、北半部は不明。遺存規

模は、長さ 80cm、幅80cm。掘り方底面に20cmの厚さ

叫

2 粘土坑

/
 

..JL. L =85.2届I

哀
．
s
0
0
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T
呵

A
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A

l

 

3 古墳時代以降の遺構と遺物

で埋土を行い火床面とする。火床面は平坦で焚口よ

りやや高く、奥行きは35cm前後である。奥壁は直立

し、中位から外傾して煙道となる。袖部～本体は粘

土を芯としてロームで覆って構築する。

柱穴住居跡の隅部に 3 基のピットが確認され、

位置と規模から、柱穴と考えられる。なお、南壁際

に並ぶ 2 基の小穴は、壁上端から 50cm離れ、間隔を

35cm空けている。’‘はしご穴”だろう。

上端径 深さ 下端径 (cm)

P 1 80 X 56 52 62 X 35 

P 2 60 X 50 40 48 X 35 

P 3 40 X 30 35 20 X 12 

Pl-P2 2.9m P2-P3 2.lm 

周溝西壁に沿い幅40cm以下、深さ3cm前

後。底面は凹凸多く、掘り方か。

掘り方 中央部から床下土坑 l 基を検出し

た。不整楕円形で、径（1. 5) X 1. 4m、深さ

28cmである。底面は平坦。

遺構重複関係 2 号粘土採掘坑に切られ

る。

遺物南東隅の竃右脇から甕が出土。又、

本住居跡から落下した可能性のある平瓶が

2 号粘土採掘坑から出土する（第292図）。

゜ 1 : 60 2m 

• 

J J \ \ ¥ I I I • I • 

~ j 

J ] 

゜ 1 : 4 10cm 

// 1 

第35図 3 号住居跡及び出土遺物
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第 3 章検出された遺構と遺物

4 号住居跡（第36 • 37図）

位置 2 区K • L-23 • 24 

規模 2.9X3.6m 壁高 25cm

主軸方位 N-95ー -E 

床面全体にローム地山を床とし、竃の焚口周辺

を除いて硬質。レベル差もほとんどなく平坦。

鼈東壁の南寄りに構築、袖部はやや竪穴内に張り

出す。長さ 110cm、燃焼部内法幅は50cm。焚口から燃

焼部にかけての掘り方は、舟底状にくぼみ、人為的

な埋土を行っている。

貯蔵穴 南東隅に構築。隅丸長方形を呈し、規模は

68X48cm。断面は逆台形状で深さは19cm。なお貯蔵

穴周囲は床面に比べ 2~3cm くぽんでいる。

柱穴 ピット 8 基が検出されたが、性格は不明。

ただしp 1 は人為的な埋土から床下土坑の可能性が

ある。

上端径 深さ 下端径 (cm)

P 1 75X61 18 50X40 

P 2 30 X 27 28 18 X 12 

P 3 36 X 28 18 15 

P 4 30 X 25 27 20 X 14 

P 5 20 16 10 

P 6 26Xl8 14 12X8 

P 7 30X25 19 8 

その他の施設 竃の左側の東壁中央から南側に湾曲

してのびる短い溝が検出された。長さ 65cm、幅20cm、

深さ 17cm。これを境にして床面が北では硬質、南で

は軟弱であることから、何らかの境界を意味する遺

構か。

遺構重複関係なし。

遺物鼈、貯蔵穴、及び住居の南壁際に偏って分

布する。土器が主であるが、埋土から鉄製の釘、刀

子、碁石状石製品が出土している。
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→三三
鼈土層説明

1 赤褐色粘質土 (5 YR4/6) 焼土粒が主体

2 褐色粘質土(7.5YR4/4) 焼土、粘土、炭化物を

含む

3 褐色粘質土 (10YR4/6) ローム粒と焼土を含

む

4 褐色粘質土(10YR4/6) ローム主体で焼土を

含む、貼床

5 暗褐色粘質 (10YR3/3) 小ローム塊を含む

゜ 1 : 60 2m 

4 号住居跡土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/3) As-B を含む

2 暗褐色粘質土(lOYR3/4) 微小な榛名山軽石

を含む

3 暗褐色粘質土(lOYR3/3) 微小な榛名山軽石

を含む

4 褐色粘質土 (7.5YR4/4) 硬質で、焼土粒を含

む

5 褐色粘質土 (10YR4/4) ローム粒を含む

6 褐色粘質土(10YR4/6) ローム粒を含む、

ピット埋土

7 暗褐色粘質土 (10YR3/4) ローム粒を含む、周

溝か

第36図 4 号住居跡
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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第37図 4 号住居跡遺物出土状態及び出土遺物
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第 3 章検出された遺構と遺物

5 号住居跡（第38~41図）

位置 2 区0 • P-17 • 18 

規模 4.2X4.6m 壁高 64cm

主軸方位 N-20ー -W 

床面 ほぼ水平で、軟質ローム土を床土とする。

炉 主軸線上に30cm離れて 2 基が並ぶ。 Fl は北西

寄り、 F2 は中央に位置し、規模は直径40cm深さ 4

cm と同じ。踏み固められた痕跡が認められず、新旧

関係か同時存在かは不明。

ピット 竪穴からは貯蔵穴 (P 1) と 5 基のピットが

検出されたが、配置からみて柱穴とは考えにくい。

貯蔵穴は南西隅に掘られ、平面形は不整円形。断面

は箱形。

上端径 深さ 下端径 (cm)
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P 6 25 X 20 11 10 X 6 

周溝最深部10cmで全周する。幅は最大で15cm。

底面はハードローム層に達する。

掘り方 凹凸はあるが全体に平均した掘り方で、ハー

ドローム層を掘り抜く。

遺構重複関係 6 • 7 • 8 号掘立柱建物、 7 号井戸、

99号土坑に切られる。

遺物貯蔵穴p 1 からほぽ完形の台付甕 2 個体が

出土。東壁際に台付甕の脚台部 3 ケがまとまって出

土。いずれも古墳時代前期。
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

_A_ L =86.50 

_12_. L =86.50 .J2'.. 

0 1 : 60 2m 

第39図 5 号住居跡土層断面

A' 
ー 5号住居跡土層説明

1 黒褐色粘質土(lOYR2/2)

土粒細かく、 3~5 ミリの

榛名山軽石を含む

2 黒色粘質土(lOYR2/l)

l 層と同質で、 As-C が少

量加わる

3 黒褐色粘質土 (10YR2/2)

土粒細かく、 As-C を含む

4 黒褐色粘質土(lOYR2/3)

土粒細かく、軟質で、ロー

ム粒を含む

5 黒褐色粘質土(lOYR2/3)

土粒細かく、 3~5 ミリの

細礫を含む

6 暗褐色粘質土(lOYR3/3)

土粒細かく、微細なローム

粒を含む
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第40図 5 号住居跡出土遺物 (1)
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゜ 1 : 3 10cm 
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第 3 章検出された遺構と遺物
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第41図 5 号住居跡出土遺物 (2)

J
 

ー
／

ー

ー

12 

゜ 1 : 3 10cm 

6 号住居跡（第42 • 43図）

位置 4 区 I• J -1•2

規模 4.2X ?m 壁高 72cm

主軸方位 N-(76)ー -E 

床面全面ロームブロック主体の貼床。中央と西

壁際が硬化する。レベルはほぼ均ー。

鼈・炉不明。

柱穴竪穴内で中央部と南東壁際に 3 基づつ計 6

基が検出されたが、伴う可能性については不明。 P

3 とp 6 、p 1 とp 4 、p 2 とp 5 はそれぞれ約

1. 8mの距離で平行に並び、重複する掘立柱建物の柱

穴の可能性がある。

52 

上端径 深さ 下端径 (cm)

p 1 40X28 16 25X 16 

P2 35X32 27 12 

P3 60X32 31 14 

P4 35X30 25 12 

P5 30X25 19 10 

P6 65X50 21 45 

周溝なし。

掘り方 中央がやや浅く、壁際を深く掘るが、明瞭

ではない。最深部で10cm前後の埋土で貼床を構築。

遺構重複関係 15号溝に切られる。

遺物大部分が埋土から出土。



3 古墳時代以降の遺構と遺物
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6 号住居跡土層説明

1 暗褐色砂質土(10YR3/3)

2 暗褐色土 (10YR3/4)

3 暗褐色土(10YR3/4)

4 褐色粘質土 (10YR4/4)

5 褐色粘質土 (10YR4/4)

6 黒褐色土(10YR2/3)

7 褐色粘質土(10YR4/4)

8 暗褐色土 (10YR3/3)

9 褐色土 (10YR4/6)

10 暗褐色土(10YR3/4)

0
8
'
9
8
1
1
T
 

As-B を含む、現耕作土

軟質で、プロック状

榛名山軽石、 As-C 、焼土、ローム粒を含む

ローム粒を含む

軟質で、焼土とローム粒を含む

軟質で、榛名山軽石と焼土含む

ロームと暗褐色土の混合土

軟質で、ローム粒と焼土を含む

ロームを主体とする

ローム粒、ローム塊主体、焼土をプロック状に含む、貼床埋土

公． L=86.80 •• 

゜ 1 : 60 2m 

\ □□三口一＼ニニ／
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第42図 6 号住居跡及び出土遺物（1)
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゜ 1 : 3 10cm 
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第 3 章検出された遺構と遺物

□□ 
第43図 6 号住居跡出土遺物 (2) ゜ 1 : 3 10cm 

7 号住居跡（第44 • 48図）

位置 4 区H • 1-0 

規模 4.8X3.5m 壁高 42cm

主軸方位 N-5ー -E 

床面 中央は地山のローム、隅部は埋土による貼

床。中央は硬質で北から南へ緩傾斜する。

鼈東壁の南寄りに位置。煙道と器設部を残す。竪

穴内に張り出す袖部は見られない。奥行き 60cm。焚

口は40゜ほどの傾斜で下がるが、灰掻きのためであろ

うか。火床面は平坦で床面より 10cm レベルが低い。

器設部は40X20cmの横長楕円形。燃焼部天井はロー

ムで構築され、煙道は地山を掘り抜く。煙道は50゜傾

斜し、直径約10cmを測る。

柱穴床面精査では南東寄りに PlOを検出。これ
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第44図 7 号住居跡
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は柱穴の可能性あり。床下からp 1 と P 2 の 2 基、

壁際に P3~pgの 7 基が検出された。これらが本

遺構に伴う可能性は不明。

上端径 深さ 下端径 (cm)

P 1 85 X 65 22 50 X 38 

P 2 75 X 70 28 40 

P 3 30 X 25 30 18 X 12 

P 4 40 18 17X12 

P 5 25 28 6 

P 6 30X20 (40) 14 

P 7 50 X 20 51 18 X 12 

P 8 55 X 35 13 30 X 12 

3 古墳時代以降の遺構と遺物

P 9 45 X 30 29 18 X 12 

PlO 76 36 30X22 

なおp 3~pgの深さは遺構検出面からを測った。

貯蔵穴 南東隅に構築され、平面は方形、規模はlOOX

(70)cm深さ 35cmを測る。

周溝なし。

掘り方隅を深く掘る傾向あり。また竃前面部も皿

状に浅く掘り込んでいる。

遺構重複関係 140号土坑を切る。

遺物貯蔵穴と竃の間で人頭大の割礫が 3 ケまと

まって出土したが、竃袖構築材だった可能性あり。

大部分は埋土からの出土である。

C L=87.10 

7
 

．上こ

..A_ L =87.10 A' 

7 号住居跡土層説明 11 7 

1 暗褐色土 (10YR3/4) As·A含む、近～現代の耕作土 11 暗褐色土 (10YR3/3)

2 黒褐色土 (10YR2/3) 榛名山軽石、焼土粒、炭化物粒を含む

3 黒褐色粘質土 (7.5YR3/3) 2 陪に近似 12 暗褐色土(lOYR3/4)

4 暗褐色土 (10YR3/4) As-C 、焼土粒、ローム粒を含む

5 黒褐色土(lOYR2/3) As·C 、焼土粒を含み、炭化物粒が多い 13 140号土坑埋土

6 褐色土(lOYR4/4) ロームを主体とする壁崩落土

7 褐色土 (10YR4/4) ローム塊を主体とする床土

8 暗褐色土 (10YR3/3) ローム粒、粘土、焼土、炭化物粒の混土

9 暗褐色土(lOYR3/4) ローム塊を主体で、焼土、炭化物粒を含む

゜10 黄褐色土(lOYR5/6) ローム塊主体、黒色土を中位にはさむ

ローム塊、粘土、焼土、炭化物

粒の混土

近～現代の耕作土に掘り込まれ

たピット

1 : 60 2m 

」L L=87.10 E' 

鼈土層説明

1 暗褐色土(lOYR3/4)

2 黒褐色土 (10YR2/3)

3 黄褐色土 (lOYRS/6)

4 黒褐色土(lOYR3/2)

As·A含む、近～現代の耕作土

榛名山軽石、 焼土粒、炭化物

粒を含む

天井部、ローム主体

竃内流入土、焼土多い

5 黒色土(lOYR2/l) ローム塊を含む互層、硬化した

焚口床面

6 黒褐色粘質土(lOYR3/2) 燃焼部底面の埋土か

7 暗褐色土(lOYR3/3) 掘り方埋土

第45図 7 号住居跡土層断面
゜ 1 : 30 lm 
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第 3 章検出された遺構と遺物
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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第48図 7 号住居跡出土遺物 (2)

8 号住居跡（第49図）

位置 2 区E • F-20 

規模不明 壁高 23cm

主軸方位 N-91° —E 

床面中央がややくぽむ。地山と思われる。

鼈東壁の南寄りに位置、地山を掘り込んで燃焼部

を構築する。袖部と煙道は不明。燃焼部規模は80X

60cm、焚口は床面と同レベルで、火床面は奥へ約20°

で傾斜して上がる。

柱穴検出されなかった。

周溝なし。

遺構重複関係なし。

遺物埋土下層から土器片が出土。なお、下層に

は炭化物が含まれ、火災住居の可能性あり。
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第 3 章検出された遺構と遺物
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8 号住居跡土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)

2 暗褐色粘質土(10YR3/3)

3 黒褐色粘質土(lOYRZ/2)

As·B を含む、近～現代の耕作土

榛名山軽石、ローム粒を少貨含む

軟質で、 1 cm以下の炭化物、ローム粒、焼土

を含む

゜ 1 : 3 10cm 

4 暗褐色土 (10YR3/4) As-C 、焼土粒、ローム粒を含む

5 にぶい赤褐色土 (7.5YR4/6) やや軟質で、全体に焼土粒を含む

6 暗褐色土(7.5YR3/3) ローム粒、粘土、焼土、炭化物粒の混土

゜ 1 : 60 2m 

第49図 8 号住居跡及び出土遺物

9 号住居跡（第50 • 51図）

位置 2 区 F-17 規模 6.0X-m

壁高 50cm 主軸方位 N-75°-E

床面地山のローム床、平坦。東西壁際以外は硬

質。

鼈東壁南寄りに位置、袖部は110cm竪穴内に張り出

す。全長150c皿幅95cm。燃焼部は縦長で内壁幅35~40

cm。焚口は床面と同レベルで、下位は径50X40cm、

深さ 17cmのすり鉢形に掘って埋める。火床面は床と

同レベルで、焚口から約30cmの位置に高坪 (6) を倒立

させ支脚とする。煙道は地山を掘り込み、燃焼部奥

58 

壁から急傾斜で立ち上がる。火床面には厚い灰の堆

積が見られる。

貯蔵穴 南東隅、竃の右脇にあり、平面は隅丸長方

形、規模は105x 95cm深さ 90cm底面35X28cmを測る。

竃との境と西側の上端部分は 5cm前後の深さでくぽ

んでおり、壁との間に140x 120cmの方形区画が形成

される。おそらく蓋受けと思われる。

柱穴 8 基のピットが検出され、p 1~P4 は主

柱穴と考えられる。 P5 と P6 は出入り口に関連す

る支柱穴、 P7 と P8 は重複する 65号住居跡に伴う

可能性あり。



3 古墳時代以降の遺構と遺物

上端径 深さ 下端径 (cm) P 1 -P 2 294 P2-P4 230 

p 1 50X40 49 20X 15 P3-P4 310 Pl-P3 239 

P2 45X40 56 15 周溝鼈左脇部分と貯蔵穴の南側が切れる。最大

P3 50X45 59 18X 13 幅20cm、最深部 8cm。

P4 38X35 62 13 遺構重複関係 65号住居跡に切られる。

P5 50X40 18 24 遺物竃と貯蔵穴周辺に偏在。古墳時代後期のも

P6 45X35 16 20 のが主。底部糸切りの坪（1）は混入品だろう。なお、

P7 65X53 13 46X38 北東と北西際の床面上に粘土が堆積する。人為的廃

P8 75X53 11 50X34 棄の可能性あり。
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第50図 9 号住居跡
゜ 1 : 60 2m 

59 



第 3 章検出された遺構と遺物

_[__ L =87. 70 
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9号住居跡土層説明

1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)

2 暗褐色土(lOYR3/4)

3 黒褐色土 (10YR2/3)

4 褐色土 (10YR4/4)

5 褐色土 (10YR4/4)

土粒粗く、 As·B を含む

軟質で、榛名山軽石を少量含む
軟質で、 1 cm大の炭化物を含む

土粒細かく、ローム粒を含む

榛名山軽石を含み、黄褐色の斑紋

が目だっ

6 暗褐色粘質土(lOYR3/4) やや硬質で、榛名山軽石を含む

7 黒褐色土(lOYRZ/2) 榛名山軽石を少旦含む

8 黄褐色粘質土(lOYR5/8) ローム粒を多く含む

9 黄褐色砂質土(lOYR6/8) ローム主体

10 黄褐色土(lOYR6/8)

11 褐色土 (7.5YR4/4)

12 褐色土 (7.5YR4/6)

13 暗赤褐色土 (5YR3/3)

14 暗褐色土 (7.5YR3/3)

15 暗褐色土 (10YR3/4)

16 黒褐色土 (7.5YR3/2)

小ローム塊主体で、榛名山軽石と

粘土を含む

粘土主体、竃天井材

軟質で、粘土と焼土の混土

焼土塊主体

灰を多く含み、焼土も少旦混入する

微なローム粒を含む、煙道流入土

灰を主体とし、焼土を少量含む

゜ 1 : 60 2m 
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10号住居跡（第52 • 53図）

位置 2 区 F • G-21 • 22 

規模 4.3以上 X3.0m。隅丸長方形で壁線は歪む。

壁高 34cm 主軸方位 N-95°-E

床面 中央は地山のローム床で硬質。北～西壁際

は貼床。

鼈東壁南寄りに位置、袖部はわずかに竪穴内に張

り出す。全長125cm、幅70cm。燃焼部は焼土集中箇所

の範囲から直径40cm前後の規模と思われる。焚口か

ら火床面はほぼ同レベルで平坦。煙道は奥壁の約10

cmの高さから 20cmほど水平にのびて上方に立ち上が

る。火床面には灰が堆積する。

柱穴 3 基のピットが検出されたが、いずれも柱

穴とは考えにくい。p 1 は竃右脇に位置することか

ら貯蔵穴の可能性あり。 P2 は、その直上に明確な

一

4

一

3 古墳時代以降の遺構と遺物

床面は見られなかったが、上位の堆積土に遺構重複

や乱れは認められない。従ってこれは本跡以前の遺

構、床下土坑、住居廃絶時に掘られた坑のいずれか

だろう。p 3 は竃前面に位置し、床下に埋められた

ピットである。

上端径 深さ 下端径 (cm)

P 1 55 X 50 18 30 X 20 

P 2 180 X 110 44 120 X 60 

P 3 60X50 

周溝なし。

遺構重複関係 9 号掘立柱建物を切る。 136号土坑と

わずかに重複するが、新旧関係は不明。

遺物大部分が埋土からの出土で、時期はほぽ平

安時代に限定される。復元、図示できたのは坪類だ

けだが、他に釘とおもわれる鉄製品 (5) が出土。

乙＇

_A_ L =87.40 ・ユ¥

10号住居跡土層説明

l 褐色砂質土 (10YR4/4) 土粒粗く、 As-B を含む

2 暗褐色土（10YR3/4) 軟質で、 As-B を少量含む

3 暗褐色土（10YR3/4) ローム粒、焼土粒を含む

4 褐色土 (10YR4/4) 土粒細かく、焼土、ローム粒を含む

5 褐色土 (10YR4/4) ローム粒を含む

6 床下土坑(P 2)埋土

゜ 1 : 60 2m 
第52図 10号住居跡
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第 3 章検出された遺構と遺物
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第53図 10号住居跡出土遺物

11号住居跡（第54~57図）

位置 2 区H • I -22 

規模 4.9X3.8m。横長長方形。

壁高 32cm 主軸方位 N-105°-E

床面竃周辺と中央は地山のローム床、他は貼床。

小さな凹凸が多いがほぼ水平。

鼈 東壁南寄りに位置、軸は20゜前後南方に傾く。左

袖部は30cmほど竪穴内に張り出し、燃焼部は東壁線

上に位置する。全長70cm、幅は焚口部で最も広く 60

cm。燃焼部は平面が三角形状で、火床面は緩い傾斜

で奥壁方向へ立ち上がる。燃焼部中央、焚口から約

30cmの位置に礫を直立させて支脚とする。火床面か

らの支脚高は約20cm。煙道は検出できなかった。

柱穴 10基のピットが検出され、北側中央に位置

する P3 は主柱穴の可能性があるが、これに相対す

る柱穴が特定できない。 P5 と P6 は人為的埋土が

認められ、住居使用時には埋められていた可能性あ

り。なおp 7~pgは床下ピットで、西壁延長線上

の外側に位置する Pl0は本跡と重複する遺構の可能

性あり。
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上端径 深さ 下端径 (cm)

p 1 105X85 35 45X40 

P2 95X85 50 45X35 

P3 65X55 33 28X22 

P4 80X59 12 50X25 

P5 75X65 28 40X20 

P6 80X35 14 55X23 

P7 95X85 36 80 

P 8 75X55 8 62X32 

pg 75X55 15 58X40 

PlO 75X45 35 

周溝なし。

掘り方北、西、南壁に沿ってドーナツ状に浅く掘

り込む。また、竃前面も浅い皿状に掘る。掘り方に

はローム塊主体で埋土を行い、部分的に焼土も見ら

れる。

遺構重複関係 南西隅で重複する138号土坑に切られ



3 古墳時代以降の遺構と遺物
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11号住居跡土層説明

1 暗褐色砂質土(lOYR3/3)

2 暗褐色土(lOYR3/3)

3 暗褐色土(lOYR3/4)

4 暗褐色土 (10YR3/4)

5 黒褐色土(lOYR2/3)

6 暗褐色土（7.5YR3/4)

7 褐色土(lOYR4/6)

8 暗褐色土(7.5YR3/4)

9 褐色土 (7.5YR4/4)

10 暗褐色土 (10YR3/4)

11 褐色土(lOYR4/6)

As-B を含む

微細な榛名山軽石を少只含む

微細なローム粒を含む

3 層に近似し、 5 mm大のローム粒を含む

微細な炭化物を含む

やや硬質で、焼土の小塊と微細な炭化物、粘

土粒を含む

全体に微細なローム粒を含む

やや硬質で、焼土を多く含む

粘土が主体で焼土を含む

ローム塊と焼土を含む

ロームを主体とし、焼土を含む

゜ 1 : 60 2m 

第54図 11号住居跡
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— 
撹乱

゜ 1 : 60 2m 138土坑

第55図 11号住居跡掘り方

二三三三口 □ ＿ニ
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□ ニニ
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口

ロニ二文==---クク
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口

□, 

゜ 1 : 3 10cm 
第56図 11号住居跡出土遺物(1)
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第57図 11号住居跡出土遺物 (2)

る。南東隅は撹乱坑。

遺物床面上と埋土下層から出土しており、時期

はほぼ平安時代の古段階に限定される。砥石、鉄滓

とともに釘(11~14) 、刀子(15~21) が出土している

のが特筆される。ただし、鉄滓は 1 点のみで羽口は

なく、遺構面に炉などの施設が見られないことから、

本跡を直接鍛冶跡と関連付けることはできない。

12号住居跡（第58~65図）

位置 2 区H • I -19 規模 5.90X5.97m

壁高 81cm 主軸方位 N-28"-W

床面北西隅以外は貼床。南壁際で二層の硬化面

があり、出入り口を想定できる。東半が土間か。

鼈北西壁中央に位置、全長120cm。袖部は35cm竪穴

内に張り出す。燃焼部は地山を奥行き 30cm幅87cmの

方形に掘り込み、粘土とロームの混土で構築（第59図）。

袖先に礫を立て補強。燃焼部内部は奥行き 37cm幅52

cm と横に広く、中央に22cmの礫を直立させ支脚とし、

支脚高は13cm。火床面は地山のまま水平、煙道は奥

壁25cmの高さから掘り込まれ、約30゜の傾斜で立ち上

がる。焚口手前には深さ 6cmの灰掻き穴が残る。な

お、北東壁際に踏み固められた焼土が見られ、住居

構築当初の鼈の痕跡だろう。また壁には煙道掘り方

が残る。

貯蔵穴東隅(1号）と北隅 (2 号）に 2 基検出。前者

は当初の鼈に伴い、住居構築時から存在したと考え

られるが、両者とも最終段階では開口していた。な

お、 2 号は当初大きな掘り方であったが(120x 109cm) 、

北東壁側を埋め戻して規模を縮小している。

上端径 深さ 下端径 (cm)

1 号 7 4 X 48 4 7 50 X 27 蓋受けなし

2 号 88 X 63 58 58 X 48 高さ 6cmの周堤

柱穴床面上で 8 基のピットを検出、p 1~p 4 

は最終段階の主柱穴、p 6 は出入口関連の支柱穴だ

ろう。 P15は周溝末端にあり、間仕切に関連する支

柱穴か。床下からは 7 基を検出。 P14を除いていず

れも主柱穴の配置関係を示す。これらの柱穴配置と

鼈の付け替えから本跡が 3 段階に改築されたことが

推定される（第61図下）。これによれば、初期に竃が

設置された北東壁と出入口のある南東壁はそのまま

で、北西と南西方向に拡張した経過がうかがえる。

上端径深下端径 上端径深下端径

P 1 35 X 28 55 15 

P 3 30X27 57 15 

P 5 37 45 18 

P 7 27X21 60 10 

P 9 37 - 11 

P 11 (37) - (13) 

P 2 37X27 52 15X20 

P 4 38 57 20X23 

P 6 25 20 15 

P 8 45X37 - 13 

PIO (52) - 19 

Pl2 - - 12X 8 

Pl3 95X36 - 12 Pl4 37X27 - 16X12 

P 15 25 8 8 
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12号住居跡土層説明

1 黒褐色土 (10YR3/2)

2 褐色土 (10YR4/4)

3 褐色土 (10YR4/4)

4 暗褐色土 (10YR3/4)

5 にぶい黄褐色土(lOYR4/3)

6 褐色粘質土 (10YR4/6)

ー
、V

榛名山軽石を多く含む

榛名山軽石を少量含む

ローム粒を少量含む

榛名山軽石が多く、ローム塊も含む

ローム主体で、黒色土粒を塊状に含む

微細なローム粒を含む

.<、9

og
.
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o
o
1
1
1
 

゜ 1 : 60 2m 吋

」LL=87.00

第58図

立

12号住居跡

~ L=87.40 •上

鼈
1
2
3
4
5
6
7
8
9

土層説明

灰褐色土

黄褐色土

黄褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

暗黄褐色土(lOYR4/4)

暗黄褐色土 (10YR3/4)

黒褐色土(lOYR2/2)

粘土とローム粒を主とする

ロームを主とする

ローム塊、粘土、黒色土の混土

軟質で、ローム粒を含む

焼土塊

ローム主体で、焼土を含む

As·C、榛名山軽石を含む

焼土、ローム粒を少量含む

焼土、ローム粒を含む

」LL=86.80
, 
3
 

」
貯蔵穴土層説明

1 暗褐色土(lOYR3/3)

2 黒褐色土（10YR3/2)

3 褐色土 (10YR5/6)

4 暗褐色土(lOYR3/4)

5 褐色土 (10YR4/6)

軟質で、ローム粒を少量含む

小ローム塊を含む人為的埋土だろう

ローム塊多く炭化物を少量含む、上面は床面

ローム粒を含み、軟質、周溝埋土か

やや軟質で、ローム塊多く炭化物を少量含む

12号住居跡鼈・貯蔵穴土層断面
゜ 1 : 30 lm 
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掘り方 2 床下土坑

」こ． L =86.80 F' 

」.L = 86. 6 80 /9 立
掘り方土層説明

) 1 褐色土 (10YR4/6) 軟質で、ローム塊が多く、炭化物を少量含む

2 褐色土 (10YR4/6) やや硬質で、小ローム塊が多い

3 褐色土(lOYR4/6) ローム塊を主体とし、暗褐色土粒を含む

4 褐色土 (10YR4/6) やや硬質な黒色土とローム塊の混土で、炭化物を含む

5 黄褐色土(lOYR5/8) 硬質で、ローム塊を含む、上面は床面

6 褐色土 (10YR4/6) 黒色土とローム塊の混土、上面は床面

7 黄褐色土(lOYR5/6) 硬質で、ローム塊主体、炭化物を含む

上． L =86.80 , I, 
8 褐色土 (10YR4/6) やや硬質で、大ローム塊を多く含む

9 褐色土 (10YR4/6) 黒色土とローム塊の混土で、数枚の硬化面が重なる

10 褐色土(lOYR4/6) やや硬質で、小ローム塊が多く、焼土、炭化物も含む

11 暗褐色土（10YR3/4) 硬質で、ローム塊と焼土を多く含む

12 黄褐色土 (10YR5/8) 硬質で、黒色土粒を含む

第60図 12号住居跡掘り方
゜ 1 : 60 2m 

67 



第 3 章 検出された遺構と遺物

口

3
1

, 
□

.
3
 

D

3

4

 

ロ
2
3

0

3

2

 

。

2
7

0
2
9
 

弓ぇヲ
5 

戸
8 

疇8口
1
7

と

／
メ

。

0

2

8

 

も 一。

`
 

. 

1 段階

（破線部分）

゜ 1 : 120 4m 

。
1 : 60 

` 5  

2m 

I 

□\ ◄入口

◄ 

口◄ 

2 段階

（破線部分）

第61図 12号住居跡遺物出土位置及び柱穴配置
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第62図 12号住居跡出土遺物(1)
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, ゜

第65図 12号住居跡出土遺物 (4)

周溝最大幅30cm最深部 6 cmで北東壁の南隅約

lmが切れる。最終段階での壁に沿っており、拡張

以前のものは認められない。

掘り方 7 基の床下土坑を検出。円形あるいは方形

で、長さ lm前後深さ 70cm前後をはかり、いずれも

ハードローム層を抜く。ローム塊で埋め戻しており、

重複関係から少なくとも 2 段階の掘削が考えられる。

それぞれ上屋改築に伴うものだろう。

遺物北隅部を中心に床面上に散在、時期は 7 世

紀が主。編み機の錘と思われる礫が見られる。

13号住居跡（第66~69図）

位置 2 区 I-16

規模 5.8X5.7m 壁高 90cm

主軸方位 N-66ー -E 

床面 ほぼ全体にローム塊の多い土による貼床。

硬軟の顕著な境界は見られない。

鼈新旧 2 基を検出。 1 号が古く北壁に位置する。

掘り方のみ遺存し、地山を50cmほど斜に掘り込んで、

煙道部としたらしい。 2 号は東壁南寄りに位置し、

全体に粘土で構築し、袖は竪穴内に20cmほど張り出

す。火床はほぼ平坦で硬化する。

柱穴床下を含めて10基が検出されたが、p 1~P 

4 が主柱穴、床下の P7 と P8 が出入り口施設に伴

う支柱穴か。 P6 は性格不明だが、住居下層土が埋

積することから、住居廃絶時に空いていたと思われ

72 

]
1
0
 

：
ロ

一

~
4
2
0

る。

上端径 深さ 下端径 (cm)

p 1 (40) 23 (25) 

P 2 38 68 17 

P3 40X35 51 25X 13 

P4 25 53 12 

P5 30 18 15 

P6 (70) 56 65 

P7 46X38 14 

P8 38 13 

pg 30X23 24 

P10 90X65 39 

周 溝 2 基の竃部分を空けて廻るが、出入り口と

思われる南西壁際は不明瞭。最大幅18cm、深さ 8cm

掘り方 壁際部分をテラス状に残して中央をほぼ平

坦に掘る。中央 (1 号）と北東部 (2 号）に 2 基の床下

土坑を検出。 2 号は粘土と焼土で埋め北西半を床面

としている。南東半は貯蔵穴に使用された可能性が

ある。また東隅にも長さ lm前後、床面からの深さ

30cm前後の掘り込みがあり、貯蔵穴だった可能性が

ある。ただし床面との関係は不明である。

上端径 深さ 下端径 (cm)

1 号 150X140 56 113 

2 号 247X83 43 170X80 

遺構重複関係 4 号道路跡に切られる。

遺物壁際から坪が出土。 7 世紀後半代が主体。
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゜ 1 : 60 2m 
掘り方土層説明

1 黄褐色土(10YR5/8)

2 黄褐色土 (10YR5/8)

3 暗褐色土(10YR3/3)

4 暗褐色土 (10YR3/3)

ロームプロック、ローム粒多い

ローム粒多い

ロームプロック、焼土、粘土を含む

ロームプロックと粘土ブロックを含む

土 L=87.20 E' 

竃
1
2
3
4
5
6

土層説明

褐色土(10YR4/6)

褐色土(lOYR4/4)

褐色土(lOYR4/4)

褐色土(lOYR4/4)

暗褐色土(10YR3/4)

褐色土 (10YR4/4)

暗褐色土とロームのプロック状混合土

焼土が多く、粘土プロックとロームプロックを含む

焼土を主体とする

焼土ブロックと粘土プロック主体

焼土ブロックと灰を多く含む

硬質な焼土プロックを含む
゜ 1 : 30 lm 

第66図 13号住居跡
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~- L=87.80 A' 

」と． L=87.90 D' 

13号住居跡土層説明

1 暗褐色砂質土(10YR3/3)

2 暗褐色土(lOYR3/4)

3 黒褐色土(10YR2/3)

4 暗褐色土 (10YR3/3)

5 黒褐色土 (10YR2/3)

6 暗褐色砂質土(10YR3/3)

7 褐色砂質土 (10YR4/4)

8 褐色土(10YR4/4)

9 褐色土 (10YR4/4)

10 暗褐色土 (10YR4/4)

11 暗褐色土 (10YR4/3)

12 As-B純層

As-B を含む

やや硬質で、微細な榛名山軽石を少量含む

榛名山軽石を含み、黄褐色斑紋あり

ローム粒多く、榛名山軽石を少量含む

軟質で、焼土プロック、ローム粒を含む

ローム粒多く含む

ローム粒、ロームプロックを含む

軟質で、ローム粒、小ロームプロックを含む

軟質で、ローム粒が多い

小ロームプロックを多く含む

ロームプロック、粘土、焼土を多く含む

第67図 13号住居跡土層断面

第68図 13号住居跡掘り方
゜ 1 : 60 2m 
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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第69図 13号住居跡出土遺物

14号住居跡（第70図）

位置 2 区 I • J-22 • 23 

規模不明 壁高 60cm

主軸方位 N-40° —E 

床面 ほぼ水平で凹凸は少ない。地山をそのまま

床土としている。

炉 西側に偏って 1 基検出された。不整楕円形の地

床炉で、規模は50X40cmを測る。

柱穴不明。

周溝検出された部分については全周する。最大

幅15cm、深さ 12cm。

遺構重複関係 8 号井戸に切られる。

遺物壁際から甕 3 点が出土。古墳時代前期と思

われる。
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¥ 
14号住居跡土層説明

1 暗褐色砂質土(lOYR3/3) As·B を含む

2 暗褐色土 (10YR3/3) 微細な榛名山軽石、焼土粒を少量含む

3 黒褐色土(10YR2/3) 軟質で、 2 層より軽石只が少ない
4 黒褐色土(lOYRZ/2) 榛名山軽石を含み、最も黒みが強い

5 黒褐色土(lOYR2/3) 微細なローム粒を含む

\ 
6 褐色土 (10YR4/4) ロームを主体とする第 1 次堆積土

゜
7 暗褐色土(lOYR4/4) 後世の撹乱

X 

J -23 ¥-5 

•_ 
¥{ｭ
A 

゜ 1 : 60 2m 

ーご＼＿
Cニニニつ 1

゜ 1 : 2 5cm 

4
 

゜ 1 : 3 10cm 

第70図 14号住居跡及び出土遺物
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

15号住居跡（第71~73図）

位置 2 区 I • J-21 

規模 3.3X3.lm 壁高 55cm

主軸方位 N-56ー -E 

床面 四隅に貼床、中央は床下土坑を埋めて床と

する。西隅がやや高く、東方へ緩く傾斜する。

鼈 北東壁の南東寄りに位置、壁を掘り込んで構築

し、竪穴内への袖の張り出しはない。燃焼部の奥行

き 60cm、幅65cmを測る。火床面はすり鉢状の掘り方

を埋めて構築する。

貯蔵穴 東隅、竃の右脇で検出。隅丸長方形で、規

模は50X 30cm、深さ 50cm を測る。

ピット 床面精査段階では検出出来なかったが、床

下で13基の小規模なピットを検出。このうち、p 1. 

P2•P5·Pllは主柱穴、 P7~9 は周溝に伴う

支柱穴の可能性がある。また Pl3は出入り口施設に

伴う支柱穴か。

上端径 深さ 下端径 (cm)

p 1 18 26 5
 

P 2 20 21 8 

P3 55X40 , 25X 9 
P4 19 5 

P5 23 10 

P6 10 5 

P7 12 3 

P8 15X 8 1 

pg 11 4 

PlO 13 7 

Pll 25 , 
Pl2 23X 16 13 

Pl3 22Xl3 7 

周 溝南東壁際と北西壁際南西半のみ認められる。

最大幅は10cm、深さ 12cm。

掘り方 四隅を深く掘り下げる。床下土坑は円形で、

直径79cm、床面からの深さ 70cm。

遺構重複関係 151~153号土坑に切られる。

遺物竃内に甕（1）が横転する。他に編み機用の錘

の可能性のある楕円礫が14点出土。 7 世紀後半代。

In 
L
1
1
8
7
 A

[

 

2
0
 

B_ 

¥o 
」 D' 

153土坑

信鼈土層説明
•一
1 褐色土 (7.5YR4/4)

2 褐色土 (10YR4/4)

3 黒褐色土 (10YR2/2)

4 暗褐色土 (10YR3/4)

5 褐色土 (10YR4/4)

粘土粒多く含む

焼土塊、ローム粒を含む

焼土塊を多く含む

焼土とローム粒を含む

ローム粒とローム塊主体

゜ 1 : 30 lm 

|o |(")、
旦． L =87.20 

_A_. L = 87. 20 

・.JL 15号住居跡土層説明
1 褐色土 (10YR4/6)

2 褐色土 (10YR4/6)

3 暗褐色土(lOYR3/3)

A'4 褐色土 (10YR4/4)

5 黄褐色土(10YR5/6)

6 褐色土(lOYR4/4)

7 暗褐色土(10YR3/4)

第71図 15号住居跡

ローム粒、榛名山軽石、焼土を含む

1 層に小ローム塊、黒色土塊が加わる

1 層土と黒色土の混土層

粘土が多く、ローム粒と焼土を含む

ローム粒とローム塊主体

ローム塊を多く含む

151号土坑

゜

5 
1 : 60 

4 6 

2m 
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三掘り方土層説明

1 黄褐色土(lOYR5/8)

2 褐色土(lOYR4/6)

3 黄褐色土(lOYR5/8)

4 黄褐色土(lOYR5/8)

5 黄褐色土(10YR5/6)

6 黄褐色土 (10YR5/8)

\ 

口
〖

゜ 1 : 60 

ローム塊を主とする貼床

ローム塊、暗褐色土の混土

大きいローム塊を主とする

均質で、大きいローム塊を主とする

均質で、軟質、ローム粒が主体

暗褐色土主体でローム塊を少量含む

2m 
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゜ 1 : 4 10cm 
第72図 15号住居跡掘り方及び出土遺物（1)
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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第73図 15号住居跡出土遺物 (2)

16号住居跡（第74~80図）

位置 2 区H-7 • 8 

規模 4.40X4.25m 壁高 80cm

主軸方位 N-50ー -E 

床面全体にローム塊を含む土で20cm前後の埋め、

貼り床を施す。

鼈北東壁に位置し、地山を箱状に掘り込み、粘土

とロームの混合土で構築する。焚口は床面より 3cm 

ほど低く平坦。燃焼部は内壁の最大幅24cm、奥行き

は24cm。煙道は30゜の角度で外傾する。

柱穴 7 基が検出され、p 1 、p 2 、p 5 、 P6

は主柱穴と考えられ、p 1 と P2 には 2~3 回の掘

り直しが認められる。 P3 は貯蔵穴の可能性がある

が、小規模なことから疑問が残る。

上端径 深さ 下端径 (cm)

p 1 (40) 20 16 

P2 50X45 53 13 

P3 45X37 22 20X 5 

P4 48 78 10 

P5 75X53 58 20 

P6 65X45 13 50X30 

p 7 42 19 18 

周溝なし。

掘り方全体に掘り込み、床下土坑 5 基が検出され

た。いずれも円形か不整円形を呈する。
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第 3 章検出された遺構と遺物

上端径 深さ (cm) 備考 遺構重複関係 なし。

1 号 85X75 35 遺物竃右脇から完形杯、南西部から中央にかけ

2 号 104 62 て廃棄されたと思われる状態で土器片、楕円礫が出

3 号 55 51 柱穴の可能性あり 土する。時期は 7 世紀中葉が主体。

4 号 161 17 

5 号 136 48 P5 の掘り方か
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第74図 16号住居跡
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~- L=SS.40 

古墳時代以降の遺構と遺物

．玉こ

16号住居跡土層説明

1 暗褐色砂質土

2 黒褐色質土(lOYR3/2)

3 黄褐色土(lOYR5/6)

4 にぶい黄褐色土 (10YR5/4)

5 褐色土(lOYR4/6)

0 1 : 60 2m 

L. L=87.50 

竃
l
2
3
4
5
6
7
8

土層説明

にぶい黄褐色土 (10YR6/4)

赤褐色土

赤褐色土 (5YR4/3)

明黄褐色土(lOYR6/6)

暗赤褐色土 (5YR3/2)

明黄褐色土 (10YR6/6)

黄褐色土(lOYR5/6)

にぶい黄褐色土 (10YR5/4)

゜ 1 : 30 

As·B を含む

黒色土とローム塊の混土

ローム塊主体

ローム塊を多く含む

ローム塊主体で黒色土を含む

lm 

第75図

吋

F' 
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8

9

 

褐色土 (10YR4/6)

褐色土(10YR4/6)

褐色土 (10YR4/6)

褐色土 (10YR4/6)

16号住居跡土層及び鼈断面

X 

-8 

G 
一'

ゴ

or·0000111.~ 

_g__ L=88.30 立

第76図 16号住居跡掘り方

G' 
•一

ローム粒を多く含む

ロームと黒褐色土塊の混土

ローム塊主体で、黒褐色土粒を含む

ロームと黒褐色土塊の混土

焼土粒を含む

焼土

焼土塊、炭化物、灰の混土

焼土塊を含む

灰を含む、火床面に相当

焼土粒を含む

ローム塊を含む

焼土を少量含む

、H

゜ 1 : 60 2m 
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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第80図 16号住居跡出土遺物 (4)

17号住居跡（第81~86図）

位置 2 区N•0-6 規模 5.60X5.50m

壁高 54cm 主軸方位 N-65°―E

床面全体に貼り床。竃前面から出入り口が想定

される南壁にかけて硬化面が見られる。

鼈東壁の南隅に位置し、地山をわずかに掘り込み、

粘土とロームの混合土で構築。焚口は床面とほぼ同

レベル。燃焼部は内壁の最大幅85cm、奥行きは60cm。

奥壁に近付くにつれ角度を増して立ち上がる。

柱穴ピット 6 基が検出され、p 1 、 P2 、 P3 、

P4 は主柱穴。ほかに南壁の東寄りで、長径13cmの

小ピット 2 基が75cmの間隔を空けて検出された。出

入口施設に伴う支柱穴の可能性が高い。

上端径 深さ 下端径 (cm)

P 1 45X40 54 14 

P 2 45 X 40 25 20 

P 3 45 26 20 X 12 

P 4 50 X 42 28 25 X 15 

P 5 60 39 25 

P 6 30 3 

Pl-P3 230 P4-P5 200 Pl-P4 210 P3-P5 235 

貯蔵穴南東隅に位置し、不整楕円形。規模90X80

cm、深さ 68cm。底面は小さく、断面は細長い台形状。

周溝竃から出入り口の間を除いて廻る。最大幅

25cm深さ 10cm。

掘り方東西壁際をやや深く掘る。床下土坑 5 基（ 1

~5 号）がピット 4基(p 7~PlO) が検出された。

上端径 深さ 底径 (cm) 備考

1 号 160X 130 37 125 X 90 底平坦

2 号 140X115 34 110X90 底平坦

3 号 153X 105 63 135X85 底平坦

4 号 33 

5 号 63X75 10 48 底すり鉢状

P7 18 24 8 

P8 33 44 16 

P 9 32 72 30 

P10 40 12 25X 8 

遺構重複関係 4 号竪穴を切る。

遺物埋土からの出土が主で、南壁際西寄りに編

み機用錘と思われる楕円礫 9 点がまとまって出土し

た。時期は 7 世紀後半代が主。
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17号住居跡土層説明

1 褐色砂質土 (10YR4/4)

2 暗褐色土 (10YR3/4)

3 黒褐色土(lOYR2/3)

4 暗褐色土(lOYR3/4)

J2'.. 

現耕作土

軟質でローム塊を含む

土粒細かく、ローム塊、榛名山軽石、

As-C を含む

やや粘性あり、ローム塊、榛名山軽

石を含む

5 黒褐色土(IOYR2/3)

6 褐色士(IOYR4/4)

粘性あり、ローム塊、榛名山軽石を

含む

粘性あり、軟質、微細なローム粒を

含む

7 4 号竪穴遺構埋士

8 ローム塊を多負に含む、掘り方埋土
゜ 1 : 60 2m 

第81図 17号住居跡
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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第83図 17号住居跡出土遺物（1)
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第84図 17号住居跡出土遺物 (2)
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第86図 17号住居跡出土遺物 (4)

18号住居跡（第87図）

位置 2 区E- 5 • 6 

規模 3.05X (3.6)m 壁高 29cm

主軸方位 N-89ー -E 

床面全体に貼り床。凹凸が多く、硬軟の境界は

不明瞭。

鼈東壁の南寄りに位置し、右袖がわずかに竪穴内

に張り出す。焚口に直径40cmほどの範囲で焼土と炭

化物が分布する。燃焼部は内壁の最大幅75cm、奥行

きは55cm。火床面は 5cmほどの深さで皿状にくぼむ。

柱穴やや南側に偏って 4 基が検出された。

上端径 深さ 下端径 (cm)

p 1 33 13 20 

P 2 40X35 19 32X23 

P 3 25 9 18 

P 4 32 13 18 

P 1-P 2 100 P 2-P 3 125 P 1-P 4 135 P 3-P 4 100 

貯蔵穴・周溝なし。

掘り方南西半に深さ 10~5cmの浅い掘り込み。こ

の部分には粘土を含む土を埋めている。

遺構重複関係 19号住居跡を切る。

遺物埋土からの出土が主で、時期は 8 世紀前半

代が主。
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

`
g
 

且
阜

---/1 —-

..A_,L=88.30'  

□三三ニニ芦

鼈土層説明

1 黄褐色土(lOYR5/6)

2 黄褐色土(10YR5/8)

A’3 褐色土(10YR4/6)
4 褐色土(lOYR4/4)

18号住居跡土層説明

1 暗褐色土 (10YR3/3)

2 暗褐色土(lOYR3/4)

3 褐色土 (10YR4/4)

やや硬質で、ローム塊と少量の焼土を含む

粘土塊を含む

焼土塊を多く含む

焼土粒を含む

土粒細かく、黒褐色土塊、焼土、榛名山軽

石を少量含む

ローム塊と少量の焼土を含む

ローム塊を含む

4 にぶい黄褐色土(lOYR4/3) やや大きいローム塊を含む

5 にぶい黄褐色土 (10YR5/3) ローム粒を多く含む

6 黄褐色土(lOYR5/6) ローム粒、ローム塊を含む、貼床埋土
A' 

゜ 1 : 60 2m 

！：ヘ1 口

゜

/ 

1 : 3 10cm ゜: 
/ 

4
 

\ 

1‘ 

゜ 1:4 10cm 

第87図 18号住居跡及び出土遺物
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第 3 章 検出された遺構と遺物

19号住居跡（第88~91図）

位
規
置
模

2 区D•E•F-5·6

5.6X5.5m 壁 高 52cm 

貯蔵穴

を測る。

柱 穴

東隅に位置し、楕円形で70X62cm深さ 92cm

壁からそれぞれ lm離れて中央に 4 基が検

主軸方位 N-63ー -E 

床 面 全体に地山をそのまま床面とする。柱穴に

囲まれた部分と鼈前面にかけてが硬化しており、

ベルが周囲より 5cmほど低い。

用されたのは明らかである。

硬化床面が延びることから、

存在した可能性が高い。

鼈

レ

この部分が土間と使

また貯蔵穴の南西側に

この部分に出入り口が

北東壁の南寄りに位置し、竪穴内に50cmほど袖

部が張り出す。全長125cm。焚口は床面よりややくぽ

み、そのまま皿状の火床面に続く。燃焼部は方形で、

内壁の最大幅40cm奥行きは60cm、高さは20~30cm と

推定される。火床面は 5cmほどの深さで皿状にくぼ

む。中央に左寄りに高坪脚部を立てて高さ 10cm前後

の支脚とする。

出された。また北西壁際中央に小ピット 1基が検出さ

れたが性格は不明。

p 1 

P2 

P3 

P4 

P5 

上端径

45X40 

46 

33X25 

23 

25X 15 

さ

3
6
1
3

深

7
7
6
5
5

下端径 (cm)

15 

15 

14 

10 

P 1-P 2 275 P 2-P 3 250 P 1-P 4 260 P 3-P 4 270 

周 溝

ほど断絶する以外、全体に廻る。

遺構重複関係

遺 物

鼈左脇、北東壁北隅、南西隅の一部で30cm

18号住居跡に切られる。

埋土からの出土が主で、時期は 6 世紀前半

代が主。
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

_A_ L =88.40 

且 L=88.40 

• 

貯蔵穴

B' 

~ L=88.40 4 2 3 

5 

0 1 : 60 2m 

こ

19号住居跡土層説明

1 暗褐色砂質土(10YR3/3) 榛名山軽石、As-C 、ローム粒を含む

2 暗褐色土(10YR3/4) 軟質で、ローム粒を多く含む

3 暗褐色土（10YR3/4) 不均質で、ローム粒とローム塊を含む

4 黒褐色粘質土(10YR2/3) 炭化物を含む

5 褐色粘質土 (10YR4/6) ローム粒を主とする

6 18号住居跡埋土

上． L=88.30 

1 褐色土 (10YR4/4) 土粒やや粗く軟質で、焼土を含む

2 褐色土 (10YR4/6) 1 層に近似し、焼土塊を含む

7 3 黄褐色土 (10YR5/6) 1 層に近似し、焼土を少量含む

4 明黄褐色土(lOYR7/6) 粘土塊含む

_g_ L =88.30 ...｣ 5 黄褐色土 (10YR5/8) 焼土を含む

6 黄褐色土(10YR5/6) 焼土と炭化物を多く含む、煙道流入土

7 黄褐色粘質土(lOYR5/8) ローム主体で、軟質

8 黄褐色土 (10YR5/6) 焼土塊を含む

9 黄褐色土 (10YR5/8) ローム粒が多く、粘性は少ない

10 明黄褐色土(lOYR6/8) ローム塊と少量の炭化物、焼土を含む

F' 

鼈

゜ 1 : 30 lm 第89図 19号住居跡土層及び竃断面
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第90図 19号住居跡出土遺物（1)
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゜ 1 : 4 10cm 

第91図 19号住居跡出土遺物 (2)

20号住居跡（第92図）

位置 1 区Y-4 • 5 、 2 区A-4 • 5 

規模 4.15X (4.40以上） m 壁高 33cm

主軸方位 N-52ー -E 

床面全体に平均的な厚さで貼り床を施す。柱穴

p 1 脇の硬化した高まりは出入口を示すものか。

竃検出されなかった。

貯蔵穴東隅に位置し、隅丸方形で70X65cm深さ 91

cm、底径38cmを測る。

柱穴南隅に偏り、南東壁から80cm離れて 1 基が

94 

検出された。対応する柱穴は不明。

上端径 深さ 下端径 (cm)

P 1 45 60 13 

周溝検出された部分では全周し、最大幅25cm深

さ 7 cmを測る。

遺構重複関係 36号住居跡、 150号土坑、 159号土坑

に切られる。

遺物埋土からの出土が主で、時期は 6 世紀前半

代か。



3 古墳時代以降の遺構と遺物
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第92図 20号住居跡及び出土遺物

21号住居跡（第93 • 94図）

位置 1 区u. V-4 

規模 4.3X4.5m 壁高 43cm

主軸方位 N-55ー -E 

床面全体に平均15cmほどの埋土による貼り床。

全体に平坦で、硬軟の違いは不明瞭。

鼈南西壁に位置し、袖部は直線的で竪穴内に85cm

張り出す。焚口両側には長さ 30cmの礫を直立させて

補強している。燃焼部は細長く、内壁の幅25cm奥行

き 90cm前後を測る。火床面中央、焚口から40cm奥で、

長さ 15cmの礫を直立させて支脚とする。天井部と煙

道は不明。

柱穴 ピット 8 基が検出され、p 1 は貯蔵穴の可

能性あり。 P2 、 P4 、 P5 、 P6 、p 7 は主柱穴

と思われる。 P2 は P7 を、p 5 は P6 を切ってお

り、それぞれ上屋建替え等に伴う柱穴の掘り直しと

考えられる。

上端径 深さ 下端径 (cm)

p 1 55 16 40 

P2 30X25 7 

P3 55X- 8 35 

P4 40 53 18 

P5 35 7 

P6 30 66 15 

P7 38 50 25 

P 8 36 12 26 
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第 3 章 検出された遺構と遺物

\ 
11井戸

3
 

` 

周 溝

幅18cm、深さ 5cmを測る。

掘り方

遺 物

北西と南西壁際のみ廻り、最大

壁際をやや深く掘る。

遺構重複関係

られる。

11号井戸、 166号土坑に切

で

床面から 6 世紀前半を主とする

土器片等が出土する。廃棄されたものだ

ろう。

｀富砕’

」L L=88.30 B' 

~ L=88.40 立

□
 

• 
_A_. L =88.30 

21号住居跡土層説明

1 黒褐色土 (10YR2/2)

2

3

4

5

 

褐色土 (10YR4/6)

褐色土 (10YR4/6)

暗褐色土(10YR4/4)

暗褐色土(10YR4/4)

Jr L=88.20 

1~5 mm大の榛名山軽石をまばら

に含む

ローム粒とローム塊多く、焼土を少量含む

ローム粒を主とする

焼土塊、ローム塊を含む

ローム塊主体

E
 

7

8

 

暗褐色土(10YR4/4)

暗褐色土(10YR3/4)

黄褐色土 (10YR5/8)

9 褐色土(10YR4/4)

10 黄褐色土(10YR5/6)

5 層に近似するが、ローム粒が多い、

周溝埋土

ローム塊と少量の焼土を含む

やや硬質で、ローム塊を含む、柱穴

埋土

軟質で、ローム塊含む、掘り方埋土

大きめのローム塊を含む、掘り方埋土

0 1:60 2m 

旦 L=88.10 D' 

鼈
l
2
3
4

土層説明

明黄褐色土(10YR6/6)

黄褐色土 (10YR5/6)

褐色土(lOYR4/6)

暗褐色土 (10YR3/4)

三
11号井戸埋土

焼土を少量含む

焼土を少量含む

焼土とローム塊を含む

第93図 21号住居跡
゜ 1 : 30 lm 
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第 3 章 検出された遺構と遺物

22号住居跡（第95 • 96図） 貯蔵穴 南東隅に位置し、円形を呈し、径65cm深さ

位
規
置
模

1 区U-7

4.8X-m 壁 高 70cm 

92cm底径32cmを測る。

柱 穴 東壁に平行してピット 2 基が検出された。

主軸方位

床 面

N-80° —E 

全体に 5~10cmほどの埋土による貼り床。

硬化範囲は鼈前面から南西側に広がる。

鼈 東壁の南寄りに位置し、全長130cm。袖部はやや

開きぎみに竪穴内に80cm張り出す。焚口両側には長

さ 35cmの礫を直立させ粘土を巻いて補強している。

焚口は内側の幅27cmを測り、底面に灰掻きと思われ

る＜ぽみを残す。燃焼部は細長く、内壁の幅30cm弱、

奥行き 70cm前後を測る。火床面はほぼ水平で、奥壁

は60~70゜の傾斜角で立ち上がる。煙道は不明。

p 1 

p 2 

周

遺

溝

掘り方

物

上端径

25 

40X25 

遺構重複関係

は不明。

深さ

57 

54 

下端径 (cm)

23X 15 

15 

P 1-P 2 245 

東壁の竃左脇から北壁にかけて廻り、最大

幅18cm、深さ 6 cm を測る。

壁際をやや深く掘る。

23号住居跡と重複するが、新旧関係

貯蔵穴周辺から 6 世紀前半の土器等が出

土。

-
戸

』

ごヽ u
lユ

こ
シ／組t
贅も

.A_ L =88.00 
2
 

• _lL L =88.00.  JL 

こ
22号住居跡土層説明

l 黄褐色土(lOYR5/8)

2 褐色土(lOYR4/4)

3

4

5

 

黄褐色土 (10YR5/8)

黄褐色土 (10YR5/8)

黄褐色土 (10YR5/6)

ローム塊が主、上面は踏み固めによる互層

小ローム塊とローム粒を含む、床面

を掘り込む

ローム粒が主、柱穴掘り方の埋土

ローム塊を主とする、掘り方埋土

ロームと黒色土の混土、上面は軟質床面 竃
1
2
3
4
5

C'L=88.00 4 c
 

土層説明

褐色土(lOYR4/4)

暗褐色土(lOYR3/3)

黒褐色土(lOYR2/2)

黄褐色土 (10YR5/8)

黄褐色土(lOYR5/8)

゜ 1 : 60 2m 
第95図 22号住居跡

゜

焼土塊を主とする、天井部崩落土

軟質で、粘土粒を含む

ローム粒を多く含む

ローム粒を多く含む

ロームが主体、奥壁部堆積土

lm 1 : 30 
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第 3 章検出された遺構と遺物

23号住居跡（第97~99図）

位置 1 区V-7 • 8 規模 3.8X-m

壁高 33cm 主軸方位 N-73°-E

床面大部分は地山のロームを床土としており、

小さな凹凸を埋めて平坦にしている。硬化面は竃前

面～中央～南壁寄りに広がる。

鼈東壁中央に位置し、全長120cm。袖部はやや開き

ぎみで竪穴内に70cm張り出す。左袖先端はピット P

6 に切られる。焚口は内側の幅35cmを測り、 20cm奥

の燃焼部前方に礫を直立させ支脚とする。燃焼部は

細長く最大幅35cm奥行き 100cm前後を測る。火床面は

ほぼ水平で、奥壁はほぽ垂直に立ち上がる。煙道は

奥壁の20cmほどの高さから地山を掘り抜いて構築。

貯蔵穴南東隅に位置し、不整円形を呈する。径70

cm深さ 91cm底径32cmを測る。堆積した埋土は外から

の流入土である。

柱穴 ピット 6 基が検出され、床下土坑と思われ

る P4 を除いていずれも主柱穴と考えられる。ただ

し P6 は規模が大きく、上面に床面も認められない

ことから住居廃棄時に掘削された可能性が高い。

上端径 深さ 下端径 (cm)

P 1 45 59 12 

P 2 45 63 15 

P 3 44 61 20 

P 4 80X75 19 60 

P 5 18 20 15 

P 6 150 40 20 X 15 

P 1 -P 6 140 P 1 -P 3 170 

P 2 -P 3 145 P 2 -P 6 160 

周溝北壁中央を約30cm空けて全周する。最大幅

25cm、深さ 7 cmを測る。

遺構重複関係 22号住居跡に切られる。

遺物 中央床面から 6 世紀前半の土器等が出土。
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第97図 23号住居跡
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

」L. L =88.50 D' 

0 1 : 60 2m 

....G_ L=87.90 G' 

゜ 1 : 30 lm 

5 23号住土層説明

1 暗褐色土(lOYR3/3) 土粒やや粗く、ローム漸移層土粒を多く含む、

焼土と炭化物が見られる

2 褐色土(10YR4/6) 粘土が主体、ローム漸移層土粒と焼土を含む、

竃天崩落土

3 暗褐色土 (10YR3/3) 土粒やや粗く、ローム漸移層土粒を多く含む

4 暗褐色土(lOYR3/4) ローム漸移層土粒とローム粒が主体、第 1 次埋

没土

, 5 褐色土 (10YR4/4) 焼土塊、焼土粒、炭化物、灰の混土

6 褐色土 (10YR4/4) ローム粒、焼土、黒色土の混土、煙道埋土

貯蔵穴土層説明

1 褐色土(lOYR4/4)

2 黒褐色土 (10YR2/2)

3 褐色土(lOYR4/4)

4 暗褐色土(10YR3/4)

5 褐色土(10YR4/6)

軟質でローム粒を含む

砂質で粗く、ローム塊を含む

砂質で軟質

3 層に近似し、ローム粒を含む

砂質のローム粒が主体

ヽ
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第98図 23号住居跡土層断面及び出土遺物（1）
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第 3 章検出された遺構と遺物

/ ) 

第99図 23号住居跡出土遺物 (2)

24号住居跡（第100~103図）

位置 1 区W•X-7·8

規模 5.7X5.6m 壁高 48cm

主軸方位 N-67° —E 

床面全体に 5 cm前後の厚さで貼り床を施し、鼈

前面～中央部～南東隅にかけて硬化面が見られる。

竃東壁中央に位置し、壁を掘り込んで構築する。

全長150cm。焚口は内側の幅90cmを測り、燃焼部奥部

ほどすぼまる。火床面は深さ 15cmほどの皿状の掘り

方に灰を充填して形成される。煙道はロームを掘り

抜き、傾斜角35゜で立ち上がる。

貯蔵穴南東隅に位置し、不整円形を呈する。径70X

65cm深さ 35cmを測る。柱穴 P4 と重複する。

柱穴 ピット 7 基が検出され、p 7 を除いていず

れも柱穴と考えられる。このうち P2 と P5 は他よ

り浅く、いずれも柱筋より南側にずれていることか

ら、梁に結びつけられた棟持柱の痕跡の可能性があ

る。これより本住居は南北棟と考えたい。

102 

゜ 1 : 3 10cm 

上端径 深さ 下端径 (cm)

p 1 25 64 13 

P2 28 36 18 

P3 29 64 14 

P4 30 64 15 

P5 20 14 8 

P6 43X36 76 19 

P7 25 12 14 

P 1-P 2 160 P 2 -P 3 210 P 1-P 4 340 

P 4 -P 5 145 P 5 -P 6 190 P 3 -P 6 370 

周溝竃右脇を除き全周。最大幅20cm、深さ 5cm。

掘り方 北壁際を深く掘り、中央に長方形の床下土

坑が見られる。規模は200X 150cm深さ 92cm。

遺構重複関係 40号住、 182号土坑を切り、 14号掘立

柱建物跡に切られる。

遺物 中央床面から 6 世紀後半～ 7 世紀前半の土

器等が出土。
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24号住居跡土層説明

1 暗褐色土(lOYR4/6)

2 暗褐色土(lOYR4/6)

3 暗褐色土(lOYR3/4)

4 褐色土(lOYR4/6)

5 褐色土(lOYR4/4)

6 黒色土 (10YR2/l)

7 褐色土 (10YR4/6)

8 黄褐色土 (10YR5/6)

9 褐色土 (10YR4/6)

10 182号土坑埋土

硬質、微小な榛名山軽石、ローム粒含む

やや軟質で、ローム粒と小ローム塊を含む

硬質、シルト質、小ローム塊を少量含む

やや軟質、微小なローム粒を全体に含む

やや軟質、微小なローム粒を含む

土粒細かく粘性なし、微小の炭化物を含む

軟質で、微小ローム粒を含む、周溝埋土

ロームと褐色土の混合土、周溝埋土

小ローム塊が主体、貼床埋土

゜ 1 : 60 2m 

第100図 24号住居跡

103 



第 3 章検出された遺構と遺物

」L. L =88.20 上こ

竃土層説明

1 暗褐色土 (10YR3/3) 砂質で、 As-B を含む

2 黄褐色粘質土(10YR5/8) 硬質、灰雑物なし、陥没した天井部に相当

3 褐色粘質土(10YR4/6) 軟質、微小の粘土粒を含む

4 赤褐色土 (5YR4/6) 焼土を主体とし、灰と粘土粒を含む

5 暗褐色土 (10YR3/4) 灰と粘土の混土

6 暗赤褐色土 (5YR3/6) 崩落した粘土が主体で、上面は焼土化する

7 明赤褐色土 (5YR5/6) 焼土が主体で硬化する

8 褐色土(10YR4/4) 灰とローム粒の混土

9 黒褐色土 (10YR2/3) 灰が主体

10 褐色土 (10YR4/6) ローム粒主体、灰を含む

11 黄褐色粘質土(10YR5/8) ローム主体、煙道構築土

12 褐色土(10YR4/6) 小ローム塊を含む、焚口部床面埋土
13 後世のピットによる攪乱

13 

゜ 1 : 30 lm 

第101図 24号住居跡竃断面
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掘り方土層説明

l 黄褐色土(lOYR5/8) ローム塊主体で褐色土粒を混入する、貼床

2 褐色土 (10YR4/4) 2~5cm大のローム塊を多く含む

3 褐色土 (10YR4/6) 2 層に近似するが、ローム塊小さく全体に明るい

4 褐色土（10YR4/4) 軟質で小ローム塊を含む、柱穴掘り方埋土

i::11 

第102図 24号住居跡掘り方
゜ 1 : 60 2m 

104 



ー

々
い

m
 
c

ｭ

1゚
n

―
~⇒
 

ー
ー
＼
＼
＼
＼

• 

• 

|
 

.

,

 

3
 

.. 
1

|

'

 
• 

' 

ー

I
l

汀
I

l

 

9

、
~

’ 
ー

ー

0

』
ヽ

3 古墳時代以降の遺構と遺物

｀口

1
1
9
 

口4

居

ー

1

住号4
 
2
 

゜

図3
 

。ー第

/I105 



第 3 章 検出された遺構と遺物

25号住居跡（第104~109図）

位
規
置
模

主軸方位

床 面

1 区W • X-9 • 10 

4.7X4.9m 

N-60ー -E 

壁 高 48cm 

主柱穴で囲まれた中央部分は地山ロームを

そのまま床とする。壁際は約 lm幅で貼り床を施す。

中央部～南東壁際にかけて硬化面が見られる。

鼈 北東壁中央に位置し、本体は157号土坑に切られ

焚口のみ遺存する。焚口は壁から80cm竪穴内の位置

で30~40cm大の礫を架構して構築される。焚口の内

側幅は34cm、高さ 19cmを測る。

貯蔵穴 南東隅に位置し、不長方形を呈する。規模

p 1 

P2 

P3 

P4 

P5 

P6 

Pl-P2 

P2-P4 

周

cm。

溝

掘り方

上端径

70X60 

60X53 

60X52 

42X35 

45X38 

21 X 11 

210 

245 

深さ

68 

47 

58 

68 

15 

17 

下端径 (cm)

15X 10 

20Xl5 

23Xl6 

15 

36X28 

7 

Pl-P3 

P3-P4 

255 

225 

は75X48cm深さ 60cm底面45X30cmを測る。南西側に

長さ 50cm高さ 13cmの隆起部分が見られる。

鼈下部を含めて全周。最大幅10cm、深さ 9

北壁際を深く掘り、中央に長方形の床下土

坑が見られる。規模は200x 150cm深さ 92cm。南隅か

ら 10号掘立柱建物の柱穴が検出された。

柱 穴 ピット 6 基が検出され、

て柱穴と考えられる。

P5 、 P6 を除い

p 1 は底部に礫をおいて柱根

のおさえとしている。柱穴配置は平行四辺形を構成

しており、竪穴形状と相似形をなす。

遺構重複関係

遺 物

10号掘立柱建物を切り、23号溝と 179

号土坑に切られる。

貯蔵穴を中心に 6 世紀後半を主とする土器

等が出土。

吋
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第104図 25号住居跡
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

_lL L=88.10 B' 

賢
25号住居跡土層説明凸二｀ここ三三三三三□鸞こ]..J2..
1 暗褐色土(lOYR3/3) 榛名山軽石を少只含む 7 暗褐色土 (10YR3/3) 粘性が強い

2 暗褐色土 (10YR3/4) 砂質で、榛名山軽石と As·C を少屎 8 褐色土(lOYR4/6) ローム粒を主とする、周溝埋土

含む 9 暗褐色土 (10YR3/4) ローム粒、ローム塊含む、 157号土坑

埋土3 暗褐色土 (10YR3/4)

4 褐色土(lOYR4/6)

5 暗褐色土 (10YR3/3)

6 褐色土 (10YR4/6)

2 層とほぼ同質で、色調がやや暗い

竃材の流れ込み

粘土粒を含む

やや砂質で、ローム粒を多く含む

10 褐色土(10YR4/6)

11 褐色土(10YR4/6)

12 褐色土(10YR4/6)

小ローム塊を多く含む

ローム粒、ローム塊を含む

流れ込みのローム粒を主とする

0 1 : 60 2m 

上． L=88.10 E' 

第105図 25号住居跡土層及び鼈断面

□三三..E..'..
床隆起部分土層説明

1 ローム、粘土、黒褐色土の混土、

上面は硬化する

2 黒褐色土

3 ローム塊主体

゜ 1 : 30 lm 
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立

第106図 25号住居跡掘り方
゜ 1 : 60 2m 
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第107図 25号住居跡出土遺物(1)
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第 3 章検出された遺構と遺物

\ 
ヽ

゜
1 : 3 10cm 

゜
1 : 4 10cm 

// 

如3
0ニ

゜ 1 : 2 5cm 

26号住居跡（第110~113図）

位置 2 区 B-11

規模 4.55X-m 壁高 54cm

主軸方位 N-80ー -E 

第109図 25号住居跡出土遺物 (3)

床面主柱穴で囲まれた中央部分は地山ロームを

そのまま床とする。壁際は貼り床を施す。竃手前～中

央部～南壁際にかけて硬化面が見られる。

鼈東壁中央に位置し、燃焼部奥部～煙道は壁を掘

|口
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貼床土層説明

1 褐色土(lOYR4/4)

2 褐色土(lOYR4/4)

3 褐色土(lOYR4/4)

゜ 1 : 60 

ローム塊多い

ローム塊、粘土、焼土を含む

ローム粒を多く含む、周溝埋土

2m 

4 黄褐色土(10YR6/8) ローム塊主体、踏み固まる

5 黄褐色土 (10YR6/8) ローム塊主体、 4 層と同質

6 褐色土 (10YR4/4) ローム粒多く、炭化物を少量含む

7 暗褐色土 (10YR3/3) 小ローム塊、ローム粒を含む、柱穴

埋土

第llO図 26号住居跡

110 



3 古墳時代以降の遺構と遺物

り込んで構築する。全長95cm。袖部は40cmほど竪穴

内に張り出し、焚口部分に礫を直立させて補強する。

焚口内側の幅25cm、高さは20cm前後と推定される。

燃焼部は中位で膨らみ、幅45cmを測る。火床面はほ

ぼ水平で、奥壁はほぼ垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南東隅に位置し、楕円形を呈する。規模は

70X60cm深さ 85cm底径25cmを測る。

柱穴 ピット 4 基が検出され、いずれも柱穴と考

えられる。

上端径 深さ 下端径 (cm)

p 3 

P4 

35 

40 

84 

55 

7

6

 

1

1

 

7

l

 

5

6

 

0

3

 

3

2

 

x

x

 

8

2

 

3

3

 

1

2

 

p

p

 

16 

18 

P 1 -P 2 205 P 2 -P 3 215 

P 3 -P 4 215 P 1 -P 4 195 

周溝鼈下部を除いて全周。最大幅15cm、深さ 13

cm。底面は凹凸が著しく一定しない。

掘り方壁際を幅 lm前後で掘りこむ。西側の大き

な掘り込みは本住居ではなく重複する 27号住居跡の

鼈掘り方である。

遺構重複関係 27号住居跡に切られる。

遺物床面全体に 6 世紀後半を主とする土器等が

散在して出土。

ヽ

__.L L =88.00 C' 

26号住居跡土層説明

1 褐色土 (10YR4/6)

2 暗褐色土(10YR3/4)

3 褐色土 (10YR4/4)

4 暗褐色土(10YR3/4)

5 暗褐色土(10YR3/4)

6 黒褐色土 (10YR2/3)

軟質で、榛名山軽石多い

1 層より暗く、榛名山軽石が多い

榛名山軽石を含み、ローム粒、ロー

ム塊を含む

粘土、ローム粒を多く含む

焼土、粘土を多く含む

焼土、炭化物粒を含む

゜
1 : 60 2m 

第111図 26号住居跡土層断面及び掘り方
」L_ L =88.00 上

竃土層説明

1 褐色土(10YR4/4)

2 黄褐色土(10YR5/6)

3 暗褐色土(10YR3/4)

4 褐色土 (10YR4/4)

5 褐色土(10YR4/4)

6 褐色土(10YR4/4)

7 褐色土(10YR4/4)

8 黄褐色土(10YR5/6)

9 褐色土(10YR4/4)

10 褐色土(10YR4/6)

11 暗褐色土 (10YR3/4)

12 暗褐色土 (10YR3/3)

粘土多く、榛名山軽石、ローム粒、焼

土を含む

粘土主体、榛名山軽石と焼土を含む

粘土、ローム粒、暗褐色土の混土

粘土主体、焼土と黒褐色土、ローム

塊含む

3 層に灰と炭化物を含む

焼土塊を多く含む

粘土、ローム粒を多く含む

粘土とローム混土、袖の芯材

粘土、焼土、黒褐色土塊の混土

4 層とほぼ同質

粘性なく、焼土塊多い

ローム粒多く、焼土粒を含む

｀ロ上．L=87. 70 

__Q_ L =88.00 ニ［ニ
・エこ

立

第112図 26号住居跡竃断面
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゜ 1 : 4 10cm 

第113図 26号住居跡出土遺物

27号住居跡（第114~119図）

位
壁
床

置
高
面

鼈

2 区A-10

104cm 

規

主軸方位

模 7.6X7.5m 

N-95ー -E 

主柱穴で囲まれた中央部分は地山ロームの

床。壁際は貼り床。鼈手前～中央部～南壁際に硬化

面が見られる。北半の柱穴Pl-P3 間の硬化部分

で南北方向を主とする細い削痕が多数見られる。

東壁中央に位置し、全長190cmを測る。袖部は130

cmほど竪穴内に張り出し、燃焼部本体はほとんど竪

穴内に構築される。焚口内側の幅70cm、燃焼部の推

112 

定幅90cmを測る。掘り方にロームと粘土の混合土を

埋めて基盤面を整え、そのうえに粘土・灰・ローム・

焼土の混合土、 ロームを順に積み上げて本体を構築

する。火床面は床面とほぼ同レベルで、煙道下面ま

で焼けて硬化する。火床面上には灰が厚く堆積し、

上に煙道からの流入土が堆積する。

貯蔵穴 南東隅に位置し、隅丸方形を呈する。規模

は105X80cm深さ 79cm底径35X25cmを測る。柱穴P2

と浅い幅広の溝で結ばれる。



古墳時代以降の遺構と遺物

柱 穴 ピット 7 基が検出され、 p 1~P4 は主柱

穴。 P6 とp 7 は出入口施設に伴う支柱穴と思われ

る。なお、p 1~P4 にはローム塊を含む人為的な

流入土が堆積しており、住居廃絶時には開口してい

たと思われる。

上端径 深さ下端径 (cm)

Pl 105X75 100 

P2 85X55 

47 

P3 83X70 

P 1-P 2 395 

P 2-P 4 420 

周 溝

95 

45 

3

5

5

 

3

4

 

P7 

P 1-P 3 395 

P 6-P 7 104 

45 15 30 

P4 63 

P 3-P 4 405 

南壁中央3.5m を空け、最大幅17cm深さ 8

76 62X47 

P5 75X65 

P6 

上端径

45 

探さ下端径

33 

18 

54 

23 

cm。

掘り方 壁際を幅 lm前後の帯状に掘りこむ。床下

土坑 8 基、 ピット 3 基が検出された。床下土坑は底
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9 -ー-—ーヘ、

/ ~¥  

口／口/ □
三一 言7

\ \ 

三：ロp 6 、

（）己I /-J 
(/ ;-ll □ 。1 十心\12

I1 ロロー／弓／／／＼言］
\~。ロ

F' 

• 
• 

B_ 」L

• 

C
、

28号住

゜ 1 : 60 2m 

第114図 27号住居跡
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L =88.00 立

ロニニニニニ旦
27号住居跡土層説明

l 褐色土(lOYR4/4)

2 黄褐色土 (lOYRS/6)

暗褐色土 (10YR3/4)

小ローム塊、榛名山軽石、炭化物含む

ローム主体、榛名山軽石多い、少量の炭

化物と焼土含む

ローム塊、榛名山軽石、炭化物、焼土を

含む

4

5

6

7

8

 

褐色土(lOYR4/6)

暗褐色土(lOYR3/4)

褐色土 (10YR4/4)

黄褐色土(lOYR5/8)

褐色土(lOYR4/4)

ローム塊、ローム粒主体

ローム、炭化物、焼土の混土

ローム主体で焼土を少量含む

ローム塊、ローム粒主体

ローム塊、ローム粒が多い、周溝埋土

0 1:60 2m 

__&_ L=88.00 E' 

鼈
1
2
3
4

5

6

7

 

_Q_ L =87.60 

土層説明

褐色土(lOYR4/4)

黄褐色土(lOYR5/6)

黄褐色土(lOYR5/6)

赤褐色土 (5YR5/6)

黒灰色土

黄褐色土(lOYR5/6)

黄褐色土(lOYR5/6)

J2..'.. 

粘土塊、焼土、ロームの混土で下位は焼土塊

ローム塊主体で粘土粒を含む

粘土主体、焼土塊含む、下位は焼土主体

焼土塊主、灰と炭化物含む、崩落した天井面

にあたる

灰層で、焼土を少鼠含む

ロームと粘土の混土

ローム主体

□□丘
Pit 5 

H L =87.00 H' .. 

ロニ4 3 柱穴土層説明

l 暗褐色土 (10YR4/4)

2 黄褐色土 (10YR5/8)

3 黄褐色土 (10YR5/8)

4 黒色土 (10YR2/2)

第115図

8 暗褐色土 (10YR3/4) ローム粒、榛名山軽石を含む

9 褐色土 (10YR4/4) ローム、灰、焼土、粘土の混土

9' 暗褐色土 (10YR3/3) ローム粒を含む、煙道部堆積土

10 暗褐色土(lOYR3/3) ローム粒、榛名山軽石、焼土を含む

11 黄褐色土(lOYR5/6) 粘土を主とし、わずかに焼土を含む

12 褐色土 (10YR4/6) ローム塊主体

* 1~5 層は鼈内の堆積土、 6~11層は袖部構築土、 12層は基盤と考え

られる。

27号住居跡土層及び竃断面

ローム塊、ローム粒を含む

ローム塊主体、人為的埋土と思われる

ローム塊主体

炭化物、焼土含む

0 1 : 30 lm 
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

一|ス

の

1 号床下土坑

ーー

＋
ロp 3 

__L L =87.00 

ロ
ロ
ロ
ロ

P

ロ
ロ

I, 

+ 
A-12 

I, 

J 2 2
 

」

玉＿ 1 1 

掘り方土層説明

1 黄褐色土 (10YR6/8) ロームブロック多く、焼土を少量含む、踏み

固められている

2 褐色土(10YR4/4) ロームプロック主体

第116図 27号住居跡掘り方

K' 

゜ 1 : 60 2m 
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ニ
口 ` こ

—\ _/ 

5 

4m 

第117図 27号住居跡柱穴配置

ニーニ／ / ー／ ｀口
←＼←」二二こ三］口三］ ｀口］／口｀二：／

• • 

13 
｀ニニ］

、

ヽ

、 1 : 3 10cm 

第118図 27号住居跡出土遺物（1 ）

こ
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

部平坦で粘土層までは達していない。 P8~PlOは 8 号 115 30 78 

旧柱穴と思われる。 P8 75X48 31 28 

上端径 深さ 下端径 (cm) P9 55X45 40 15 

1 号 122X 105 22 80 P10 52X40 29 18 

2 号 188X138 33 128X 100 P 8-P 9 335 P 3-PlO 330 P 3-P 8 315 

3 号 105X85 32 85X65 P 9-PlO 330 

4 号 140 18 105 遺構重複関係 26号住を切り、 28 • 42 • 44号住・ 145

5 号 100X80 12 70X58 号土坑に切られる。

6 号 135X 100 28 110X73 遺物主に埋土から 7 世紀前半～ 9 世紀初頭の土

7 号 187 X 115 38 123 X 80 器等が出土。

三□ ＿ー／ここ18 --

¥ | I I I ¥ 19 

] 
17 

□] 

/ 

゜ 1 : 3 10cm 

/1 25 

,r;, ヽ

6
 

1
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ー
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1

1
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一

゜ 1 : 4 10cm 

--~11 -C)-
28 

// 

第119図 27号住居跡出土遺物 (2)
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日
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ー
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汀

3
1゜ 1 : 2 5cm 

28号住居跡（第120~122図）

位置 1 区Y-10. 11 、 2 区A-10. 11 

規模 7.1X4.lm 壁高 45.5cm

主軸方位 N-91ー -E 

床面西側の一部を除き、重複する27号住居跡の

埋土を床とする。竃手前～中央部に硬化面。
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第 3 章 検出された遺構と遺物

鼈 東壁のやや南寄りに位置し、全長155cm。焚口底

面に見られる灰掻きのくぼみの位置から袖部は竪穴

内に張り出したと思われるが痕跡を残さない。燃焼

部は推定幅50cm、火床面は10cmの高低差で傾斜する。

P2 

その他

28X22 

遺構重複関係

67 10 

竃右手前の床面上に90X70cmの範囲で焼土

が集中していた。全体に炭化物も散在する。

27号住、 29号住を切る。

掘り方に炭化物を含む土を埋めて基盤面を整え、

のうえにロームを含む褐色土で本体を構築する。

そ 遺 物 主に埋土から 7~9 世紀代の土器等が出土。

ピット 2 基が検出されたが、柱穴とは考えにくい。 字
、3

p 1 

上端径
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__A__ L = 88. 10 

OPl  

下端径 (cm)

35 

u/ 
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—``· -、

A' 

阜
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0
1
'
8
8
1
1
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：ニロニニニ三／
B' 

」L. L=88.10 

ー一―----
28号住居跡土層説明

1 褐色土 (10YR4/4)

D' 

2

3

4

5

6

7

8

9

 

粘性あり、粒子細かく、榛名山軽石と焼土

粒を含む

褐色土 (7.5YR4/ 4) 1 層より焼土多い

暗褐色土(10YR3/4) 粘性あり、炭化物を少量含む
暗褐色土(lOYR3/4) 粘性あり、全体に焼土を含む
褐色土(10YR4/4) ローム粒多く、軟質

暗褐色土(lOYR3/4) ローム粒を少量含む、軟質
褐色土 (10YR4/6) ローム粒を多く含む
にぶい赤褐色土(5YR4/4) 焼土主体の竃崩落土

にぶい黄褐色土(lOYR7/4) 粘土主体で焼土を含む

第120図 28号住居跡
゜ 1 : 60 2m 
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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第121図 28号住居跡鼈断面

／」：ミ／／デ下三、
ー

2
 

\ 

口 \ 

ローム粒、榛名山軽石を含む

炭化物を多く含む

ローム塊を多く含む、 27号住居跡埋土

゜ 1 : 30 lm 

\ \ こ／／

6
 口＝／
¥
 

ー
、
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二，

三＝、ロロ
／］二／／

\ 

12 

10 ゜ 1 : 3 10cm 

゜

3
 

ー

ヽ

/

¥

 

__ _— 

• • \ 

/ 
1 : 4 10cm 

第122図 28号住居跡出土遺物

29号住居跡（第123~125図）

位置 1 区X • Y-l1 規模 4.0X2.9m

壁高 52cm 主軸方位 N-70°-E

床面中央部分のみ硬化しており、周囲の壁際

70~100cmの幅の部分は軟質。

鼈東壁のやや北寄り、全長70cm前後、推定幅30cm。

袖部は竪穴内に張り出し、先端には直立礫で補強。

貯蔵穴南東隅、不整円形、径75X65cm、深さ 45cm。

ピット 5 基が検出されたが、柱穴とは考えにくい。

119 



第 3 章 検出された遺構と遺物

p 1 

p 2 

P3 

P4 

P5 

上端径

48X38 

15 

25 

25 

17 

深さ

17 

1 1 

14 

12 

20 

下端径 (cm)

35X25 

8 

18 

13 

8 

周 溝

掘り方

東半壁際に沿う。最大幅20cm深さ 4 cm。

東壁際に沿って溝状に掘る。中央で土坑l基

を検出。円形で径45cm、深さ 20cm。

遺構重複関係

遺 物

28号住、 10号掘立柱建物に切られる。

竃右脇で甕と甑が重なって出土。 また上屋

の一部と思われる炭化材が埋土下層から出土した。

-4., 
\f’ 

魯了

ヽ

... 
Y-12 

4、9

A L =88.10 ．△こ
/ 1 2 

5 3 

4 I / 4 4 

゜ 1 : 60 2m 

29号住居跡土層説明

1 褐色土 (10YR4/4) 炭化物、ローム粒、榛名山軽石を少旦含む

2 黒褐色土(lOYR2/2) 粒子細かくやや軟質

3 黄褐色土(lOYRS/6) 全体にローム粒を含む

4 暗褐色土(lOYR3/4) ローム粒と炭化物を含む

5 10号掘立柱建物跡柱穴埋土

且｀上
3 

竃
1
2
3
4
5
6

土層説明

黄褐色土 (10YR5/8)

褐色土(lOYR4/6)

褐色土(lOYR5/6)

褐色土 (7.5YR4/6)

明黄褐色土 (10YR4/8)

褐色土(lOYR4/4)

粘土とロームの混合土、天井部と推定

ロームと焼土の混合土

粘土主体で焼土を含む

焼土主体で灰と炭化物を含む

ローム主体

ロームと暗褐色土の混合土
゜ 1 : 30 lm 

第123図 29号住居跡及び掘り方
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

三 2
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第124図 29号住居跡出土遺物（1 ）
。 1 : 3 10cm 
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第 3 章検出された遺構と遺物

゜ 1 : 4 10cm 

\: 

\ \ 

□
口

2
 

゜ 1:3 10cm 

第125図 29号住居跡出土遺物 (2)

30号住居跡（第126~129図）

位置 1 区Y12~14 • 2 区A13~14グリッド

規模 6. 7X5.8m以上 壁高 73cm

主軸方位 N-68ー -E 

床面全体に貼床。竃焚口付近と南壁際中央部の

み硬化しており、他は比較的軟質。傾斜やレベル差

はほとんどなく、平坦。

鼈東壁やや南寄りに位置し、燃焼部から煙道まで

比較的良好に遺存する。袖部は40cmほど竪穴内に張

り出し、燃焼部の平面的位置は壁線とほぼ同じか、

やや壁外にある。焼成により硬化した内壁より、燃

焼部は直径60cmほどの円形、煙道は奥壁から約50゜で

直線的に傾斜して lmほど延びる。火床面はほぼ平

坦で、奥へやや立ち上がる。燃焼部中央のやや左寄

りに、長さ 28cmの自然礫を直立させて支脚としてい

る。火床面からの支脚高は14cm。掘り方は一回り大

きく掘り込み、主に粘土とロームの混土を用いて本

体と煙道部を構築している。構築材にはほとんど焼

土は含まれない。

貯蔵穴 竃の右側、南東隅に位置する。平面は不整

楕円形で、大きさ 80X59cm、底径25cm、深さ 76cm。

北と南側に高さ 5cm以下の盛土をして、壁との間に

約80cm四方の蓋受状施設を作っている。

周溝竃部分以外は全周しており、幅20cm前後、

深さは10cm以下で、底面レベルはばらつきがある。

122 

柱穴主柱穴 4 基を検出。

上端径 深さ 下端径 (cm)

p 1 75X56 53 48X25 

P2 51 X45 64 24X 18 

P3 61X48 59 17X 15 

P4 49X39 61 21 X 18 

p 5 41X40 21 llXlO 

柱間寸法

Pl-P2 3.14m P2-P3 3.05m 

P3-P4 3.09m Pl-P4 2.95m 

P3 と P4 の断面形が中央にやや傾斜しているのは、

住居廃棄時に柱を抜き取ったためだろう。 P5 は深

さ 20cmの短い溝で周溝とつながる。性格は不明。

床下ピット 3 基検出。いずれもローム塊の多い土

で埋めており、上に床が貼られている。

上端径 深さ 下端径 (cm)

P 6 110X90 13 70 

P 7 80X58 16 52X25 

P 8 182 X 130 60 143 X 72 

掘り方柱穴で囲まれた範囲よりも壁際をやや深く

掘り込み、面は凹凸が多い。 25~10cmの厚さで埋土

し貼床を構築する。

遺構重複関係 31号住居跡より新しい。

遺物一部は竃内から出土しているが、大部分は

埋土下層である。 7 世紀前半代～中葉のものが主。
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30号住居跡土層説明

1 褐色土(10YR4/4)

2 褐色土(10YR4/4)

3 黄褐色土 (10YR5/6)

4 褐色土(lOYR4/4)

榛名山軽石を含む

ローム塊、焼土塊、炭化物含む

ローム塊が多く、炭化物を含む

大ローム塊を多く含む

ul 
5 明黄褐色土(10YR6/8) 4 層に近似し、下位に炭化物が多い

6 黒褐色土（10YR2/3) 有機物を多く含む

7 褐色土(10YR4/6) ロームの流れ込み

8 暗褐色土（10YR3/4) 小ローム塊、ローム粒を含む、周溝部はや

.A__ L=88.00 
やローム塊が多い • 

且ニ

D' 

゜ 1 : 60 2m 

掘り方土層説明

1 暗褐色土 (IOYR3/4)

2 褐色土(10YR4/4)

3 黄褐色土(IOYRS/6)

第126図 30号住居跡及び掘り方断面

大ローム塊、焼土、炭化物を含む

ローム粒、ローム塊が多い

ローム塊が主体
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第 3 章検出された遺構と遺物

_E__L=88.10 煙道 上且． L =88.10 H' 

」こ L=88.10 工こ

_G__ L=88.10 , 

5
 

．旦

竃土層説明

1 褐色土 (10YR4/4)

2 黄褐色土(lOYR5/6)
3 赤褐色土(2.5YR4/6)
4 褐色土(lOYR4/4)

5 暗黄褐色土(lOYR6/8)
6 暗褐色土(lOYR3/3)
7 明赤褐色土 (5YR5/8)

8 黄褐色土(10YR5/6)
9 暗褐色土(lOYR3/4)
10 暗褐色土(10YR3/4)

11 暗褐色土(lOYR3/4)

ローム粒、粘土塊、榛名山軽石、焼土を含む
ローム塊含む、竃材

2 層の焼土

やや黒みが強く、焼土塊を含む
地山ローム

灰、炭化物主体

焼土主体

軟質、支脚掘り方埋土
ローム粒、粘土を含む、煙道掘り方埋土
ローム粒を少量含む、煙道掘り方埋土
ローム粒、焼土、粘土の混土で炭化物を含む
焚口掘り方埋土

゜ 1 : 30 lm 

\ 

+ 
A-14 

□P4 @P3  

゜ 1 : 60 2m 

第127図 30号住居跡竃断面及び掘り方
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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第128図 30号住居跡出土遺物（1) ゜
1 : 4 10cm 
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゜ 1 : 4 10cm 
゜ 1 : 2 5cm 

第129図 30号住居跡出土遺物 (2)

31号住居跡（第130図） ¥ 
位置 1 区X12 • Y12グリッド • A' 

平面形不明、北東隅部分のみ検出。
メY-12 

壁高 51cm

床面中央は壁際より 5 cmほど高い。 33住

鼈不明。
171土坑

周溝北壁沿いに掘り込まれ、幅18cm、深さ 8cm。

遺構重複関係 30号住居跡と 171号土坑が新しい。

遺物埋土から杯、高杯の小破片が出土。

･ 

A 
L=88.10 

> 

ー･ >
 • 

31号住居跡土層説明

1 暗褐色土 As-B を含み、砂質

2 褐色土 ローム粒が多く、炭化物と焼土を少量含む

3 暗褐色土 やや粘性を帯び、榛名山軽石を含む

4 褐色土 ローム粒が主体でローム塊と黒色土塊を含む

5 黒褐色土 有機質を多く含む

6 褐色土 ローム粒が主体で、砂質、地山流入土

7 褐色土 ローム粒と、焼成変化した粘土を含む
゜ 1 : 60 2m 

_〇-``ロ\\三-_
1 

゜ 1 : 3 
｀三□
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゜
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1 : 4 10cm 

第130図 31号住居跡及び出土遺物
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32号住居跡（欠番）

33号住居跡（第131~137図）

位置 2 区Al4 • 15、 B14 • 15、 Cl5グリッド

規模 7.2X6.9m 壁高 62cm

主軸方位 N-73ー -E 

床面全面に10~20cmの厚さでロームブロック主

体の貼床。南側出入り口推定部分では互層をなす。

床面レベルはほぽ水平、平坦。硬質床面範囲は南側

壁際、鼈焚口、主柱穴で囲まれた内側。

鼈東壁のやや南寄りに位置し、燃焼部平面形は縦

長楕円形、袖は竪穴内に張り出す。天井部は崩落し、

煙道下位が遺存する。検出された袖端部から煙道端

部までの長さは1. 8m。燃焼部内側の幅は50cm。袖部

の竪穴内への張出しは約80cm。燃焼部中央のやや左

寄りに23cm大の礫を直立させて支脚とする。甕は中

央ひとつ架けだろう。燃焼部の下は地山を皿状に掘

りくぼめ、埋土して平坦な火床面を作る。その上に

粘土を芯として周囲に灰、ローム、褐色土などを積

み上げて構築する。奥壁部分は掘り方面に粘土を張っ

てあり、この面が焼けている。奥壁部堆積土の中央

付近に硬質な焼土塊で囲まれて軟質の土が堆積して

おり、煙道の流入土と想定して掘削を進めたが、筒

状の堆積が確認できないことから、煙道の痕跡とは

認められない。

3 古墳時代以降の遺構と遺物

貯蔵穴竃右脇に位置し、形状は不整円形。規模は

82 x 77cm、深さ 73cm、底径43X39cm。底面は平坦。

周溝貯蔵穴南部を除き全周、幅35cm、深さ 8cm。

柱穴主柱穴は 6 本と推定、うち 5 本を検出。

上端径 深さ 下端径 (cm)

p 1 30X28 94 15X 13 

p 2 33 92 13X 12 

P3 26X22 62 llX 9 

P4 32X24 52 9 X 4 

P5 62X34 54 17X 16 

P6 25X22 69 12 

P7 90X80 16 56 

柱間寸法

Pl-P4 1.8m P2-P4 2.05m 

P2-P3 3.75m P3-P5 2.25m 

掘り方柱穴と壁の間、約 lmは段状に深く掘り込

む。ピット状の浅いくぽみ 8 カ所あり。p 1 と P6

の間に 2 条の溝状遺構。

遺構重複関係 3 号道路跡に切られる。

遺物南壁際から崩落した上屋材と思われる炭化

材が出土している。材には丸太、割り材、板材があ

り、このうち壁と直交する方向に倒れる材は垂木と

考えられる。

~- L=88.20 C' 

, 
33号住土層説明

1 暗褐色土(lOYR3/3)

2 暗褐色土(lOYR3/4)

3 暗褐色土(lOYR3/4)

4 暗褐色土(10YR3/3)

5 暗褐色土 (10YR3/4)

6 黒褐色土 (lOYRZ/3)

7 暗褐色土(lOYR3/3)

8 黒褐色土 (10YR2/3)

9 黄褐色土 (10YR5/6)

10 黄褐色土(lOYR6/4)

11 黄褐色土(lOYR5/6)

第131図

土粒やや粗く AsB を含む、道路遺構覆土

微小な榛名山軽石、ローム粒を含む

1 層よりやや暗く、褐色の斑紋あり

小ローム塊を少量含む

全体にローム塊を含む

微小な榛名山軽石を含む

微小な榛名山軽石、焼土、炭化物粒を含む

炭化物粒を含む

小ローム塊主体、周溝埋土

ローム粒が主体、硬質

ローム塊を主とする、貼床埋土

゜33号住居跡土層断面

, 

1 : 60 2m 
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第 3 章検出された遺構と遺物
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掘り方土層説明

1 黄褐色土 (10YR5/6)

2 黄褐色土(lOYR5/6)

ローム粒が主体で、黒色土とローム塊を

含む

ローム塊を多く含む、貼床埋土

• 

」

゜ 1 : 60 2m 

l. L=87.50 
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゜ 1 : 30 lm 

第132図 33号住居跡
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古墳時代以降の遺構と遺物
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竃土層説明

1 黄褐色土 (10YR5/6)

1' 1 層の崩落層

2 褐色土 (10YR4/4)

3 褐色土 (10YR4/4)

4 褐色土 (7.5YR4/4)

5 暗褐色土 (10YR3/4)

6 褐色土 (7.5YR4/4)

6'6 層の焼土

7 褐色土 (10YR4/4)

8 褐色土(lOYR4/4)

9 褐色土 (7.5YR4/4)

榛名山軽石、ローム粒、焼土を含む

小ローム塊、焼土塊、粘土を多く含む

2 層に近似するが、粘土が少ない

粘土が主体で、焼土塊とローム粒含む

ローム粒、炭化物、焼土、灰の混土

粘土主体で、ローム粒と焼土を少量含む

ローム塊、焼土、炭化物、灰の混土

ローム塊を多く含む

1 層と 6 層の混土で、ローム粒、焼土塊、

炭化物を含む

゜ 1 : 30 lm 

第133図

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

炭化物と灰層

赤褐色土 (5YR4/8) 焼土塊が主体

暗褐色土 (10YR3/3) 軟質で、ローム粒を少量含む

褐色土(lOYR4/4) ローム塊、榛名山軽石を含む

褐色土(lOYR4/6) 焼土塊、ローム塊含む

暗赤褐色土 (2.5YR3/6) 焼土塊主体

褐色土 (7.5YR4/6) 灰、焼土、粘土の混土

暗褐色土（10YR3/4) ローム塊を含む、掘り方埋土

黄褐色土 (10YR5/8) 地山の流入土

黄褐色土(lOYR6/8) 小ローム塊が主体

粘土主体で火を受けて、硬化、変色する

33号住居跡鼈土層断面
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第 3 章検出された遺構と遺物
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第134図 33号住居跡掘り方
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第135図 33号住居跡出土遺物(1)
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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第136図 33号住居跡出土遺物 (2)
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第 3 章検出された遺構と遺物
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34号住居跡（第138~142図）

位置 2 区B 4 • 5 、 C 4 • 5 、 D5 グリッド

規模 5.6X5.3m 壁高 39cm

主軸方位 N-62ー-E  

床面鼈付近は貼床だが、他は地山のロームをそ

のまま床とする部分が多い。床面レベルは大きな差

はなく平坦。硬質な範囲は明確でない。

鼈北東壁中央に位置し、煙道は確認できず。袖部

は80cm竪穴内に張り出し、燃焼部を含む本体は竪穴

内に構築される。焚口から燃焼部奥壁までの長さは

約1. lmで、燃焼部の最大幅は50cm弱と推定される。

火床面はほぼ平坦で、焚口部が灰掻きのためややく

ぼむ。火床面中央のやや右寄りには長さ 10cmの礫を

8cmほど地上に出して直立させ、支脚としている。

本体は炭化物を含む粘質土を基盤にして、粘土を主

体に積み上げて構築する。

貯蔵穴 東隅、竃右側に掘り込まれる。平面は不整

円形で、径107X77cm、深さ 96cm、底径36X34cm。周

辺は床面より 10cm前後深く、蓋受け状になっている。

なお西隅で確認されたp 5 は 8cm と浅いが、周囲が

130X 100cmの方形状に掘りくぼめてあることから、

貯蔵穴であった可能性がある。

柱穴主柱穴は 4 基 (P 1~P4) が確認された。

なお P7 は重複する遺構の可能性があるが、確認で

きなかった。

上端径 深さ 下端径 (cm)

p 1 71X62 64 25X21 

P2 70X58 91 14X 10 

P3 75X- 72 21 X 11 

P4 37X34 71 22X 17 

P5 67X46 8 35X24 

P6 27 22 14X 13 

P7 71X57 18 61 X48 

柱間寸法

P 1-P 2 2.45m P 2-P 4 2.80m 

P 3 -P 4 2. 40m P 1 -P 3 2. 70m 

周溝全周し、幅20cm前後、深さ 16cm以下。

掘り方竃付近をやや深く掘り＜ぽめ、他は平坦。

3 古墳時代以降の遺構と遺物

遺構重複関係 35号住居跡、 11号掘立柱建物跡に切

られる。

遺物須恵器蓋（1）が貯蔵穴から、他の大部分は鼈

と貯蔵穴付近の埋土からの出土である。

35号住居跡（第138~140 • 143~147図）

位置 2 区B5~ 7 、 C5~ 7 、 D5 グリッド

規模 6.35X6.33m 壁高 50cm

主軸方位 N-65ー -E 

床面貼床は全面に施され、床面レベルはほとん

ど差がなく平坦。硬質な範囲は中央部分から鼈手前、

南東壁際に沿った部分に見られる。

寵北東壁の南東寄りに位置し、袖部は80cm竪穴内

に張り出す。燃焼部を含む本体は竪穴内から壁外に

かけて構築される。焚口から燃焼部奥壁までの長さ

は約1. 3mで、燃焼部の最大幅は50cm前後と推定され

る。火床面は中央部が深く、焚口と奥壁にかけて緩

く傾斜する。本体は、掘り方面に炭化物と灰を混入

した土を基盤に粘土を主として積み上げる。この粘

土内には焼土が含まれる。火床面は平坦で中央に支

脚用礫を据えた痕跡があるが、ここは焼土と灰を含

む褐色土が充填される。袖先端部には礫を立てて補

強している。なお、燃焼部から焚口にかけて、甕 2

個体が潰れた状態で出土している。

貯蔵穴東隅壁際に掘り込まれる。平面は不整円形

で、径70X62cm、深さ 39cm、底径41X25cm。掘り方

は主柱穴p 1 と連続する。

柱穴主柱穴は 4 基 (P 1~P4) が確認された。

上端径 深さ 下端径 (cm)

P 1 50 X 4 7 62 29 X 27 

P 2 80 X 71 63 36 X 32 

P 3 67 X 64 65 27 

P 4 58 X 53 65 13 X 12 

柱間寸法（心心距離）

Pl-P2 4.36m P2-P3 4.14m 

P 3-P 4 3.90m P 1-P 4 3.88m 

周溝貯蔵穴と竃部分を除いて全周、幅20cm前後、

深さ 12cm以下。
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第 3 章

掘り方

検出された遺構と遺物

壁に沿って東隅は‘‘鍵の手”状、南西部は

帯状に、幅 1~1. 5m、深さは周囲より 20cm深く掘り

込む。この部分の埋土は30cmに及び貼床とする。

床下土坑 1 号は南寄り、 2 号は中央で確認された。

2 号は11号掘立柱建物跡の柱穴と重複するため全形

は確認できなかった。規模は以下のとおりである。

1 号

2 号

遺構重複関係

跡に切られる。

遺

上端径

204 X200 

182 X 155 

深さ

78 

55 

下端径 (cm)

135X 115 

113X85 

34号住居跡を切り、 11号掘立柱建物

物 ほぼ同大の楕円礫が33点出土。いずれも南

東壁際や床面に分布し、住居と同時廃棄と思われる。
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

且． L=88.30 B' 

1~ 

34 • 35号住居跡土層説明
1 35号住居跡埋土、ローム塊を多量に含む人為的埋土
2 34号住居跡埋土、ローム塊を多量に含む人為的埋土

二

.A_ L =88.20 △こ

2
 

2
 

C L =88.20 立

3
 

」と L=88.20 D' 

l L=88.20 E' 

ローム粒が主体

ローム粒、ローム塊を含む

゜
1 : 60 2m 

34号住居跡竃土層説明
F L =88.20 F' 1 黄褐色土 (10YR5/6) 粘性少なく、焼土を含む

(1/30) 
2 黄褐色土 (10YR5/8) 粘性強く、焼土と炭化物を含む
3 黄褐色土(lOYR5/6) 軟質で、焼土塊を含む
4 黒褐色土 (10YR2/2) 炭化物、灰、焼土を多く含む
5 黒褐色土(lOYR2/2) 焼土塊、炭化物を多く含む
6 赤褐色土(5YR4/8) 焼土主体
7 暗褐色土(10YR3/3) 炭化物と灰を多く含む

_Q_ L=88.10 G' 
8 暗赤褐色土 (5YR3/3) 焼土塊が多い
9 明黄褐色土 (10YR6/8) 7 層にローム粒を含む

35号住居跡竃土層説明

1 黄褐色土 (10YR5/6) 粘性少なく、焼土を含む
2 黄褐色土 (10YR5/6) 焼土塊を含む
3 赤褐色土 (5YR4/8) 焼土主体
4 黄褐色土 (10YR5/6) 焼土粒を含む

H' 
5 褐色土(lOYR4/4) 粘性少なく、軟質且 L=88.10
6 暗褐色土(lOYR3/4) 軟質で、焼土を含む(1/30) 
7 赤褐色土 (5YR4/8) 焼土塊主体
8 褐色土 (10YR4/4) 焼土塊を含む

9 褐色土(10YR4/4) 5 層とほぼ同質、ローム塊を含む
10 黄褐色土(10YR5/6) 焼土粒を含む
11 黒褐色土 (10YR2/3) 炭化物、灰、焼土を含む
12 褐色土(10YR4/4) 焼土と灰を含む

第139図 34 • 35号住居跡及び竃土層断面 13 14層の焼土化した硬化面

14 黄褐色粘土 袖の芯材

15 灰 135 
16 黄褐色土
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第141図 34号住居跡出土遺物（1)
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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第143図 35号住居跡出土遺物(1)
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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第145図 35号住居跡出土遺物 (3)
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第147図 35号住居跡出土遺物 (5)

36号住居跡（第148 • 149図）

位置 1 区Y 4 • 5 、 2 区A5 グリッド

規模東西辺5.22m 壁高 24cm

主軸方位 N-83'-E 

床面全体に東部分が高く、東西端部でレベル差

は10cm強である。鼈、貯蔵穴、柱穴は検出されなかっ

た。

ピット 南壁際の南西隅から1.3mで、小規模なピッ

A -;,,. 

ト 1 基を確認。径25X20cm、深さ 8cm。本住居より

新しい可能性がある。

埋没状況一様にローム塊を多く含む土で埋まり、

床面付近では細かい炭化物が多く見られる。

遺構重複関係 20号住居跡を切る。

遺物数量少なく、 6 世紀代に属する土器片が埋

土下層から出土している。

36号住居跡土層説明

1 褐色砂質土(lOYR4/6)

2 褐色土 (10YR4/4)

3 褐色土 (10YR4/4)

軟質で、ロー公塊を含む
ローム塊、炭化物、焼土を含む

4 にぶい黄褐色土 (lOYRS/4) ローム塊を含む

5 褐色土(lOYR4/6)

6 暗褐色土(10YR3/4)

7 黄褐色土(10YR5/6)

8 褐色土(lOYR4/4)

6 7 

ローム塊を含む

土粒粗く、 As·C をわずかに含む

ローム塊を含む

ローム塊と炭化物を含む、土坑埋土
゜ 1 : 60 2m 

第148図 36号住居跡
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゜ 1 : 3 10cm ゜ 1 : 2 5cm 

37号住居跡（第150~153図）

第149図 36号住居跡出土遺物

上端径 深さ 下端径 (cm)

位置 1 区X5•6、 Y5~7、 2 区A5 • 6グリッド

規模 5.5X5.2m 壁高 38cm

主軸方位 N-62ー -E 

床面全体に掘り方の凹凸面を埋めた貼床。レベ

ルは中央部がやや高く、南東壁際が中央部より 5~10

cm低い。硬質な床面の範囲は 4 基の主柱穴に囲続さ

れた部分と鼈手前、南東壁際である。

鼈北東壁中央部に位置し、煙道は遺存しない。燃

焼部は竪穴内に約80cm張出し、本体は竪穴内に構築

される。中央よりやや奥で支脚と思われる礫がある

ことから、この部分が燃焼部と思われる。燃焼部幅

は40cm前後と推定される。本体の構築材には粘土と

ロームの混土を用い、構築前に火床面を焼き、炭を

敷いている。

貯蔵穴 東隅、鼈右側を掘り込む。平面は不整方形

で、規模は96X91cm、深さ 42cm、底51X45cmで平坦。

柱穴主柱穴 4 基 (P 1~P4)、梯子など出入口

施設に関連すると推定されるピット 1 基 (P 5) 確

認。

P l 35 X 33 36 19 X 18 

P 2 37 X 33 27 13 X 12 

P 3 46 X 39 56 10 X 9 

P 4 46 X 34 66 10 X 8 

P 5 37X24 - 8 X 7 

柱間寸法

P 1-P 2 2.36m P 2-P 4 2.23m 

P3-P4 2.35m Pl-P3 2.14m 

掘り方 平均的に全体を掘り下げており、 12cm前後

の盛土で貼床とする。

周溝竃と、南西壁中央付近を除いて廻る。幅20

cm前後、深さ 5cm以下。全体に平坦で、明確なピッ

トは認められない。

遺構重複関係 11号掘立柱建物跡、 159号土坑、ピッ

トに切られる。

遺物竃右脇および貯蔵穴周辺から集中する。大

部分は埋土内からの出土で、 6 世紀中葉のものが主

体を占める。

_A_ L =88.30 A' 

37号住居跡土層説明

1 黄褐色土(lOYR5/6)

2 暗褐色土(lOYR3/3)

3 黄褐色土(lOYR5/6)

~1三--
4 暗褐色土(lOYR3/3) 2 層に近似し、ローム粒が多い

5 褐色土 (10YR4/4) 小ローム塊を含む

6 にぶい黄褐色土(lOYR5/4) 軟質、ローム粒を含む

やや硬質、榛名山軽石、ローム粒、

粘土粒を含む

やや硬質、榛名山軽石を含む 7 重複するピット埋土

ローム粒を含む ゜ 1 : 60 2m 

第150図 37号住居跡土層断面
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掘り方土層説明

1 ローム、黒色土、褐色土の混土で、上面は硬化

2 1 層と同質で、上面は軟質

3 褐色土でローム粒を多く含み、軟質

第151図 37号住居跡
゜ 1 : 60 2m 
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ロ
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゜ 1 : 3 10cm 
ヽ

第152図 37号住居跡出土遺物 (1)
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第153図 37号住居跡出土遺物 (2)

38号住居跡（第154~160図）

位置 2 区 B16、 Cl5~17、 Dl5•16、 El6グリッ

ド

規模 6.4X6.3m 壁高 33cm

主軸方位 N-55ー -E 

床面全体的に貼床を施し、下層はローム主体、

上面はローム塊を含む暗褐色土が主体。中央部がや

や高く、壁付近とは 5 cmほどのレベル差がある。全

体的にやや硬質で、硬軟の明瞭な差は認められない。

鼈北東壁の南東寄りに位置し、天井部は崩落、燃

焼部と煙道下部が遺存する。袖部は90cm竪穴内に張

り出し、燃焼部を含む本体は竪穴内に構築される。

煙道は地山を掘り込む。焚口から燃焼部奥壁までの

長さは約90cmで、燃焼部の最大幅は50cm と推定され

る。火床面は焚口から奥壁に向かって緩く傾斜して

立ち上がり、煙道は約50゜の角度で外傾する。凹凸の

ある掘り方ローム面をローム塊の多い土で埋めて基

底面を整え、その上に粘土を混合した土を盛土して

本体を構築する。袖端部には礫を直立させて焚口と

する。

貯蔵穴 東隅、鼈右側に掘り込まれる。平面は円形

144 

で、径86X77cm、深さ 66cm、底径35cm。底面は浅鉢

状。

柱穴主柱穴は 4 基 (P 1~P4) が確認された。

上端径 深さ 下端径 (cm)

p 1 25X35 64 13X 8 

P2 45X38 58 21 X 13 

P3 27X25 20 7 

P4 66x- 56 25X 18 

p 5 28X26 22 16X 15 

P6 18 18 8 

柱間寸法

Pl-P2 3.35m P2-P3 3.10m 

P3-P4 3.25m Pl-P4 3.35m 

周溝検出された範囲については全周し、幅 9cm 

前後、深さ 7 cm以下でレベルは一定せず凹凸が多い。

掘り方 北西壁際に土坑状にやや深く掘り込む。

遺構重複関係 18号・ 26号・ 27号溝に切られる。

遺物甕（16) が貯蔵穴に落ち込んだ状態で出土し

ており、また南東壁際の床面上には甕 (20) と甑 (23)

が潰れた状態で出土した。
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01 A. L=87.90 

ローム塊を多く含む、上―

面は硬質

ローム主体で、暗褐色土

塊を含む

2 層に近似し、暗褐色土

粒が多い

黒色土塊を含む

叫
A' 

上＿
L =87.90 

38号住居跡土層説明

1 暗褐色土(lOYR3/4)

2 暗褐色土(lOYR3/4)

3 暗褐色土 (10YR3/4)

4 褐色土(10YR4/6)

5 暗褐色土 (10YR3/4)

立

榛名山軽石を含む、不均質

1 層より均質

ローム粒を少量含む

ローム塊を含む

ローム粒を含む

6 暗褐色土(lOYR3/4)

7 褐色土(lOYR4/4)

8 暗褐色土

9 黄褐色土

第154図 38号住居跡

5 層に近似し、ローム粒が多い

小ローム塊を含む

ローム粒、ローム塊を含む

ローム主体で、暗褐色土塊を含む
J 

0 1:60 2m 
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.J2.. L =87.90 
3
 
2
 

.12.'.. 

JL L=87.90 

竃土層説明

1 暗褐色土 (10YR3/3)

2 黄褐色土 (10YR5/6)

3 黄褐色土(lOYR5/6)

4 暗褐色土 (10YR3/3)

5 黒褐色土(10YR2/2)

6 褐色土 (10YR4/4)

7 褐色土 (10YR3/4)

E'8 黄褐色土 (10YR5/6)
・一 9 褐色土 (10YR4/4)

10 橙色土 (5YR6/6)

11 暗褐色土(lOYR3/3)

12 褐色土(10YR4/4)

13 撹乱

ローム粒と焼土を多く含む

粘土を主体、焼土を少量含む

2 層より焼土、焼土塊が多い

粘土塊、焼土を含む

軟質で、ローム粒、焼土を含む

粘土粒が多く、焼土を含む

ローム粒が多く、焼土粒を含む

粘土とロームの混土、焼土を含む

粘土が多く、焼土、榛名山軽石を

含む

硬化した燃焼部側壁崩落部分

粘土粒とローム粒を含む

ローム粒、小ローム塊を多く含む

掘り方埋土

゜ 1 : 30 lm 

第155図 38号住居跡鼈土層断面

D~17 

゜ 1 : 60 2m 

第156図 38号住居跡掘り方
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39号住居跡（第161図）

位置 l 区W·X4 グリッド

規模東西長3.5m 壁高 24cm

主軸方位不明

床面凹凸が激しく、地山ロームの部分が見受け

られる。貼床の有無や範囲は不明。

鼈 住居埋土に見られる焼土から東壁に設けられた

と推定される。

貯蔵穴 南東隅に掘り込まれる。平面は不整円形で、

径50cm、深さ 25cm、底径31X 28cm。

柱穴不明。

周溝確認できない。

遺構重複関係 167 a 号土坑に切られる。

遺物貯蔵穴脇で完形の杯が出土。埋土からは 6

世紀代に属する土器小片が出土。

ー
、
＿

L =88.20 

A
 

.K 

39号住居跡土層説明

1 暗褐色土（10YR3/4) 現耕作土

2 暗褐色土(lOYR3/4) 砂質、 As-B とローム粒を少量含む

3 褐色土 (10YR4/4) 榛名山軽石、ローム粒を含む

4 暗褐色土(lOYR3/4) 微小のローム粒含む

5 暗褐色土 (10YR3/4) 4 層より明るく、焼土を含む

゜ 1 : 60 2m 

三ー」

3 古墳時代以降の遺構と遺物

40号住居跡（第162図）

位置 1 区X6~8 、 Y 6 • 7 グリッド

規模 4.7X4.lm 壁高 36cm

主軸方位 N-59ー -E 

床面貼床はほぼ全体に施し、硬質な範囲は竃と

貯蔵穴手前から中央部分にかけて見られ、床面レベ

ルもこの部分がやや高い。

鼈北東壁の中央に位置し、 159号土坑に切られて、

袖部のみ遺存する。袖部は約90cm竪穴内に張り出し、

燃焼部を含む本体は竪穴内に構築される。火床面は

ほぼ平坦。

貯蔵穴東隅、鼈右側に掘り込まれる。平面は楕円

形で、径85X69cm、深さ 40cm、底径44X42cm。

柱穴主柱穴は 6 基 (P 1~P6) が確認された。

新旧関係は確認出来なかったが、 P5 と P2 、 P6

と P4 はそれぞれ柱建替えに伴う柱穴だろう。

上端径 深さ 下端径 (cm)

P 1 47X36 75 13X10 

P 2 38 45 12 

P 3 44 X 34 37 20 

P 4 40 35 22 X 12 

P5 35 22 18 

P6 46 

柱間寸法

Pl-P2 1.80m P2-P4 2.20m 

P3-P4 1.85m Pl-P3 1.90m 

Pl-P5 2.10m P3-P6 2.20m 

P5-P6 1.90m 

掘り方全体を平均的に掘り下げ、 10~5cmの埋土

で貼床を構築する。

遺構重複関係 24号住居跡に切られる。

遺物全体に小破片が多く、 6 世紀代の杯片（1）は

竃左脇の床面から出土している。平安期の須恵器杯

(2) は混入品だろう。刀子 (3) も埋土出土で帰属は不

明である。

゜ 1 : 3 10cm 

第161図 39号住居跡及び出土遺物
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40号住居跡土層説明

1 褐色土(lOYR4/6)

2

3

4

5

6

 

暗褐色土(lOYR3/4)

褐色土(10YR4/4)

褐色土 (10YR4/6)

褐色土(7.5YR4/6)

重複する土坑とピット

やや硬質、ローム粒と榛名山軽石

を含む

やや砂質で榛名山軽石を含む

微小のローム粒を少黛含む

ローム粒を含み、斑紋状

微小の焼土と炭化物を含む

゜ 1 : 60 2m 

口 ＼一ー にニニコ：
2 

ヽ
！

ーロニコ3--
り〖

゜ 1 : 3 10cm ゜ 1 : 2 5cm 

第162図 40号住居跡及び出土遺物
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41号住居跡（第163~166図） P6~8 は重複する

位
規
置
模

床 面

鼈

2 区 B12 • 13、

4.9X4.6m 高

主軸方位 N-82"-E 

C 12 • 13グリッド

壁 46cm 

全面的な貼床で、凹凸が多く、床面レベル

は10cmの範囲で一定しない。特に硬質な範囲は竃と

貯蔵穴、出入り口の想定される南東部分に限られる。

東壁のやや南寄りに位置する。袖部は80cm竪穴

内に張り出し、燃焼部を含む本体は竪穴内に構築さ

れる。焚口から燃焼部奥壁までの長さは約 lmで、

燃焼部の最大幅は40cm と推定される。焚口は礫を組

み合わせて構築し、開口部の規模は幅30cm高さ 20cm。

火床面は焚口から奥壁へ18cmの比高差で外傾し、煙

道は60~70゜で外傾する。本体は掘り方面を埋めて基

底面を整え、粘土とロームの混土で構築する。燃焼

部の左側に甕（7) 、右側に杯（1）が架けられたまま遺

存しており、大小の器種 2 個架けと考えられる。な

お焚口に13cm大の礫が横転しており、支脚と考えら

れる。

出入り口施設に関わる支柱穴、

遺構の可能性がある。

貯蔵穴 南東隅、竃右側に掘り込まれる。平面は不

整楕円形で、径65X58cm、深さ 90cm、底径40X24cm。

柱 穴 主柱穴は 4 基(p 1~P4)、他に性格不明

p 1 

P2 

p 3 

p 4 

p 5 

P6 

P7 

P 8 

柱間寸法

Pl-P2 

P3-P4 

周

掘り方

遺

溝

物

上端径

36 

40X37 

62X45 

46X44 

44X42 

26X22 

59X35 

50X40 

深さ

52 

62 

66 

79 

28 

12 

17 

55 

2.20m 

2.30m 

下端径 (cm)

24X20 

25X23 

26X24 

24X 18 

22X 19 

14Xl3 

45X23 

22X 18 

P 2-P 4 

Pl-P3 

2.60m 

2.75m 

土層断面で確認され全周すると推定。幅は

20cm前後、深さ 12cm前後。

壁際を深く掘り込み、中央部は浅い。底面

は凹凸が激しく、 30cmほどの埋土で貼床を構築。

遺構重複関係 21号掘立柱建物跡、 27号溝が切る。

床面全体から、崩落した上屋材と思われる

のピット 4 韮(p 5~p 8) が確認された。 P5 は

炭化物が出土。そのうち柱穴 P3 から柱の一部が直

立して検出された。鼈内に遺された土器以外は、ほ

とんど埋土出土である。

｀□□三二□ム
且是旦

41号住居跡 土層説明 9 褐色土 (10YR4/4) ローム粒を多く含む、周溝埋土

1 暗褐色土(lOYR3/4) 軟質、榛名山軽石、小ローム塊、 10 褐色土(lOYR4/4) ローム粒多く、少量の焼土を含む

焼土を含む 11 暗褐色土 (10YR3/3) 焼土、ローム粒を含む

ローム塊を多く含む 12 黒褐色土 (10YR3/2) ローム粒を少黛含む

ローム粒とローム塊を多く含む 13 暗褐色土 (10YR3/4) 軟質で、炭化物と焼土を多く含む

炭化物を多く含む 14 暗褐色土(lOYR3/4) 軟質で、ローム粒を含む

小ローム塊を含み、全体に斑紋状 15 黄褐色土 (10YR5/8) 小ローム塊を主体とし、硬質

5 層に近似するが、ローム塊多い 16 褐色土(lOYR4/4) 小ローム塊を含み、上面は硬質

1 層に近似し、少量の焼土、炭化 17 赤褐色土 (5YR4/8) 竃崩落土、焼土が多い

物を含む 18 27号溝埋土

焼土化したロームを多く含む

2

3

4

5

6

7

 

褐色土(10YR4/4)

褐色土(10YR4/4)

褐色土(10YR4/4)

褐色土 (10YR4/4)

褐色土 (10YR4/4)

暗褐色土 (10YR3/4)

8
 

暗褐色土(lOYR3/4)

第163図 41号住居跡土層断面

゜ 1 : 60 2m 
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掘り方土層説明

1 暗褐色土(lOYR3/3)

2 褐色土(lOYR4/4)

コ
C

、

’~I U し三
'□ヽロ、『

p 

o

[

 

m| 

ローム塊を多く含む

ローム塊主体、踏固めによる互層

三コ◎p 6 

3

4

 

吋

褐色土 (10YR4/4)

褐色土 (10YR4/4)

B' 

. 

00•OOOOIITa 

ローム粒、ローム塊が多い

ローム粒を多く含む、周溝埋土

゜ 1 : 60 2m 

_E_. L =88.00 F' _ｧ__. L = 88. 00 G' 

且． L=88.00 且
竃
1
2
3
4
5
6
7
8
9

土層説明

褐色土 焼土と灰を含む

褐色土 焼土を多く含む

赤褐色土 天井部、内壁の崩落土

暗褐色土 ローム粒、粘土、炭化物、灰、焼土の混土

赤褐色土(2.5YR4/6) 焼土塊

暗褐色土 (10YR3/4) ローム粒、ローム塊多い掘り方埋土
黄褐色土 (10YR5/8) 粘土とロームの混土

7 層の焼土化した部分

焼土化した燃焼部内壁部分

第164図 41号住居跡
゜ 1 : 30 lm 
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゜ 1 : 60 2m 

第165図

゜ 1 : 3 10cm 

41号住居跡炭化材出土状態及び掘り方及び出土遺物（1）
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第 3 章検出された遺構と遺物

□三
゜ 1 : 3 10cm 

5
 

8 

ｩ 
\\ 

/』/ 6 \ 
1 : 2 5cm 

゜ 第166図 41号住居跡出土遺物 (2)
0 1:4 10cm 

42号住居跡（第167 • 168図）

位置 2 区A12 • 13、 B12グリッド

規模 3.3X3.lm

壁高 57cm 主軸方位 N-69°-E

床面全面に貼床を施し、床面レベルはほぼ水平

で平坦。

鼈東壁の南端に位置し、燃焼部底面のみ遺存。火

床面の範囲から、袖部は50cm前後竪穴内に張り出し

と推定されるが、不明瞭で検出できなかった。燃焼

部を含む本体は壁外に構築される。焚口から燃焼部

奥壁までの長さは約 lmで、燃焼部の最大幅は50cm

前後と推定される。火床面はやや中央のくぼむ浅い

皿状。埋没土から本体は褐色土とローム、粘土の混

土で構築したと考えられる。

周溝全周すると推定される。幅30~10cm、深さ

10cm以下。

掘り方壁に沿ってやや深く掘り込み、深い部分で

は20cmに及ぶ埋土で貼床とする。

遺構重複関係 27号住居跡を切る。

遺物南壁際から完形の杯(4) が出土。埋土からの

出土が多く、 8 世紀前半代を主とする。
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....!i_ L =88.00 

1 
6 2 
5 3 

8 4 
7 

•- _l;_. L =88.10 

古墳時代以降の遺構と遺物

｣ 

42号住居跡土層説明

1 褐色土(10YR4/4)

2 褐色土 (10YR4/4)

3

4

5

6

7

 

3

4

5

6

7

8

 

゜

黄褐色土(lOYR5/6)

褐色土(lOYR4/4)

黄褐色土 (10YR5/4)

褐色土 (lOYR4 / 4) 

黄褐色土 (10YR5/6)

黄褐色土 (10YR5/6)

1 : 60 

榛名山軽石、 As-Cを多く含む

1 層に近似し、焼土とローム粒を多

く含む

ローム粒、ローム塊を主体とする

砂質で、ローム塊を少塁含む

ローム粒、粘土、焼土を含む

2 層に近似し、焼土を不均ーに含む

ローム粒、ローム塊を含む

ローム粒が主体、周溝埋土

2m 

` 
゜

□_ 

1 : 3 

43号住居跡（第169図）

竃
1
2

土層説明

褐色土(lOYR4/4)

暗褐色土 (10YR3/4)

暗赤褐色土 (5YR3/3) 

暗赤褐色土 (5 YR3/4) 

暗褐色土 (7.5YR3/4)

黒色土 (10YR2/l)

赤褐色土 (5YR4/6) 

二

□
]
 10cm 

// 

粘土粒、ローム粒を多く含む

1 層に近似し、軟質で、下位は焼土

化する

焼土塊と灰を含む

焼土塊を主体とし、粘土粒を含む

砂質で、焼土粒と灰を含む

灰を主体とし、焼土を含む

焼土粒を全体に含む

゜ 1 : 30 lm 

` 4  

こ芦、’’’` し—-- ----------• 

゜ 1 : 2 5cm 

第168図 42号住居跡土層断面及び出土遺物

柱 穴 主柱穴は 4 基(p 1~p 4) が確認された。

位
規
壁
床

鼈

置
模

高

面

1 区XlO、

4.0X3.9m 

48cm 

yg、 10グリッド

主軸方位

で全体に平坦。全体に硬質。

N-32ー -W 

全体に貼床を施し、床面レベルはほぼ水平

北西壁中央に位置し、天井部は崩落、煙道は検

出されない。袖部は70cm竪穴内に張り出し、燃焼部

を含む本体は竪穴内に構築される。焚口から燃焼部

奥壁までの長さは約 lmで、燃焼部の最大幅は50cm

前後と推定される。火床面は浅い皿状にくぽむ。煙

道は燃焼部奥壁を15cmほど立ち上がった位置から壁

を掘り込んで段状部を作り、そこからほぼ垂直に立

ち上がる。本体は粘土を主とした土で構築する。

貯蔵穴 北隅の竃右側で検出されたピット P5 と P

6 が貯蔵穴の可能性あり。

p 1 

P2 

P3 

P4 

p 5 

P6 

P7 

P8 

pg 

PlO 

Pll 

上端径

58X54 

38X33 

69X58 

93X60 

37X32 

36X31 

57X38 

61 X45 

62X49 

27 

48 

柱間寸法

Pl-P2 

P3-P4 

深さ

57 

11 

34 

73 

38 

41 

18 

17 

11 

15 

35 

2.35m 

2.10m 

下端径 (cm)

14 

12 X 10 

31 X29 

55X44 

16 

14X 13 

lOX 9 

30 

43X37 

10 

30 

P 2-P 4 

P l -P 3 

2.40m 

2.15m 
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第 3 章検出された遺構と遺物

周溝全周し、幅15~5 cm、深さ 20cm以下。

掘り方壁際をやや深く掘り込み、ローム塊の多い

土で最深25cmほどの埋土を行う。

埋土の状況 下層に自然堆積、中位以上はロームを

主体とした人為的埋土。

遺構重複関係 27号住居跡を切り、 44号住居跡・ 144

号土坑に切られる。 Iの

• 

, クー
' p

 

2

・

[]p

応

/P7  

P 10 

c:) 

AｷL=88.10 

遺物貯蔵穴付近の埋土下層からの出土が多い。

7 世紀後半代が多い。

/ 

/ 

ー

A' 

XA-10 

• 

゜

I 3 

1 : 3 10cm 

43号住居跡掘り方土層説明

1 黄褐色土(lOYR5/8)

2 褐色土(lOYR4/6)

3 暗褐色土(lOYR3/4)

4 褐色土 (10YR4/6)

5 暗褐色土(lOYR3/4)

ローム塊を主体とし、踏み固められている

軟質で、ローム粒を含み、斑紋状

軟質で、小ローム塊を含む

微小なローム粒を含む

硬質で粘土粒が多く焼土と炭化物粒を含む

/j 4 

且＿ B' 

2 2 

C C' . .  

\ 
゜

□
ロ

——_ 

1 : 60 2m O 1 : 2 

¥ I 5 

5cm ゜ 1 : 4 10cm 

第169図 43号住居跡及び出土遺物
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44号住居跡（第170~174図）

位置 1 区Y8~10、 2 区A8~10グリッド

規模 7.4X4.8m 壁高 36cm

主軸方位 N-90° —E 

床面壁際を部分的に貼床、大部分は地山ローム

を床面とする。床面レベルは中央部がやや高い。硬

さは全体に均等で、北部45号住居跡と重複する部分

のみやや軟質。

鼈東壁の南寄りに位置し、焚口と燃焼部過半が遺

存。袖部は約100cm竪穴内に張り出し、燃焼部を含む

本体は竪穴から壁外にかけて構築される。焚口から

燃焼部奥壁までの長さは約1.8mで、燃焼部の最大幅

は70cm前後と推定される。火床面は皿状にくぼみ、

奥壁から煙道へは40~45゜の傾斜で立ち上がる。本体

は粘土混入土で構築。

貯蔵穴 南東隅、竃右側に掘り込まれる。平面は隅

丸長方形で、 118X57cm、深さ 22cm、底78X46cm。

柱穴主柱穴は南北主軸上に 2 基 (Pl·P2)

が確認された。これを棟持柱と推定すれば、南北棟

の切妻型屋根になるだろう。 P3 と P6 それぞれ南

北壁際の相対する位置、 P5 は西壁中央に位置して

おり、上屋構造に関連するものだろう。

上端径 深さ 下端径 (cm)

P 1 81 X 73 77 28 X 23 

P 2 105X79 76 35X26 

3 古墳時代以降の遺構と遺物

P 3 29X27 37 12X 9 

P 4 71 X 60 85 44 X 43 

P5 61X- 41 16Xl4 

P 6 44 X 40 19 19 X 16 

P 7 48X36 14 34X20 

柱間寸法

P 1-P 2 3.15m 

周溝鼈付近を除いて全周し、幅20X40cm、深さ

20cm以下。北壁際は掘り方の可能性あり。

張出し施設南辺中央で、奥行き 70cm、幅100~150

cmの台形状に張り出す。レベルは床面と同じで、や

や軟質。周溝が巡ることから、当初から設けられた

らしい。ピットp 6 から西にのびる長さ1. 6m、幅50

cm、深さ 23cmの溝は、張出し施設と関連すると思わ

れるが、性格は不明。建物の方向と鼈位置関係から、

出入り口と考えたい。

掘り方 明確な掘り方は認められなかった。

遺構重複関係 43号・ 45号・ 46号住居跡を切り、 13

号井戸に切られる。

遺物南東の貯蔵穴付近を中心に、土師器杯や須

恵器蓋が集中して出土。 7 や22のような混入品も見

られるが、概ね 9 世紀代を主とする。なお北壁寄り

中央付近床面上から直径約50cmの粘土塊が圧し潰さ

れた様態で検出された。

..A_. L =88.20 

□上
44号住居跡土層説明

1 褐色土(10YR4/4)

2 褐色土 (10YR4/6)

3 暗褐色土(lOYR3/3)

4 暗褐色土(lOYR3/4)

5 褐色土 (10YR4/6)

6 暗褐色土 (10YR3/4)

7 褐色土(lOYR4/6)

8 暗褐色土 (10YR3/4)

9 褐色土 (10YR4/4)

10 暗褐色土 (10YR3/4)

11 黄褐色土(lOYR6/8)

やや砂質で、 As-B を少量含む

やや粘性あり、焼土、粘土、炭化物の粒子含む

灰と焼土を含む

焼土、炭化物、ローム粒を少黛含む

榛名山軽石、小ローム塊、炭化物を含む

5 層に近似するが、やや軟質

やや粘性帯び、焼土、炭化物、粘土粒を含む

焼土と炭化物含み、踏固めで互層状、硬質

やや硬質で、小ローム塊を含む

軟質で、ローム粒を含む

ローム粒、ローム塊を主体とする掘り方埋土

第170図 44号住居跡土層断面
゜ 1 : 60 2m 
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立 L =88.10 

掘り方土層説明

1 黄褐色土 ロームが主体で褐色土粒を含む

2 褐色土 ロームと褐色土の混土、全体にプロック状、上面硬質

C 

l 褐色土 (10YR4/6) やや硬質、榛名山軽石と微小の粘土粒含む

2 褐色土 (10YR4/6) 粘性帯び、小焼土塊を含む

3 黄褐色土 (10YR5/6) 硬質で、褐色土粒を含む

゜
1 : 30 lm 4 褐色土(lOYR4/4) 軟質で、微小粘土粒と焼土を含む

5 褐色土(lOYR4/6) 焼土粒を含む

6 赤褐色土 (5YR4/4) 粘土と焼土の混土

7 赤褐色土 (5YR4/8) 焼土主体、上位に硬化した塊が集中

8 暗褐色土 (7.5YR3/3) 軟質で、少量の灰と焼土を含む

9 褐色土 (7.5YR4/4) 粘土と焼土、少菰の灰を含む

10 褐色土 (10YR4/4) 焼土を含む

11 褐色土(lOYR4/6) 粘土粒を含む

第171図 44号住居跡
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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45号住居跡（第175 • 176図）

位置 1 区Y 8 • 9 、 2 区A7~9 グリッド

規模 4.4X4.3m 壁高 48cm

主軸方位 N-80'-E 

床面全体に地山ロームを床面とする。床面レベ

ルはほぽ水平に近く整っている。全体的に硬質で、

硬軟の明確な境界は認められない。

鼈東壁の南寄りに位置し、焚口～燃焼部を検出。

袖部は70cm竪穴内に張り出し、燃焼部は竪穴内に構

築される。焚口から燃焼部奥壁までの長さは80cm前

後で、燃焼部の最大幅は30cm前後と推定される。火

床面は床面とほぼ同レベルで、主に灰が堆積し、そ

の上面が焼成硬化している。燃焼部奥壁は60゜で外傾

する。本体は地山掘り残しではなく、粘土混入土を

積んで構築する。なお、左袖端部には袖石を抜き取っ

た痕跡を残す。

貯蔵穴 南東隅、鼈右側に掘り込まれる。平面は不

整円形で、径67cm、深さ 86cm、底径40cm。底面はほ

In 
L
1
1
8
8
.
1
0
 

A‘ 

B
 

`

p

 

ー

、
3

吋

ぼ平坦。

柱穴主柱穴は 4 基(p 1~P4) が確認された。

上端径 深さ 下端径 (cm)

P 1 54X41 47 23Xl7 

P 2 46 X 45 65 21 X 18 

P 3 30 X 29 24 13 X 11 

P 4 28 X 26 36 20 X 14 

周溝北壁、東壁、西壁の一部に沿って検出。南

壁部分は他遺構重複のため不明確。幅17cm前後、深

さ 4cm以下。

掘り方 ほぼ平坦に掘り、整床のための埋土はほと

んど見られない。

遺構重複関係 44号住居跡に切られる。

遺物主に埋土から出土。 6 世紀代の杯 (3) が帰属

すると思われるが、 1 • 2 は44号住からの混入品だ

ろう。他に鉄滓 1 点。
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第175図 45号住居跡
゜ 1 : 60 2m 
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
I 
_.1L. L =88.20 

ロニニコニ—
竃

B' E
 
L=88.10 E' 

45号住居跡土層説明

1 褐色土 (10YR4/4)

2 褐色土 (10YR4/4)

3 褐色土 (10YR4/4)

4 黄褐色土 (10YR5/6)

5 黄褐色土 (10YR5/8)

6 褐色土 (10YR4/4)

゜ 1 : 60 

砂質で、 As-B を含む

榛名山軽石、ローム粒を含む

ローム塊を含み斑紋状、榛名山軽石含む

榛名山軽石を含む

軟質で、ローム粒含む

ローム塊と焼土含み、上面は硬質、掘

り方埋土

2m 

／二三戸三、
ー

土層説明

1 褐色土(lOYR4/6)

2 赤褐色土(5YR4/6)

3 褐色土 (10YR4/6)

4 暗褐色土(7.5YR3/3)

5 褐色土 (7.5YR4/4)

／三 ` 

粘性を帯び、下位に焼土粒が見られる

硬化した焼土塊と粘土の混土で、天井

部崩落堆積と思われる

微小な粘土粒と焼土を含む、煙道流入

土

焼土と灰が混在して見られる

灰を主体とし、焼土と炭化物を含む、

上面が硬化する

0 1 : 30 lm 

I I 

3
 

4
 

2
 

゜ 1 : 3 10cm ゜ 1 : 2 5cm 

第176図 45号住居跡土層断面及び出土遺物

46号住居跡（第177 • 178図）

位置 2 区A 8 • 9 、 B 8 • 9 グリッド

規模 3.6X3.4m

壁高 52cm 主軸方位 N-60°-E

床面 ほぼ全面に貼床、床面レベルは中央部が高

く周辺部はくぽむ。硬質な範囲は北側に偏る。

鼈・貯蔵穴・柱穴検出されず。

掘り方壁際に幅1.4m、深さ 30cmほどの帯状に深く

掘り込む、埋土はローム主体。

遺構重複関係 44号住居跡に切られる。

遺物大部分は破片で、主に埋土から出土。

..A_ L =88.20 

こ
• 

5
 

且 L=88.10
~3 

g 

で
3/  4 

上こ

44住

46号住居跡土層説明

1 褐色土(lOYR4/4)

2 黄褐色土(lOYR5/8)

3 褐色土(lOYR4/6)

4 黄褐色土(lOYR5/6)

5 44号住居跡埋土

6 黄褐色土(lOYR5/6)

第177図 46号住居跡

ー

.. ,
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4

[

 

B
、

焼土を全体的に含む

全体的にローム粒を含む

全体的にローム粒と炭化物を含む

軟質で、ローム粒を多く含む

ローム粒を多く含む、掘り方埋土

゜ 1 : 60 2m 
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゜ 1 : 3 10cm 
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゜ 1 : 4 10cm 

第178図 46号住居跡出土遺物

47号住居跡（第179 • 180図）

位置 2 区D12 • 13、 E12 • 13グリッド

規模 3.6X3.lm

壁高 39cm 主軸方位 N-80°― E

床面全体に貼床を施し、ほぼ水平で平坦。壁際

と北東部分を除いて硬質。

鼈東壁の南寄りに位置し、焚口～煙道下部が遺存。

袖部は50cm竪穴内に張り出し、燃焼部を含む本体は

竪穴内から壁外にかけて構築される。焚口から燃焼

部奥壁までの長さは約70cmで、燃焼部の最大幅は40

cm前後と推定される。火床面はわずかにくぽんだ皿

状で、奥壁は約60゜で外傾する。地山を皿状に掘り＜

ぼめて埋填し基底面を整えた上に本体構築している。

燃焼部中央には焼成硬化した10cm大の粘土塊を埋置

して支脚としている。

166 

貯蔵穴 南東隅、竃右側に掘り込まれる。 2 段の掘

り込みで、平面は不整円形。外郭は径67X50cm、深

さ 15~20cmで蓋受けのくぽみと考えられる。本体は

径38X30cm、深さ 30cm、底径19cm。

ピット 南壁から約50cm離れた中央部で 1 基検出さ

れた。これと南壁の間は床面が軟質なことから、出

入り口に伴う梯子状施設の支柱穴の可能性がある。

周溝なし。

床下ピット 中央部のやや西寄りで検出。隅丸方形

で、径80X65cm。深さは10cm と浅くローム層中でと

まる。

掘り方 4 周の壁に沿って深く掘り込み、最深部で

は30cmの埋土を行う。

遺構重複関係 26号溝に切られる。

遺物埋土から土器小破片と管玉 1 点が出土。



3 古墳時代以降の遺構と遺物
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C' 

2m 

鼈土層説明

1 黄褐色土 (10YR5/8)

2 黄褐色土 (10YR5/6)

3 赤褐色土 (5YR4/8)

4 褐色土 (10YR4/6)

粘性なく、榛名山軽石を含む

粘土とロームの混土で、粘性

を帯びる

焼成により硬化した内壁部分

粘性を帯び、榛名山軽石、ロー

47号住居跡土層説明

1 暗褐色土(lOYR3/4)

2 暗褐色土 (10YR3/3)

3 黒褐色土(lOYR3/2)

4 暗褐色土(lOYR3/3)

5 暗褐色土 (10YR3/4)

6 黄褐色土(lOYR5/8)

7 暗褐色土(lOYR4/4)

8 黄褐色土(lOYR5/8)

9 赤色土(lOYR4/8)

10 褐色土 (7.5YR4/6)

11 暗褐色土 (10YR3/3)

12 褐色土 (10YR4/4)

13 黄褐色土(10YR5/6)

14 黄褐色土 (10YR5/8)

15 明黄褐色土(10YR6/8)

16 明黄褐色土 (10YR6/8)

17 黄褐色土 (10YR5/8)

黄褐色土と黒褐色土の混土、榛名山軽石を多

く含む

ローム塊を含む

ローム塊、ローム粒を含み斑紋状、榛名山軽

石を含む

ローム塊を含み、斑紋状、軽石は少ない

やや砂質で、ローム粒を含む

粘土を主体とし、ローム粒と焼土を少量含む

軟質で、ローム粒を多く含む

ロームと粘土の混土

焼土塊主体

粘土粒を主とし、焼土を少量含む

炭化物を含む

軟質で、焼土と灰を含む

粘性を帯び暗褐色土塊を含む、鼈掘り方埋土

13層と同質で、やや軟質

ローム主体、上面は踏み固めにより硬質

ローム主体で暗褐色土塊を含む

ローム主体で暗褐色土塊を多く含む

ム粒を含む

5 暗褐色土 (10YR3/4) ロームと黒褐色土の混土で、

プロック状、鼈掘り方埋土

6 褐色土 (10YR4/6) ローム塊を多く含む、住居掘

り方埋土

’ 
E
 8

8ロ
E_ 

貯蔵穴土層断面

1 暗褐色土 (10YR3/3) やや粘性あり

2 褐色土(lOYR4/4) ローム粒多い

3 暗褐色土(lOYR3/3) 軟質で粘性あり

0 1 : 30 lm 

第179図 47号住居跡
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第180図 47号住居跡出土遺物

48号住居跡（第181~183図）

位置 2 区Dll • 12、 E11 • 12グリッド

規模 4.0X3.9m 壁高 36cm

主軸方位 N-11ー -W 

床面壁際は掘り方がやや深いために貼床を行う

が、深さは不均ー。

鼈北壁の東寄りに位置し、袖部は50cm竪穴内に張

り出し、燃焼部を含む本体は竪穴内から壁外にかけ

て構築される。焚口から燃焼部奥壁までの長さは約

90cmで、燃焼部の幅は30cm と推定される。火床面は

掘り方面を埋めて整えてあり、緩い傾斜で煙道へと

続く。本体は埋土で整えた基底面の上に粘土、ロー

ムの順で積み上げて構築する。

貯蔵穴北東隅、竃右側に掘り込まれる。平面は隅

丸方形で、規模は50X44cm、深さ 38cm、底28X 15cm。

柱穴主柱穴は 4 基 (P 1~P4) が確認された。

168 

上端径 深さ 下端径 (cm)

p 1 34X24 72 llXlO 

P2 28X23 66 9 X 8 

P3 37X36 61 20X 12 

P4 34X33 (50) 22X 16 

柱間寸法

Pl-P2 2.50m P2-P3 2.60m 

P3-P4 2.25m Pl-P4 2.45m 

その他東壁際中央部で深さ 7 cmの不定形の掘り込

みが確認された。出入り口施設の掘り方か。

掘り方壁際はやや深く掘る。

遺構重複関係 鼈袖端部の様相と堆積土層から55号

住居跡に切られているように推定される。 49号住居

跡・ 189号土坑に切られる。

遺物 49号住居跡に切られるため、帰属する遺物

は少ない。 1 の杯は貯蔵穴内からの出土である。



49号住居跡（第181 • 182 • 184図）

位置 2 区Cll • 12 、 Dll • 12グリッド

規模 3.8X3.2m 壁高 48cm

主軸方位 N-11ー -W 

床面地山ロームを床とし、くぼんだ部分のみ埋

土して整える。小さな凹凸が目立つがレベルはほぼ

水平。全体的に均質で、硬軟の境界は認められない

鼈北壁のやや東寄りで検出されたピットp 1 は浅

い皿状で、燃焼部火床面と推定される。本体部分は

26号溝に切られて遺存せず。

p 1 上端径82X 74cm 深さ 15cm 下端径65X 53cm 

ピット 主柱穴と思われるものは検出されない。

上端径 深さ 下端径 (cm)

P 2 39 X 15 8 28 X 15 

P 3 21 X 20 5 11 X 10 

周溝なし。

掘り方床下中央付近から円みの強い「鍵の手」状

のピットが検出された。規模は94X96cm、深さは床

面から 10cm、確認面から60cm前後と推定される。こ

れは、本住居跡の床下土坑ではなく重複する 22号掘

立柱建物跡の隅柱穴の可能性が高い。

遺構重複関係 48号・ 55号住居跡を切り 26号溝に切

られる。 22号掘立柱建物跡より新しいか。

遺物床面および埋土下層から遺存状況の良好な

杯が出土する。 8 世紀前半代が主体と思われる。

3 古墳時代以降の遺構と遺物
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..A_, L=88.00 A' 

口
48 • 49 • 55号住居跡土層説明 10 黄褐色土(lOYR5/4) 硬質で、ローム塊を含む

1 暗褐色土 (10YR3/3) 軟質で、榛名山軽石とわずかな焼土を 11 暗褐色土(lOYR3/4) 黒褐色土塊とローム塊の混土、焼土を
含む 含む

2 にぶい黄褐色土(lOYR4/3) 1 層に褐色土塊が加わる 12 黄褐色土 (lOYRS/6) 11層よりローム塊が多い

3 褐色土(lOYR4/4) 13 暗褐色土 (10YR3/4) 11層に近似し、榛名山軽石が見られる
4 暗褐色土(lOYR3/3) 焼土粒を僅かに含む 14 黄褐色土 (10YR5/6) ローム塊を含み、僅かに焼土粒も見ら
5 褐色土 (10YR4/4) ローム粒を含み、斑紋状、僅かに焼土 れる

粒あり 15 褐色土 (10YR4/4) ローム塊を含む

6 褐色土 (10YR4/4) ローム粒が多く、榛名山軽石を含む 16 暗褐色土 (10YR3/4) ローム塊を含み、榛名山軽石も見られ
7 暗褐色土(10YR3/3) 榛名山軽石を含み、僅かに焼土粒あり る

8 暗褐色土 (10YR3/4) 粘性少なく、ローム粒が多い 17 褐色土(lOYR4/4) 地山ロームの流入土

9 暗褐色土 (10YR3/4) 粘性帯び、ローム粒が多い

゜ 1 : 60 2m 

第181図 48 • 49 • 55号住居跡
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~-L=88.00 

＼こ＼三 三立
c-c' 土層説明

l 褐色土 (10YR4/4)

2 暗褐色土(lOYR3/3)

3 暗褐色土(lOYR3/4)

4 褐色土(lOYR4/4)

5 褐色土(lOYR4/4)

ローム粒を含み、斑紋状、僅かに焼土粒あり

榛名山軽石を含み、僅かに焼土粒あり

粘性帯び、ローム粒が多い

軟質、ローム塊と焼土を含む

砂質、ローム塊、黒色土塊、榛名山軽石を含

む

6

7

8

 

黒褐色土 (10YR3/2)

褐色土(10YR4/4)

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

上． L =88.00 
I, 

5 層に近似

軟質、地山ロームの流入土

J L =88.00 

゜ 1 : 60 2m 
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5
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土層説明

黄褐色土(lOYR5/8)

黄褐色土(lOYR5/6)

褐色土(lOYR4/4)

黄褐色土(lOYR5/6)

黄褐色土(lOYR5/8)

黒褐色土(lOYR3/2)

黄褐色土(lOYR5/8)

明黄褐色土(lOYR6/8)

ローム粒主体で、粘土塊含む

1 層に焼土塊が加わる

焼土塊と灰白色粘土塊を含む

やや硬質で、ローム主体

硬質で、灰白色粘土塊を含む

軟質で、灰、炭化物、焼土を含む、燃焼部堆

積土

黒褐色土塊を含む

7 層に近似し、焼土を含む

゜ 1 : 30 lm 

49号住

• 

□
®
 

55号住

゜ 1 : 60 2m 

第182図 48 • 49 • 55号住居跡鼈断面及び掘り方
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第183図 48号住居跡出土遺物
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第184図 49号住居跡出土遺物(1)
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

// 8 

', ¥
 

一

/ 
\\ 

10 。 1 : 4 10cm 

第185図 49号住居跡出土遺物 (2)

50号住居跡（第187~193図）

位置 2 区D-14•15、 E-14•15グリッド

規模 6.2~4.9m 壁高 54cm

主軸方位 N-79ー -E 

床面掘り方面を水平に整える程度の埋土で貼床

を構築する。床面レベルはほぼ水平で、鼈焚口付近

と南壁寄り中央部分が特に硬質。

寵位置は北壁中央、袖部は50cm竪穴内に張り出し、

燃焼部を含む本体は竪穴内に構築される。焚口から

燃焼部奥壁までの長さは約0.7mで、燃焼部の最大幅

は60cm と推定される。火床面は浅い皿状に掘りくぼ

めた掘り方に、 10cm前後の埋土をして整える。奥壁

は約60゜の傾斜で立ち上がり、 40cmほどの高さから傾

斜角を減じて煙道となる。本体はローム塊主体の埋

土で基底部を整え、その上に粘土とロームの混土で

構築する。焚口には補強材と思われる長さ 35cmの礫

が出土する。

貯蔵穴なし。

柱穴主柱穴は 4 基(p 1~P4) が確認された。

上端径 深さ 下端径 (cm)

口

P 7 15Xll 16 

P 8 53X40 55 

柱間寸法

P 1-P 2 2.9m 

0 1 : 3 10cm 

第186図 55局住居跡出土遺物

6X5 

23X21 

P2-P4 2.7m 
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15X 12 

16X 14 

18X 12 

17X 16 

16 

6X4 

P3-P4 3.2m Pl-P3 2.7m 

床下土坑住居中央に 1 基。不整方形で、規模は

120 X 110cm、深さ 60cm。内部はローム塊で充填され

ており、上面は硬質。

周溝なし。

掘り方 4 基の主柱穴に囲まれた部分をやや深く掘

りこみ、またp 1 と P3を結ぶ部分を15cm前後の深さ

で溝状に掘る。

遺構重複関係 51号住居跡を切り、 21号掘立柱建物

跡、 17号溝、 26号溝に切られ、上面に 3 号道路が構

築される。 188号土坑は土層堆積状況から、住居跡廃

棄時に掘り込まれた可能性が高い。
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第 3 章検出された遺構と遺物

遺物 7 世紀後半代の土器が主体。重複する 51号

住居跡の土器も混入する。床面には部分的に擦った

痕跡の見られる礫が散在する。
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50号住居跡土層説明

1 黄褐色土 (10YR5/8) 軽石と焼土を少塁含む 6 褐色土(lOYR4/6) 軟質で、ローム塊を含む

2 褐色土(lOYR4/4) 斑紋が多く、プロック状 7 26号溝埋土

3 暗褐色土(10YR3/4) 2 層に近いがやや粗く、焼土を 8 51号住居跡埋土

含む 9 黒褐色土 (10YR2/3) ローム塊、ローム粒を多く含む

4 褐色土(lOYR4/4) ローム塊を含み、焼土も見られる 10 暗褐色土(10YR3/4) ローム塊と炭化物を含む

5 褐色土(lOYR4/4) やや硬質で、焼土を少量含む 11 褐色土(lOYR4/4) ローム塊を多く含む

。 1 : 60 2m 
第187図 50号住居跡
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..L. L=88.00 F' _g_ L =88.00 

古墳時代以降の遺構と遺物

G' 

13 

15 10 15 

竃
1
2
3
4
5
6
7
8

土層説明

暗褐色土(lOYR3/4)

褐色土(lOYR4/4)

褐色土 (10YR4/4)

暗褐色土(10YR3/4)

黄褐色土 (lOYRS/8)

褐色土(lOYR4/4)

暗褐色土 (10YR3/3)

褐色土(lOYR4/4)

褐色土塊を含む

焼土塊、焼土粒を含む

焼土粒を少足含む

焼土塊、焼土粒を多く含む

ローム塊と暗褐色土塊の混土

ローム塊と焼土を含む

ローム塊と焼土を含む

ローム塊と暗褐色土塊の混土

第188図

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
 

暗褐色土(lOYR3/3)

暗褐色土(lOYR3/4)

褐色土(10YR4/4)

黄褐色土(lOYR5/8)

黄褐色土(lOYR5/8)

明黄褐色土(lOYR6/6)

褐色土(lOYR4/4)

褐色土(10YR4/4)

褐色土(10YR4/4)

50号住居跡土層断面

焼土塊と炭化物を含む

焼土と炭化物を多く含む

ローム塊を含む

ローム粒とローム塊が主体

焼土塊と粘土塊の混土、燃焼部内壁

粘土主体で焼土とローム粒を含む

焼土塊、灰、ローム塊を含む

ローム塊が主体で、焼土を少旦含む

ローム粒主体

゜ 1 : 30 lm 
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゜ 1 : 60 2m 

第189図 50号住居跡掘り方
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第190図 50号住居跡出土遺物(1)
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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第 3 章検出された遺構と遺物

51号住居跡（第194~205図）

位置 2 区El4~16、 Gl4~16グリッド

規模 7.2X7.0m 壁高 52cm

主軸方位 N-77ー -E 

床面地山のロームをそのまま床とし、壁際のみ

埋土による部分的な貼床。床面レベルはほぼ水平で

凹凸はほとんどない。

鼈東壁のやや南寄りに位置、袖部は80cm竪穴内に

張り出し、燃焼部を含む本体は竪穴内に構築される。

焚口から燃焼部奥壁までの長さは約0.9mで、燃焼部

の最大幅は80cm と推定される。焚口の両側には35cm

大の礫を直立させて補強する。燃焼部は地山ローム

の上に炭化物を含む薄い黒褐色土層を挟み、ローム

主体、粘土主体の土を順に積み上げて構築する。火

床面中央には25cm大の礫を直立させて支脚とする。

燃焼部には 4 個体の甕が出土しており、そのうち大

型と小型の 2 個体がそれぞれ右と左に寄って直立し

た状態で出土したことから、左右 2 個架けだった可

能性がある。

貯蔵穴 南東隅、鼈右側に掘り込まれる。平面は不

整円形で、径80X77cm、深さ 45cm、底径40X32cm。

柱穴主柱穴は 4 基(p 1~P4) が確認された。
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゜ 1 : 60 2m 
第194図 51号住居跡
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上端径 深さ 下端径 (cm)

P 1 48 X 38 52 10 X 8 

P 2 27 X 24 36 17 X 12 

P 3 47X43 69 17Xl6 

P 4 65 X 58 71 17 X 14 

P 5 37 X 28 3 18 X 10 

P 6 56X50 12 43X40 

P 7 51 X 37 8 31 X 17 

柱間寸法

P 1-P 2 3.6m P 2 -P 4 3.6m 

P3-P4 3.3m Pl-P3 3.9m 

3 古墳時代以降の遺構と遺物

周溝南東隅から北壁にかけて巡り、西壁と南壁

に沿って一部に設けられる。幅15~25cm、深さ 10cm

前後。底面は凹凸があるが、ピットは見られない。

掘り方 ほぼ水平の掘り込み、東壁と南壁際には幅

1. 5mの帯状に深く掘り＜ぽめる。

遺構重複関係 56号住居跡に切られる。

遺物竃から甕、中央部床面に杯が集中しており、

貯蔵穴脇からは甑が出土している。遺物遺存状況も

良好で 6 世紀中葉を主とする。また、南壁際に｀こ

も編み石＂と思われる礫16個が集中し、北西隅では

12個の礫が散在する。

..A_ L三ロニニ~4A
51号住居跡土層説明

1 黒褐色土 (10YR2/3)

2 黒褐色土 (10YR2/3)

3 褐色土 (10YR4/4)

4 暗褐色土 (10YR3/3)

5 褐色土 (10YR4/4)

6 褐色土(10YR4/4)

7 黄褐色土(10YR5/8)

8 暗褐色土(10YR3/4)

プロック状で軽石と炭化物、焼土を少量含む

1 層よりも安定しており、炭化物と焼土は見られない

ローム塊を含む

全体にプロック状

色調明る＜、ローム塊を多く含む

色調やや暗く、ローム粒を含む

ローム塊主体で、粘性としまりあり

焼土、黒褐色土塊、ローム粒の混土

且． L=75.60 B' 

J;;_. L =83.20 C' 

D L =75.30 D' 

掘り方土層説明

1 褐色土（10YR4/4) ローム塊と黒褐色土の混土

第195図 51号住居跡断面図
゜ 1 : 60 2m 
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0| 

ヽ

0| 
JL L=89.00 + 

G-16 
L =89.00 

11 

E'F 

竃土層説明

1 暗褐色土(lOYR3/4)

2 暗褐色土(lOYR3/4)

3 褐色土(lOYR4/4)

4 暗褐色土(lOYR3/4)

5 暗褐色土 (10YR3/3)

6 暗褐色土 (10YR3/3)

7 暗褐色土(lOYR3/3)

8 褐色土(lOYR4/4)

9 褐色土(lOYR4/4)

10 暗褐色土 (10YR3/4)

11 黒褐色土 (10YR2/2)

パ
第196図 51号住居跡竃

ローム粒と焼土を含む。器設部埋土と思われる

ローム粒と焼土を含む

粘土粒を多く含む。天井部崩落土

焼土と粘土を含む

軟質で、粘土を含む

5 層よりやや暗い

ローム塊と焼土を含む人為的埋土

ローム粒とローム塊を多く含む人為的埋土

粘土を主とし、焼土を含む

ローム粒主体で、粘土とローム塊を含む

炭化物を少量含む

E丘． L =89.00 G-

゜ 1 : 30 lm 

ヽ

。

第197図 51号住居跡掘り方
゜ 1 : 60 2m 
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第 3 章検出された遺構と遺物
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第199図 51号住居跡出土遺物（1)
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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第200図 51号住居跡出土遺物 (2)
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

1141 
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第202図 51号住居跡出土遺物 (4)

187 



3
 

゜

,

¥

/

C

J

[

 

□
1
!

J
4
0↓C
I
I
□

5
4
0
\
:
]
5
1
 

)
,
1
\
1
1
1
:
)
5
3
\
ロ
ロ

□
5
8ロ

〖

ロ
ロ
。
□

口

□

ニ

4
6：
口
ロ
~□

5
2ロ
□
ロ
ロ□

5
7ロ

□
口
□

~
9
-
\
1
8
8

ー
ロ□5

1

ロ

□
□

5
0

ロ

：
リ

1
[

＼
□
＼

)
5
6ロ

ロ

5
5
0

, 

：
~

□6
1ロ

` 

10cm 



3 古墳時代以降の遺構と遺物
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第205図 51号住居跡出土遺物 (7)

52号住居跡（第206~208図）

位置 2 区B·C•D-8•9 グリッド

規模 5.5X5.4m 壁高 40cm

主軸方位 N-89ー -E 

床面全体に貼床を施し、小さな凹凸を除けば床

面レベルはほぼ水平。硬さは平均的。

鼈北壁の東寄りに痕跡を残す。 60X25cmの楕円形

に焼土分布が認められ、その左脇には袖部に用いら

れたと思われる礫が出土している。

190 

貯蔵穴北東隅、竃右側に壁から直接掘り込まれる。

平面は方形で、上端112X 100cm、深さ 21cm、底径90X

82cm。底面は平坦で、断面は台形状。

柱穴主柱穴は 3 基 (P 1~p 3) が確認された。

南西部に位置すべき主柱穴は53号住居跡と重複する

ため検出できなかった。なお、中央に位置する P6

は土層堆積状態から 53号住居跡に伴うと考えられる。

上端径 深さ 下端径 (cm)

P l 65 X 49 86 22 X 16 



3 古墳時代以降の遺構と遺物
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52号住居跡土層説明

1 黄褐色土(lOYR5/6) l~5 cm大のローム塊を含む 53号住居跡土層説明

2 褐色土 (10YR4/4) 微小なローム粒を含む 11 褐色土(10YR4/4)

3 暗褐色土(lOYR3/3) 粘性あり、軟質 12 暗褐色土(lOYR3/3)

4 褐色土(lOYR4/4) 粘性あり、榛名山軽石を含む 13 黄褐色土(lOYR5/6)

5 黒褐色土 (10YR3/2) 3 層に近似、榛名山軽石を含む 14 暗褐色土(lOYR3/4)

6 褐色土(lOYR4/6) 1 cm大のローム塊を含む 15 褐色土(lOYR4/4)

7 褐色土(lOYR4/6) 6 層に近似、床土 16 暗褐色土(lOYR3/3)

8 褐色土(lOYR4/6) 7 層と同質だが、軟質 17 暗褐色土(lOYR3/4)

9 黄褐色土 (10YR5/6) ローム塊を含み、軟質 18 褐色土(10YR4/6)

ローム粒と榛名山軽石を含む

榛名山軽石、ローム粒、炭化物含む

1~5 cm大のローム塊を含む

榛名山軽石、ローム塊を含む

ローム粒を含む

軟質で、炭化物を含む

微小なローム粒を含む

軟質で、微小なローム粒を含む

10 27号溝埋土
゜ 1 : 60 2m 

第206図 52 • 53号住居跡
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第 3 章検出された遺構と遺物

p 2 54X53 71 31X22 

p 3 56X45 72 22X 16 

P4 19X 16 7 X 6 

P5 18X 17 17 7 X 5 

P6 53X45 91 18Xl7 

P7 39X38 27 13X 12 

柱間寸法

Pl-P2 2.7m Pl-P3 2.7m 

遺物貯蔵穴内から鼈に架けられていたと思われ

る甕の完形品が横転した状態で出土。住居廃絶時に

鼈から取り外し、廃棄したものだろう。 6 世紀代が

主体と思われる。

周溝東壁の北半、南壁の東半を除いて巡る。幅

40cm前後、深さ 10cm前後。

掘り方全体を平均的に掘り込む。

遺構重複関係 53号住居跡と 16号掘立柱建物跡に切

られる。

53号住居跡（第206 • 209図）

位置 2 区B•C-8·9 グリッド

規模 2.9X2.2m 壁高 23cm

主軸方位 N-68ー -E 

床面地山のロームを床とし、凹凸が見られる。

床面レベルは重複する 52号住居跡より 30cm前後低い。

柱穴北壁中央の P 6 (52号住居跡解説参照）は

本住居跡に伴うと思われるが、性格は不明。竃、貯

ーロ｀ロロ

□戸霞 □ i /1菱
6 

ロ
5
 

第207図 52号住居跡出土遺物（1)

゜ l : 3 10cm 
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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第 3 章検出された遺構と遺物

蔵穴、周溝等の屋内施設は認められない。

遺構重複関係 52号住居跡を切り、 3 号道路側溝に

切られる。

遺物床面より祭祀用と思われる手づくね土器 1

点の他、器台の代わりに再利用された可能性のある

壺上半部が出土した。

,,, 

3 ゴ

3
 

0 1 : 4 10cm 

`/ 
こ：／

／
贔

,1|ll

j— 

\ 

4
 

゜ 1 : 3 10cm ゜ 1 : 2 5cm 

第209図 53号住居跡出土遺物

54号住居跡（第210 • 211図）

位置 2 区 C • D-9 • 10グリッド

規模 4.6X4.4m 壁高 49cm

主軸方位 N-68ー -E 

床面全体に平均的な厚さで貼床を施す。床面レ

ベルは均ーで、硬軟の質の違いは明確でない。

鼈東壁の南寄りに位置し、袖部は100cm竪穴内に張

り出し、煙道は遺存せず。天井部が完全に潰れた状

態で検出された。奥行きは約 lmで、燃焼部内側の

最大幅は50cm前後と推定される。基盤に薄い灰と炭

化物の層を敷き、本体を構築。火床面は床面とほぼ

同レベルで、平坦。中央部に粘土充填高杯を伏せて

高さ 10cmの支脚とする。

貯蔵穴 南東隅、竃右側。平面不整円形で径60cm、

深さ 100cm、底径40cm。断面長方形で、他の貯蔵穴に

比べて著しく深い。

柱穴主柱穴は 4 基(p 1~P4) が確認された。

P6 と P7 は重複する遺構の可能性あり。

194 

上端径 深さ 下端径 (cm)

p 1 35X30 60 17 

P2 45X43 70 17X 15 

P3 45X34 72 22X 14 

p 4 51X46 52 12 

P5 45X39 14 32X24 

P6 30X23 , 12X 10 
P7 40X35 12 25X20 

柱間寸法

Pl-P2 2.0m P2-P4 2.lm 

P 3-P 4 2.0m P 1-P 3 2.0m 

周溝鼈の右側部分を除いて全周、幅27cm前後、

深さ 6cm前後。底面の凹凸少なく、平坦。

掘り方全体を平均的に掘る。床下遺構なし。

遺構重複関係 52号住、 16号・ 23号掘立、 26号・ 27

号溝に切られる。

遺物須恵器を含む 6 世紀代の土器が主体。
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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54号住居跡土層説明

1 褐色土(lOYR4/6) ローム塊と焼土を含む

_E_ L=87.70 F' 2 黄褐色土(lOYR5/6) 粘土粒と焼土を含む

3 褐色土(lOYR4/4) 軟質で、粘土粒を含む

4 褐色土(lOYR4/6) 粘性強く硬質、焼土を含む

5 褐色土(10YR4/4) 軟質で、ローム粒を含む
5 6 黄褐色土 (10YR5/6) 粘性あり、全体にローム粒を含む

竃土層説明 7 暗褐色土(lOYR3/3) 微小なローム粒を含む
1 褐色粘土 (10YR4/6) 硬質で、下面の焼土が見られる 8 撹乱

2 赤褐色土(5YR4/6) 粘性帯び、軟質、粘土と焼土含む 9 26号溝埋土
3 にぶい黄褐色土(lOYR4/3) 灰を主体とし炭化物を含む 10 27号溝埋土
4 暗赤褐色土 (5YR3/4) 粘性帯び、内壁焼土塊を含む 11 撹乱
5 黒色土(lOYR2/l) 灰主体、微小な炭化物と焼土含む 12 16号掘立柱建物跡柱穴埋土
6 黄褐色土(lOYR5/8) 2 mm大の焼土を全体に含む

゜
1 : 30 lm 

第210図 54号住居跡
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第 3 章検出された遺構と遺物
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55号住居跡（第181 • 182 • 186図）

位置 2 区D11 • 12 、 E11 • 12 グリッド

規模 2.6X2.2m 壁高 48号住床面より 32

cm、確認面から60cm前後。 主軸方位 N-10ー -W 

床面地山ロームの床面。全体に平坦で硬質。

遺構重複関係 48号住を切り、 49号住に切られる。

遺物杯 1 点が帰属すると思われる。

所見本遺構は住居跡として登録したが、形状が

196 

特異で小規模、竃を持たないことから、住居より重

複する 48号住の中央土間との見方もできよう。

56号住居跡（第212図）

位置 2 区E • F-15 • 16 規模 3.2X3.lm

壁高 31cm 主軸方位 N-87°-E

床面 ローム地山床。竃前面～中央部が硬質。

鼈東壁の南寄りに位置し、本体は竪穴外に構築。



3 古墳時代以降の遺構と遺物

燃焼部平面は楕円形で、奥行き 90cm、内側幅37cm を

測る。袖部は竪穴内に30cm張り出す。

貯蔵穴 北西隅に位置し、平面が円形で底面は平坦。

規模は上端径89cm、深さ 23cm、下端径71 X59cmを測

る。周辺の床面が軟質で、この位置が土間とは考え

にくい。床下土坑の可能性があるが、確認できなかっ

た。

柱穴検出されなかった。

周溝南西半壁際に廻り、最大幅15cm深さ 7 cm。

遺構重複関係 51号住、 18号溝に切られる。

遺物竃内と住居埋土から小土器片が出土。
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56号住居跡土層説明

B
、

屈
叫

゜ 1 : 60 2m 

l 暗褐色土 (10YR3/4) 粒子粗く、榛名山軽石を含む

2 暗褐色土(lOYR3/3) 榛名山軽石、焼土を含む

3 暗褐色土(lOYR3/3) ローム塊と焼土塊を含む

4 暗褐色土(lOYR3/4) 粘土塊を含む

5 黒褐色土(lOYR3/2) 焼土とローム粒を含む

6 暗褐色土 (10YR3/4) 榛名山軽石と焼土を含む

7 暗褐色土(10YR3/3) 榛名山軽石を含む

8 黒褐色土(10YR3/2) 焼土、粘土、ローム粒を含む

9 暗褐色土(lOYR3/3) 8 層に近似、突雑物少ない

10 明黄褐色土(lOYR6/8) やや硬質でローム塊を含む

11 褐色土 (10YR4/4) 焼土を多く含む

12 暗褐色土(10YR3/3) 焼土塊を多く含む

13 黒褐色土(lOYR2/3) 焼土を含む

57号住居跡（第213図）

\-1ー／位置 2 区E • F-11 • 12 

規模 3.15X2.80m 壁高 22cm

主軸方位 N-89ー -E 

床面 ローム地山を床とする。ほぼ水平で平坦。

゜
1 : 3 10cm 

全体的に硬質だが、北壁際が軟質。 第212図 56号住居跡及び出土遺物

鼈東壁の南寄りに位置し、本体は地山を掘り込ん

で構築する。燃焼部の平面は半円形で、内面は奥行 上端径 深さ 下端径 (cm)

き 60cm、幅40cm を測る。火床面は奥壁に向かって p 1 81X62 15 40X25 

10~30゜の傾斜角で立ち上がる。焚口から燃焼部を皿 P2 60X47 14 40X27 

状に掘り込み、ローム塊の多い土で埋めて基盤を整 P3 113 X 81 23 72X34 

える。奥壁付近で角閃石安山岩の礫が立位で出土し P4 12 8 4 

た。表面の一部が焼成変化しており、支脚だろう。 P5 14 6 5 

ピット 7 基のピットのうち、 P4 と P5 は出入り P6 40 45 10 

口施設に伴う支柱穴か。他は住居廃絶以後か。 P7 35X22 7 20X 8 
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第 3 章

掘り方

状の掘り込みが検出されたが、粗掘り時の痕跡だろ

う。

検出された遺構と遺物

北西隅に長さ 80cm、幅18cm、深さ 5cmの溝

B
 
L
1
1
8
7
.
9
0
 

. 

+ 
G-11 

凶 |53
—/I--

• 

B
、

...A.._ L=87.9 

-¥ 

B
、

叫

凶

A' 

遺構重複関係
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24号掘立柱建物に切られる。

埋土から 6~7 世紀代の土器片が少数出
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G-11 

c 一

恩

゜
゜ 1 : 60 2m 

_Q_ L =88.00 D' 

57号住居跡土層説明

1 暗褐色土(lOYR3/4)

2 黄褐色土(lOYR4/3)

3 暗褐色土 (10YR3/3)

4 暗褐色土 (10YR3/3)

5 褐色土 (10YR4/4)

6 黄褐色土(lOYR5/6)

7 褐色土 (10YR4/4)

8 褐色土 (10YR4/4)

9 褐色土 (10YR4/4)

榛名山軽石を含む

As-C を少量含む

榛名山軽石を少星含む

3 層に近似、軽石やや多い

ローム粒を多く含み、不均質

ローム粒を主とする

砂質でやや締まる

ローム粒多く、軟質

ローム粒多く、ローム塊も見られる

鼈
1
2
3
4
5
6

土層説明

暗褐色土(lOYR3/4)

赤褐色土 (5YR4/6)

黄褐色土(lOYR5/8)

褐色土 (7.5YR4/4)

褐色土 (7.5YR4/4)

灰色粘土 (2.5YR7/3)

こ □/ク

゜ 1 : 30 lm 

粘性帯び硬質、ローム粒含む

地山ロームの焼土粒が主体

ローム粒多い

軟質で粘性帯び、ローム粒を多く含む

焼土とローム粒主体、炭化物を少量含む

竃本体の崩落土塊

。
こ二） 3

゜ 1 : 3 10cm ゜ 1 : 2 5cm 

第213図 57号住居跡及び出土遺物
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58号住居跡（第214 • 215図）

位置 4 区 L•M-13•14

規模不明。 壁高 60cm

床面全体に貼床を施し、中央部がやや低く、壁

際との高低差は10cmほどである。北壁際と南西壁際

に硬化面が見られ、北部では薄い硬化面が 2~3 層

重なる。

竃調査範囲では検出できなかったが、北東ないし

南東の壁際に位置すると思われる。西偏位置に直径

25cmの円形に焼土の集中範囲が検出された。特に硬

化した面は見られず、炉としての使用に疑問が残る。

掘り方壁際周縁部をやや深く掘り込み、ロームと

暗褐色土で埋める。また、床下土坑かと推定される

2 基の掘り込みが南北方向に並んで検出された（住

居土層断面より）。規模は径130~110cm、深さ 40~30

3 古墳時代以降の遺構と遺物

cm。断面は鉢形。いずれもローム塊と暗褐色土の混

合土で埋めており、南側土坑が北側土坑を切る。こ

の南側土坑には焼土塊を含んでおり、鼈修築時の排

土とも考えられる。

遺構重複関係なし。

遺物埋土から 7 世紀代の土器片が少数出土。ま

た床面から大きさの揃った楕円形礫が散在して出土

した。
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58号住居跡土層説明

1 現耕作土 11 黒褐色土(lOYR2/3) ローム塊を含む

2 黒褐色土(lOYR2/3) 黄褐色土塊を含む 12 黒褐色土(lOYR3/2) ローム塊が互層で堆積する

3 黒褐色土(lOYR2/2) 軟質、プロック状 13 暗褐色土(lOYR3/3) ローム粒多く、プロック状

4 黒褐色土(10YR2/2) 砂質、軟質 14 黒褐色土(lOYR2/2) プロック状

5 黒褐色土 (10YR3/2) 4 層より砂質 15 黒褐色土(lOYR3/2) ローム粒を多く含む

6 黒褐色土 (10YR3/2) 榛名山軽石を含む 16 黒褐色土(lOYR2/2) 14層にほぼ同じ

7 黒褐色土 (lOYRZ/3) ローム塊を含む 17 黒褐色土(lOYR3/2) ローム粒を多く含む

8 黒褐色土 (10YR2/2) 軟質、ローム粒含む 18 明黄褐色土と黒色土の混合土、床埋土

9 黒褐色土 (10YR2/2) ローム塊、黒色土塊を含む 19 ローム塊を主体とする、床埋土

10 黒褐色土 (10YR2/2) ローム粒と榛名山軽石を少量含む 20 ロームと暗褐色土の混合土、床埋土

第214図 58号住居跡
゜ 1 : 60 2m 
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59号住居跡（第216~218図）

位置 2 区 F- 7 • 8 、 G-8

規模 4.0X3.6m 壁高 67cm

主軸方位 N-55ー -E 

床面地山のロームを床土とし、ほぼ水平。南東

壁際から中央部にかけて硬質。軟質部分は北西半に

偏り、壁から60cmほどの帯状になる。また床下土坑

の部分は軟質で、周囲より 5cmほど陥没している。

鼈北東壁の南東寄りに位置し、燃焼部は竪穴内に

位置して、平面は方形状。袖は30cmほど竪穴内に張

り出し、燃焼部は内法で45X30cmを測る。ローム塊

を掘り方に埋めて基盤を整え、燃焼部は粘土で全体

を包むように積み上げて芯材とする。この上にロー

ムと粘土の混合土を積み上げて全体を構築する。火

床面は平坦で、奥壁から煙道の底面は地山にローム

混土を埋めて35~40゜の傾斜をつけている。

貯蔵穴 東隅にほぼ同規模のピット 2 基が並列して

3 古墳時代以降の遺構と遺物

検出された。両者は接していることから、使用時は

1 基で、両者に新旧関係があったと考えられるが、

調査では確認できなかった。規模は38X35cmの隅丸

方形で、深さ 45cm、下端径24cmを測る。貯蔵穴の上

端南西側には高さ 3~5cmの帯状の盛土をして、北

東壁と南東壁との間に一辺50cmほどの蓋受けと思わ

れる空間を作り出している。

柱穴検出されなかった。

周溝壁に沿って全周、幅15cm、深さ 5 cm を測る。

南西壁際の底面に小さなピット状の凹凸が連続する。

床下土坑 1 号は145X 133cm深さ 52cm、 2 号は155X

150cm深さ 61cmを測る。平面は不整円形で底面は平坦。

ローム塊で埋填される。

遺構重複関係なし。

掘り方南西壁際に平行して帯状に掘り、他は平坦。

遺物床面直上および埋土下層から 7 世紀後半代

の土器片が出土。

0/ I 丘 叫
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第 3 章 検出された遺構と遺物

__k_ L ー□三□□

__11_ L=88.10 

」2._ L=88.10 

a
 

D' 

59号住居跡土層説明

l 褐色土(lOYR4/4)

2 褐色土 (10YR4/6)

3 褐色土 (10YR4/4)

4 褐色土(lOYR4/4)

5 褐色土(lOYR4/6)

B'6 褐色土 (10YR4/6)

7 黄褐色土 (10YR5/8)

8 暗褐色土(lOYR3/4)

9 暗褐色土(lOYR3/4)

10 暗褐色土 (10YR3/4)

11 褐色土 (10YR4/6)

12 褐色土 (10YR4/6)

13 褐色土(1QYR4/6)

14 褐色土 (10YR4/4)

15 黄褐色土 (10YR5/6)

16 暗褐色土(lOYR3/3)

17 暗褐色土(1QYR3/3)

18 暗褐色土 (10YR3/3)

ローム漸移層土が主体、プロック状

1 層に近似、色調やや明るい

1 層とほぼ同質

3 層より色調暗い

ローム粒多く、色調明るい

粘土塊と黒褐色土塊を含む

ローム塊を多く含む

軟質、焼土を少量含む

8 層に近似、黒色土塊を含む

ローム粒が多い

粘性帯び、焼土を含む

11層に近似、ローム塊を含む

12層に近似、焼土多い

焼土塊、黒色土塊を含む

やや硬質で焼土を含む

軟質でローム塊、黒色土塊を含む

17層に近似、ローム塊はやや少ない

やや硬質で焼土を含む

JL L=88.10 

且 L=88.10

上 L =88.10 

a
 

゜

E' 

1 : 60 2m 

上三上

床下土坑土層説明

a 褐色土(lOYR4/4)

b 黄褐色土(lOYR6/8)

c 黄褐色土(lOYR6/8)

.i!_. L =88.10 10 9 

2
 

I' 

H' 

G' 

鼈
1
2
3
4
5
6

土層説明

黄褐色土(lOYR5/8)

黄褐色土(lOYR5/8)

黄褐色土(lOYR5/6)

黄褐色土 (10YR5/8)

黒褐色土 (10YR3/l)

黄褐色土 (10YR6/8)

6' 赤褐色土 (2.5YR4/8)

7 明褐色土 (7.5YR5/6)

8 褐色土 (7.5YR4/4)

8'7 層と 8 層の混合土

9 焼土塊

10 明褐色土 (7.5YR5/6)

11 褐色土(lOYR4/6)

12 暗褐色土 (10YR3/3)

13 黒褐色土 (10YR3/2)

14 黄褐色土(lOYR6/8)

ローム塊多い、上面は硬化床面

ローム塊が主体

軟質で、ローム粒、ローム塊が主体

ローム粒多く焼土を少誠含む

1 層に近似

1 層より軟質で焼土が多い

ローム粒主体、焼土塊を含む

灰主体、炭化物と焼土を含む

ローム粒と粘土の混合土、焼土塊

含む

6 層の焼土化したもの

6 層に近似、焼土塊を多く含む

硬質、焼土とローム塊含む

7 層とほぼ同質で、色調やや明るい

硬質、黒褐色土塊と焼土含む床面

灰、焼土、炭化物を多く含む

ローム塊を含み軟質

ローム塊主体で焼土を少量含む

5
 ゜ 1 : 30 lm 

第217図 59号住居跡土層断面
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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第218図 59号住居跡出土遺物

60号住居跡（第219~222図）

位置 2 区J -10 • 11 

規模 4.5X3.8m 壁高 65cm

主軸方位 N-100ー -E 

床面全体にローム、焼土を含む黒褐色土による

貼り床を施す。

鼈東壁の南寄りに位置し、袖部は30cmほど竪穴内

に張り出す。燃焼部の内面形は半円形で、検出され

た煙道立上がり部分までの奥行は90cm。火床面は浅

くくぼんでおり焼成硬化する。奥壁～煙道部は約50°

の傾斜をもつ。掘り方にローム塊を含む黒褐色土で

埋めて基底を整え、袖は粘土と暗褐色土を主材に構

築。

貯蔵穴南東隅に設けられ、平面円形で、径58X54

cm、深さ 26cmを測る。底面は南半部が段状に深くく

ぼむ。ローム塊、焼土、黒褐色土塊が堆積し、人為

的と思われる。竪穴の初期埋没土の 6 • 7 層に近い。

ピット 南壁東隅にピット 2 基を確認。p 1 は楕円

形で、径37X22cm、深さ 16cmを測る。 P2 は不整楕

円形で径110X80cm、深さ 37cm。いずれも性格は不明。

掘り方壁に沿って周縁部を深めに掘る。

遺構重複関係 63号住居跡を切る。

遺物貯蔵穴と鼈周辺に集中して出土。時期は 9

世紀代にほぼ限定される。

61号住居跡（第224 • 225図）

位置 2 区M • N-10 • 11 規模 4.9X3.5m

壁高 22cm 主軸方位 N-87°-E

床面 ほぼ全体に貼り床を施し、レベルは東～南

半部がややくぼむ。硬質範囲は南半に偏る。

鼈東壁のやや南寄りに位置。袖部はロームと粘土、

焼土の混土で構築し、竪穴内に35cm張り出して端部

には30cm大の礫を直立させて焚口部の補強とする。

燃焼部は、平面三角形状で、奥行き 70cm幅40cm。焚

口幅は45cm前後。火床面は掘り方に黒褐色土を埋め

て整え、床面と同一高にする。奥壁傾斜角は40゜。

貯蔵穴南東隅に位置し、平面不整円形で、径67X

55cm、深さ 26cm。断面は逆台形状、底径27x 19cm。

柱穴確認できなかった。

床下土坑 中央部で南北に重複して 2 基が検出され

た。 1 号は不整円形で径163X 150cm、深さ 17cm、 2

号は楕円形で短径79cm、深さ 8cmを測る。いずれも

底面はほぼ平坦で、浅いためローム層に止まる。

床下ピット 5 基検出。性格はいずれも不明。
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60号・ 63号住居跡土層説明 17 黒褐色土 (10YR3/2) ローム塊、榛名山軽石を少量含む
1 黒褐色土 (10YR2/2) 褐色土塊、榛名山軽石を含む 18 暗褐色土(10YR3/3) ローム塊多く、焼土も少量含む
2 暗褐色土(10YR3/3) 1 層に近似、焼土を少量含む 19 黒褐色土(10YR3/2) 17層に近似
3 黒褐色土 (10YR3/2) 1 層とほぼ同質、炭化物と焼土を含む 20 黒褐色土(10YR3/2) 19層とほぼ同質
4 暗褐色土 (10YR3/3) 黒褐色土塊とローム塊を含む 21 暗褐色土(10YR3/4) ローム塊、粘土塊多く、焼土を少量含む
5 黒褐色土(lOYR3/2) ローム粒と焼土含む、上面は60号住床面 22 褐色土 (10YR4/4) 軟質、ローム粒と焼土を多く含む
6 褐色土 (10YR4/4) プロック状 23 黒褐色土 (10YR3/2) 17層に近似
7 暗褐色土(lOYR3/3) 褐色土塊を多く含む 24 暗褐色土(10YR3/3) 軟質、ローム塊、粘土、焼土を含む
8 黒褐色土(10YR3/2) ローム塊を含む 25 にぶい黄褐色土(IOYR6/3) 硬質で粘性強い
9 黒褐色土 (10YR3/2) 榛名山軽石を含み、焼土も少量見られる 26 褐色土 (10YR4/4) 25層に近似し、ローム塊を含む
10 暗褐色土 (10YR3/3) ローム塊、粘土塊、焼土を含む 27 暗褐色土(lOYR3/4) 硬質、ローム塊を含む、床面
11 褐色土(lOYR4/4) 焼土、炭化物、粘土粒を含む 28 暗褐色土 (10YR3/4) 27層と同質、やや硬質
12 暗褐色土(10YR3/3) ローム塊を下部に含む 29 褐色土 (10YR4/4) ローム塊と少量の榛名山軽石、焼土含む
13 黒褐色土 (10YR3/2) ローム塊を含み、焼土も少量見られる 30 黄褐色土(lOYR5/8) ローム塊主体、焼土を少量含む、63住埋
14 黄褐色土 (lOYRS/8) ローム塊主体、暗褐色土塊を含む 土
15 褐色土(lOYR4/4) ローム粒主体、焼土を少量含む 31 黒褐色土(lOYR2/3) 軟質で焼土塊を多く含む
16 明黄褐色土 (10YR6/8) ローム地山 32 暗褐色土(lOYR3/3) ローム塊を多く含む

第219図 60 • 63号住居跡
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E' 上． L=87.70

3 古墳時代以降の遺構と遺物

I, , 

F L =87.70 F' 」-L=87.70 ．」

丘． L =87.70 

L =87. 70 

H 4 

゜ 1 : 30 

63号住竃土層説明

1 暗褐色土(lOYR3/3)

2 褐色土(10YR4/4)

3 黒褐色土(lOYR2/3)

4 暗褐色土(lOYR3/4)

5 暗褐色土 (10YR3/3)

6 褐色土 (10YR4/4)

7 黒褐色土 (10YR2/3)

8 暗褐色土(lOYR3/4)

9 黄褐色土(lOYR5/8)

10 黄褐色土(lOYR5/8)

11 暗褐色土(lOYR3/3)

12 黒褐色土(lOYR2/2)

13 褐色土(lOYR4/4)

14 暗褐色土 (10YR3/4)

15 黄褐色土 (10YR5/6)

16 黄褐色土 (10YR5/8)

17 明黄褐色土(10YR6/8)

18 黒褐色土 (10YR2/3)

19 明黄褐色土(10YR6/8)

1 4 

lm 

H' 

褐色土塊を含む

ローム塊、黒褐色土塊を含む

褐色土塊と少量の焼土を含む

黒褐色土塊とローム粒、焼土を含む

焼土を多く含む

焼土を多く含む

焼土粒、焼土塊を多く含む

ローム塊を多く含み、焼土は少量含む

暗褐色土塊を少嚢含む

焼土を多く含む

ローム粒と焼土を含む

灰と焼土を多く含む

ローム塊を多く含む

ローム塊を少量含む

ローム地山

硬質、床面

褐色土塊を含む

榛名山軽石を含む、掘立柱建物跡柱穴か

褐色プロックを含む

G' 

60号住竃土層説明

1 褐色土(lOYR4/6)

2 褐色土 (7.5YR4/6)

3 褐色土 (7.5YR4/4)

4 褐色土 (10YR4/4)

5 暗褐色土(10YR3/3)

6 黒褐色土(lOYR2/3)

7 黄褐色土(10YR5/6)

8 暗褐色土(10YR3/3)

9 褐色土 (10YR4/4)

10 黄褐色土(lOYR5/6)

11 暗褐色土(lOYR3/4)

12 褐色土 (10YR4/4)

13 黄褐色土(10YR5/8)

14 黄褐色土(lOYR5/6)

15 褐色土 (10YR4/6)

16 黄褐色土(10YR5/6)

17 床土

8
 

粘性帯び硬質、ローム塊、焼土を含む

焼土粒、焼土塊を多く含む

粘土塊と焼土塊を含む

軟質で焼土を含む

焼土を含む

灰主体で、焼土と粘土粒を含む

硬質で粘性強い、天井部に相当

軟質で灰、炭化物、焼土を含む

ローム塊と焼土を含む

粘土塊と焼土塊を含む

プロック状、ローム粒と焼土を含む床面

ローム塊を含み、焼土は少量見られる

ローム塊を含む、煙道部掘り方埋土

粘性強く、締まる、粘土主体

ローム粒多く、焼土を少量含む

ローム塊と焼土を少量含む

一ー＝ヂ王

゜ 1 : 60 2m 

第220図 60 • 63号住居跡竃土層断面及び掘り方
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21 

上端径 深さ 下端径 (cm)

p 1 25X20 18 12X8 

P2 48X38 7 28X 17 

P3 30X25 27 15 

P4 28X25 13 15X8 

p 5 18 24 9X7 

掘り方 鼈手前から南半部にかけて鉢状の掘り込み。

遺構重複関係なし。

遺物主に 8 世紀後半代の土器片、鉄鎌等が出土。

62号住居跡（第226 • 227図）

位置 2 区 L-14 規模不明

壁高 65cm

床面東辺部分のみの検出で、この部分で貼り床

が認められた。

鼈東壁中央付近、袖部は竪穴内に55cm張り出す。

燃焼部は平面が半円形で、奥行き 50cm幅50cmを測る。

｀口／
゜ 1 : 3 10cm 

第223図 63号住居跡出土遺物

中央部を後世の溝に切られており、煙道は不明。

貯蔵穴南東隅の壁から50cm離れて掘りこまれる。

平面の形と規模は不明、深さは80cmで断面は筒状を

呈する。内部には自然流入土が堆積する。

柱穴不明。

周溝南壁際に幅10cm、深さ 8cm前後でめぐる。

遺構重複関係 3 号道路跡の側溝に切られる。

遺物竃周辺の床面直上から 7 世紀前半代の杯、

甕等が出土。
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貯蔵穴

1 暗褐色土(10YR3/4)

榛名山軽石を少黛含む

2 褐色土 (10YR4/6)

1 層に近似、色調明る

し＞

0
g
ｷ
 l
0
0
1
1
1
 

.A_ L=87.60 叫 A' i:ol 
゜ 1 : 60 2m 

叫
、
3

61号住居跡土層説明

1 褐色土(lOYR4/4) ローム塊と少量の榛名山軽石を含む

2 にぶい黄褐色土 (10YR5/4) ローム塊多く含む

3 明黄褐色土(10YR6/8) ローム粒、ローム塊が主体

CヽJ

立

上

含

ぉ
II 

一吋 叫

_Q_ L =87.90 D' 

上L=8]三上
2 8 

8
I
 

竃土層説明

1 褐色土(lOYR4/4)

2 明赤褐色土 (5YR5/6)

3 焼土塊

4 灰黄褐色土 (10YR6/2)

5 暗褐色土(lOYR3/4)

6 黒褐色土 (10YR2/3)

7 褐色土 (7.5YR4/4)

8 褐色土 (7.5YR4/4)

9 褐色土 (7.5YR4/4)

10 灰黄褐色土(10YR6/2)

焼土粒を多く含む

炭化物と焼土を含む

ローム粒と粘土粒主体

灰と多量の焼土塊を含む

ローム塊多く、焼土と炭化物含む

粘性帯び、焼土を含む

7 層にローム塊を含む

粘性帯び、焼土は見られない

4 層に近似、ローム粒が多い

11 にぶい黄褐色土(lOYRS/4) ローム塊と暗褐色土の混合土

12 暗褐色土(10YR3/4)

13 明黄褐色土(lOYR6/8) ローム粒主体、住居掘り方埋土

第224図 61号住居跡及び鼈土層断面
゜ 1 : 30 lm 

208 



3 古墳時代以降の遺構と遺物
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第225図 61号住居跡掘り方及び出土遺物

63号住居跡（第219 • 220 • 223図）

位置 2 区J -10 規模 (3.7)X(3.3)m

壁高 60cm 主軸方位 N-83°― E

床面 ロームを含む褐色土による貼り床。床面レ

ベルは重複する60号住居跡とほぼ同じ。

鼈東壁の南隅に位置し、竪穴内に張り出す袖はほ

とんど確認できず、大部分は地山を掘りこんで構築

する。掘り方は平面三角形状で、奥行き 90cm、幅50

cmを測る。本体は崩落していたが、ロームと焼土を

多く含む土で構築したと思われる。

貯蔵穴・ピット 検出されなかった。

掘り方北壁に沿って帯状に深く掘りこまれる。

床下土坑 中央北半部で 1 基を検出。不整楕円形で、

径118Xl14cm、深さ 48cm。

遺構重複関係 60号住居跡に切られる。北側で浅い

掘りこみと重複するが、新旧関係は不明。

遺物竃周辺から少量の土器出土。時期は 8 世紀

代と思われる。

A

[

 

A 

+ 

M-15 

A' 

` L =86.30 

1 黒褐色土(lOYRZ/2)

2 黒褐色土(lOYRZ/2)

3 暗褐色土(10YR3/3)

4 暗褐色土(10YR3/4)

5 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

6 暗褐色土(10YR3/3)

7 黒褐色土(lOYRZ/2)

8 黒褐色土(10YR3/2)

9 褐色土 (7.5YR4/4)

10 黒褐色土(lOYRZ/2)

11 暗褐色土 (10YR3/4)

12 暗褐色土(10YR3/4)

13 黒褐色土(10YR3/l)

14 にぶい黄褐色土(lOYR4/3)

15 18号溝埋土

榛名山軽石とローム粒含む

榛名山軽石と小ローム塊を含む

ローム塊多く、炭化物も見られる

ローム粒と焼土を含む

ローム粒多く、粘土塊が見られる

ローム塊と少量の榛名山軽石含む

少量のローム粒を含む

ローム塊を含み、部分的に硬質

焼土、ローム粒、灰の混合土

少量のローム粒を含む

ローム粒多い

ローム粒主体、大ローム塊も見られる

焼土と炭化物が多い

ローム塊を含む、住居掘り方埋土

0 1 : 60 2m 

第226図 62号住居跡
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第227図 62号住居跡出土遺物

64号住居跡（第228 • 229図）

位置 2 区M • N-15 

規模 3.8X3.0m 壁高 67cm

主軸方位 N-29ー -E 

床面全体に貼り床を施し、南側にやや傾斜する。

全体的に硬質。

鼈東隅に位置し、燃焼部は竪穴内で煙道のみ地山

を掘りこんで構築する。袖部は焼土を含む暗褐色土

で構築し、焚口部で礫を直立させて補強する。燃焼

部は奥行き 50cm、幅40cm前後を測る。火床面は平坦

で、奥壁から煙道にかけては埋め土で40~60゜の傾斜

面を作り出す。

貯蔵穴 竃の右脇、平面は方形で断面は筒状を呈す

る。上端の一辺22cm、深さ 64cm、底径15cm。貯蔵穴

210 

を中心に竃と壁の間に90X60cmの空間を設け、周囲

より 5 cmほどくぼませる。蓋受けと推定される。

柱穴検出されなかった。

周溝鼈と貯蔵穴のある東隅を除いて全周し、最

大幅28cm、深さ 5cm前後を測る。

掘り方北西壁、南東壁に沿って、帯状に掘削し、

床下には幅80cm前後、深さ 15cm前後の掘りこみを残

す。埋土は黒褐色土とロームの混合土。

床下土坑住居中央に掘りこまれ、平面は隅丸長方

形で断面は方形。上端は125x 110cm、深さ 53cm、底

径93X85cmを測る。ローム塊を主に埋め戻し、上位

には黒色土で貼り床を構築する。

遺構重複関係 16号井戸跡に切られる。

遺物埋土中から 7 世紀代を主とする土器片出土。



3 古墳時代以降の遺構と遺物
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B' 

x 
N-16 

A' 

64号住居跡土層説明

1 黒褐色土(lOYRZ/2) ローム粒、ローム塊を多く含む

2 暗褐色土(lOYR3/3) 大ローム塊多い

3 暗褐色土(lOYR3/4) 黒褐色土とロームの混合土

4 暗褐色土(10YR3/3) ローム粒が多い

L=87.00 
B' 

」2_ L =87.00 D' 

゜
1 : 60 2m 

竃土層説明

1 褐色土(lOYR4/4) 焼土多く、ローム塊も見られる

2 褐色土 (10YR4/4) 1 層よりローム粒が多い

3 暗褐色土 (10YR3/3) 黒褐色土塊とローム塊を含む

4 暗褐色土 (10YR3/4) ローム粒と焼土を多く含む

5 褐色土(lOYR4/6) 粘土主体で焼土塊を含む

6 黒褐色土 (10YR2/3) ローム塊と焼土塊を含む

玉；
7 黒褐色土 (10YR3/2) 焼土塊を含む

上 L=87.00 8 褐色土(lOYR4/6) 焼土を多く含む

9 黒褐色土(lOYR2/3) やや硬質でローム塊が多い

10 明黄褐色土(10YR6/6) ローム塊主体、床土

11 暗褐色土(10YR3/3) ローム塊と黒褐色土、掘り方埋土

12 褐色土(lOYR4/6) 軟質、鼈掘り方埋土

13 褐色土 (10YR4/6) 軟質、焼土を少量含む

14 暗褐色土(lOYR3/4) 焼土塊を含む

15 黒褐色土(10YR2/3) 灰を多く含む

16 黄褐色土(lOYRS/6) ローム塊を含む

17 黄褐色土 (10YR5/8) 硬質、袖芯
゜ 1 : 30 lm 

第228図 64号住居跡
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x 
N-15 」こ L=87.40 F' 

\ 

掘り方土層説明

1 黄褐色土 (lOYRS/8)

2 暗褐色土(lOYR3/3)

3 黄褐色土 (lOYRS/8)

ローム塊が主体、床土

ローム塊と黒色土の混合土、床下土坑

埋土

ローム塊のみ、床下土坑埋土

゜ 1 : 60 2m 
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II 
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// 2 
゜ 1 : 2 5cm 

第229図 64号住居跡掘り方及び出土遺物

65号住居跡（第230図）

位置 2 区 F-16 • 17 

規模 (4.5) X (3.6)m 壁高 41cm

主軸方位 N-(95)0-E 

床面北半部は地山を床面とし、南半部は璽複す

る 9 号住居跡の埋土に貼り床を施す。南半部はやや

くぼむ。全体的に硬軟の差異は顕著でない。

鼈東壁の南寄りに構築され、左側袖部のみが検出

された。燃焼部は竪穴内に張り出す形状と推定され

212 

る。

貯蔵穴・ピット・周溝検出されなかった。

掘り方 南半部をやや深めに掘りこんでおり、ロー

ム塊を主とする土を埋める。

遺構重複関係 9 号住居跡を切る。

遺物大部分が埋土中からの出土で、重複する 9

号住居跡からの混入品も多い。 9 世紀前半代を主と

する。



3 古墳時代以降の遺構と遺物
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65号住居跡土層説明

1 暗褐色土 (10YR3/4)

榛名山軽石、 As-B を含む

2 暗褐色土 (10YR3/3)

粘性帯び、 1 層より軽石少ない

3 暗褐色土(lOYR3/3)

2 層とほぼ同質の地山土

4 暗褐色土 (10YR3/3)

榛名山軽石を少量含む

5 黒褐色土 (10YR2/2)

粘性帯び、榛名山軽石を含む

6 褐色土 (10YR4/4)

軟質でローム粒を多く含む

7 褐色土 (10YR4/4)

榛名山軽石含み黄褐色斑紋が見られる

8 黄褐色土(lOYR6/8)

ローム粒、小ローム塊が主体、硬質床土

9 黄褐色土(lOYR6/8)

8 層とほぼ同質、掘り方埋土

10 黄褐色土 (10YR6/8)

9 層に粘土塊が加わる

11 9 号住居跡埋土

12 黄褐色土(lOYR6/8)

13 黄褐色土(lOYR6/8) 小粘土塊含む

14 褐色土 (10YR4/4) ローム粒多い

゜ 1 : 60 2m 

ニロ｀こ
｀□--=--三 ＼＼竺ジ

パ三

5 

10cm 

\ 

こー8]
゜ 1 : 3 

り 6
゜ 1 : 2 5cm 

第230図 65号住居跡及び出土遺物
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第 3 章検出された遺構と遺物

(2) 鍛冶跡（第231~239図）

位置 4 区 P-6•7 、Q-6 • 7 

平面形隅丸方形か。 規模 4.5X-m

床・壁床は、中央部が最も深く、緩い傾斜をもっ

て壁際に達し、壁は強い曲線的な立ち上がりとなる。

深さは、中央最深部で50cm。床面のうちピットp 1 

の東側が平坦で、作業場の主体と考えられる。

炉体炉底面のくぽみが残り、本体は破壊された

と考えられる。本体は礫を組み合わせて構築される

が、原位置を留どめるものは認められず、故意に破

壊された状態で、竪穴内に散乱する。炉の背面から

出土した炉石は竪穴内の他の破片と接合して完形に

復元することができる。これは角閃石安山岩の円礫

の一側面を平坦に整形したもので、大きさは長さ 30

cm、幅17cm、厚さ 10cm。他には平坦面を作り出した

もの、片面あるいは一部が焼けているもの、熔融し

たスラグが付着するものがあり、すべて炉石に用い

られたものだろう。出土炉石は少なくとも 12個以上

は用いられていたと推定される。また炉石の片面に

焼土化した粘土が付着するものがあることから、炉

石の固定あるいは表面の被覆に粘土を用いたらしい。

炉底は楕円形を呈し、規模は65X40cm、深さ 15cmの

範囲で皿状にくぼみ、焼成を受けて赤変硬化してい

る。炉底面は南南西にやや傾斜し、 10cmほどの段差

で落ち込み (P 3) 、長さ 70cmほどの短い溝状のくぼ

みとなってp 1 に落ち込む。

p 1 上端径135cm、深さ 75cmの摺鉢状で、炉から直

接鉄滓を廃棄する坑と考えられる。鉄滓 2 kg。

P 2 幅100cm、長さ 100cm以上、深さ 57cm。平面は

胴張り長方形か。炉の東側に隣接する。最下層には

炭化物を含む黒褐色土が堆積しており、これを掘り

直して、最終的には鉄滓やスケールを多く含む褐色

土が堆積。この鉄滓、スケールは北側からの流入あ

るいは投棄と考えられる。鉄滓5.56kg

P3 幅40cm、長さ 68cm、深さ 15cm。炉からp 1 へ

の廃滓溝と判明した。鉄滓0.88kg。

P4 幅65cm、長さ 70cm、深さ 55cm。平面は長方形

か。 P 2 と並列する。最下層には炭化物が見られ、

上位は周囲からの流入土が堆積する。ほぼ同形態の

P 2 に比べて鉄滓量が少なく、 0.18kg。

P 5 48X40cm、深さ 32cm。平面は不整楕円形、底

面は凹凸あり。 P4 と重複。鉄滓1.05kg。

P 6 46X38cm、深さ 27cm。鉄滓0.16kg。

P 7 40X34cm、深さ 42cm。鉄滓なし。

P 8 径23cm、深さ 26cm、底径 8cmでくぼむ。鉄滓

なし。

pg 径25cm、底径10cm、深さ 14cm。鉄滓なし。底

部平坦。

PlO 径25cm、底径15cm、深さ 24cm。鉄滓なし。底

部平坦。p 1 は廃滓坑、 P6~PlOは柱穴と思われ

る。

その他炉北東部の壁までの範囲に、細かい炭化物

が床面に密着して検出された。炭置き場と考えられ

る。 P2 と P4 の間、約80cmの空間には径30cmの範

c
 

3
 C' 

1 号鍛冶跡土層説明

1 暗褐色土 (10YR3/3)

2 As-B純層

3 黒褐色土(lOYR2/3)

4 黒褐色土 (10YR3/2)

5 黒褐色土 (10YR3/2)

6 黒褐色土 (10YR3/2)

7 黒褐色土 (10YR3/2)

s 
表土層、砂質。上位は道路客土

上位に暗紫色の火山灰が覆う

砂質でAs-B が混入する
11 

地山(J)As-C を少薗含む、粘性としまり有
12 

4 層とほぼ同質で、焼土を少量含む
13 

4 層に近似し、軽石少なく均質

暗褐色土 (10YR3/4)

黒褐色土(lOYR3/2)

10 黒褐色土 (lOYRZ/2)

褐色土 (10YR4/4)

にぶい黄褐色土(10YR4/3)

褐色土(10YR4/6)

軟質、重複するピット埋土

第231図 1 号鍛冶跡断面

゜

ロームプロックを少量含む

プロック状の堆積

ロームプロックを含みやや硬質

均質でローム粒を少量含む、粘性強い

ローム粒を多く含む、鉄滓多い

大ロームプロック、ローム粒を多く含む、

炭化物を少量含む

1 : 40 1 m 
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囲で床が焼け、この付近からスケールが多く検出さ

れた。 P5 の南側に長さ 35cm、高さ 25cmの礫が平坦

面を上に向け床に埋め込まれている。鍛造作業の台

3 古墳時代以降の遺構と遺物

石か。

遺物埋土から 8~10世紀の土器出土。
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第232図 1 号鍛冶跡
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第237図 l 号鍛冶跡出土遺物 (3)
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第238図 1 号鍛冶跡土器出土状態及び出土遺物 (4)
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第239図 1 号鍛冶跡羽口出土状態及び出土遺物 (5)
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(3) 掘立柱建物跡

概要調査当初の遺構確認段階で24棟を登録した

が、調査終了時点で18棟の存在が確認された。なお

14号と 15号については、掘立柱建物ではなく柱穴列

として扱った。分布は、 2 区R-18グリッド付近と

2 区D-9 グリッド付近を中心に見られる。前者は

1~6 号掘立柱建物が集中しており、次項で詳述す

るように中世～近世の屋敷跡を構成する建物と想定

される。後者は主に古墳時代後期から平安時代にか

けての独立した建物と思われ、竪穴住居群に伴うも

のだろう。なお 2 区中央部分から南寄りにかけて多

数の柱穴らしきピットを検出したが、列を構成しな

いこと、規模が不均等であること、時期が限定でき

ないことから建物復元はしていない。

3 古墳時代以降の遺構と遺物

1 号掘立柱建物（第241図）

位置 2 区 P-19

規模 3.8X3.94m (l X 2 間）

主軸方位 N_3ｰ-E 

柱穴計測値 (cm)

上端径深下端径 上端径深下端径

P 1 25X 20 63 28 P 2 47 40 32 X24 

P3 46 54 32 P4 62 

P 5 20 X 15 71 10 

柱間寸法 (cm)

Pl-P2 190(6 尺） P2-P3 190 (6 尺）

P 3 -P4 394(13尺） P4-P5 365(18尺）

P l -P 5 390 (1 3尺）

本建物跡は調査当初は後述する 2 号掘立柱建物跡

の柱列に連続するものか、直交して建てられた 5 号

A F 

p u 
u 
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I 
I 

5- < 8

1 区 ロ

1 言 ：ヘ -10 
10-¥ 

;_15 

2 区

15-‘ 、 -9/

20-
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亡

—-20 

゜

0-

4 区

。 1 : 1000 50m 

5-

第240図掘立柱建物位置図
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第 3 章検出された遺構と遺物

掘立柱建物跡にともなうものととらえていたが、柱

列の方向や柱間寸法等の検討を行った結果、独立し

た小規模な建物との見方を強めた。第 4 章一 4 の建

築学的考察では、この所見をもとに考察を行ってい

る。ただし、この地点では複数の建物が度々建て替

えを行ったらしく、柱穴が非常に多い。図示した以

外にも多くの柱穴が検出されているが、柱筋や規模、

柱間寸法の検討から消去法で残ったものを建物に伴

う柱穴として取り扱ったものである。建物復元には

慎重を期したつもりであるが、見落としや先入観に

よる偏った復元の危惧がないわけではない。特に 1

号掘立柱建物跡に関しては、その感が強い。ここで

は最も可能性が高いと判断した復元案であることを

断っておく。

2 号掘立柱建物（第241~243図）

位置 2 区 P-19·20

規模 8.48X3.65m 、 l X 4 間

主軸方位 N-0ー -E 

柱穴計測値 (cm)

上端径深下端径 上端径深下端径

P 1 80 X 50 70 20 P 2 50 X 40 70 18 

P3 80 20 P4 30 55 15 

P5 40 57 26 P6 35 40 15 

P 7 46X36 70 20 P 8 50X30 70 15 

pg 35 75 15 PlO 65 35 15 

柱間寸法 (cm)

Pl-P2 200(6.5尺） P2-P3 250(8.5尺）

P3-P4 230(7.5尺） P4-P5 185 (6 尺）

P5~P6 365(12尺） P6-P7 190 (6 尺）

P7-P8 230(7.5尺） P8-P9 225(7.5尺）

P 9 -P 10 220 (7 尺） P 1 -P 10 355 (12尺）

土間南側の約 2/3 を占める。北側から南へ 2 段

の掘りこみとなっているが、土層断面観察から北側

は古い土間と考えられ、埋めて堅く締められた後、

新たに南側を掘りこんで土間が構築されたことが判

明している（第243図）。南側土間は、 3.7m四方で壁

は緩く外傾し、調査確認面からの深さは30cmを測る。

222 

中央に小規模なピットとこれから北方にのびる浅い

溝があり、その上に30~50cm大の礫が 7 点出土した。

土間は、中央部がややくぼんでおり、その最も深い

部分に小ピットが位置する。この特徴から、通常の

生活空間としての土間ではなく、馬や牛の家畜小屋

を想定することも可能だが、発掘調査で確定するに

足る痕跡は確認できなかった。

北側の土間は南側土間と同様の形態と規模をもつ。

南北方向の長さは不明だが、柱穴P4 と P7 を結ぶ

線まで掘りこまれていたと仮定すれば、南側土間は

柱穴P 5-P 6 まで建物を拡張したのに伴って構築

されたと考えられる。

なお、それぞれの土間の北辺中央には柱穴 1 基が

掘りこまれている。

本建物跡は、数度の建て替えを行いながら、後述

する 3~8 号掘立柱建物跡との組み合わせによって

屋敷を構成したと想定されるが、その詳細について

は第 4 章に譲る。

出土遺物 土間埋土から砥石 l 点出土。

3 号掘立柱建物（第244図）

位置 2 区 S • T • U -21 • 22 

規模 6.25X3.35m 、 1 X 4 間

主軸方位 N-85ー -E 

柱穴計測値(cm)

上端径深下端径 上端径深下端径

P 1 62 X50 42 15 P2 40 41 20 

P3 40 22 22 P 4 56 X 40 42 40 X 30 

P5 38 47 20 P6 52 53 18 

P7 48 44 16 P 8 42 38 15 

pg 43 29 16 P 10 48X42 39 14 

柱間寸法 (cm)

Pl-P2 150 (5 尺） P2-P3 180(6 尺）

P3-P4 175 (6 尺） P4-P5 125 (4 尺）

P5-P6 320(11尺） P6-P7 150 (5 尺）

P7-P8 190 (6 尺） P 8-P 9 170 (6 尺）

P 9 ~ P 10 180 (6 尺） P 1 -P 10 330 (11尺）



/t:o Ito 
• [

、
―

立掘号ー
• 

3 古墳時代以降の遺構と遺物

叫丘I

• 

` 

|0 I>: lb2 p 6.  叫 IQ 弓 吋 叫I乏
L==86.40 

．丘'G 

上

第241図 1 • 2 号掘立柱建物

」ニ

゜1-
~て 1 : 60 2m 

' 

223 



第 3 章検出された遺構と遺物

~- ．丘'

H H' 上 L' 

冒
J J' 

2 号掘立柱建物土層説明

1 暗褐色土 (10YR3/3) 砂質、ローム粒、As-B を少量含む

2 黒褐色土(lOYR2/3) 砂質、ローム粒を含む

3 暗褐色土(lOYR3/4) 粘性帯び、ローム粒を含む

4 黒褐色土 (lOYRZ/1) プロック状

5 暗褐色土 (10YR3/3) 粘性帯びる

玉一 K' 
6 黒褐色土 (lOYRZ/3) 土粒細かく、やや締まる

D
 

第242図 2 号掘立柱建物断面

4 旦'L =86.40 

竪穴部分土層説明

1 暗褐色土(10YR3/3)

2 黒褐色土 (10YR2/3)

3 黒褐色土(lOYR2/3)

4 暗褐色土(lOYR3/4)

5 黒褐色土(lOYR2/3)

6 黒褐色土(lOYR2/3)

゜ 1 : 60 2m 

As-B を多く含み、鉄分凝集が見られる

粘性帯び、小ローム塊と炭化物を含む

砂質、小ローム塊を含む

やや硬質、 As-B とローム粒を少量含む

堅く締まる、土間埋土

やや軟質で、ローム粒は少ない

ロ l 〇 1 : 3 10cm 

第243図 2 号掘立柱建物断面及び出土遺物
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4 号掘立柱建物（第245 • 246図）

位置 2 区Q • R-19 • 20 

規模 9.65X3.65m 、 l X 5 間

主軸方位 N-93° —E 

柱穴計測値 (cm)

上端径深下端径 上端径深下端径

P 1 45 43 30 X 25 P 2 

P 3 35 66 20 P 4 

P 5 34 25 15 P 6 45 X 35 17 

P 7 26 34 18 X 13 P 8 50 X 30 31 35 X 15 

P 9 45X25 47 15 PlO 35X28 62 24 

P 11 30 78 20 X 15 P 12 42 X 36 66 17 

P 13 52 X 38 29 12 P 14 44 X 35 10 32 

P 15 40 46 28 X 24 

柱間寸法 (cm)

P 1-P 2 180(6 尺）

P 2 -P 4 180(6 尺）

P 6 -P 8 200(7 尺）

P 8 -P 9 200(7 尺）

PlO-Pll 190(6 尺）

P 12-P 13 185 (6 尺）

P14-Pl5 175(6 尺）

2

2

 

1

1

 

8

3

 

2

3

 

P 1-P 3 200(7 尺）

P 3 -P 5 190(6 尺）

P 7 -P 8 190(6 尺）

P 9 -P 10 365 (12尺）

P 11-P 12 195 (6 尺）

P13-P14 190(6 尺）

Pl-P15 355(12尺）

5 号掘立柱建物（第245 • 246図）

位置 2 区Q • R-19 • 20 

規模 7.30X 4.10m 、 l X 3 間

主軸方位 N-90'-E 

柱穴計測値 (cm)

上端径深下端径 上端径深下端径

P 1 40 X 35 63 28 

P 3 46 54 32 

P 5 40X30 71 15 

P 7 38 58 18 

P 9 50 X 42 65 20 

P3 は基礎に礫を据える。

柱間寸法 (cm)

P 1-P 2 225(7 尺）

P 3 -P 4 240(8 尺）

226 

P 2 4 7 40 32 X 24 

P 4 44 62 25 X 18 

P 6 46 X 36 55 18 X 14 

P 8 47 72 24 

P 2 -P 3 265(9 尺）

P 4 -P 5 410 (14尺）

P 5 -P 7 240(8 尺）

P 8 -P 9 215(7 尺）

P 1-P 2 200(7 尺）

P 3 -P 4 160(5 尺）

P 7-P 8 260(9 尺）

P 1-P 9 385 (1 3尺）

6 号掘立柱建物（第245 • 246図）

位置 2 区 P• Q -18·19

規模 5.15X3.15m 、 1 X 3 間と思われる。

主軸方位 N-5° — E 

柱穴計測値 (cm)

上端径深下端径 上端径深下端径

P 1 40 30 13 P 2 48 X 40 56 18 

P 3 35 62 23 P 4 30 33 25 

P 5 40X32 40 13 P 6 32X27 60 10 

P 7 65X47 66 12 

P4 の基礎には礫を据え、 P5 には柱根を押える礫

を込める。

柱間寸法 (cm)

P 1 -P 2 360 (12尺） P 2 -P 3 170(6 尺）

P 3 -P 4 190(6 尺） P 4 -P 5 160(5 尺）

P 6 -P 7 190(6 尺） P 1-P 7 145(5 尺）

重複遺構 5 号住を切る。

7 号・ 8 号掘立柱建物 1 号・ 2 号掘立柱建物と同

ー建物の柱列と判断したため、欠番とした。

9 号掘立柱建物（第247図）

位置 2 区 F • G-20~22 

規模 6.70X4.00m 、 2 X 3 間

主軸方位 N-34ー -W 

柱穴計測値 (cm)

上端径深下端径 上端径深下端径

P 1 60 X 50 32 43 X 22 P 2 48 40 30 X 15 

P 3 54 43 35 P 4 45 X 37 58 24 

P 5 55 37 32 X 22 P 6 50 25 30 

P 7 44 38 23 P 8 38 42 22 X 15 

P 9 45 53 30X20 PlO 47 32 21 

Pll 30 61 22 Pl2 44 58 26 

柱間寸法 (cm)

P 2 -P 3 200(7 尺）

P 4 -P 5 155(5 尺）
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5 号掘立柱建物 土層説明
1 黒褐色土(10YR2/3)

2 黒褐色土 (10YR2/2)

砂質、小ローム塊、 As-B を少量含む
砂質、ローム粒を含む

第246図 4~6 号掘立柱建物土層断面
゜ 1 : 60 2m 

228 



3 古墳時代以降の遺構と遺物

..fl_ L =87.40 

In 
L
1
1
8
7
.
4
0
 

』

|('") 

p 1 

Pl2 

P2 

x 
G-21 

`
G
 

p 4 

• 

A
I
 

』

ー
Pll 

x 

G-22 

p 5 

B 応＼ ヘ （バ＼ B' ミ

お
P 8 p 7 II 

一|っ 10 吋 2| 
B L =87.40 B' 

9 号掘立柱建物土層説明

1 暗褐色土(lOYR3/4)

2 黄褐色土 (10YR5/6)

3 褐色土(lOYR4/4)

4 黒褐色土(lOYR2/3)

5 暗褐色土 (10YR3/4)

6 黒褐色土(lOYR2/2)

7 黒褐色土(lOYR2/3)

8 黒褐色土(lOYR2/3)

軟質でローム粒含む

ローム粒主体

砂質でローム粒含む

軟質で粘性を帯び、ローム粒を含む

軟質でローム粒多い

ローム粒含む

榛名山軽石を含む

As-C、ローム粒を含む

゜ 1 : 60 2m 

¥ — ―—ーロ／1

゜ 1 : 3 10cm 

第247図 9 号掘立柱建物及び出土遺物
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P5-P6 180 (6 尺） P6-P7 145 (5 尺） 吋 吋
P7-P8 190 (6 尺） P8-P9 185 (6 尺） 吋
P 9 -P 10 130 (4 尺） P 10-P 11 210 (7 尺）

P 11-P 12 150 (5 尺） P 1 -P 12 180 (6 尺）

出土遺物 柱穴より須恵器杯蓋約 1 / 3 破片が出土。 叫
重複遺構柱穴 PlO と Pllが10号住に切られる。

10号掘立柱建物（第248図）

位置 1 区W•X-9~11

規模 8. 70m、桁行 4 間

主軸方位 N-28ー -W 

柱穴計測値 (cm)

上端径深下端径

P2 

P4 

P6 

p 1 74 62 50 

P 3 87X58 93 52 

P5 88 96 40 

柱間寸法

P 1-P 2 220(7 尺）

P3-P4 200(7 尺）

メ

」LL=8810 __IL x-11 

上端径深下端径

冒82 X 65 72 45 X 40 

65 85 45 

60 40 50 I 
—|p 3 

P 2 -P 3 210(7 尺）

P 4 -P 5 240(8 尺）

P 5-P 6 185(6 尺）

重複遺構 25号住に切られ、 29号住を切る。

11号掘立柱建物（第249図）

位置 2 区A•B-4~6

規模 5.60X5.50m、

主軸方位 N-7ｰ-W 

柱穴計測値 (cm)

上端径深下端径

P 1 115 X 90 67 25 X 18 

P 3 105 X 80 28 35 

P 5 93 X 63 30 35 P 6 98 X 90 75 46 

P 7 63 42 35 X 28 P 8 68 40 35 

P 9 122 X 63 65 25 P 10 122 X 63 62 36 

柱間寸法 (cm)

P 1-P 2 280(9 尺）

P 3 -P 4 220(7 尺）

P 5 -P 6 255(8 尺）

P 7 -P 9 285(9 尺）

230 

p 4 

2 X 2 間

□ ［ロ
三

窃

上端径深下端径
II 

一P 2 168X90 72 40X27 吋 吋
P 4 120X70 60 75X28 

゜ 1 : 60 2m 

10号掘立柱建物土層説明

1 褐色土 (10YR4/4) ロームの斑紋、榛名山軽石を含む

P2-P3 310(10尺） 2 暗褐色土 (10YR3/3) 均質で、突雑物少ない

300(10尺）
3 褐色土 (10YR4/4) 小ローム塊を少量含む

P4-P5 
4 褐色土(lOYR4/4) ローム粒、小ローム塊を含む

P6-P7 270(9 尺）

P 8 -P 10 270 (9 尺） 第248図 10号掘立柱建物
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P 1-P 9 280 (9 尺）

出土遺物柱穴埋土から紡錘車 1 点が出土。

□:[] 重複遺構 34号・ 35号・ 37号住を切る。

1 

12号掘立柱建物（第250図）

位置 2 区H•I• J -5·6

第249図 11号掘立柱建物 規模 6.80X3.75m、 2 X 3 間

゜
1 : 2 5cm 

及び出土遺物 主軸方位 N-85ー -E 
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第 3 章検出された遺構と遺物

柱穴計測値 (cm)

上端径深下端径 上端径深下端径

p 1 32 20 15 P2 44 35 22 

P3 45 28 16 p 4 32 40 22 X 13 

P5 28 13 10 P 6 32 X 25 23 18 X 13 

P 7 50 X 40 33 25 X 18 P 8 43 51 16 

p 9 42 46 16 

柱間寸法 (cm)

Pl-P2 250 (8 尺） P2-P3 220(7 尺）

P3-P4 210 (7 尺） P4-P5 180(6 尺）

P5-P6 195(6 尺）

P 7 -P 8 225(7 尺）

P 1-P 9 390 (1 2尺）

重複遺構 13号掘立柱建物とは同一建物と思われる。

P 6 -P 7 205(7 尺）

P 8-P 9 210(7 尺）

13号掘立柱建物（第250図）

位置 2 区 I• J -5•6

規模 6.45 X4.04m 、 2 X 3 間

主軸方位 N-82ー -E 

柱穴計測値 (cm)

|ご |r 
「

心
II 
00 
00 

よ

( 
(=) 

p 9 

p 8 

|の

p 9 

旦 L=88.40 2•立

ロー応戸プ

H L=88.40 H' 

訳ーム
12号掘立 P7

I L =88.40 I' ..  

応「
13号掘立 P7

13号掘立

`
J
 

12号掘立

、
3 、

J

p 2 

——=• 

江

1 黒褐色土 (lOYR%) ローム粒含む

2 褐色土 (lOYRY.)

3 暗褐色土(lOYRJ{) 小ローム塊含む

土 G

[
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第250図 12 • 13号掘立柱建物
゜ 1 : 60 2m 

232 



3 古墳時代以降の遺構と遺物

上端径深下端径 上端径深下端径 14号・ 15号柱穴列（第251図）

p 1 34 32 16 P2 36 57 18 本遺構は柱穴の規模が一様でないこと、直角方向

p 3 44 14 16 P 4 34 X 26 41 24 X 13 の柱穴列が認められないことから、掘立柱建物では

p 5 28 13 10 P 6 28 X 18 35 16 X 10 なく棚列に近い遺構と推定される。

P7 30 30 12 P 8 32X25 42 12 位置 1 区X·Y-6~8 、 2 区A-6 • 7 

pg 34 54 18 主軸方向

柱間寸法 (cm) P 1-P 3 N-80"-E P 2 -P 8 N -59ー -E 

Pl-P2 200 (7 尺） P2-P3 245(8 尺） Pl0-Pl4 N-7T-E P16-P20 N-70ー -E 

P3-P4 200(7 尺） P4-P5 180(6 尺） 柱穴計測値 (cm)

P5-P6 224(7.5尺） P6-P7 200(7 尺） 上端径 深さ 下端径

P7-P8 225(7.5尺） P8-P9 190(6 尺） p 1 80X60 73 20 

Pl-P9 408(14尺） P2 66X60 64 26 

p 3 65X48 43 28X 16 

＾へ＾
パl
..K 、.―`' 夕

•-

胃：J;_,鱈屑 ” ra P4 / 

匂14 •• ⑦息）Pl3 ⑰ P12 Pll _Q_ 
, P10 

_!L◎：窪こ｀ 15 
Pl8 Pl7 ~ 

P20 Pl9 A Pl6 L =88.20 A' 
. 

」L L=88.20 且

_Q_ L =88.20 」

八
~ L=88.20 立

一丁 I 
I l 

u 
第251図 14 • 15号柱穴列

゜
1 : 60 2m 
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第 3 章検出された遺構と遺物

P4 65X50 67 26 P8 80 58 38X25 

P5 32 40 22X 12 P 9 (48) 12 (22) 

P6 36 65 PlO 50 63 33 

P7 48 35 20 Pll 38 67 25 

P 8 52 43 12 Pl2 56 75 34X24 

P 9 50 57 36 Pl3 75X52 64 60X40 

P10 58 62 33X26 Pl4 72X64 111 30X25 

P11 58 77 30 柱間寸法 (cm)

Pl2 50 45 16 P 1 -P 2 170(6 尺） P2-P3 140 (5 尺）

Pl3 28 30 16 P3-P4 165(6 尺） P4-P5 225 (7 尺）

Pl4 21 15 P5-P6 220(7 尺） P6-P7 230(8 尺）

P15 68 69 35 P7-P8 215 (7 尺） P8-P9 155 (5 尺）

P16 74X46 57 48X28 P 9 -P 10 365 (12尺） P 10-P 12 230 (8 尺）

Pl7 45 27 21 P 12-P 13 225 (7 尺） P13-P14 250(8 尺）

Pl8 54 33 35 P 1 -P 14 230 (8 尺）

Pl9 70 76 25 重複遺構 52号・ 53号・ 54号住を切る。

P20 64 70 30 

柱間寸法 (cm) 17号掘立柱建物（第253図）

Pl-P2 215(7 尺） P2-P3 245(8 尺） 位置 2 区 F•G•H-11~13

P2-P4 220(7 尺） P4-P7 275 (9 尺） 規模 7.40X 5.50m 、 2 X 3 間

P7-P8 150(5 尺） P 10-P 11 215 (7 尺） 主軸方位 N-78ー -E 

P 11-P 13 250 (8 尺） Pl3-Pl4 200(7 尺） 柱穴計測値 (cm)

P 16-P 18 210 (7 尺） P 18-P 20 185 (6 尺） 上端径 深さ 下端径

重複遺構 24号・ 40号住を切る。 p 1 74X58 87 17 

P2 83X64 80 30X 16 

16号掘立柱建物（第252図） P3 64 85 20 

位置 2 区B·C•D-7~9 P4 56 72 25X 15 

規模 9.35X5.20m 、 3 X 4 間 P5 50 84 13 

主軸方位 N-23ー -W P6 90X65 83 15 

柱穴計測値 (cm) P7 65 64 28 

上端径 深さ 下端径 P 8 82X65 78 18X 13 

p 1 74 50 54X40 pg 60X50 63 2QX 15 

p 2 90X70 62 26X20 PlO 80X57 55 18 

P3 62 68 30 柱間寸法 (cm)

P4 90 69 28X20 Pl-P2 310(10尺） P2-P3 210(7 尺）

P5 102X76 63 52X38 P3-P4 205(7 尺） P4-P5 305 (10尺）

p 6 88 72 28 P5-P6 230(8 尺） P6-P7 295 (10尺）

p 7 90 67 50X32 P7-P8 255(8 尺） P8-P9 240 (8 尺）
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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Pl3 16号掘立柱建物土層説明
1 黒褐色土 (10YR2/3)

2 褐色土(lOYR4/4)

3 褐色土(lOYR4/4)

4 暗褐色土(lOYR3/4)

5 暗褐色土 (10YR3/3)

6 黄褐色土(lOYRS/8)

Pll P10 

Io |0 
」L L =88.10 

軟質で微小なローム粒を含む

やや硬質、榛名山軽石を少量含む

粘性帯び、軟質、焼土を含む

2 層に近似、軟質

軟質、小ローム塊を含む

ロームと暗褐色土の混合土

-;.D-1O I 

且

ゃ

P 5 

A
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E
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G
、
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P7 

P8 

且こ

且
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し
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且

第252図 16号掘立柱建物
゜ 1 : 60 2m 

P 9 -P 10 260 (7 尺） P 1 -P 10 230 (8 尺）

重複遺構 190号土坑と重複するが、新旧関係は不明。

18号掘立柱建物（第254図）

位置 l 区S•T-3~5

規模梁間5.80m 、 2 X (3) 間
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P 9 17号掘立柱建物土層説明

叫
1 黒褐色土(10YR3/2) As-B を含む

2 黒褐色土(10YR3/2) 榛名山軽石と少塁のローム粒を含む
3 暗褐色土 (10YR3/3) 軟質、榛名山軽石を少黛含む
4 暗褐色土(10YR3/3) ローム粒が多い
5 黄褐色土 (10YR5/6) ローム塊多い 吋6 黄褐色土(lOYR6/8) ローム粒主体

上

鬱 鬱：
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第253図 17号掘立柱建物
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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ゞ~ I T-5 

• •- L =89 00 

゜
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P6 

ん！
第254図 18号掘立柱建物

/ ‘-----

主軸方位 N-58"-E Pll 52X40 30 

柱穴計測値 (cm) 柱間寸法 (cm)

上端径 深さ 下端径 Pl-P2 150(5 尺） P2-P3 205(7 尺）

p 1 52 37 30X20 P3-P4 185(6 尺） P4-P5 340(11尺）

P2 42X28 29 23X 15 P5-P6 240(8 尺） P6-P7 180 (6 尺）

P3 48 36 26 P 8~Pllは、p 1~P4 柱列と方位が一致してお

P4 48 18 26 り、北西側に約 2m離れて並行する。柱間寸法は80

P5 54 20 36 cm等間。本遺構に伴う棚列の可能性がある。

P6 32 

P7 90X58 33 26X20 21号掘立柱建物（第255図）

P8 40X33 25 位置 2 区B·C•D-13·14

pg 46X52 35 規模 6.40X5.80m 、 3 X 3 間（東柱列は 2 間か）

P10 40X62 60 主軸方位 N-73° —E 
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21号掘立柱建物土層説明

1 褐色土 (10YR4/4) 地山土粒の流れ込み

2 暗褐色土(lOYR3/3) 均質でやや軟質

3 暗褐色土(lOYR3/3) 2 層にローム粒が加わる

4 黄褐色土（lOYRS/4) ローム粒主体、人為的埋土

上｀上

゜

上． L =88.00 ー」

言
1 : 60 2m 

第255図 21号掘立柱建物
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

柱穴計測値 (cm) P 1-P 3 290(10尺） P 3-P 4 290 (l o尺）

上端径 深さ 下端径 P 4-P 5 180 (6 尺） P5-P6 215(7 尺）

p 1 48 64 16Xl2 P 6-P 7 210 (7 尺） P7-P8 160(5 尺）

P2 95X65 32 24 P8-P9 260 (9 尺） P 9 -P 10 160 (6 尺）

P3 55X35 31 36X25 P 10-P 11 270 (9 尺） Pll-Pl2 160(5 尺）

P4 27 (105) 18 P l-Pl2 210(7 尺）

P5 33X25 (75) 21 重複遺構 41号住を切る。

P6 35X30 30 10 

P7 52X45 70 18 22号掘立柱建物（第256図）

P 8 58X40 67 23 位置 2 区D. E-10~12 

pg 85X55 48 20 規模 4.90 X 4.40m、北柱列 2 間、東柱列は 3 間

P10 53X43 76 25 の可能性あり。他は不明。

Pll 50X45 50 30X25 主軸方位 N-16ー -W 

Pl2 42X35 66 28 柱穴計測値 (cm)

柱間寸法 (cm)

_li_ L=88.00 • 

叫 叫

I D らL パ
C L =88.00 立 廷Q立
＿ロ !— P2 p 1 

且胃Lヨ総 00 」と
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E L=88.00 E' 

□上冒
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F L =88.00 F' 48住

<
／心墨ゾ--------|(ご

呂

窃
II 

• 
+ 

呵 叫E-12 

22号掘立柱建物土層説明

1 褐色土(lOYR4/4) 榛名山軽石、 As·C を含む

2 暗褐色土(lOYR3/3) 均質でやや軟質

゜
1 : 60 2m 

第256図 22号掘立柱建物
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第 3 章検出された遺構と遺物

上端径 深さ 下端径 重複遺構 26号溝に切られ、 49号住より古い可能性

p 1 63 49 55 あり。 48号住、 55号住との関係は不明。

P2 45 52 26 

P3 40 54 16X 13 23号掘立柱建物（第257図）

P4 40 50 36 位置 2 区C • D • E-8~10 

P5 80 44 15 規模 6.35X4.40m 2 X 3 間

P6 48 (4) 主軸方位 N-70ー -E 

P7 100X80 (70) 40X 18 柱穴計測値 (cm)

柱間寸法 (cm) 上端径 深さ 下端径

Pl-P2 240 (8 尺） P2-P3 205 (7 尺） p 1 52 63 30X25 

P3-P4 300(10尺） P4-P5 188 (6 尺） P2 63X52 35 48X30 

P5-P6 485(16尺） P3 100 X 53 48 16 

Pl~P6 530(18尺） / 吋 吋

ょ

｀文p 5 
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23号掘立柱建物土層説明

l 褐色土 (10YR4/4)

2 褐色土 (10YR4/4)

3 褐色土(lOYR4/4)

．立 上し＝88.lQ_&.'._

盲

` 
_E_ _L =88.10上

言
榛名山軽石、 As·C を含む

ローム粒、小ローム塊を多く含む

小ローム塊を多く含む
゜ 1 : 60 2m 

第257図 23号掘立柱建物
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P4 38 38 27 

P5 52X40 47 35X25 

P6 85X73 66 43X35 

P7 30X25 (7) 16 

柱間寸法 (cm)

Pl-PZ 420(14尺） P2-P3 215(7 尺）

P3-P4 210(7 尺） P4-P5 230(8 尺）

•_ L=88.10 

P5-P6 210(7 尺）

3 古墳時代以降の遺構と遺物

P6-P7 220(7 尺）

Pl-P7 330(11尺）

重複遺構 54号住を切る。

24号掘立柱建物（第258図）

位置 2 区E•F-9~11

規模 5.45X4.60m 、 3 X 3 間（北東柱列は 4 間）
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吋 吋

よ00 A 
` 

女／

ヘ
ジ ` 

y 

ト

ヽ ｢ 

《ごつ ^ 
公

¥
 X 

F-11 

（二つ

B' ...... 
為

且ー・ 紗）） (I H ヽ II 

PlO Pll ....:i 

P 8 P 9 吋 叫

Io |0 B' 
.JL L =88.10 

E L=88.10 E' 

亨

F L=88.10 F' G L=88.10 G' 且 L=88.10 H' I L=88.10 I' 

夏 汀 こ 言
2 

2 2 

24号掘立柱建物土層説明

1 褐色土 (10YR4/4)

2 褐色土 (10YR4/4)

榛名山軽石、 As-C を含む

ローム粒、小ローム塊を多く含む

第258図 24号掘立柱建物
゜ 1 : 60 2m 
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第 3 章検出された遺構と遺物

主軸方位 N-4T-W 

柱穴計測値 (cm)

上端径 深さ 下端径

p 1 48X43 29 20 

p 2 47X40 33 25X 14 

p 3 45 45 28X 18 

P4 75 35 62X50 

p 5 58X52 34 20X 14 

P6 47X38 30 30X22 

P7 52 X43 34 23X 16 

P 8 55 32 26X 12 

pg 60X50 50 36X27 

P10 42X32 23 23X 12 

Pll 37X28 (45) 18X 12 

Pl2 115 X 86 (48) 78X50 

Pl3 55X40 38 32X24 

柱間寸法 (cm)

Pl-P2 120 (4 尺） P2-P3 123 (4 尺）

P3-P4 190(6 尺） p 4~ p 5 120 (4 尺）

P5-P6 150 (5 尺） P6-P7 150 (5 尺）

P7-P8 160 (5 尺） P8-P9 150 (5 尺）

P 9 -P 10 195 (7 尺） P 10-P 11 200 (7 尺）

Pll-P13 290(10尺） P 1 -P 13 140 (5 尺）

重複遺構 57号住に切られる。
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

(4) 竪穴遺構

1 号竪穴遺構・ 2 号竪穴遺構

2 号掘立柱建物の土間に変更

3 号竪穴遺構（第259図）

位置 2 区H • I -23 • 24グリッド

平面形不整長方形 規模 4.2X2.8m

壁高 20cm 主軸方位 N-60°-E

床面凹凸のある水平面で、硬化面は見られない。

堆積土 自然堆積の黒色土、 As-Cが混入する。

遺構重複関係なし。

遺物古墳時代前期の台付甕の脚台部 2 点が出

土。

|
 

、
8

4 号竪穴遺構（第260図）

位置 2 区N • 0-5 • 6 グリッド

平面形方形か。 規模（3.7) X-m 

壁高 30cm 主軸方位不明

床面全体に踏み固めによる硬化。凹凸は少ない。

柱穴壁際にピット 5 基検出。いずれも柱穴と考

えられる。p 1 底面の 2 カ所のくぼみと P2 と P3

は対称位置にあり、柱建て替えの痕跡だろう。

上端径 深さ 下端径 (cm)

P 1 72 X 40 40 • 33 15 X 8 

P 2 30 X 25 37 10 

P 3 25 36 8 

P 4 40X35 43 8 

P 5 40X35 31 25 

堆積土 10層ほど分けられるが、

いずれもローム塊を多く含む人

為的埋土である。切り込む17号

住埋土に比べて軟質で粘性もな

し％

遺構重複関係 17号住居跡に切

られる。

遺物なし。
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第259図 3 号竪穴遺構及び出土遺物
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5 区
-10 (5) 溝

溝は遺構碓如、時に 1 て 1~15
~27号を登録

したが、その後の精壺しこよっ27号の19条が遺構と判明し号、 26 ・
いては欠た。従って、 16~25号につ

番とした。 号・ 26号・ 27号で、人工的な溝は 2他は自然流路の可能性が高い。

-15 

—-0 

6 区

-5 

50rn 
ん

l : 1000 
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第261図溝位置図
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ー
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1 号溝（第261 • 262 • 265図）

位置 4 区・ 5 区

走向 ほぼ東西方向で、東から西方向に蛇行しな

がら傾斜下降する。

規模最大幅180cm、深さ 55cm。

断面形浅い薬研堀状。

堆積土黒～暗褐色土の自然堆積。

遺構重複関係なし。

出土遺物管玉 1 点。

2 号溝（第261 • 262図）

位置 4 区・ 5 区• 6 区

走向南東から北西へ直線的に傾斜下降する。

規模最大幅200cm、深さ 35cm。

断面形浅い蒲鉾状。

堆積土暗褐色土の自然堆積。

遺構重複関係 28号土坑に切られる。

出土遺物なし。

3 号溝（第261図）

位置 2 区・ 4 区

走向 北から南方向ヘ一部屈曲して傾斜下降する。

規模計測不可。底面のみ検出。

堆積土底面に 2 次堆積の浅間山軽石As-B （降下推

定1108年）が堆積し、硬化する。

遺構重複関係なし。

出土遺物なし。

4 号溝（第261図）

位置 2 区・ 4 区

走 向 3 号溝に並行して、北から南方向ヘ一部屈

曲して傾斜下降する。

規模計測不可。底面のみ検出。

堆積土底面に 2 次堆積の軽石As-Bが堆積し、硬化

する。

遺構重複関係なし。

出土遺物なし。

3 古墳時代以降の遺構と遺物

5 号溝（第261図）

位置 4 区

走向東西方向に 5mほどが検出された。

規模計測不可。底面のみ検出。

堆積土底面に 2 次堆積の軽石As-Bが堆積し、硬化

する。

遺構重複関係なし。

出土遺物なし。

6 号溝（第261図）

位置 4 区・ 5 区

走向 北東から南西方向に一部屈曲して傾斜下降

する。

規模計測不可。底面のみ検出。

堆積土底面に 2 次堆積の軽石As-Bが堆積し、硬化

する。

遺構重複関係 14号溝。

出土遺物なし。

7 号溝（第261図）

位置 2 区・ 4 区

走 向 3 号溝に並行して、北から南方向へ直線的

に傾斜下降する。

規模計測不可。底面のみ検出。

堆積土底面に 2 次堆積の軽石As-Bが堆積し、硬化

する。

遺構重複関係 3 • 4 号溝。

出土遺物なし。

8 号溝（第261図）

位置 2 区

走向北から南方向へ蛇行して傾斜下降する。一

部断続。

規模最大幅80cm。深さ 20cm。

堆積土底面に 2 次堆積の軽石As-Bが堆積し、硬化

する。

遺構重複関係なし。

出土遺物なし。
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第 3 章検出された遺構と遺物

9~13号溝（第261 図）

位置 4 区

走向 北から南方向に一部屈曲して傾斜下降する。

規模計測不可。底面のみ検出。

堆積土底面に 2 次堆積の軽石As-Bが堆積し、硬化

する。

遺構重複関係なし。

出土遺物なし。

14号溝（第261図）

位置 4 区・ 5 区

走 向 北東から南西方向に直線的に傾斜下降する。

規模計測不可。底面のみ検出。

堆積土底面に 2 次堆積の軽石As-Bが堆積し、硬化

する。

遺構重複関係 6 号溝。

出土遺物なし。

_E_ L =86.90 ___L 

ご
15号溝土層説明

1 暗褐色土(lOYR3/4) 軟質、全体にローム粒含む

2 暗褐色土(lOYR3/3) 硬質、酸化鉄凝集見られる

15号溝（第261 • 262図）

位置 2 区・ 4 区

走向 北から南方向に直線的に傾斜下降する。

規模最大幅60cm、深さ 40cm。

堆積土 ロームの多い暗褐色土の自然堆積。

遺構重複関係 6 号住居跡を切る。

出土遺物なし。

26号溝（第263~265図）

位置 2 区D-6~19

走向南北方向に59mが検出され、 D-18グリッ

ドで 3mの断絶部分が認められる。

規模最大幅160cm、深さ 70cm。

断面形箱薬研堀状。

堆積土 暗褐色土主体の自然堆積で、時期判定の基

準となる純層テフラは認められない。一部に掘り直

した土層堆積状況を見せる（第264図、セクション B

-B') 。

_g_. L =85. 70 
-一

3 

7 号溝土層説明

l 暗褐色土(lOYR3/3)

2 赤褐色土(lOYR5/6)

3 黒褐色土(lOYR2/2)

立

粒子細かく軟質で粘性帯びる

酸化鉄の凝集が著しい

砂質で硬質

且． L =87.00 H' 

1 号溝土層説明

1 暗褐色土(10YR4/3)

2 黒褐色土 (10YR3/2)

3 黒褐色土 (7.5YR2/2)

4 暗褐色土(10YR4/3)

5 褐色土 (10YR5/6)

砂質、 As-B を含む

不均質で榛名山軽石を少量含む

2 層に近いが、色調暗い

2 層に近いが、やや粘性を帯びる

均質で軽石を含まない

上． L =85.20 I, 

文
2号溝土層説明

1 暗褐色土 (10YR3/3) 粒子細かく軟質で粘性帯びる

2 褐色土(lOYR4/4) 1 層に近いが、 As-C を少呈含む

上． L=86.50. J, 
2 1 

-9/--- —-

゜ 1 : 50 2m 

第262図 1 • 2 • 8 • 15号溝土層断面
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

遺構重複関係 38号住 •49号住 •50号住 •54号住を

切り、 47号住、 16号・ 21号～23局掘立柱建物跡と重

複するが新旧関係は不明。

出土遺物 第265図 5~7 のように重複する竪穴住居

跡からの流れ込みと思われる遺物が多いが、 1~4

の須恵器、灰釉陶器は 9 世紀代のものであり、周囲

の竪穴住居跡が古墳時代に属することから、これら

は本溝に伴う遺物と考えられる。

27号溝（第263 • 264 • 266 • 267図）

位置 2 区C-6~16

走向南北方向に50mが検出され、 26号溝と同様

に C-18グリッドで 3mの断絶部分が認められる。

規模最大幅150cm、深さ 85cm。

断面形箱薬研堀状。

堆積土 暗褐色土主体の自然堆積で、時期判定の基

準となる純層テフラは認められない。一部に掘り直

した土層堆積状況を見せる（第264図、セクション E

-E') 。

遺構重複関係 34号住 •35号住 •38号住 •41号住・

52号住 •54号住を切り、 16号・ 21号・ 23号掘立柱建

物跡と重複するが新旧関係は不明。

出土遺物第266図 3 や第267図21~24のように重複

する竪穴住居跡からの流れ込みと思われる古墳時代

の土器を除けば 9 世紀代のものが主体を占めており、

本溝に伴う遺物と考えられる。特に須恵器杯類の多

いことが注目される。

35住
+ 
D-7 

49住

|
|
\
、
一

よ

26号溝と 27号溝は 2~2.3mの間隔を空けて平行し

ており、土橋状の断絶部をもつ一連の遺構であるの

は間違いない。本遺構は第 5 章 2 で述べるように、

北側に隣接する今井道上遺跡 (1994 財団法人群馬

県埋蔵文化財調査事業団 r今井道上遺跡」）で検出さ

れた矩形に屈曲する溝と連続するもので、更に南側

にそのまま延びることが判明している（前橋市教育

委員会教示）。これらから本溝は、西側区域を囲続す

る方形区画の溝と推測される。
゜ 1 : 250 

2
7溝

10m 

2
6溝

第263図 26 • 27号溝

247 



第 3 章 検出された遺構と遺物

E' 

゜ 1 : 60 2m 

26 • 27号溝

l 表土層

2 黒褐色土(lOYR3/2)

3 褐色土(lOYR4/4)

4 暗褐色土(lOYR3/4)

5 暗褐色土(lOYR3/4)

6 褐色土 (10YR4/4)

7 暗褐色土(lOYR3/4)

土層説明 (E)

」LL =88.00 

□49任
」L

三Bl1 暗褐色土(lOYR3/4)

2 褐色土 (10YR4/4)

3 暗褐色土 (10YR3/3)

4 49号住居跡堆積土層

玉 L=87.90 C' 

50住

,
5
 

(C) 

1 暗褐色土(10YR3/4)

2 褐色土 (10YR4/4)

3 暗褐色土(lOYR3/3)

4 黄褐色土(lOYR5/6)

5 黄褐色土 (10YR5/6)

6 50号住居跡堆積土層

旦． L =88.00 

不均質で榛名山軽石を少量含む

2 層とほぼ同質

4 層より色調明るい

ローム塊を少最含む

38号住居跡堆積土層

D' (D) 

1 暗褐色土(lOYR3/4)

2 褐色土(lOYR4/4)

3 暗褐色土 (10YR3/3)

4 黄褐色土 (10YR5/6)

5 黄褐色土 (10YR5/6)

6 41号住居跡堆積土層

軟質で榛名山軽石を少量含む

1 層に近く、焼土を少量含む

2 層とほぼ同質

軟質で榛名山軽石を少星含む

1 層に近く、焼土を少量含む

2 層とほぼ同質

ローム粒主体

ローム塊主体

軟質で榛名山軽石を少量含む

1 層に近く、焼土を少量含む

2 層とほぼ同質

ローム粒主体

ローム塊主体

• L =88.20 ぶ

6
 

(A) 

1 褐色土 (10YR4/4)

2

3

4

5

6

 

暗褐色土 (10YR3/4)

暗褐色土 (10YR3/4)

暗褐色土 (10YR3/3)

褐色土 (10YR4/4)

褐色土 (10YR4/6)

やや硬質、焼土、炭化物少贔

含む

l 層とほぼ同質

粘性帯び、ローム粒を少鼠含む

土坑状の撹乱

16号掘立柱建物柱穴埋土

54号住居跡堆積土層

第264図 26 • 27号溝土層断面
゜ 1 : 50 2m 
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古墳時代以降の遺構と遺物
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第 3 章検出された遺構と遺物
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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(6) 井戸跡

井戸跡は16基が検出された。

1 号井戸は、集落から離れて

位置すること、形態や出土遺

物の特徴から、他と異なり特

殊な性格を有すると思われる。

2~16井戸跡は、時期の異な

るものも含まれるが、集落域

内に位置し、生活用の井戸と

考えられる。

-15 

第268図井戸位置図

252 ゜ 1 : 1000 50m 
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1 号井戸（第269~273図）

3 区 s-15グリッド付近で、調査区では最もレベ

ルの低い場所（標高85m) に位置する。検出された

のは、東西に並ぶ素掘りの井戸 2 本と、その南側傾

斜面に敷設された礫群、そして井戸を中心にして円

形に巡らされた浅い溝である。 2 本の井戸は、土層

断面観察から時期の異なることが判明している（第

270図）。東井戸が古く、西井戸が新しい。平面規模

は東井戸が直径265cm、西井戸が直径175cmで、深さ

は東井戸が150cm、西井戸が100cmを測る。地下水位

は当時からかなり変化したことが予想されるが、ち

なみに 1986年冬季における地下水の湧出レベルは標

高83mほどで、井戸底面からそれぞれ100cm と 20cmの

高さまで水位が上がった。 2 本の井戸とも井戸枠や

その痕跡は検出されなかった。東井戸の南側にはや

やくぼませて平坦にならした上に礫が敷設される。

この部分の井戸断面が弱い階段状を呈し、貼り付け

たような礫も見られることから、底面まで礫敷きで

あった可能性もある。井戸を巡る溝は、直径がllm、

幅85cm、深さ 30cmで、水が流れた痕跡は認められな

かった。出土遺物は井戸内から土師器杯、甕、須恵

3 古墳時代以降の遺構と遺物

器蓋、壺等が出土しているが、周囲や傾斜面の礫敷

き部分から、土師器杯を主とした大量の土器片が散

乱する。土器は概ね 7 世紀～ 8 世紀初頭と 9~10世

紀の時期に二分され、量的には前者が凌駕する。

中央に位置する東井戸と礫敷き、環溝の組み合わ

せが当初の姿と考えられ、その性格はたんなる灌漑

用の溜井や生活用の井戸としてよりも、むしろ祭祀

にかかわる場としての性格を考えておく必要があろ

ぅ。湧水祭祀や聖水を必要とする祭祀との関わりが

考えられようか。環溝は結界を、礫敷きは不浄の場

を表したもので、多量の杯と須恵器の壺は祭祀参加

者たちの使用した祭具と見なすこともできようが、

ここでは本井戸の性格についての具体的な考察は避

けておく。また、これを使用した集団は北西に60m

離れた本遺跡の集落のみならず、礫敷きの方向から

東側に120m離れた同時期の谷地遺跡の集落とも深い

関係が推察される。なお、西井戸は礫の流入が見ら

れず、環溝から偏って位置することから、東井戸が

廃絶して埋まりきった後、礫敷きと溝を伴わずに再

び井戸のみを開窄したと考えられる。

A' 

_A_. L =84.50 

゜ 1 : 60 2m 

第269図 1 号井戸掘り方
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表 6 2~16号井戸跡一覧

井戸番号 位 置 断面形
上端径（長軸 x 短軸）

2 号井戸 5 区C-l 筒 状

3 号井戸 2 区M-18 上位漏斗状

4 号井戸 2 区N-20 筒 状

5 号井戸 2 区H-24 筒 状

6 号井戸 2 区 P-22 筒 状

7 号井戸 2 区0-19 筒 状

8 号井戸 2 区 I -22 • 23 下位筒状

9 号井戸 2 区M-6 筒 状

10号井戸 2 区R • S-6 筒 状

11号井戸 1 区V-5 筒 状

12号井戸 2 区 s-7 筒 状

13号井戸 2 区A-8 筒 状

14号井戸 2 区E-9 筒 状

15号井戸 2 区 F • G-13 筒 状

16号井戸 2 区M • N-15 筒 状

2~16号井戸は、いずれも平面が円形で、断面が

筒状を呈する。素掘りが主と思われるが、 8 号では

上半 3mの深さまで井戸枠を組んでいた可能性があ

る。 15号は調査時の登録名180号土坑に伴う。これは、

平面「ラッキョウ」形をした特異な遺構で、竪穴状

に掘りこまれており、その中央に井戸が掘窄される。

古代の17号掘立柱建物に切られており、 5 世紀後半

~6 世紀の土器が出土することから、古墳時代後期

のものととらえたい。 3 • 4 • 6 • 7 号は出土遺物

と位置関係から、中世末～近世の屋敷跡と推定され

る 1~8 号掘立柱建物群に伴う可能性が高い。他は

近世以降のものと思われる。なお、 4•8•13号か

ら出土した軽石製の磨石類は井戸脇で汚れ落とし用

に使われたものであろうか。

258 

(m) 

l.3Xl.l 

l.9Xl.7 

2.lXl.9 

2.2 

3.5X3.2 

0.85 

4.3X3.7 

l.7Xl.2 

2.3X2.l 

2.9X2.7 

l.35Xl.2 

0.9 

0.9X0.8 

0.8 

0.8X0.65 

深さ
出土遺物 備 考

(m) 

3.5 

2.0 

2.6 軽石製品

3.4以上 鉢

3.5 甕、根石

1.9 5 号住を切る

(5.0) 軽石製品 井戸枠掘り方

3.4 鉢、銭貨

3.3 石臼

3.8 近世陶器 21号住を切る

3.2 鉢

5.6 磨石

5.7以上

4.1 須恵、土師 土坑を伴う

1.1 近世陶器 64号住を切る
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A. L=86.50 _A'_ 

A-

_A_ L=86.90 

Aｭ

[
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―
’
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A-

上
f
\

• 

A_ L =86.50 A-

2 号井戸

L陪 4 号井戸

3 号井戸
3 号井戸土陪説明

1 暗褐色土(lOYR3/3) 粘性帯び、軟質、地山の軽石混入

2 黒褐色土(lOYR2/3) 1 層に近似、ローム粒を少鼠含む

3 黒色土(lOYR2/l) 粘性帯び、 As-C を少量含む

4 暗褐色土(lOYR3/3) 褐色土塊を含む

5 暗褐色土(10YR3/3) 4 層に近似、均質

6 黒褐色土(10YR3/2) ローム粒を少羹含む

4 号井戸土層説明

l 褐色土(lOYR4/4) 砂質、 As-B を含む

l l \ •' 
2 にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 砂質、 As·B を少鼠含む

△し i ( I-( \ 3 暗褐色土(10YR3/3) 焼土、ローム粒、灰を少旦含む

4 黒褐色土(lOYR3/2) やや硬質、 As·B とローム粒含む

5 黒褐色土(lOYR3/2) 粘性帯び、ローム粒含む

6 黒褐色土(lOYR2/2) 粘性帯び、小ローム塊を含む

5 号井戸土層説明

• 1 にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 砂質、 As-A を含む
A_ L=86.50 

2 暗褐色土(10YR3/4) 砂質、 As-B とローム粒含む

3 暗褐色土(lOYR3/3) 2 層に近いが、不均質

4 黒褐色土(lOYR2/3) やや硬質で、 As·B を含む

5 暗褐色土(lOYR3/4) やや硬質、全体にローム粒を含む

6 黒褐色土(10YR3/2) 粘性帯び、軟質、ローム粒を含む

7 黒褐色土(lOYR2/3) 粘性帯び、少黛のローム粒を含む

8 暗褐色土(lOYR3/4) 砂質、 As-B を含む

9 暗褐色土(lOYR3/3) 粘性帯び、全体にローム粒含む

10 暗褐色土(lOYR3/4) 粘性帯び、軟質、全体にローム粒含む

11 褐色土(IOYR4/6) 粘性帯び、ローム粒を多く含む

12 黄褐色土(10YR5/4) 粘性帯び、軟質、ローム粒主体

13 黒褐色土(10YR2/2) 12層に近似、小ローム塊を含む

12 I , 1 : 60 2m 

13 
I I 

5 号井戸 第274図 2~5 号井戸跡
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7 号井戸土層説明

1 黒色土(lOYR2/l)

2 黒色土(lOYR2/l)

3 黒色土(lOYRl.7 /1) 

4 黒褐色土 (10YR2/3)

7 号井戸

粘性帯び、やや硬質で、 As-C を含む

粘性帯び、やや硬質、榛名山軽石を含む

粘性帯び、ローム粒を含む

5 号住居跡堆積埋土

6 号井戸

6 号井戸土層説明

1 黒褐色土 (10YR2/3)

2 黒褐色砂(lOYR2/3)

3 黒褐色土(lOYR2/3)

4 黒褐色砂(10YR2/2)

5 黒褐色砂 (10YR2/2)

6 黒褐色土(lOYR2/2)

7 黒色土(10YR2/l)

8 黒褐色砂(lOYR2/2)

砂質、 As-B を含む

ローム粒を少量含む

砂質、ローム粒を含む

均質で央雑物をほとんど含まない

粗い砂が主体、ローム粒を含む

砂質、均質

粘性帯び、硬質、少鼠のローム粒含む

微小なローム粒を含む

A-

---—` ,,,—`` _ 1 ―```‘ヽ

/、'
、，，，，，，

ヽ／

‘‘----/ 

A.L=88.00 • 

゜ 1 : 60 2m 

第275図 6 • 7 • 9 号井戸跡 9 号井戸
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10号井戸

10号井戸土層説明

1 暗褐色土(10YR3/4)

2 暗褐色土 (10YR3/3)

3 暗褐色土(lOYR3/3)

4 黒褐色土(lOYR3/2)

5 黄褐色土(lOYR5/8)

6 黄褐色土 (10YR5/8)

7 暗褐色土 (10YR3/4)

8 黒褐色土(lOYR2/2)

9 褐色土(lOYR4/4)

10 黒褐色土 (10YR3/2)

11 黄褐色土(lOYR5/8)

やや粘性帯び、ローム塊を含む

ローム塊、粘土塊を含む

砂質、ローム塊、粘土塊を含む

砂質、ローム塊を含む

ローム粒主体

ローム粒主体、黒褐色土塊を含む

ローム塊と黒褐色土塊を含む

砂質、ローム塊を少量含む

砂質、ローム粒を含む

ローム塊を含む

ローム粒主体、暗褐色土塊を含む

8 号井戸土層説明

1 暗褐色土 (10YR3/3)

2 黄褐色土 (10YR6/3)

3 黄褐色土 (10YR5/8)

4 褐色土(lOYR4/4)

5 黄褐色土(lOYR5/8)

6 黄褐色土 (10YR5/4)

7 黒褐色土 (2.5Y3/2)

8 黄褐色土 (10YR5/8)

9 にぶい黄橙土 (10YR6/3)

10 褐色土(lOYR4/4)

11 にぶい黄褐色土(IOYR4/3)

粘性帯び、均質

粘土粒主体、ローム塊を含む

ローム塊含む、鉄分凝集斑紋あり

粘土とローム塊の混合土

ローム塊主体

粘土塊主体

砂を主とする

八崎（As-Y)軽石を含む、鉄分凝集

粘土塊を含む

シルト質で、ローム塊を含む

シルト質

第276図 8 • 10号井戸跡
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12号井戸土層説明 •—•__J 12号井戸
1 にぶい黄褐色土 (10YR4/3) 粘性強く、軟質、暗褐色砂を含む

2 暗褐色土(lOYR3/3) 粘性帯び、粘土塊を含む

3 褐色土(lOYR5/6) 全体に粘土粒、ローム粒を含む

4 黒色土(10YR2/l) 粘土塊を含む

5 黄褐色土(lOYR5/6) 粘性帯び、ローム塊を含む

6 暗褐色土(lOYR3/3) 均質で、土粒やや粗い

i1\/‘/、口／、口AL=881oA'
‘~·----

A L=88.10 A' 

ロ号井戸
16号井戸

\ 

•’ 

14号井戸土層説明

l 暗褐色土 (10YR3/4) 砂質、粘土塊とローム塊を含む

2 暗褐色土 (10YR3/4) 大ローム塊と少量の粘土塊を含む

13号井戸

゜

第277図 11~14 • 16号井戸跡
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口
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3 

15号井戸（土坑部分） 土層説明
1 17号据立柱建物柱穴埋土
2 暗褐色土(lOYR3/3) 榛名山軽石、焼土を含む
3 黒褐色土(10YR3/2) 4 層にほぼ同じ

4 暗褐色土(10YR3/3) 褐色土塊をプロック状に含む
5 褐色土 (10YR4/4) 下位にローム塊を含む

6 暗褐色土(10YR3/4) 黒褐色土塊を含む

（井戸部分）
1 褐色土(10YR4/4) As-B とローム塊を含む

2 黄褐色土(10YR6/8) ローム粒、ローム塊主体
3 褐色土 (10YR4/4) 軟質、ローム塊と粘土塊を含む

し――|
し 1 : 60 1 5m 

第278図 15号井戸跡
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(7) 粘土採掘坑

調査区中央部で、浅い窪地の谷頭に当たる位置で

8 基の粘土採掘坑を検出した。第286図の黒点がそれ

にあたる。標高は86~87mの間で、粘性を帯びた黒

褐色土が堆積している。北西微高地上の今井道上・道

下遺跡の集落域と南東微高地上の谷地遺跡 (1994財

団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団「二之宮谷地遺

跡J)の集落域との中間地点にあたっており、いずれ

とも関連が考えられる。

粘土採掘坑の単位は大きく 8 ブロックととらえら

れたが、 3~6 号のように帯状に連続する部分もあ

り、それぞれが独立した作業単位を示すものではな

いようである。

採掘の手順は、竪坑を掘ってから下位の粘土層の

部分を横に掘削する方法で、掘り上げた排土はすぐ

脇に置いたらしく、掘り残されたオーバーハング部

分の崩落とともに、内部に大量に流入堆積している。

3 古墳時代以降の遺構と遺物

このような方法で、周囲を掘り広げた結果、不整

円形の採掘ブロックや帯状に連なるブロックが残さ

れたと推定される。露天掘りに比べれば、危険を伴

うにしても、少ない労働力で効率の良い採掘方法と

いえる。

深さ約 2mで均質な灰白色粘土層に達し、これを

求めて採掘したと考えられる。粘土層に達してから

は厚さ 30cm前後で採掘をやめ、更に下位に堆積する

灰黄褐色粘土層には達していない。これは崩落の危

険を伴う限界の深さであったため、また同じ粘土層

でもよりきめが細かい灰白色粘土のみを目的とした

ためなどの理由が考えられる。

採掘した粘土の用途としては、土器、鼈、壁材な

どの素材が考えられる。現在のところ、同時期の土

師器胎土と類似性が認められるが、本遺跡や周辺か

らは土師器窯らしき遺構は確認されていない。

86.00 85.00 84.00 

第286図粘土採掘坑位置図
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□二］暗褐色土
9 : : :. : : : : : : : : : : • : • : • : • :;: : • • J 

黒褐色土

ローム粒が多い。

ローム粒を含む。

゜ 1 : 60 2m 

疇As-B純層（AD· 1108) 

言ローム塊の多い流入土、及び崩落土。
筐言粘土塊の多い流入土。
瓢冒灰白色粘土。

第290図 7 号粘土採掘坑断面及び 8 号粘土採掘坑
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こ I 
I 

1 粘土坑 I 

ロ
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1~2 粘土坑

` 

こ

三6

こ

＼ヽ 4

：ロ

2粘土坑

゜ 1 : 3 10cm 

第291図 1 • 1~2 • 2 号粘土採掘坑出土遺物（1)
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10 

゜ 1 : 3 10cm 

第292図 2 号粘土採掘坑出土遺物(2)
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ー20

-o 

(8) 道路跡

道路跡は 7 本が確認さ

れ、いずれも両側に 2 条の 10ー

平行する側溝を伴う。路面

が確認されたのは 3~7 号

道路跡で、特に 3 号と 4 号

では複数の路面が上下に重

なった層をなしている。こ

れらは後世の攪乱や軟質な

部分の存在から、平面的に

すべての路面を検出するこ

とはできなかった。従って

面数の把握はもっぱら土層

断面の観察によった。

4 区 -s 

15-

20-

ー10

5 区

ー15
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

|
L
l一

1 号道路跡

+ 

f.¥ 

A
 

A' 

2' 
I : 50 

0 50cm 
1,  

1 暗褐色土 (10YR3/3) 砂質。

2 暗褐色土（10YR3/4) Hr • FP、 As-C混在。

1 号道路跡（第294図上）

\ ＼＼九｛
2 号道路跡

位置 5 区M~P-8~10
A' A 

走向 N-70ー -W ー・六ニコジプ
規模路面幅2.2m

主三主側溝幅1. 2m、側溝深さ 25cm

路面削平されて遺存せず。
0 50cm 
I I 側溝浅い皿状の断面。

+ 
D-22 

遺物なし。

2 号道路跡（第294図下）

位置 3 区A~G-19~24

走向南南東から北へ折れる。

規模路面幅2.2m

側溝幅1.0m、側溝深さ 20cm

路面削平されて遺存せず。

側溝浅い皿状の断面。

遺物なし。

+ 
E-24 

第294図 1 • 2 号道路位置図 (1/200) 
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3 号道路跡（第295~298図）

位置 2 区A~X-12~15

走向東西方向。 N-82°―E

規模路面幅3.0m (10尺）

側溝幅1. 8m、側溝深さ 80cm

路面上下に重なって 5 面が確認できた。最も古

い最下層の面は部分的にしか確認できず、中位に位

置する下から 3 番目の面が最も遺存状況が良好であ

る。路面は側溝を伴いながら、南側へわずかづつ平

行移動しながら、改築を重ねたようである。このと

きに、旧側溝の埋土上に路面を構築することになる

が、この部分は旧路面上とは異なって軟質であった

ためか、一部で断層状に沈下している。

路面は全体的に硬化しているが、度重なる路面修

復と路線改築、及びこれに伴う側溝の開削で、道路

と平行するように路面が削り取られており、全面的

に検出することはできない。遺存状況の良い部分で

は、小さな凹凸のある硬化面であり、道路面特有の

粗い砂層がブロック状に形成されている。轍や直交

する溝状の連続凹凸面などは見られなかった。

側溝路面に対応する側溝は 3 条までが確認でき

た。いずれも、土層断面の観察から、前段階で使用

された側溝が埋まり切ってから、新たに開削されて

いることが判明している。側溝は路面改築をおこな

う度毎に南側へ路線をずらしているが、新しいもの

ほど浅くなる傾向がある。これは路面レベルが次第

に高くなることとも関連するが、初期の段階に比べ

て極めて見劣りするのは間違いない。第296図に示し

た側溝平面図はこの初期のものと考えられ、後世の

ものに比べて画ー的な断面形と規模を有している。

このことから、側溝は新たに開削される度に、その

意義が薄れていったと考えられよう。また、上位の

新しい路面には断続的にしか溝が見られないことか

らもこのことが裏付けられよう。

側溝の堆積土は周囲からの流入土が主体であるが、

全体に粘性を帯びている。また、底面レベルは地点

によって多少の差はあるが、一方向への水流を想定

させるような傾斜は認められない。このことから、

280 

検出された側溝は降雨時の排水や路面の湿気除去の

意味が強いと思われる。従って、土層観察で見られ

たように、土砂の流入等で多少埋まっていたとして

も、機能的には十分だったと言えようか。

なお、北側の側溝は、 V-11グリッドで幅 2mの

断絶部分が見られる。同様に南側溝は、この位置で

南方向に向きを変え、直交する路面である 7 号道路

に沿う溝となる。南側溝はこの屈曲部分からやはり

2mの間を空けて再び東方向に延びる。この 2mの

断絶部分は 7 号道路との「辻」にあたると考えられ

る。本地点では1108年に降下したと推定される浅間

山軽石As-Bの 2 次堆積層が認められるが、本道路と

の関係は不明であった。ただし、側溝埋土に全くテ

フラを含まないこと、層序関係では確認できなかっ

たが、テフラ層が最下層路面よりも下位のレベルに

あることから、本道路跡の上限は11世紀以前にさか

のぽるものではなく、 12世紀以降の構築と考えてお

きたい。

遺構重複関係 33号・ 38号 •50号 •51号・ 62号住居

跡、 21号掘立柱建物を切る。

出土遺物 路面から銭貨、側溝埋土から中世の軟質

陶器が出土している。

4 号道路跡（第296~298図）

位置 2 区B~X-14~18

走向 N-82°-E

規模路面幅3.5m 側溝幅100cm、深70cm

路面上下に 7 面が相互に重なって確認された。

遺構として確認された最上面の上にはアスファルト

舗装によって、現道路面が構築されている。最下層

の路面の下層にはAs-Bの 2 次堆積層が見られる。路

面はかなり荒れており、轍等の痕跡は認められない。

側溝確認された 7 枚の路面のそれぞれに沿って

開削される。断面は薬研堀状。 3 号道路跡と同様に

改築されるに従い、南側へ僅かづつ平行移動してい

るが、側溝の断面形や規模に大きな変化は見られな

い。自然堆積で埋まった後新たに開削を行う。
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L=87.60 

A A' 

a
 

」 6
 

B' 

立□三三□□：上
E. L =88.30 上

」::_ L =88.30 上こ

丘 立

3 号道跡跡（第295図）

1 現耕作土

2 暗褐色(lOYR3/4) As-Bを含む、路面覆土

3 灰黄褐色砂 (10YR4/2) As-Bを含む

4 上面

5 暗褐色土(lOYR3/3) 上面の基土

6 上面陥没部分

7 下面

8 黒褐色粘質土(lOYR2/3) 下面基土

9 6 号道路面

10 暗褐色土 (10YR3/4) As-Bを含む

a 上面に伴う側溝埋土

b 下面に伴う側溝埋土

第295図 3 号道路土層断面
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5 号道路跡（第296図）

位置 2 区V-12~17

方向 N-5°― E

規模幅3.00m、長さ 25m ほどが検出された。

路面 As-C を含む黒色粘質土が踏み固められ、

ブロック状に硬化面が残る。レベル86.90~87.OOm。

両側の地山より 20cmほど低くくぼんでいる。

側溝東西両側に掘削され、幅30cm前後、深さ

10~12cm。

埋没土地山の土が流れ込んでおり、路面から 20cm

上位にAs-B が堆積する。

出土遺物 路面及び埋没土から 8 • 9 世紀代の土器

片が少量出土。

遺構重複関係上位に 3 号・ 4 号道路跡がのる。

6 号道路跡（第296図）

位置 2 区

方向 ほぼ東西に走るが、西端では 3 号道路南側

溝に、中央～東半では 4 号道路北側溝に沿う。

規模幅 lm前後が検出された。

路面 As-B を混入する暗褐色土を踏み固める。

レベルは87.25~87.55m。

側溝検出されなかった。

遺構重複関係 3 号道路南側溝 (18号溝）に切られ

る（断面図E-E'· G-G') 。

出土遺物なし

道路跡一覧表

番号 方 向 路面幅 (m) 路面高（標高）

3 弓にコ N-82ー -E 3.00 87.30~87.50 

4 弓ロ N-82ー -E 3.50 87.20~87.80 

5 方にコl N-5° — E 3.00 86.90~87.00 

6 方ロ N-80~90ー-E 1. 00前後 87.25~87.55 

7 芍にコ ほぼ南北 1. 70以上 87.25~87.30 

282 

7 号道路跡（第296図）

位置 2 区W-14 • 15 

方向ほぼ南北。

規模幅1.70m以上。

路面 Hr-FPを含む黒褐色粘質土をそのまま路

面とし、やや硬化する。レベル87.25~87.30cm。 3

号道路の南に折れた支道と考えられる。

側溝 18号・ 20号溝を西側溝とし、東側溝はなし。

出土遺物青磁碗片。

側溝 出 土 遺 物 その他

両側 土器・陶器・土錘・宋銭 上下 2 面検出

両側 土器・鉄器・煙管・宗銭 6 面検出

（両側） 土器 As-B下

な し なし As-B上

片側 青磁碗 3 号道路支道
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3 号・ 4 号道路跡土層説明（第296図）

D-D' 
1 現耕作土 a 上面に伴う側溝埋土
2 暗褐色土(lOYR3/4) 3 号道路面覆土 b 下面に伴う側溝埋土
3 3 号道路上面
4 暗褐色土(lOYR3/4) 上面基土

5 3 号道路下面

18号溝

ー
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4
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+ 
L-14 

+ 
L-17 
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、

M-M' 
1 現道盛土
2 褐色土(lOYR4/4) As-A を含む

3 4 号道路第 5 次路面

4 4 号道路第 4 次路面

5 4 号道路第 3 次路面

6 4 号道路第 1 • 2 次路面
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三／二ニ三

硬化路面
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／ここ
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゜

a 第 4 次路面に伴う側溝か

b 第 3 次路面に伴う側溝か

C 第 1 • 2 次路面に伴う側溝か

I : 50 2 m 

第296図 3 • 4 号道路位置図及び土層断面

0-0' 
1 4 号道路第 3 次路面

2 4 号道路第 2 次路面

3 暗褐色土(lOYR3/3) As-B を含む
4 7 号道路 (3 号道路支道）路面

5 暗褐色土 (10YR3/3) 榛名ニツ岳系軽石を含む、 5 号道路面覆土

6 5 号道路面
a 7 号道路側溝 (20号溝）埋土

b 7 号道路側溝（18号溝）埋土

゜ O' 

゜ I : 200 10m 
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4 号道路跡土層説明（第297図）

1 第 6 次路面 L =87.30~87.80m 

2 第 5 次路面 L =87.35~87.65m 

3 第 4 次路面 L=87.30~87.80m 

4 第 3 次路面 L =87.30~87. 70m 

5 第 2 次路面 L =87.20~87.60m 

6 第 1 次路面 L =87.20~87.60m 

7 6 号道路面 L=87.25~87.55m 

8 7 号道路面 L =87.25~87.30m 

9 褐色砂質土(lOYR4/4) As-B混土

10 As-B 11 黒褐色粘質土(lOYR3/2)

a 6 次面以降に伴う側溝

b 6 次面に伴う側溝、 17世紀代煙管出土

C 4 次面に伴う側溝か

d 3 次面に伴う側溝か

e 2 次面に伴う側溝か

f 1 次面に伴う側溝か

As-B混土の上位

榛名ニツ岳系軽石を含む

第297図 4 号道路土層断面
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3 区

4 区

あったが、調査の進捗に従い 9 基

が欠番扱いとなった。各々の詳細

については一覧表に掲げた。分布

は、南東台地部分の 5 • 6 区に疎

で、中央と北西部に集中する。形

態は、円形、長方形、溝状長方形

の 3 種を基本とし、前二者は重複

しながら集中する傾向を見せるこ

とから、墓を多く含むと考えられ

る。墓として明らかなのは151号と

184号である。一方溝状長方形は北

西部で方形状に配列することか

ら、畠区画に沿って掘り込まれた

貯蔵穴と思われる。

182号土坑のように古墳時代以

前にまで潮り得るものを除けば、近世以降が主体を

占めると考えられる。

第299図土坑位置図 。
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A_ 

A — ·L=86 —/2 
と
1 号土坑

l 
• A 

A' A ＼下，ニン／ A' 

1 黒褐色土 (7.5YR3/2) As-C を少量含

む

2 褐色土 (7.5YR4/3) ローム塊を主とす

る

3 にぶい黄褐色土(IOYR5/4) ローム塊

を主とする

L=86~ 

2 号土坑

] 暗褐色土(7.5YR3/3) As-C を含み、軟

質

2 褐色土 (7.5YR4/4) ローム塊を含み、

軟質

3 Iこぶい黄褐色土（7.5YR5/4) ローム塊

を多く含む

4 地山ローム

• L=86.60(:!).\.蛉|

\ 
3 号土坑

I Iこぶい褐色土 (7.5YR5/3) 砂質でロー

ム塊を含む

2 褐色土(7.5YR4/4) ローム塊を主とす

る

A- • 

A. L==86濡△＇

\ I—‘ 
4 号土坑

l 褐色土(7.5YR4/3) ローム粒を含み、

軟質

2 褐色土(7.5YR4/3) ローム塊を含み、

軟質

3 暗褐色土 (7.5YR3/4) 砂質でローム粒

を含む

A' 

A-

`
g
 
col 

• 

I► 
, 

’` 

I> 
且． L=86.00 

A
、

』
r
L
1
1
8
6
.
8
0

む
ー

塊
塊
ム

ム
ム
体
ー
含

l
l
主
口
を

ロ
ロ
塊
小
塊

で
で
ム
で
ム

質
質
一
質

l

砂
砂
口
砂
ロ

り
幻
：
り
り

C

!

!

!

!

!

 

R
J
R
J
R
J
即
R
J

Y

Y

Y

Y

Y

 

5

5

5

5

5

 

け

0
0
0
0

土
土
む
土
い
土

色
む
色
含
色
土
多
色

褐
含
褐
＜
褐
色
が
褐

Aｭ

暗
を
黒
多
暗
褐
塊
暗

1

2

3

4

5

 \ 

且'P'.ll
A. L=86.40 

9
8
1
1
T
 

a
 ••’ 

A

l

 

L=85 80ピ三三］
1 灰褐色土（7.5YR4/2) 砂質で黒色土塊 7 呈｝土共冗
含む

2 褐色土(7.5YR4/4) ローム粒多い

3 茶褐色土(7.5YR3/2) As-B とローム

粒を含む

4 褐色土 (7.5YR4/3) 小ローム塊含む

5 褐色土 (7.5YR4/3) As-C を少量含む

6 褐色土 (7.5YR4/4) ローム粒多い

7 暗褐色土（7.5YR3/3) 大ローム塊多い

•’ 

B-

貰号土坑
1 褐色土 (7.5YR4/3) 砂質でローム塊、

As·C を含む

2 黄褐色土(IOYRS/8) ローム塊主体

3 灰褐色土(7.5YR4/2) 砂質でローム粒

を含む

4 暗褐色土(7.5YR3/3) 砂質でローム粒

/:e. 
多い

B' 

．且 I上且：
|> L=86.80 、

1；＿ぶば：塊：←ヽ土 (7.5YR::) 砂質で口只こ口：シニ坑
2 Iこぶい褐色土 (7.5YR5/3) 砂質

3 褐色土(7.5YR4/3) ローム粒を少量含

む

第300図 1~8 号土坑
゜ 1 : 20 50cm 
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

い！』 An l A / ¥ [  
Aミ85こ△

9号土坑

• 

.A_. L =86. 70----,---..A:. 

てご三三三プ
12号土坑

1 黒褐色土 (10YR3/2) As-C を含む

2 黒褐色土（10YR3/ 1) ローム粒を含む

A-

A... L巴三ニァローA'
ヒー一- 14号土坑

暗褐色土(IOYR3/4) プロック状、ロー

：呈二：（三ムロ塊ーニ：： [ 
A-

Aｭ

l
|
|
|
\

土
_

1 褐色土(!OYR4/6) ローム塊多い

2 黒褐色土(IOYR3/2) 砂質でローム塊

含む

A_ L=87.10 

l|\‘

_ 

• 

A-

下ニニニ三二坑
1 暗褐色士 (IOYR4/4) As-B 主体でロー

ム粒含む

2 暗褐色土(IOYR4/4) ローム塊含む

A' 

A-

AL=86．裔 A’

\ 
11号土坑

暗褐色土(lOYR3/4) 砂質

暗褐色土OOYR3/4) ローム塊含む

3 黒褐色土(10YR3/2) 大ローム塊含む

r 
II 
答

さ

且［［
18号

／口＼且

旦． L=86. 70 

A
、

第301図 9~18号土坑

13 • 18号土坑
暗褐色土(IOYR3/3) As-B を含む

褐色土 (IOYR4/4) As-C とローム塊含

む

3 黒褐色土 (IOYR3/2) As-C とローム粒

含む

4 褐色土(IOYR4/4) ローム塊多い

A
 A

 

A. L =86.40 y.A:._ 

• L=86ミー／ 上 下二ニ三声三三戸：：号土坑
完 1 黄褐色土 (IOYR5/8) 砂質でAs•B を含

2 15号土坑 む
2 褐色土(IOYR4/4) As-B を主とする

3 褐色土 (IOYR4/4) As-B とローム塊を

含む

I
l
|
¥

f
 
A' 

A_ L = 86. 30'---1..---". _A:. 

コ土坑
褐色土(IOYR4/4) ローム粒多い

褐色土(IOYR4/4) 暗褐色土塊を含む

3 にぶい黄褐色土(IOYR5/4) ローム主

体

4 地山

0 1 : 20 50cm 
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第 3 章検出された遺構と遺物

A-

: ［：口□□三：□ l :：色土 (IOYR2/2) 砂と AsB を少黛

△)卜((◎ I 寸X. A// \\'• 

A_  L =85.00 

＼坑

--

a／／ーニ―

A 

.A_. L =85.40 

•A 

•• A (/ \\\’\ •’ 

25号土坑

1 黒褐色土(10YR2/2) ローム粒と As-B

を含む

2 黒褐色土（lOYRZ/3) 小ローム塊を含

む

• 

_A'__ A_ L = 85.10 

ー＝＝ニニニニプ―
24号土坑

1 黒褐色土(10YR2/2) ローム粒と As-B

を含む

• 

A_ 

丁ニニニニコー
20号土坑

23号土坑

• 

ー
~
A
-

• 

A-

゜

1 

---j 
21号土坑

1 黒褐色土 (10YR2/2) 砂と As-B を少屎

含む

吋

: 叫 col
_A_ L =85. 70 _ _l{_ 

<---
26号土坑

1 黒褐色土(lOYR2/3) 小ローム塊を含

む

A 

l :：：言。冒儡へ：、・ロBーを：三三三三／
3 黒褐色土(IOYR2/2) ローム粒と As-B

を含む

A’ 

1 : 20 

• 

A 

キヽ＃

第302図 19~27号土坑
50cm 
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

-rp.¥ I 叫 IIO

A 

I 
‘‘--_,,./ 

A-

A' 

A.L=85.60<$>-¥..A:. 

1 ニロ：ロロニm|
2 暗褐色土(IOYR3/4) ローム粒を少量
含む

3 褐色土(IOYR4/4) ローム粒を含む

— 

2 暗褐色土 (IOYR3/3) As-C と炭化物を
含む

3 赤褐色土 (5YR4/6) 焼土粒が多い
4 褐色土(IOYR4/6) As-C と炭化物を含

む

A-

A-

• A' 

瓦.L =86.50 A' 

ァ亨
31号土坑

• 

•’ 

A-

[
、

T 30号土坑

• 

A 
L =87.20 

褐色土(!OYR4/6) As-C を少量含む
にぶい黄褐色土(IOYR5/4) ローム粒
主体
3 にぶい黄褐色土(IOYR5/4) ローム塊
多い

A' 

1 褐色土(7.5YR4/6) プロック状
褐色土(7.5YR4/6) I 層より明るい
褐色土(7.5YR4/4) ローム粒多く均質
明黄褐色土(IOYR6/6) ローム粒主体
暗褐色土(7.5YR3/4) 粘性あり、ロー

ム粒主体

A. // 
n) ~\ t.li. 

A-

A_ 叉―- l -
A' 

L=87.10 

\ 

l
l
し
、
―

A' 

A.  L=86.60 .•’ 

てニニニプ―
38号土坑

l 黒褐色土(IOYR3/2) 砂質で、 As-C と

As-B含む 1 褐色土(IOYR4/4) 2 号道路側溝埋土
2 黄褐色土(IOYR5/8) 砂とローム塊の
互層

第303図 28~32 • 34 • 35 • 38 • 41号土坑
゜ 1 : 20 50cm 
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第 3 章検出された遺構と遺物

A-

.A_ L=87.00 •’ 

゜ 1 : 30 lm 

A-

軽石とローム塊多い人為的埋土

ローム塊主体

l
l
什
り
卜

36号土坑

• A 

A' 

37号土坑

•- ---------.•’ 

六
39号土坑

I • 2 暗灰褐色土表土
3 黒褐色土 (10YR3/2) 炭化物と軽石粒

を含む

4 ローム塊主体

A-

A: 

こ
40号土坑

1 黒褐色土 (IOYR3/2) 砂質でAs-C など

の軽石を含む

2 ローム塊主体

li//------‘‘ 

ム｛

• 

,l|\

— 

•’ A-

A-

\ 

A: 

A' 

•’ 
L =85冗二二
1 黒褐色土(IOYR3/2) As-B と砂を含む

2 黒褐色土(IOYRZ/2) 粘性あり、 As-C

を少量含む

45号土坑
2 

1 暗褐色土 (10YR3/3) ローム塊多い

2 黒褐色土 (10YR3/2) 砂質でしまる

44号土坑

゜ 1 : 20 50cm 

第304図 36 • 37 • 39 • 40 • 44 • 45号土坑
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

A-

~: 

1 暗褐色土 (IOYR3/3) Hr-FP 、 As-C を少量含みしまる

2 黒褐色土(IOYR2/2) Hr-FP、 As-C を少量含みしまる

3 暗褐色土(IOYR3/3) Hr-FP、 As-C を少量含みやや軟質

暗褐色土(IOYR3/4) Hr-FP 、 As-C 、ローム粒を含む

黒褐色土 (IOYR3/2) 4 層に近似、ローム粒少ない

褐色土(IOYR4/4) 軟質で粘性あり

黒褐色土(IOYR3/2) ローム粒多い

暗褐色土(IOYR3/3) Hr-FP、 As-C を含み軟質

/ 
I 

• A :I I¥.A'. 
\ 

I 
I 

\ \ 

A r, =85 qo ¥ ••’ 

—---

•’ 三 46号土坑
43号土坑 暗褐色土(JOYR3/3) 砂質でローム塊多い

黒褐色土(JOYR3/2) 粘性帯びる

1 暗褐色土(IOYR3/4) 砂質でローム粒とAsB を含む

暗褐色土(IOYR3/3) 砂質でAs·B を含み、しまる

黒褐色土(IOYR3/2) 砂とローム粒含む

黒褐色土(IOYR2/2) 砂とローム粒含む

黒褐色土 (10YR3/2) 砂とローム粒含み、軟質

6 褐色土(IOYR4/4) ローム塊多い

゜ 1 : 20 50cm 

第305図 42 • 43 • 46号土坑
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第 3 章検出された遺構と遺物

—一一、一· -A_ 

A ----------
ー- L =85.90 

口 1 

2 
ー＝乏~7号土坑

A-

A 

L =85.90 

49号土坑

A_ 

• 

•’ 

A_ 

---------‘‘----、
ー、、→ヂ＝―­
,¥ 

\ •’ 

A' 

51号土坑

\ 

A 

A- L-
-- 9 

L 
2 

53号土奇＝主了

•’ 

•_' 

•’ 

••’ 

------------------- -- -- - ---
ー、
/~、1 | /— 
I I ¥I 
I I II 
I I I 

A. r 1 11 A' 

¥ I I! I¥.,/  / 
¥ l 

•. \、=-----------------／△
L =86.80 

1 

47号～54号土坑 2 48号土坑
1 暗褐色土 (10YR3/3) 砂質でローム塊多い

黒褐色土(lOYR3/2) 粘性帯びる

黒色土 (10YR3/l) 砂質でしまる

`` ヽ \ 

I 
I ----t--r=-

A-

A-

A-

第306図 47~54号土坑
゜

Aｭ

\ 

A: 

54号土坑

1 : 20 

A' 

A. ゞ==----~ A' 
L = 85. 90 --------------. --

1 

ｷ9-

2 

50号土坑

Aｭ

ー

A-

52号土坑

50cm 
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

／ーーニ
/ 

/ 

( 
/ 

• (¥ 

\\ 

A

l

 

文

A-

A
 

1
1
1
1

り
~

L 85  □□ 
55号土坑

• 
A. 

A-

---------

A-

A-

•’ 

• 

Aｭ

\ 

L =85.80 

1 

2 

56号土坑

• 

A' 

L =85.90, 
1 

----——`----z• 

•- 3 >万一-仁.) 57号土坑

• ••’ 

A-
••’ 

A
 L
1
1
8
5
.
8
0
 

f;:i::. 

一

A-
• 

55号～61号 •70号土坑

1 暗褐色土(IOYR3/3) 砂質でローム塊多い
2 黒褐色土(IOYR3/2) 粘性帯びる

3 褐色土(IOYR4/4) ローム塊多い

黒色土(IOYR3/l) 砂質でしまる

黒褐色土(IOYR2/3) 粘性帯び、ローム塊多い

B /( 
58号 ＼旦

~I / 1 —‘‘ ll •’ • 

B' 
A `‘ 

第307図 55~61 • 70号土坑
゜ 1: 20 50cm 
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第 3 章検出された遺構と遺物

A-

A.L=86. l<l—--

[ 

ー［／―＝―-

• 

A 

1 

62号土坑

¥ 

_A_ L=86.00 

一ニニ-
64号土坑

•’ 

• 

2
 や

・

62号 •63号 •64号 •66号土坑
1 暗褐色土(IOYR3/3) 砂質でローム塊多い

2 黒褐色土(IOYR3/2) 粘性帯びる

』
r
L
1
1
8
6
.
0
0

/ 
ウ

\ \\ 

一--

旦 67号 IL¥ 66 且

B' 且 L=85 90 
＼ア｀

|そ \ _ 
63 • 66 • 67号土坑

\ 叫

A- •’ 

ク
クシ

: 
AQニロロロニ：土：

第308図 62~68号土坑

1 暗褐色土(IOYR3/3) ローム塊多い

暗褐色土 (IOYR3/3) ローム塊少ない

黒褐色土 (IOYR3/2) ローム塊を少量含む

4 暗褐色上(IOYR3/3) ローム塊少ない

0 1 : 20 50cm 
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

• 

69号土坑

A-

A.L=87.60 

A-

A-

' 
•’ 

73号土坑
75号土坑 76号土坑 A_ 

A-

A 
ー•L =86. 70 

A. 

• 

/~A-

•’ 

•_ 

A' 

71号土坑

[
、
―

• 

A.  L =86. 70 .•’ 

\--—~号土坑
•’ 

• 

工---77号土坑 ー

• 

•’ 

A_ 

A-

78号土坑
第309図 69 • 71~80号土坑

A
-
A
ｭ

ー
、
＿

A.  L=86.00 

\――-―ノー
79号土坑

吋
叫

•’ 

。

o
v
.
9
0
0
1
1
T
2
 

A

-

T

1

 坑土号
。
゜
8
 50cm 
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第 3 章検出された遺構と遺物

A
-
A
-L =86.40 

ェニニニ二
81号土坑

A-

A-

• 

••’ 

-g 、
V

84号土坑

\ 

• 

A ゞミー一イグ • 

•’ 

□ 
孔ーゴ臼

\ 

88号土坑

B-

Aｭ

\ 

•’ 

<1 
1 暗褐色土(!OYR3/3)

B' 

S
I
.
9
0
0
1
1
T
V
 

坑土号2
 
8
 

As-B とローム塊含む

Aｭ

l
l
\

、
一

•. ` ／グ．A＇L =86.00 

; 
•/ 

<l;I <l;I 
83号土坑

と|之|

一

<!;I <!;I 

85号土坑

• ＼□□] 
公． L=86.20 

91号

90 • 91号土坑

A-口
A —•L =86.30 

•’ 

/~A-

•’ 

92 • 94号土坑
暗褐色土(lOYR3/3) 軟質でローム粒含む
暗褐色土(10YR2/3) しまり、ローム塊含む

L
1
1
8
6
.
2
0
 

A
 

102号

B, 
---

A' 

|ど
旦．~ L =86.20 

93号・ 102 ーコ三二三こ丁
1 暗褐色土(!OYR3/3) 軟質でローム粒含む
2 黒褐色土 (IOYR3/2) 軟質でAsB とローム粒含む
3 黒褐色土(IOYR3/2) ややしまり As-B とローム粒含む

B' 

第310図 81~85 • 88~94 • 102号土坑
゜

1 : 20 50cm 
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3 古墳時代以降の遺構と遺物

\\{ "'.,,: A n l, 0 ¥, 

A./( A 

AL＝詞可―— •' A_ ¥¥--</ A' 

\5号土坑L=86

叫

_A L=86．沐こ三 A’ 

ヘ~-
97号土坑

I I I I 115号 ) I A A 11 ^^..  

巨

呂
II 

• 
叫

,, m-|入，115号土坑
しまり、 As•B を含む

A L =86. 70 

1 褐色土(lOYR3/4)

しまり、ローム塊を含む

—l 

2 褐色土(IOYR3/4)

I 

98 • 115号土坑

| //] 
• 「 I A 

A)- < }] • 
`/ A' 

A \ L=86 ¥30 ‘←——m1旦＋坑•’ 
\ ノ A' -• L =86. 70 

100号土坑

A-
• 

A.L~6.20 ＼ミニン／ ・△~

ヘ___r
104号土坑

• • 

A’ 

105号土坑

1 暗褐色土(IOYR3/3) 軟質でローム粒含む

2 黒褐色土(IOYR3/2) 軟質でAs•B とローム粒含む

第311図 95~101 • 104 • 105 • 115号土坑
゜ 1 : 20 50cm 
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第 3 章検出された遺構と遺物

叫

A 「 - II r ＼へ＼ \ -¥ •’ 

I I （ジ
黒褐色土(IOYR2/3) As-B と円礫を含む

暗褐色土 (IOYR3/3) ローム粒が多い

A' ミ. U 
3 黒褐色土 (10YR2/2) As-B を含む

_A_ L=86.00 \ ＼ー／ 4 暗褐色土 (10YR3/4) ローム粒を多く含む

00 “ 
II 

叫 / 
.....i I 

／三
\ 

叫

A ~ ¥ )1 上
吋 ーI

I I 103号土坑

l- ゞ r ノ
•’ 

106号土坑

,,, 

/ 
•’ 

「 ＼ゞニ― J A (¥  )/• 
<| 吋

A-

A-

•’ 

108号土坑

A-

＼口」
坑

• 

L =85.50 

ー

• 

• 

1 暗褐色土表土

黒色土(lOYRZ/1)

黒褐色土(10YR2/3)

黒色土 (10YR2/l)

黒色粘質土地山

109号土坑

粘性帯び、炭化物と As-C を含む

軟質でローム粒と炭化物含む

粘性帯び、全体に炭化物を含む

111号土坑

第312図 103 • 106~111号土坑
゜ 1 : 20 50cm 
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•' 

• 

112 • 113号土坑

.A_ L=86.20 

A-

A-

3 古墳時代以降の遺構と遺物

叫叫

A-

叫 A' 

114号土坑

馬褐色土(IOYR3/2) ローム塊含む

暗褐色土(IOYR3/4) 黒色土塊を含む

3 暗褐色土(10YR3/3) シルト塊を含む

• ]/ Al  會
A
-
|ー
↑

A
-

L＝ロロニニここ土坑

¥
 

A- •’ 

• 

舟ロニ］△＇
121号土坑

ー
、
―

A- A-

A' 

119 • 120号土坑

• 

123号土坑

A \--ー／／ A'
只86.20 - ~ 

土坑

第313図 112~114 • 116~121 • 123 • 124号土坑
゜ 1 : 20 50cm 
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\\[ '1l:. 
\ 

A 11 II .A:. A /( • • 

A. L=86.:~. .A:. 

三
122号土坑

..fl_ ~ _A' 
L =86.00 

[
125号土坑

A _ 、\---ーン •' 

126号土坑

A-

• 
L=vv. 

l ヽ
2 
- -

127号土坑

A' 

122号～128号土坑
1 暗褐色土 (10YR3/3)

2 黒褐色土（10YR3/2)

A-

A- • 

••’ 

•’ 

A. L=86．言△＇

℃二二二丁
128号土坑

砂質でAs-A と As-B を含む

As-B とローム粒を含む

A-9 

A
 

･ V
-

一
-L----

•’ 

1 表土

138号土坑
2~5 7 号住居跡埋土

6 暗褐色土 (10YR3/4) Hr-FP と As-C 、焼土を含む

7 褐色土(IOYR4/4) 6 層に近似、やや明るい

l 褐色土(10YR4/4) しまり、ローム粒含む 8 褐色土(IOYR4/6) ローム粒主体

2 黄褐色土(IOYR5/6) ローム塊含む 9 暗褐色土(10YR3/3) 焼土塊を含む
3 暗褐色土(10YR3/4) 軟質でローム粒含む 10 暗褐色土(IOYR3/4) 粘性帯び、 As-C を含む
黒褐色土(IOYR2/2) 粘性帯び軟質 11 黒褐色土(10YR3/2) ローム粒と As-C を含む

暗褐色土 (10YR3/4) 軟質でローム塊含む 12 黒褐色土(lOYR3/3) ローム粒とローム塊多い

第314図 122 • 125~128 • 138 • 140号土坑 ゜ 1: 20 50cm 
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q̀ 

A-

ー
ー
ー
ー
＼
一
ー
A' 

．旦'

2| 

A.L=87.20 
A' 

133号

且 L =87.20 

134号
135号
B' 

~.L=87.20 
131号

132号

129号

旦． L=87.20
131号

132号 135号

第315図 129~135号土坑

．立

134号

旦'

゜ 1 : 20 50cm 
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A-
A 

A-

¥
A
-

A-

A-

A-

141号土坑

黒褐色土地山と黒色土の混土

黒褐色土 やや砂質

3 黒色土

褐色土 (10YR4/4)

褐色土(lOYR4/4)

3 褐色土 (10YR4/4)

暗褐色土 (10YR3/4)

暗褐色土 (10YR3/3)

• 

ぶ

-ニ□三ごこ］：46号土坑
暗褐色土(IOYR3/3) 砂質でローム塊を少量含む

褐色土 (10YR4/6) ローム粒多い

A 
A' 

/¢•

A-

•_ \、\/A

A 

151号土坑

• 

142号土坑
砂質でHr-FAを少量含む

粘性帯びローム粒とローム塊多い

粘性帯びローム塊多い

ローム塊と黒色土塊の混土

ローム粒と黒色土塊が多い

1 黄褐色土(!OYRS/6) 全体にローム粒含む

2 • 3 褐色土 (!OYR4/4) ローム塊を含む

4 黒褐色土(IOYR2/3) ローム粒を含む

A
 

• 

A_ L=87這←—-- K 

K~6 

立
143号土坑

1 Iこぶい黄褐色土(IOYRS/4) 黒色土塊とローム塊を含む

黒褐色土 (10YR3/2) ローム塊多い

にぶい黄褐色土(IOYRS/4) 黒色土塊とローム塊を含む

4 暗褐色土 (10YR3/4) ローム塊が多い

5 暗褐色土(10YR3/4) 大ローム塊が多い

6 地山

A_ 

Aｭ

[
、
―

_A_ _L=89.2『------ 1 ーソ A' 

1 

2 

3 147号土坑

4 1 :・：：：三［三三竺ン塊含む
--- ーー五

第316図 141~143 • 146 • 147 • 151 • 152 • 154号土坑

A' 

_A_ L=85玉合‘---ノ • 

□ 154号土坑

l 黒色土とロームの混士

゜ 1 : 20 50cm 
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A
 

A' 

• 

A. L=86.20 A 

A L =88.0。 A'

工157号土坑

貯蔵穴

叫

A 

A_ L =88.20 

159号土坑

: L□□□□ :¥ A
-
A
-

゜

L =88.30 

ゴ、

A
-
A
- L =88.30 ロロ

-=フ乙 1 叫

A'g 窃. >
II 
..-l 

叫
A' 

1 : 40 lm | 
• 

△こ

ー／
161号土坑

-
二：

162号土坑
163号土坑

A-

A. L=88.30 

A 

• 

_A_ L =88.30 

• 

• 

A' 

165号土坑

第317図 153 • 157 • 159~165号土坑
゜ 1 : 20 50cm 
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B-

_A_ L =88.20 A-

o
l
.j
l

り
上

|
B
-
豆
召

1
1
T
u
l

且 L=88.20 
B' 

167号土坑 b

A □ 
.A_ L=88.30 \ 

[
、
―A
-
A
-ロ

168号土坑
土1 叫

I||\‘

t 

A-

A_ 

A-

167号土坑 c

¥¥  

A' 

171号土坑ロ1 褐色土（10YR4/4) Hr-FP 、 As·C 、ローム粒を含む

2 暗褐色土(lOYR3/4) ローム粒を含む

3 黒褐色土 (10YR3/3) 小ローム塊を含む

4 地山

: L□: 
•’ l 暗褐色土 (10YR3/4) Hr-FP と焼土粒を含む

2 褐色土(lOYR4/4) ローム粒を多く含む

3 暗褐色土 (10YR3/4) ロームと黒色土の混土

185号土坑 -. 0 

第318図 167(a~c)~169 • 171 • 172 • 184 • 185号土坑

184号土坑 1 : 20 50cm 
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A-

J
 立

.A_ L=88.30 

旦L=88.~旦＼
てニニ上ーび

174号土坑 ~-L=88.30 

l 黒褐色土(lOYR3/2) ローム塊を少量含む

2 褐色土 (10YR4/4) ローム粒多い

A' 

C' 

ロロロ＼
A. L=88.20 l 

℃三三コ―
176号土坑

暗褐色土(lOYR3/3) 表土

黒褐色土(lOYR3/2) 砂質でローム粒含む

3 黒褐色土 (10YR2/2) 砂質でローム塊含む

A-

／
／
よ
ー•’ 

A' 

182号土坑

175号土坑

l 暗褐色土(lOYR3/4) Hr-FPを少量含む

2 黄褐色士 (10YR5/6) ローム粒主体

3 褐色土 (10YR4/4) しまり、ローム粒を含む

1~3 褐色土 ローム塊多い

4 褐色士 ローム塊と焼土を含む

゜ 1 : 20 50cm 

A 
―•「 178号

旦 □□□
Jl.. L=88.00 • 

旦

B' 

゜ 1 : 30 lm 

第319図 173~182号土坑
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A-

I

A

 

A' 

L =86 
\ 

183号土坑

_A L =85.60 _};__ 

¥ 187号土坑

A_ 

A-

A-

• 

B-

叫
~
A
­

土

l ．上＇

/L 

I, \— 

/ 
/ 

A' 

A 

A

l

 

186号土坑

1 暗褐色土(IOYR3/4) ローム塊を含む

2 暗褐色土 (IOYR3/3) ローム塊と黒色土塊含む

3 暗褐色士 (IOYR3/3) 砂質で黒色土塊を含む

4 • 5 黒褐色土(IOYR3/2) 砂質

6 黒褐色土(IOYR2/3) 砂質でローム塊を含む

L=85 
1号土坑

/

]

[

 

A

-

A

-

A
 

A 
L =88.00 

189号土芯三三二八

A' 

暗褐色土(lOYR3/3) Hr-FP 、 As·C 、ローム粒を含む

黒褐色土 (10YR2/3) Hr-FP多い

暗褐色土 (10YR3/3) ロームとAs-C を少旦含む

黄褐色土 (IOYRS/6) ローム主体

黒褐色土(lOYR3/2) 砂質で炭化物と焼土を含む

i A' A
 

L ：ロロニ土：
l 褐色土(10YR4/4) As-B とローム塊多い

暗褐色土 (IOYR3/3) 小ローム塊を含む

暗褐色土(IOYR3/4) 砂質でローム粒多い

A 
1 暗褐色土(10YR3/3) As-B とローム粒を含むー

_A:_ 2 暗褐色土(10YR3/3) ローム粒多い
3 褐色土 (10YR4/4) ローム粒、ローム塊多い

192号丘\~--
且． L=88.10.Ji'. 

A' 

A' 

A' 

A 

1 暗褐色土(lOYR3/3) As-B と砂を含む

暗褐色土(lOYR3/3) 1 層にローム粒含む 3 197号土坑
暗褐色土(10YR3/3) ローム粒、ローム塊多い

• 

＼二二
193号土坑 1 暗褐色土(IOYR3/4) Hr-FP と小ローム塊を含む ゜ 1 : 20 50cm 

第320図 183 • 186~189 • 191~193 • 195~197号土坑
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I► I► 

B-

l
l
l
u

卜

T

A

l

A

ｭ

l
o
i

□]
』

A

A

-

B' 
暗褐色土(lOYR3/3) As-B とローム塊を含む

暗褐色土(lOYR3/3) 1 層よりローム少ない

3 黄褐色土 (10YR6/8) ローム粒、ローム塊主体

I> |-旦． L=88.10 I~, l 旦

5＼口
194号土坑

A_ •’ 

1 黒褐色土(IOYR3/2) 砂質

2 • 3 黒色土(!OYR2/I) As-C を含む

4 黒褐色土(IOYR2/3) As-C と焼土を少量含む

5 暗褐色土 (!OYR3/4) 褐色土塊を含む

6 褐色土(IOYR4/4) ローム塊を含む

A
 

3 

198 • 199号土坑
1 暗褐色土(IOYR3/3) As-B と砂を含む

2 暗褐色土(10YR3/3) I 層にローム粒含む

3 褐色土(IOYR3/4) ローム粒、ローム塊多い

A
 

A-

A' 

A' 

] 暗褐色土(!OYR3/4l ローム塊を含む

2 黒褐色土(IOYR2/2) ローム塊を含む

3 褐色土(IOYR3/4) ローム粒、ローム塊多い

4 • 5 暗褐色土(IOYR3/4) ローム塊と黒色土塊が多い

A' 

ー
ー
l
u
↑

A. L =85.40 

A' 

A' 
A' 

.A_ L =88斎~..A:.
_-L---ゃ

l 暗褐色土 (!OYR3/3) As-B とローム粒を含む
203号土坑

2 褐色土(IOYR4/4) ローム塊多い

¥ --「
204号土坑

゜ 1 : 20 50cm 
第321図 194 • 198~201 • 203 • 204号土坑
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31号土坑 | 32号土坑 | 42号土坑

/” 
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\、、

\ 
\ 

I

¥
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6
 

I

`

¥

¥

 

' 

□□□~9 
゜

\ 

/ --/ 

こ

□10 
103号土坑

7 □□□〕8

ヽ

\\) 
\ 

11 
1 : 3 10cm 

第322図 2 • 31 • 32 • 42 • 103号土坑出土遺物
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9//¥¥  I \ 
口

( / \ 

I(¥  

14 

13 

// 

— \ I 

I \ 

\ 

\ 
＼一

15 \ 
----—• 16 

I 

／—-一～ \ 
~o 

` -'¥ !)— 巳ニコ 018
I 20 

゜
| 
5cm \ I f 1 : 2 
121号土坑 I

17 I ／贔口言疇l ｀ミ19:
103号土坑I 135号土坑 I

゜
1 : 3 10cm 

第323図 103 • 121 ・ 135 • 148号土坑出土遺物
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゜ 1 : 3 10cm 

151号土坑

゜ 1 : 1 2-5cm 

164号土坑

゜

37 

D 
1 : 3 10cm 

第324図 151 • 164号土坑出土遺物
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こ

交、。38
0 ［ニニ---―’⑥ 39 

゜ 1 : 2 5cm 

0 1 : 1 2. 5cm 
184号土坑

口
44 

189号土坑

゜ 1 : 3 10cm 

第325図 184 • 188 • 189号土坑出土遺物
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表 7 土坑一覧 (1)

土坑番号 位 置

1 号土坑 6 区 L-0

2 号土坑 5 区 F-16

3 号土坑 5 区 E-16

4 号土坑 5 区 C-16

5 号土坑 5 区A-16

6 号土坑 5 区D-14

7 号土坑 5 区 B-10

8 号土坑 5 区 B-15

9 号土坑 5 区 B-11

10号土坑 5 区K-13·14

11号土坑 5 区G-6 • 7 
12号土坑 5 区H-6

13号土坑 5 区G-5 • 6 
14号土坑 5 区 F-4

15号土坑 5 区FG-5

16号土坑 5 区 F-5

17号土坑 5 区 F-3

18号土坑 5 区G-5

19号土坑 4 区 P-10

20号土坑 4 区 P-10

21号土坑 4 区Q-9

22号土坑 4 区Q -11

23号土坑 4 区0-9

24号土坑 4 区0-8• 9 
25号土坑 4 区0-8

26号土坑 4 区M-6

27号土坑 5 区G-17

28号土坑 4 区XY-18

29号土坑 4 区X-19

30号土坑 5 区LM-11

31号土坑 5 区 E-20

32号土坑 3 区 B-19

33号土坑 欠番

34号土坑 3 区 C-20

35号土坑 3 区BC-21

36号土坑 3 区 C-21

37号土坑 3 区CD-22·23

38号土坑 3 区 B-23

39号土坑 3 区 B-19

40号土坑 3 区DE-22

41号土坑 3 区 B-19

42号土坑 6 区KL-0

43号土坑 4 区M-7

44号土坑 4 区W-3

45号土坑 4 区W-3

46号土坑 4 区V-1

47号土坑 4 区V-0
48号土坑 4 区V-0

49号土坑 2 区U-24

50号土坑 4 区X-2

51号土坑 4 区U-0
52号土坑 4 区 P-3

53号土坑 4 区Q-1
54号土坑 4 区Q-1
55号土坑 4 区Q-l

56号土坑 4 区Q-1

57号土坑 4 区0-5

58号土坑 4 区M-5

59号土坑 4 区M-5

60号土坑 4 区 L-4

31-f 

平面形

円

（円）
円

円

円

（円）
円

楕円
円

円

円

不整円
円

円

円

円

楕円
円

円

円

円

円

円

楕円
円

長方
（楕円）
楕円
不定
長方
長楕円
楕円

円

（円）

不整楕円
長方
円

不整円
円

（円）

不定
長方
長方
円
長方
長方
長方
長方
長方
長方
長方
長方
（長方）
円

長方
長方
長方
長方
長方

規（長軸 x短模軸） 深さ 主軸方向 出土遺物 備 考

58X55 17 
45x- 10 灰釉皿
38X36 18 
50X47 30 
51 15 
65X58 43 
78 23 
65X55 35 N-40° —E 2 基の柱穴か

60 8 
63 8 
75X70 11 
60X53 17 
67 18 
82 17 
73 14 
70 11 
78X60 18 N-10° —E 2 基重複

75 13 
60 15 
58 8 
73 17 
57X43 30 
35 2 
60X48 6 
72 15 
130X60 10 N-4ｰ-W 
72X33 11 N-30ー -W 
103X87 17 2 号溝を切る

98X48 12 2 基重複か

105X43 23 N-69ー -W 
95X20 8 N-62ー -W 須恵杯
108X75 73 染付皿 2 号道路を切る

60 28 
68X58 17 
90X65 23 
250X 142 45 N-52ー -W 

60 11 
55X- 8 
68 10 
95X- 60 
182 X 140 20 甕、壺
72X- 20 N-90'-E 
90X58 30 N-88ー -W 
53 17 
88X57 30 N-90ー -E 
93X54 27 N-4ー -E 
96X50 32 N-1ｰ-W 
95X52 31 N-3ｰ-W 
86X53 30 N-lー -W 
93X56 28 N-2ｰ-W 
120X64 25 N-88ー -W 
83X63 20 N-85ー -W 
80X58 16 N-82ー -W 
62 28 
90X52 23 N-88ー -W 
100X63 28 N-75ー -W 
118X58 15 N-8ｰ-W 
90X50 20 N-90=-E 
102X50 18 N-3ｰ-W 



3 古墳時代以降の遺構と遺物

表 8 土坑一覧 (2)

土坑番号 位 置 平面形 規（長軸 x短模軸） 深さ 主軸方向 出土遺物 備 考

61号土坑 4 区 L-3. 4 長方 94X57 15 N-14ー -E 

62号土坑 4 区 L-3• 4 長方 146X59 20 N-2°—E 
63号土坑 4 区M-4 長方 -X52 10 N-87° —E 
64号土坑 4 区M-3 長方 100X58 11 N-89ー -W 

65号土坑 4 区 0-4 長方 (112) X 67 24 N-8T-W 

66号土坑 4 区M-3•4 長方 (120) X 56 , N-6ー -E 
67号土坑 4 区M-4 長方 116X60 11 N-2 ー-E 

68号土坑 4 区N0-4 長方 94X75 23 N-1 °—E 
69号土坑 4 区0-3 長方 116X67 20 N-85ー -W 

70号土坑 4 区M-5 長方 (90) X 50 18 N-88ー -E 

71号土坑 4 区U-1 長方 95X52 28 N-86ー -W 

72号土坑 2 区K-20 長方 77X52 13 N-5ｰ-W 

73号土坑 2 区K-21 長方 58X46 10 N-85ー -E 

74号土坑 2 区 L-21 長方 78X- 5 N-78° —E 
75号土坑 2 区 L-21 長方 68X56 15 N-79ー -E 

76号土坑 2 区 L-21 長方 -X47 13 N-7T-E 

77号土坑 2 区 L-21 長方 69X51 17 N-73ー -E 

78号土坑 2 区M-21 長方 74X50 23 N-80ー -E 

79号土坑 2 区M-21 正方 45X45 8 N-90° —E 
80号土坑 2 区N-22 円 73 • 63 • 42 25ｷ14 3 基重複

81号土坑 2 区0-22 （円） 53 10 

82号土坑 5 区B-3 長方 100X56 17 N-2° —E 
83号土坑 4 区 S-2 長方 82X53 4 N-86ー -W 

84号土坑 4 区 S-2 長方 84X52 15 N-81ー -W 

85号土坑 4 区 S-3 長方 86X48 17 N-81'-W 

86号土坑 欠番

87号土坑 欠番

88号土坑 2 区0-24 円 50 8 

89号土坑 4 区 P-0 円 58 13 

90号土坑 2 区 0-24 円 58 8 

91号土坑 2 区 0-24 長方 65X33 17 N-72° —E 
92号土坑 2 区N-23 円 53 19 

93号土坑 2 区N-23 隅丸方 55X52 13 

94号土坑 2 区N-23 不整円 60X52 13 

95号土坑 2 区N-23 長方 56X36 11 

96号土坑 2 区0-21 隅丸方 58X55 8 

97号土坑 2 区0-20 不整長方 68X50 8 N-80ー -W 

98号土坑 2 区N-18 長方 82X42 5 N-75ー -E 

99号土坑 2 区 P-17 不定 80X70 27 

100号土坑 2 区 P-19 不整楕円 65X47 10 N-12° —E 1 ・ 2 号掘立と重複

101号土坑 2 区 P-23 楕円 70X59 10 

102号土坑 2 区0-23 円 55 8 

103号土坑 4 区N-4 （円） 120 X 103 62 礫12点 井戸か

104号土坑 2 区M-24 円 55 8 

105号土坑 2 区 L-23 隅丸長方 82X55 8 N-5ー -E 

106号土坑 2 区Q -17 隅丸長方 93X62 11 N-80ー -W 

107号土坑 2 区 R-17 隅丸長方 77X64 12 N-85ー -W 

108号土坑 2 区 R-16·17 隅丸正方 90X80 11 N-7° —E 
109号土坑 2 区 R-16 楕円 80X47 30 N-22ー -E 

llO号土坑 2 区 S-16 楕円 67X53 14 N-27° —E 
111号土坑 4 区U-2 長方 102X67 13 N-85ー -W 

112号土坑 2 区Q -23 長方 65X46 11 N-89ー -E 

113号土坑 2 区Q -23 長方 75X48 12 N-82ー -E 

114号土坑 2 区T-18 不定 105X88 42 

115号土坑 2 区N-17•18 長方 115X73 27 N-13ー -W 

116号土坑 2 区 R-20 長方 86X77 20 N-89ー -E 

117号土坑 2 区 s-21 不整方 74X65 16 礫

118号土坑 2 区T-21 不明 83X- 25 

119号土坑 2 区T-22 不整楕円 138X87 16 N-26° —E 
120号土坑 欠番
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表 9 土坑一覧 (3)

土坑番号 位 置

121号土坑 2 区0-20

122号土坑 3 区 B-24
123号土坑 3 区A-24
124号土坑 2 区Y-24

125号土坑 2 区X-24
126号土坑 2 区X-24
127号土坑 2 区X-23
128号土坑 2 区X-23
129号土坑 2 区G-24

130号土坑 2 区G-23
131号土坑 2 区G-23
132号土坑 2 区H-23
133号土坑 2 区 G-23

134号土坑 2 区G-23
135号土坑 2 区H-23
136号土坑 2 区G-21

137号土坑 欠番
138号土坑 2 区G-22
139号土坑 2 区 I -23 
140号土坑 2 区H-24
141号土坑 4 区R•S-1
142号土坑 2 区M-5
143号土坑 2 区 R-6

144号土坑 1 区Y-10
145号土坑 2 区 B-11

146号土坑 1 区X-8
147号土坑 1 区W-6
148号土坑 1 区M-6

149号土坑 2 区M-7
150号土坑 2 区N-7
151号土坑 2 区 I -21 
152号土坑 2 区 I-21

153号土坑 2 区J -21

154号土坑 4 区X-3

155号土坑 4 区W-2

156号土坑 4 区V-1
157号土坑 1 区X-9

158号土坑 欠番
159号土坑 1 区Y-5~7
160号土坑 1 区W-5
161号土坑 1 区X-5

162号土坑 1 区W-6
163号土坑 1 区X-6
164号土坑 1 区X-5 • 6 
165号土坑 1 区X-5
166号土坑 1 区V-5
167a号土坑 1 区W-4
167b号土坑 1 区W-4
167c号土坑 1 区W-4
168号土坑 2 区A-5
169号土坑 1 区Y-8
170号土坑 欠番
171号土坑 1 区Y-12

172号土坑 1 区W-10

173号土坑 1 区T-5
174号土坑 1 区T-5
175号土坑 l 区ST-5
176号土坑 1 区T-6
177号土坑 1 区W-10
178号土坑 1 区x-11
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平面形

（長方）
円

円

楕円
円

円

円

円

長方
（長方）
長方
長方
隅丸方
隅丸長方
隅丸長方

不定

長方
円

不定
不整長方

（円）
円

（円）
円

長方
長方
円

不整円
不整円
長方
長方

（長方）
長方
楕円
不定
長方

（長方）
（長方）
長方

長方
長方
（長方）
（長方）
長方
長方
長方
長方
長方
（長方）

円

（円）
（長方）
長方
長方
不明
（長方）
長方

規（長軸 X短模軸） 深さ 主軸方向 出土遺物 備 考

55 X (44ペ 25 N-5ー -E 煙管 1 • 2 号掘立と重複
66 8 
53 3 
54X40 11 
46 16 
72 19 
69 14 
53 , 
65X40 26 N-84ー -W 
-x (45) 11 
102X53 26 N-84ー -E 
72X53 23 N-4ー -E 
61X50 24 N-86° —E 
70X57 18 N-85° —E 
95X45 20 N-83ー -E 短頸壺
115X- 19 

96X70 67 N-8ー -E 
47 4 
118X- 65 7 号住に切られる
97X60 8 N-89ー -W 
62 28 
68X53 25 
-x- 43号住を切る
67 5 26·27号住を切る
75X53 12 N-80° —E 
104X87 26 N-89ー -E 
35 11 杯
50 15 
32 15 
56X44 48 N-2° —E 皿寛永通賣 墓、 15号住を切る
70X60 48 N-2ｰ-W 
159 X (50) 26 N-7ｰ-W 
100X60 15 N-86ー -W 
140X35 21 N-80ー -E 
90X- 6 
70X52 20 N-9° —W 25号住と重複

490X30 30 N-2ｰ-W 土坑群
-X25 20 N-86ー -W 
83X25 25 N-88ー -W 
96X30 21 N-88ー -W 
145X26 11 N-5° —W 
133X23 24 N-1ｰ-W 砥石
120X22 17 N-1 °—E 
82X25 8 N-82ー -E 21号住を切る
144X28 24 N-90ー -E 39号住を切る
88X24 21 N-90ー -E 
110X31 30 N-90' —E 
126X24 28 N-90ー -E 
-X28 25 N-5ｰ-W 

97 28 31号住を切る
(80) 40 
-X63 17 N-10ー -W 
90X47 15 N-5° —w 
140X93 94 N-29ー -W 
(60) x- 16 
-X26 22 N-3ｰ-W 
86Xl8 20 N-1ｰ-W 



表10 土坑一覧 (4)

土坑番号 位 置 平面形 規（長軸 x短模軸）
179号土坑 1 区X-10 溝状 -X35 

180号土坑 1 区X-10 長方 152X30 

181号土坑 1 区X-11 長方 87X24 

182号土坑 1 区X-8 （円） (77) 

183号土坑 1 区Y-7 （円） (50) 

184号土坑 1 区Y-8 円 55 

185号土坑 1 区XY-8 方 72X58 

186号土坑 4 区M-7 不整円 60X45 

187号土坑 4 区M-7 （楕円） 85X-

188号土坑 2 区 E-14 長方 120 X 77 

189号土坑 2 区 E-11 円 78X73 

190号土坑 欠番

191号土坑 2 区 B-8 （円） (63) 

192号土坑 2 区 C-10 不明 -x-

193号土坑 2 区 C-10 （方） -X-

194号土坑 2 区J -8 • 9 不整円 163 X 156 

195号土坑 2 区 I -9 円 58 

196号土坑 2 区 ]-9 円 48X45 

197号土坑 2 区k-9 円 53X48 

198号土坑 2 区 I -10 円 55 

199号土坑 2 区 I -10 円 53 

200号土坑 2 区 I-10 円 45 

201号土坑 2 区 I -13 不整長方 85X55 

202号土坑 欠番

203号土坑 2 区G-11 （円） 85X48 

204号土坑 2 区 F-12 円 73 

(10) 遺構外出土遺物

ここでは古墳時代以降の遺構に伴わない、もしく

は帰属する遺構が判然としない出土遺物のうち、帰

属時期の明らかなものと特殊な遺物について取り上

げた。

1 区で取り上げた古墳時代の杯と滑石製臼玉は、

いずれかの竪穴住居跡に伴うものであろう。

2 区では、竪穴住居跡に伴うと推定される古墳

～平安時代の土器類のほかに、瓦 1 点が出土してお

り 26 • 27号溝で区画される遺構との関係を示唆して

いる。近世以降のものでは、染付植木鉢や砥石、煙

管、寛永通賓が出土したが、いずれも調査区中央に

存在した屋敷跡と墓に伴うものだろう。

4 区出土の手づくね土器 2 点は、 1 号井戸の祭祀

にかかわる遺物の可能性がある。なお 4 • 5 区でも

煙管と寛永通賓が出土しており、近世以降の墓が分

布していたことを知る。

3 古墳時代以降の遺構と遺物

深さ 主軸方向 出土遺物 備 考

8 25号住を切る

26 N-1 ー-E 

15 N-1ｰ-W 

25 24号住に切られる

17 
38 煙管、寛永通胄

52 N-89ー -E 

8 
29 
38 N-76ー -E 杯 50号住を切る

15 尚杯 48号住を切る

24 
53 54号住と重複

30 N-60° —E 54号住と重複

25 
22 
17 
21 
8 
12 
8 
45 N-17° —E 17号溝を切る

5 N-10° —E 楕円土坑と重複か, 
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3 古墳時代以降の遺構と遺物
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1.鉄器・鉄滓の金属学的解析

第 4 章 科学分析及び建築学的考察

1. 鉄器・鉄滓の金属学的解析

岩手県立博物館赤沼英男

群馬県前橋市今井に立地する今井道上・道下遺跡

からは、土器を始めとする関連出土品によって 6

~10世紀代と推定される住居跡と、鉄生産関連炉が

検出されている。鉄生産関連炉周辺からは、表面に

赤錆が析出した小さな鉄塊と相当量の鉄滓が出土し

ており、住居内もしくはその周辺で使用する鉄器の

自給がなされていたものと解釈することは容易であ

るが、生産の具体的内容については不明である。

鉄生産関連炉の性格と住居跡への鉄器の供給を明

らかにすることを目的として、財団法人群馬県埋蔵

文化財調査事業団から、同遺跡より出土したものの

うち 8~10世紀代に比定可能な鉄器ならびに鉄滓、

およびほぼ同時代に比定される隣接の二之宮谷地遺

跡出土鉄器の金属学的解析を依頼された。

解析の結果、鉄生産関連炉は外部より供給された

銑鉄を素材とし、脱炭材として砂鉄を使用し鋼を製

造するという鋼精錬炉である可能性が高いことが判

明した。また、遺跡内での鋼の製造と併行して、製

品鉄器の供給もなされていたことが明らかになっ

た。群馬県上野国分僧寺・尼寺中間地域、東京都別

所遺跡、および長野県吉田川西遺跡などにみられる

ように 1)~3)、関東地方においても平安期には鋼精錬

が行われていた可能性の高いことが指摘されてはい

るが、今回の分析によって、奈良時代にまで遡る可

能性のある鋼精錬炉跡が関東地域においても確認さ

れたことになる。さらに、銑鉄塊の供給地としては

大陸をも視野に入れて検討しなければならないな

ど、律令時代の東日本におけるの鉄・鉄器生産と流

通システムの見直しにつながる重要な情報が得られ

たものと判断される。以下に上述の結果が導き出さ

れた実験の過程を報告する。

1. 分析資料

分析した資料は、今井道上・道下遺跡から出土し

たNu 1 釘、 No.1 3鉄滓を始めとする鉄器 5 点、鉄滓 8

点、および鉄塊 2 点、二之宮谷地遺跡から出土した

No. 6 鎌を始めとする鉄器 7 点の合計22点である。分

析を行った資料の出土遺構の詳細を表11に、鉄器の

外観を第329図に、鉄滓の外観を第336図に示す。

2. 分析用試料の調製

鉄器からの分析用試料の採取は、ダイヤモンド

カッターを装着したハンドドリルを用い、鉄器の形

状を損ねることのないよう細心の注意を払って行

なった。鉄滓については、ほぽ中心線に従って 2 つ

に切断し切断面の一方の中央部分から分析用試料片

を採取した。採取した試料片を 2 分し、一方は粉砕

した後化学成分分析に、もう一方は組織観察に供し

た。

3. 分析方法

組織観察用試料は樹脂に埋め込み、表面の垂直面

をできるだけ浅く削り取った後、ダイヤモンドペー

ストを用いて仕上げ研磨を行った。研磨の工程では

試料中の化学成分の溶出を避けるため、水を一切使

用しない方法をとった。研磨した試料は金属顕微鏡

によるミクロ観察に供し、さらに鉄器中に見いださ

れた非金属介在物、および鉄滓の生成反応を推定す

るうえで重要と判断された鉱物については EPMA

によりその組成を決定した。

化学分析用試料は王水・ふっ化水素酸を使って完

全に溶解し、誘導結合プラズマ発光分光分析法(ICP

-AES 法）により各含有成分を定量した。

4 分析結果ならびに考察

4-1 鉄器の化学成分

表12は鉄器から採取した試料片の化学成分分析値
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である。Nn 3 板状鉄器およびNn12鎌のT.Fe

は100％に近く、健全なメタル試料が分析に

供されている。 Nn 1 釘、 No.4 刀子、および

NQl0鎌については83.01 、 75.65、 80.17％を

とっており、主として黒錆と健全なメタル

とから成る試料が分析に供されたが、他の

7 点のT.Fe は52~68％の間にあり、錆化

が相当に進んでいる。

表11 鉄器・鉄滓分析資料

No.1 釘からは銅 (Cu) 分が0.197%、マン

ガン (Mn) 分が0.326% 、 No. 3 板状鉄器、

Nn 8 鋤先からはりん（ P) 分がそれぞれ0.

184% 、 0.131％検出されている。一方、 No.9 

釘には P分、コバルト (Co) 分がそれぞれ

0.099% 、 0.048% 、 No.10鎌には Co 分が0.

069% 、 NQ11鎌には Cu 分、 Ni分、 Co 分が

それぞれ0.065% 、 0.078% 、 0.142％含有さ

れている。

No. 1 釘およびNo.3 板状鉄器から検出され

た Cu 分、 Mn 分、 P分が、もとの健全な地

金に含有されていたことは明らかである。

Cu 分、 Ni分、 Co 分については埋蔵環境下

から富化される可能性はほとんどない。

No. 9 釘、 No.10 • No.11鎌に銅のような鉄以外

の金属によって製作された遺物が付着して

いたという事実も認められないことから、

上述の 3 点の鉄器に含有される Cu 分、 Ni

資料名

No. l 釘

No. 2 刀子

No 3 板状鉄器

No. 4 刀子

No. 5 釘

No. 6 鎌

No. 7 刀子

Nu8 鋤先

No. 9 釘

NulO鎌

Nol1鎌

Nul2鎌

No13ガラス質鉄滓

No.14 11 

No.15 鉄滓

No.16 11 

No.17 11 

No.18 11 

No.19 11 

No.20 11 

No.21 鉄塊

No.26 11 

出土地

今井道上・道

下遺跡

JI 

JI 

JI 

II 

二之宮谷地遺

跡

II 

II 

JI 

II 

II 

II 

今井道上・道

下遺跡

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

分、 Co 分も、それぞれの鉄器の製作に使用された地 だすことができなかった。

金に始めから含有されていたものとして扱うことが

出土遺構 時代（推定）

11住 8 C後～ 9C

月ヽ1J9 

11住 JI 

44住 9C 前

60住 9C後

1 鍛冶 8~lOC 

8 住 9C後

19住 lOC 

35住 8C前

58住 9C後

24住 9C 

50住 8C 

43住 8C 

1 鍛冶 8~lOC 

II II 

II II 

II JJ 

II JJ 

II JI 

II II 

II }} 

II II 

II JI 

できる。 No.8鋤先およびNo. 9 釘から検出された P分 4-2 鉄器から採取された試料片のマクロおよび

については、埋蔵環境下からの富化の可能性もある。 ミクロ組織

このような場合、同じ埋蔵環境下にあった他の鉄器 第330図ー 1-aJまNo. 2 刀子から採取した試料片

との化学成分上の対比を行う必要があるが、ここで のマクロ組織である。灰色部は黒錆、暗灰色部は赤

は困難である。従って、これら 2 点の鉄器から検出 錆、黒色部は亀裂および欠落孔に対応する。採取し

された P分については、もとの健全な地金に含有さ た試料片の断面中央部分には黒錆層が残存している

れていた可能性のあることを述べるにとどめてお ものの、他は赤錆層と欠落孔からなり、錆化が相当

に進んでいる。第330図ー 1-a2 は第330図ー 1-al

なお、 No. 2 刀子、 No. 4 刀子、 No. 6 鎌、 No. 7 刀子、 の領域A部のミクロ組織であるが、内部に微細な黒

およびNo.12鎌については、化学組成上の特徴を見い 点群によって構成される組織が認められる。第330図
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第 4 章科学分析及び建築学的考察

-1-a3 は第330図ー 1-a2の枠で囲んだ部分をさ

らに高倍で観察したものであるが、黒点群は島状組

織（第330図ー 1 に Cm の符号を付している）を形成

している。この島状組織はもとの健全な鋼における

パーライト相 [aFe とセメンタイト (Fe3C)の共晶組

織］中のフェライト (aFe) が失われ、セメンタイト

が欠落することによって生じた組織とみなすことが

できる 4)。島状組織の占める面積割合から、もとの健

全な地金は炭素含有量0.1~0.2％の鋼と推定され

る。第330図ーC1 • C2 • C3 、 d, • d2 、g,. g2から明らか

なように、同様の組織はNo. 4 刀子、 No. 5 釘、 No.1 0鎌

にも見いだされ、炭素含有量はそれぞれ0.3~0.4% 、

0.3~0.4% 、 0.1~0.2% と評価される。

第330図ー 1 -e2 • e3 はNo. 8 鋤先から採取した試料

片のミクロ組織である。金属光沢を示す細線状の結

晶が残存しているが、これは、もとの健全な鋼にお

けるパーライト相中のセメンタイトと判定される。

この組織からもとの健全な地金の炭素含有量は0.

2~0.3％と評価される。第330図ー 1 -d1•d3、およ

び第330図ー 2-t • f2 から明らかなように、 No. 5 釘

の領域D2部ならびにNo. 9 釘にも同様にセメンタイ

ト、もしくはその欠落孔が観察される。 No. 5 釘につ

いては緻密であることから炭素含有量0.5％強の鋼

が、また、油 8 鋤先については炭素含有量0.1~0.2%

の鋼が使用されたものとみなすことができる。

第330図ー 1-b2は第330図ー 1-b1領域 B 部、

No. 3 板状鉄器から採取した試料片のミクロ組織であ

る。内部に片状をした組織が認められるが、これは

初析セメンタイトの欠落孔の可能性が高い5)。 N叫3

板状鉄器には過共析鋼6)が配されていたものと推定

される。今後、金属光沢を示す結晶を見いだし、

EPMA による分析によって初析セメンタイトであ

ることを確認する必要があろう。

なお、第331図にはNo.1 釘、 No. 6 鎌、 No. 7 刀子、

No.11 • No.12鎌のマクロ組織を示しているが、これら

5 点の試料片からはもとの健全な地金の状態を推定

できる組織を見いだすことができなかった。
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4-3 鉄器から採取した試料片に見いだされた非

金属介在物組成

第332図はNo.1 釘から採取した試料片に見いださ

れた非金属介在物の EPMA による 2 次電子像と反

射電子像、ならびに定性分析結果である。介在物は、

FeO-Si02-Al203系のガラス質けい酸塩からなる。ガ

ラス質けい酸塩中の Fe 濃度はきわめて低い。

第333図はNo.6 鎌から採取した試料片に見いださ

れた非金属介在物の EPMA による分析結果を示し

たものである。介在物は灰色の粒状化合物、ウスタ

イト（理論組成： FeO) 、暗灰色を呈した FeO-MgO­

Si02系化合物（ F: マグネシウムを固溶した鉄かん

らん石と推定される）、および FeO-Si02-Al203-

CaO-K20-P 20s-MgO-S03系のガラス質けい酸塩に

よって構成されている。

第334図はNo.1 1鎌から採取した試料片に見いださ

れた非金属介在物の EPMA による分析結果であ

る。介在物は灰色の FeO-Ti02-Al203-V20s系のチタ

ン化合物（T) と黒色の FeO-Si02-CaO-MgO-凡05

系のガラス質けい酸塩からなる。第335図から明らか

なように、 No.2刀子、 No. 5 釘、 No. 7 刀子、 No. 9 釘、 No.12

鎌の介在物にもチタン化合物が認められた。

なお、 No. 3 板状鉄器、 No. 4 刀子、 No.8 鋤先、 No.IO

鎌には非金属介在物を見いだすことができなかっ

た。

4-4 鉄滓の化学組成

表13は鉄滓から採取した試料片の化学成分分析値

である。資料の切断の段階で、 No.21 については鉄滓

中に健全なメタルの残存が認められたので、メタル

部分のみを摘出し、鉄滓とは別に分析した。No.21B は

摘出したメタルの化学成分分析値であるが、Co 分が

0.056％と高レベルにある。また、 Si分、 Al 分はそ

れぞれ0.332% 、 0.049％であり、メタル中の不純物

は少ないといえる。一方、 No.21A、すなわち鉄滓部分

の T.Fe は60.11％を示しており、鉄滓のほかに黒

錆、もしくは赤錆が残存していたものと推定される。

Si分、 Ca 分、 Al 分、 Mg分はそれぞれ3.95% 、 0.
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第 4 章科学分析及び建築学的考察

303% 、 0.861% 、 0.215％含有されている。これらの

値を基に、 (CaO+MgO) /Si02、 (CaO+MgO) / Al2 

03を計算するとそれぞれ0.092 、 0.477 となり、後者

については通常の粘土のそれ［通常の粘土では

(CaO+ MgO) /Si02、 (CaO+MgO) / Al203がいず

れも概ね0.1 となる］よりも高値を示す。

表13から明らかなように、 No.13 を始めとする他の

9 点の鉄滓のT.Fe も一様に48％を越している。ウ

スタイトおよび FeO-Si02系化合物が相当に残存し

ており、一部には鉄錆の混入もうかがえる。さらに、

No.13、 No.1 4 、 No.15 、 No.1 6 、 No.18 、 No.20、 No.26鉄滓の

Ti分はいずれも 1 ％強であり、チタン化合物の残存

をも示唆している。なお、 (CaO+MgO) /Si02 ヽ

(CaO+ MgO) / Al20心、 No.1 8鉄滓を除きやはり通

常の粘土のそれよりも高い。

4-5 鉄滓から採取した試料片のマクロおよびミ

クロ組織

第337図一bl はNo.1 4鉄滓のマクロ組織、第337因

-b2 は同図一bl領域凡部のミクロ組織である。灰色

の角状を呈した化合物（H) とやや暗灰色の柱状を

した化合物(F) 、および微細な結晶が析出したマト

リックス (M) からなる。第338図に示す EPMA に

よる分析結果によれば、化合物(H)は、 Ti分を固

溶した FeO-Al203系の化合物、化合物 (F) は FeO­

MgO-S恥系の化合物［マグネシウムを固溶した鉄

かんらん石： 2 (Fe,Mg) 0 • SiOよ推定される］

であり、マトリックスには Fe、 Si、 Al、 Ca、 K 、 Na、

P 、 Tiが含有されている。化合物 (H) の端部には

Ti濃度の高い、明灰色の領域がみられる。 FeO-Al2

03-Ti02系の融液が冷却する過程でまずチタン濃度

の低い FeO-Al203系化合物が析出し、つぎにその化

合物の回りに Ti濃度の高い FeO-Ti02-Al203系化

合物が析出したものと考えられる。投入された砂鉄

が還元され、分解したことによるのであろう。

第337図ーC1 はNo.15鉄滓のマクロ組織、同図ーC孔ま

同図ーC!、領域 C1部のミクロ組織、第337図ーC3 は同

図一らを高倍で観察したものである。第339図の
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EPMA による分析結果が示すように、 Ti分、 Al 分、

Si分を微量に含む灰色の粒状をした化合物 (W) 、灰

色の角状をした FeO-TiO,-Al203-V20s系のチタン

化合物 (T) 、 Al 濃度の高い暗灰色の FeO-Ti02-Al2

〇澤化合物（H) 、やや暗灰色を呈した FeO-MgO­

SiO澤化合物 (F) 、および FeO-SiO,-Al203-CaO-K2

O-Na20-MgO-P205系のガラス質けい酸塩(D)に

よって構成されている。第337図ーa1 • a2 • a3 、 d1 • 

d2 • d3 、 e1 • e2 • e3 、fI • f2 • f3 、gl • g2 • g3 、 h1 • h2 • 

h3 、 k, • k2 ・比から明らかなように、同様の組織は

No.13 、 Nul6、 No.17 、 Nul8、 Nul9、 Nu20 、 No.26鉄滓に

も認められる。なお、 Nul7鉄滓に観察された粒状の

化合物は Ti分、 Al 分を微量に含む化合物であるこ

とが、 EPMA による分析によって確認されている。

厳密には、 Nul3をはじめとする他の 6 点の鉄滓に見

いだされた粒状の化合物 (W) もウスタイト（理論

組成： FeO) ではなく、上述と同じ可能性がある。一

方、 Nul9鉄滓のミクロ組織には、化合物 (W) の内

部にチタン化合物と推定される微小な結晶が析出し

た様子を観察することができる。 FeO-TiO,-Al203系

の融液が冷却する過程で 2 相に分離し結晶化したも

のと考えることができる。いずれにしても、この化

合物の生成経路については、今後 EPMA による精

密な分析結果を基に慎重に検討する必要があろう。

第337図一h はNu21鉄塊のマクロ組織である。灰色

の黒錆層と暗灰色の赤錆層に鉄滓が貫入している様

子が観察される。また、組織のいたるところには黒

色の気泡発生の跡と推定される欠落孔が認められ

る。第337図一i吐こ示す、領域 I1部のミクロ組織によ

ると、貫入した鉄滓は、灰色の粒状化合物 (W) （ウ

スタイト、もしくは Ti分と Al 分を微量に含むチタ

ン化合物と推定される）、暗灰色の化合物(F) [FeOｭ

MgO-SiO系化合物と推定される］、およびガラス質

けい酸塩からなる。第337図ーi3、同図ーi4 は、それぞ

れ同図―hの領域 I2 ヽ Lのミクロ組織である。後者の

黒錆層からはもとの健全な地金の状態を推定するこ

とができなかったが、前者には金属光沢を示す柱状

の結晶 (P-Cm) とその欠落孔が観察される。第340



図はNo.2 1鉄塊の黒錆層に見いだされた結晶 (P

-Cm) の EPMA による分析結果であるが、 Fe と炭

素（ C) が高濃度に検出されている。結晶形を考慮

すると初析セメンタイトと判定される。

第337図一j 1 叫はNo.21鉄塊に付着した鉄滓部分から

採取した試料片のマクロ組織と、マクロ組織の枠で

囲んだ部分（領域Jl部）のミクロ組織である。灰色

の鉄錆に鉄滓が入り込んでいる。第341図の EPMA

による分析結果によると、鉄滓はウスタイト (W) 、

FeO-MgO-SiO澤化合物（ F) 、および Fe 分をわず

かに含む Si02-Al203-K20-Na20 系のガラス質けい

酸塩からなる。これら一連の組織観察によって、No.21

鉄塊は生成した過共析鋼に鉄滓が貫入したものであ

ることがわかる。

4-6 鉄器の製作に使用された地金の材質

ミクロ組織観察によって、分析を行った12点の鉄

器はすべて鍛造鉄器であることが明らかである。

鋼の製造過程において砂鉄が使用された場合、砂

鉄中の FeO-Fe203-Ti02系のチタン化合物は炉内の

温度と還元状態に応じチタン分が濃縮された化合物

へと変わり、その一部が非金属介在物中に残る。従っ

て、非金属介在物中にチタン化合物が見いだされた

Nu 2 刀子、 No. 5 釘、 Nu 7 刀子、 No. 9 釘、 Null • Nul2 

鎌については、一応砂鉄の使用によって製造された

鋼によって製作されたものとみることができる”。

ただし、 No11鎌には Cu 分、 Ni分、 Co 分がそれぞれ

0.065% 、 0.078% 、 0.142％含有されている。脈石中

に Cu 分、 Ni分、 Co 分を随伴する鉄鉱石（おそらく

は磁鉄鉱）を始発原料として生産された銑鉄を素材

とし、脱炭材として砂鉄を使用する鋼精錬により製

造された鋼を用いて製作された可能性が高い。なお、

Nu 2 刀子、 Nu 7 刀子、 No. 9 釘にも Co 分が0.03％強含

有されている。それほど高い値ではないが、脈石中

に Co 分を随伴する特殊な磁鉄鉱、またはそれに Ti

分が加わったものが始発原料として用いられた可能

性がないわけではない。もし前者であれば、 Co 分の

含有量レベルの高い銑鉄を素材とする鋼精錬によっ

1.鉄器・鉄滓の金属学的解析

て製造された鋼が使用されたことになる。

一方、非金属介在物中にチタン化合物が検出され

ないNu 1 釘、 No. 6 鎌については、鉄鉱石を始発原料

として製造された鋼を用いて製作された可能性が高

いことになる。特に、 Nu 1 釘については脈石中に Cu

分、 Mn 分を随伴する鉄鉱石が使用されたのであろ

う。

非金属介在物を見いだすことができなかったNo. 3

板状鉄器、 No. 4 刀子、 No. 8 鋤先、 No.10鎌については、

鋼の製造過程での砂鉄の使用の有無については不明

である。ただし、 Co 分を0.069％含有するNo.10鎌の

始発原料は、脈石中に Co 分を含む特殊な磁鉄鉱で

ある可能性が高い。 Co 含有量が0.035％のNo. 4 刀子

についても同様の可能性がある。また、埋蔵環境か

らの富化の可能性を否定することはできないが、 0.

184％という P分および0.131% 、 0.033％という P

分、 Co 分の含有量を考えると、 No. 3 板状鉄器の始発

原料には P 分、 No. 8 鋤先については P 分、 Co 分の含

有量レベルの高い鉄鉱石が用いられたとみることが

できる。

上述を整理すると以下のとおりとなる。

(1) 脈石中に Cu 分、 Mn 分を随伴する

鉄鉱石を始発原料とするもの……………No. l 釘

(2) 化学成分上の特徴がみられない

鉄鉱石を始発原料とするもの………•… ••No. 6 鎌

(3) 脈石中に Cu 分、 Ni分、 Co 分を随伴

する特殊な磁鉄鉱を始発原料として生産された

銑鉄を素材とし、脱炭材として砂鉄を使用する、

鋼精錬によって製造された鋼が用いられたもの

······················································No.11鎌

(4) 砂鉄の使用によって製造された鋼を素材とする

もの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ····No. 2 刀子、 No. 5 釘

No. 7 刀子、 No. 9 釘、 No.12鎌

ただし、 No. 2 刀子、 No. 7 刀子、 No. 9 釘、 No.12鎌

については脈石中に Co 分、または Co 分と Ti

分を随伴する特殊な磁鉄鉱を始発原料とする可

能性がある。

(5) 砂鉄の使用については不明であるが、少なくと
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も始発原料は、脈石中に Co 分を随伴する特殊

な磁鉄鉱である可能性のあるもの

·······································No.10鎌、 No. 4 刀子

(6) 砂鉄の使用については不明であるが、始発原料

として脈石中に P分を含む鉄鉱石が使用された

可能性のあるもの…………………No.3 板状鉄器

(7) 砂鉄の使用については不明であるが、始発原料

として脈石中に P 分、Co 分を含む鉄鉱石が使用

された可能性のあるもの………………No. 8 鋤先

4-7 鉄生産関連遺跡の性格判定の現状

古代・中世の鋼の製造方法については未だに不明

な点が多く、幾つかの仮説が提示されているが、そ

れらを整理すると以下の 3 つの段階に区分すること

ができる。

ア．原料鉱石（砂鉄もしくは鉄鉱石）から鉄分を

抽出する段階

ィ．アで抽出された鉄分を精製し目的とする鋼を

製造する段階

ウ．イで製造された鋼から鉄器を製作する段階

以下ではアを製錬、イを精錬、ウを小鍛冶と呼ぶ

ことにする。

アの製錬によって得られる鉄塊は鋼塊と銑鉄塊の

2 つである。後者の鋼塊はそのまま小鍛冶によって

目的とする最終製品へと加工される。前者の銑鉄塊

は溶解し鋳型に注ぎ込むことによって鋳造鉄器とな

る。また、銑鉄中の炭素分を低減させる、すなわち

脱炭することによって鋼を製造することもできる。

上述を整理すると、第342図のごとくになる。

これまで古代・中世の鉄生産関連遺構の発掘調査

によって、炉跡と供に流状滓を含む相当諷の鉄滓、

鉄塊が検出され、炉周辺に利用可能な原料鉱石（砂

鉄かもしくは鉄鉱石）と木炭資源が存在すれば、そ

の炉は一応製錬炉とみなされてきた。しかし、北沢

遺跡の例にみられるように、炉跡が確認されてもそ

の炉は砂鉄を始発原料とする製錬炉ではなく、銑鉄

を素材とし脱炭材として砂鉄を使用する精錬炉であ

る可能性の高いことが遺物の金属学的解析によって
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指摘されている凡

一方、小型の火窪炉に伴って小量の鉄滓やふいご

の羽口が検出された場合には、その炉は小鍛冶のた

めの炉として扱われがちである。しかし、青森県百

石町に立地する根岸（ 2) 遺跡などのように、小鍛

冶ではなく、外部から供給された銑鉄を素材とする

鋼精錬が実施されていたと解釈しなければならない

炉跡の存在も報告されている 9)10)。

従って、鉄滓の化学組成と鉱物組成のみを根拠と

しての、あるいは炉跡の検出だけでもってただちに

遺跡の性格を判定することは困難である。炉跡に

伴って出土した鉄滓と鉄塊、および遺構内もしくは

その周辺から採取される原料鉱石の組成を総合的に

検討し、併せて炉内反応の状況を推定しながら慎重

に遺跡の性格判定を行う必要がある。

4-8 鉄滓組成からみた今井道上・道下遺跡にお

ける鉄生産関連遺構の性格

小鍛冶工程では、鍛打・加熱を繰り返して目的と

する鉄器への造形が行われるので、鍛打のときは加

熱された鋼の表面に生成する酸化鉄（スケール）が

剥離（これは鍛造薄片と呼ばれる）する。一方、加

熱のときは酸化鉄が半溶融状態になり、火窪炉の底

部に溜まる。そこで炉壁材と反応して鉄分に富む半

溶融状の鉄滓状物質を生成し、加熱炉の底で固化す

る。このようにして生成した“椀型状”（供え餅を逆

さにした形）の鉄滓状物質が、鉄関連遺跡の発掘調

査では小鍛冶滓として扱われている。従って、小鍛

冶滓は、金属鉄、錆層、ウスタイト (FeO) を主成分

とし、他にスケールが炉材と反応した際に生成する

FeO-Si02系化合物が混在した組成をとるはずであ

る。

分析を行った10点の鉄滓のうち、 No.14鉄滓と No.2 1

鉄塊に付着した鉄滓を除く 8 点にチタン化合物が見
.. 

いだされており、 No.1 4鉄滓には Ti分を微量に含む

FeO-Al20澤化合物が検出されている。また、表13の

右欄に示すように、ほとんどの鉄滓の (CaO+

MgO)/Si02 、 (CaO+MgO) / Al20心0.1~0.7の間



にある。このような組成の鉄滓を小鍛冶滓とみるこ

とはできない。考えられるのは製錬滓か鋼精錬滓の

いずれかである。 No.14鉄滓と No.2 1鉄塊を除くすべて

の鉄滓にチタン化合物が見いだされていることか

ら、前者であれば砂鉄を原料鉱石とする製錬、後者

であれば脱炭材として砂鉄を使用する鋼精錬という

ことになる。

遺跡の性格を判定する際の重要な遺物として鉄塊

系遺物がある。この鉄塊系遺物は、製錬を想定した

場合には炉内での生成物として、一方、鋼製錬を想

定した場合には脱炭途中、あるいは脱炭が完全に終

了した後の鋼塊か、始発物質である銑鉄塊のいずれ

かとして扱うことができる。

鉄生産関連炉跡からは、鉄滓が付着した鉄塊

(No.21) が検出されている。鉄塊と鉄滓の境界部分、

炉内では溶融もしくは半溶融状態のスラグ浴と鉄浴

の界面部分ということになるが、この界面部分のガ

ラス質けい酸塩中の Fe 濃度は、第341図から明らか

なように相当に低いレベルにある。今後 EPMA に

よる定量分析によりガラス質けい酸塩の化学組成を

明確にし、平衡状態図から融点を推測する必要があ

るが、常識的には相当の高還元雰囲気下で生成した

鉄滓とみなければならない。既にこの報告書におい

て述べられているように、今井道上・道下遺跡にお

いて検出された鉄生産関連炉跡は、断面の内径が約

65X40cmの楕円形であり、炉底は粘土で構築されて

いる。また、炉壁材には長辺約30cm、短辺約17cm、

厚さ約10cmの石材が使用された可能性が高く、装着

されたふいごの羽口の内径は約 2 cmであることが発

掘調査によって明らかにされている 12）。このように

炉高が低く、粘土で構築された炉床をもつ炉での操

業の場合、 Fe 分をほとんど含まないガラス質けい酸

塩が生成されるには、炭素含有量の高い鉄浴とスラ

グ浴との接触を考えなければならない。 No.21の鉄塊

部分は過共析鋼からなることが組織観察によって確

かめられており、上述の考察と分析結果とは一致す

る。さらに、過共析鋼には0.05％強の Co 分が含有さ

れている。このように高いレベルの Co 分が砂鉄に

1.鉄器・鉄滓の金属学的解析

由来する可能性は低い。過共析鋼の原料鉱石は、脈

石中に Co 分を随伴した特殊な鉄鉱石（おそらくは

磁鉄鉱）であったとみなければならない。こうして、

今井道上・道下遺跡では、砂鉄を原料鉱石とする製

錬ではなく、Co 分の含有量レベルの高い銑鉄を素材

とし、脱炭材として砂鉄を使用する鋼精錬がなされ

ていた可能性が高いことがわかる。 Nu21の過共析鋼

は、銑鉄を脱炭することによって得られた鋼塊であ

る。また、 No.17を始めとするいくつかの鉄滓に見い

だされた、ウスタイトに類似した結晶形をとる FeO­

Ti02-Al203系の化合物は、鋼精錬の最終段階で

FeO-Ti02-Al203系のスラグ融液が冷却・固化するこ

とによって生成したのであろう。なお、鉄滓中の

(CaO+ MgO) /Si02 、 (CaO+MgO) I Al203が高値

を示したのは、鋼精錬時における CaO 質材料の使用

によるものと考えることができる。群馬県地質図に

よれば今井道上・道下遺跡から南西に直線で約25km

のところに位置する群馬県多野郡神流川周辺、およ

び北東に15kmのところの山田郡渡良瀬川流域には古

生界が分布しており、石灰岩の採取が容易であ

る 13)14)

゜

4-9 今井道上・道下遺跡への鉄器・鉄塊の供給

4-6 で分類した鉄器の中で、鋼精錬炉に伴って

出土したNo. 5 釘を、精錬炉において製造された鋼を

用いて製作されたとみなすことに矛盾はない。 (4)

に分類されたNu5 釘を除く他の 4 点の鉄器、および

(5) の 2 点の鉄器についても同様に解釈できる。

一方、(1)、 (2) 、 (3) のNu 1 釘、 No.6 ·N吐1鎌は

製品として遺跡内に持ち込まれたのであろう。なお、

過共析鋼で器形が不明瞭なNu 3 板状鉄器は、鉄器製

作のための鋼素材の可能性もある。もし、この鉄器

が鋼素材であるならば、少なくとも今井道上・道下

44局住居跡では、小鍛冶による製品鉄器の製作が行

われていたとみなければならない。また、 No. 3 板状

鉄器そのものは、外部から鋼素材として供給された

か、供給された銑鉄塊を用いて遺跡内で製造された

かのいずれかである。後者の場合、 Co 分の含有量レ
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ベルの高い銑鉄塊の他に、高 P分の銑鉄塊も外部か

ら供給されていたことになる。二之宮谷地遺跡から

検出されたNo. 8 鋤先についても、遺跡内もしくはそ

の周辺において製作されたものとして扱うことがで

きる。

いずれにしても、今井道上・道下遺跡では外部か

らもたらされた銑鉄を素材とする鋼精錬による鋼の

製造と鉄器の製作が行われており、それと併行して

製品鉄器の供給もなされていたことは確実である。

既に述べた青森県百石町に立地する根岸（ 2) 遺

跡においても、同様の方法により鋼が製造されてい

たことが、出土した鉄塊ならびに鉄滓の分析によっ

て明らかにされている。銑鉄を素材とする鋼精錬が、

断面が長楕円形の半地下式竪型の炉において行われ

ていた可能性の高いことは既に指摘されているが、

より小型の簡便な炉においても実施されていたとみ

なければならない。このことは、火窪炉をただちに

小鍛冶のための炉と判定することができないことを

示している。そして、 Co 分の含有量レベルの高い鋼

塊が新潟県豊浦町に立地する真木山遺跡からも検出

されていることを考慮すると 15）、生産規模の大小の

問題はあるにしても、銑鉄を素材とする鋼の製造が、

8~10世紀の東日本の広い地域でなされていたもの

とみることができる。

最後に問題となるのが銑鉄塊の供給地であるが、

Co 分に着目すると大陸にまで視野を広げて検討す

る必要があろう。

まとめ

今井道上・道下遺跡では、石材を炉壁材に用いて

断面が内径約65X40cmの楕円形の炉が構築され、そ

の炉でもって外部から供給された銑鉄塊を素材と

し、脱炭材として砂鉄を使用する鋼の製造、すなわ

ち鋼精錬が行われていた可能性の高いことが明らか

になった。また、鋼精錬と並行して製品鉄器そのも

のも外部からもたらされていたことが判明した。そ

して、分析した試料の化学組成から、銑鉄塊や製品

鉄器そのものの供給地としては、大陸をも視野に入
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れて検討しなければならないことが指摘された。
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第329図 分析を行った鉄器の外観

1.鉄器・鉄滓の金属学的解析

-d No. 4 刀子

f N(l 6 鎌

. 
I No 9 釘

I Nnl2鎌

1l111111111l111111111l1111l1111l111111111l111111111l1 

5 4 3 2 I 0 

矢印と斜線で示した部分は分析用試料採取位置を表す。 a~e は今井道上・道下遺跡から、f~ l 

は二之宮谷地遺跡から出土したものである。
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a, 
a l. a 2. a 3 :Na 2 刀子

b1•b,:Na3 板状鉄器

c l 
C 1 • C 2 • C 3 : Na 4 刀子

d 1 • d 2.d3 :NQ 5 釘

e1 

e 1 • e2 • e3 : No8 鋤先
第330図ー 1 鉄器から採取した試料片のマクロおよびミクロ組織
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Cm はセメンタイト (Fe3C) もしくはその欠落孔、 P-Cm は初析セメンタイトもしくはその欠落孔

を表す。

マクロ組織の枠で囲んだ部分はミクロ組織観察位置である。



1.鉄器・鉄滓の金属学的解析

f1 
f1ｷ f2ｷ  f ,:Nu9 釘

g1 
~ ~ ~ ~ 

g 1.g2.g3 :Na10鎌

第330図ー 2 鉄器から採取した試料片のマクロおよびミクロ組織（つづき）

a b C 

a : Nu 1 釘 b : No 6 鎌 c : No. 7 刀子

d e 
d : Null鎌 e : Nul2鎌

第331図 No. l 釘、 No. 6 鎌、 No. 7 刀子、 No.11鎌、 No.12鎌から採取した試料片のマクロ組織
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D: ガラス質けい酸塩

335 



第 4 章科学分析及び建築学的考察

C : N(l 7 刀子 d : Nu 9 釘

e : Nu12鎌

第335図ー 2 No. 2 刀子、 Nu 5 釘、 Nu 7 刀子、 No. 9 釘、 No.12鎌から採取した試料片に見いだされた非金

属介在物のEPMAによる分析結果（つづき）
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1.鉄器・鉄滓の金属学的解析

, 

a Nul3ガラス質鉄滓

d Nol6 鉄滓

b Nul4ガラス質鉄滓

e No.17 鉄滓

C Nal5 鉄滓

9 N(l19 鉄滓

. 
I Nu21 鉄塊

..... 

f Nnl8 鉄滓

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

8 1 6 5 4 3 2 I 0 

k Na26・銑鉄

第336図鉄滓の外観

矢印は資料の切断位置である。
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a1 

a 1. a 2 • a 3 :N(l13鉄滓

b1 
b 1 • b, • b, : Nu14鉄滓

C1 
C 1 • C 2 • C 3 : No.15鉄滓

d1 
d I. d 2. d 3 : No.16鉄滓

第337図ー 1 鉄滓のマクロおよびミクロ組織

マクロ組織の枠で囲んだ部分は、ミクロ組織観察位置である。
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1.鉄器・鉄滓の金属学的解析

g 1 • g 2 • g, : Nul9鉄滓

h 1 • h 2 • h, : Nu20鉄滓

第337図ー 2 鉄滓のマクロおよびミクロ組織（つづき）
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j1 
j 1. j 2 : Na21鉄塊（鉄滓部分）

k1 
k, • k, • k 3 : Nu26鉄滓

第337図ー 3 鉄滓のマクロおよびミクロ組織（つづき）
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2 出土土器胎土分析
X線回析試験及び電子顕微鏡観察―

1 実験条件

1-1 試料

分析に供した試料は表14胎土性状表に示すとおり

である。 X線回析試験に供する遺物試料は洗浄し、

乾燥したのちに、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料

として実験に供した。

電子顕微鏡観察に供する遺物試料は断面を観察で

きるように整形し、cplOm/mの試料台にシルバーペー

ストで固定し、イオンスパッタリング装置で定着し

た。

1-2 X線回析試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定

はX線回析試験によった。測定には日本電子製JDX

-8020X線回析装置を用い、次の実験条件で実験し

た。

Target: Cu, Filter: Ni, Voltage : 40Kv, Curｭ

rent: 30mA, ステップ角度： 0.02゜，計数時間： 0.5

ESC。

1-3 電子顕微鏡観察

土器胎土の組織、粘土鉱物及びガラス生成の度合

についての観察は電子顕微鏡によって行った。観察

には日本電子製T-20を用い、倍率は35、 350、 750、

1500、 5000の 5 段階で行い、写真を撮影した。35~350

倍は胎土の組織、750~5000倍は粘土鉱物及びガラス

の生成状態を観察した。

2 実験結果の取扱い

実験結果は表14胎土性状表に示すとおりである。

表14右側にはX線回析試験に基づく粘土鉱物及び造

岩鉱物の組織が示してあり、左側には、各胎土に対

する分類を行った結果を示している。 X線回析試験

結果に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の各々に記載さ

れる数字はチャートの中に現われる各鉱物に特有の

2 出土土器胎土分析

卸第四紀地質研究所井上 巖

ピークの高さ（強度）をm/m単位で測定したもので

ある。電子顕微鏡によって得られたガラス量と X線

回析試験で得られたムライト (Mullite) 、クリストバー

ライト (Cristobalite) 等の組成上の組合せとによっ

て焼成ランクを決定した。

2~1 組成分類

1) Mo-Mi-Hb三角ダイアグラム

第343図上に示すように三角ダイアグラムを 1~13

に分割し、位置分類を各胎土について行い、各胎土

の位置を数字で表した。 Mo、 Mi、 Hbの三成分の含

まれない胎土は記載不能として14にいれ、別に検討

した。三角ダイアグラムはモンモリロナイト (Mont)、

雲母類（Mica) 、角閃石(Hb) の X線回析試験にお

けるチャートのピーク高を、パーセント（％）で表

示する。モンモリロナイトはMo/Mo+Mi+ Hb x 100 

でパーセントとして求め、同様にMi, Hb も計算し、

三角ダイヤグラムに記載する。三角ダイアグラム内

の 1~4 はMo, Mi, Hbの 3 成分を含み、各辺は 2

成分、各頂点は 1 成分よりなっていることを表して

いる。位置分類についての基本原則は第343図上に示

すとおりである。

2) Mo-Ch, Mi-Hb菱形ダイアグラム

第343図下に示すように菱形ダイアグラムを 1~19

に区分し、位置分類を数字で記載した。記載不能は

20 として別に検討した。モンモリロナイト (Mont)、

雲母類 (Mica) 、角閃石(Hb) 、緑泥石 (Ch) の内、

a) 3 成分以上含まれない、 b)Mont, Chの 2 成分

が含まれない、 c) Mi, Hbの 2 成分が含まれない、

の 3 例がある。菱形ダイアグラムはMont-Ch, Mica 

-Hbの組合せを表示するものである。Mont-Ch,Mica 

-HbのそれぞれのX線回析試験のチャートの高さを

各々の組合せ毎にパーセントで表すもので、例えば、

Mo/Mo+ChXlOO と計算し、 Mi, Hb, Ch も各々同
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様に計算し、記載する。菱形ダイアグラム内にある

1~7 はMo, Mi, Hb, Chの 4 成分を含み、各辺は

Mo, Mi, Hb, Chのうち 3 成分、各頂点は 2 成分を

含んでいることを示す。位置分類についての基本原

則は第343図下に示すとおりである。

2-2 焼成ランク

焼成ランクの区分はX線回析試験による鉱物組成

と、電子顕微鏡観察によるガラス量によって行った。

ムライト (Mullite) は、磁器、陶器など高温で焼か

れた状態で初めて生成する鉱物であり、クリストバー

ライト (Cristobalite) はムライトより低い渦度、ガ

ラスはクリストバーライトより更に低い温度で生成

する。これらの事実に基づき、 X線回析試験結果と

電子顕微鏡観察結果から、土器胎土の焼成ランクを

I~Vの 5 段階に区分した。

a) 焼成ランク I :ムライトが多く生成し、ガラス

の単位面積が広く、ガラスは発泡している。

b) 焼成ランク II :ムライトとクリストバーライト

が共存し、ガラスは短冊状になり、面積は狭くな

る。

C) 焼成ランク III :ガラスのなかにクリストバーラ

イトが生成し、ガラスの単位面積が狭く、葉状断

面をし、ガラスのつながりに欠ける。

d) 焼成ランク IV: ガラスのみが生成し、原土（素

地土）の組織をかなり残している。ガラスは微小

な葉状を呈する。

e) 焼成ランク v: 原土に近い組織を有し、ガラス

は殆どできていない。

以上の I~Vの分類は原則であるが、胎土の材質、

すなわち、粘土の良悪によってガラスの生成量は異

なるので、電子顕微鏡によるガラス量も分類に大き

な比重を占める。このため、ムライト、クリストバー

ライトなどの組合せといくぶん異なる焼成ランクが

出現することになるが、この点については表14の右

端の欄に理由を記した。
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3 分析結果

3-1 タイプ分類

分析は今井道上・道下（以下、今井）遺跡の土器

10個、および、粘土採掘坑露頭断面から採取した粘

土11点に対して行った。表14胎土性状表に示すよう

に、前年度分析した隣接の二之宮谷地（以下谷地）

遺跡、二之宮洗橋（以下洗橋）遺跡の土器と粘土も

記載してある。タイプ分類はこの 3 遺跡の土器と粘

土全体に対して行った。表14 • 15に示すように土器

と粘土はA~L の12タイプに分類された。最も多い

タイプはD タイプの10個次いで、 L タイプの 8 個、

F タイプの 6 個、 H タイプの 5 個、 G タイプの 4 個、

E タイプの 3 個、 B、Jタイプの各 2 個、 A 、 C 、

I 、 K タイプの各 1 個となっている。土器と粘土は

表15タイプ分類一覧表に示すように、土器は土器の

組成、粘土は粘土の組成をもっており、組成的には

分析した粘土と土器は関連性が薄いように見受けら

れる。土器と粘土の組成が一致するのは B 、 D 、 H

タイプだけである。今井道上・道下遺跡の焼成粘土

塊は土器の組成と一致する。

今井道上・道下遺跡の土器は電子顕微鏡によるガ

ラスの分析では、中粒のガラスが生成している焼成

ランクがほとんどである。

A タイプ：今井粘土ー20

Mont, Mica, Hb, Chの 4 成分を含む。

B タイプ：今井粘土ー11、洗橋一17

Mont, Mica, Hbの 3 成分を含み、 Ch 1 成分に

欠ける。

C タイプ：今井粘土ー16

Mont, Mica, Hb, Chの 4 成分を含む。組成的

にはAタイプと同じであるが、強度が異なるため

に、位置分類が異なる。

D タイプ：今井ー 2 、 4 、 6 、 7 、谷地ー 6 、 8 、

10 、 15、 18、洗橋粘土ー21

Hbl 成分を含み、 Mont, Mica, Chの 3 成分に

欠ける。今井遺跡、谷地遺跡、洗橋遺跡の土器が

含まれ、洗橋の粘土と同じ組成をする。

E タイプ：今井粘土15、 19、洗橋粘土ー23



Mica, Hb, Chの 3 成分を含み、 Mont 1 成分に

欠ける。

F タイプ：今井一 l 、 3 、 5 、 10、谷地ー 7 、洗橋

-19 

Mica, Hbの 2 成分を含み、 Mont, Chの 2 成分

に欠ける。今井遺跡の土器が主体で、谷地遺跡と

洗橋遺跡の土器と共存する。

G タイプ：今井ー 8 、 9 、谷地ー 2 、洗橋一14

Mica, Hb, Chの 3 成分を含み、 Mont 1 成分に

欠ける。組成的には E タイプと類似するが強度が

異なる。

Hタイプ：今井粘土ー12、 14、谷地ー 4 、 9 、洗橋

-16 

Mica, Hbの 2 成分を含み、 Mont, Chの 2 成分

に欠ける。組成的には F タイプと類似するが強度

が異なる。粘土と土器が含まれる。

I タイプ：洗橋ー22

Mica, Chの 2 成分を含み、 Mont, Hbの 2 成分

に欠ける。

Jタイプ：今井粘土ー13、 21

Mica 1 成分を含み、 Mont, Hb, Chの 3 成分に

欠ける。

kタイプ：今井粘土ー17、 18

Mont, Hbの 2 成分を含み、 Mica, Chの 2 成分

に欠ける。

L タイプ：谷地ー 1 、 3 、 5 、 11 、 12 、 13、洗橋一20、

洗橋粘土ー24

Mont, Mica, Hb, Chの 4 成分に欠ける。谷地

-1 と 3 は須恵器で、高温焼成のために、鉱物が

分解してガラス化したために、 4 成分が検出され

なかった。他は本来の組成で、 mAl203 • nSi02 • 

1H心（アルミナゲル）で構成される。洗橋の粘土

と共存し、土器との関連性が伺える。

以上の結果から明らかな様に、土器と遺跡より採

取した粘土はほとんどが明瞭に分かれ、土器は土器、

粘土は粘土となっている。 D タイプは最も多いタイ

プで、今井遺跡、谷地遺跡、洗橋遺跡の土器が共存

し、関連性が伺われる。 L タイプは谷地遺跡の土器

2 出土土器胎土分析

がそのほとんどで、洗橋遺跡の土器と粘土が共存す

る。今井遺跡の粘土のうち土器と同じ組成をするも

のはほとんどなく、関連性が薄いように見受けられ

る。

3-2 石英(Qt)一斜長石 (Pl)の相関につい

て

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は

粘土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがある。

土器を制作する過程で、ある粘土にある量の砂を混

合して素地土を作るということは個々の集団が持つ

土器制作上の固有の技術であると考えられる。自然

の状態における各地の砂は固有の石英と斜長石比を

有している。この比は後背地の地質条件によって各々

異なってくるものであり、言い換えれば、各地にお

ける砂はおのおの固有の石英と斜長石比を有してい

ると言える。この固有の比率を有する砂をどの程度

粘土中に混入するかは各々の集団の有する固有の技

術の一端と考えられる。第345図Qt-Pl相関図には

今井遺跡、谷地遺跡、洗橋遺跡の土器と粘土が記載し

てある。図に示すように、 I ~VIIIの 8 グループと‘‘そ

の他”に分類された。

I グループ：今井粘土ー11 、 12 、 13、 14 、 21、宮東

-21、洗橋ー24

このグループは粘土だけが集中する。石英と斜

長石の強度が低いグループである。宮東ー21 は D

タイプ、洗橋ー24 は L タイプで、ともに土器の胎

土との関連する粘土である。

II グループ：谷地ー 5 、 7 、 13

斜長石の強度が高く異質なグループ。とくに L

タイプの胎土で、 5 は甕、 7 は土製品、 13は縄文

土器と統一性がない。谷地遺跡の土器だけで構成

されるのが特長である。

III グループ：今井一 6 、 10、洗橋一14、 15、 16、 17、

18、 20、道上粘土ー22

洗橋遺跡の土器が集中するグループで、今井遺

跡の土器が共存する。 D タイプの胎土で造られた

坪で特長付けられる。今井一 6 は D タイプの坪、

今井一10 は F タイプの焼成粘土塊である。
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IVグループ：今井ー 2 、 3 、 5 、 7 、 8 、今井粘土

-15、 16、 17、 18、 19、谷地ー 4 、 6 、 8

今井遺跡の土器が集中するグループで、谷地遺

跡の土器と共存する。今井遺跡の土器は坪と甕で

或るが、ともに D タイプの胎土が主体となる。谷

地ー 6 と 8 も D タイプで、土製品である。今井の

粘土は15 と 19が E タイプ、 17 と 18がKタイプと土

器類とは組成的に異なる。

Vグループ：谷地ー10、 11、道上粘土ー23

このグループは谷地遺跡の瓦塔だけが属する。

VIグループ：谷地ー 2 、 9 、 12

谷地ー 9 と 12はともに瓦塔で、谷地遺跡の土器

と瓦塔だけで構成される。

VIIグループ：谷地ー 1 、 3

ともに須恵器で、 1 は短頸壺、 3 は椀である。

YIUグループ：今井一 9 、洗橋一19

ともに器種は甕で、統一性があり、関連性があ

るように見受けられる。

’‘その他”：今井ー 1 、 4 、今井粘土ー20

今井ー 1 は S 字口縁の台付甕で、どのグループ

にも属さず明らかに異質である。今井一 4 は D タ

イプの胎土の坪で、グループの組成と器種が同じ

であり、グループに属するものであろう。

以上の結果から明らかな様に、今井遺跡と谷地遺

跡、洗橋遺跡の土器は基本的には各々独自のグルー

プに集中する傾向が認められる。 IVグループに於て

今井遺跡の土器と今井遺跡の粘土が共存するが組成

が異なり、関連性は薄いように見受けられる。

4 まとめ

a) 今井遺跡の土器と粘土の分析結果と前年度分析

した谷地遺跡と洗橋遺跡の土器と粘土を対比し、

新たにタイプ分類を行って、 A~L の12タイプに

分類した。土器胎土と粘土とはタイプが異なり、

組成的には洗橋ー24の粘土ぐらいしか見当たらな

い。 D タイプは最も多く 10個が該当し、今井遺跡

の土器と谷地遺跡と洗橋遺跡の土器で構成される。

L タイプは谷地遺跡の土器が集中する。
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b) 電子顕微鏡によるガラスの分析では、今井遺跡

の土器は中粒のガラスが生成した焼成ランク III の

ものが主体である。

C) 石英と斜長石の相関では、 I~VIIIの 8 グループ

と‘‘その他’'に分類された。 IIIグループには洗橋

遺跡の土器が集中し、 IVグループには今井遺跡の

土器が集中し、 II 、 V~VIIグループには谷地遺跡

の土器が集中するというように、各遺跡の土器は

独自のグループを形成する。洗橋遺跡のグループ

に今井遺跡の土器が、今井遺跡のグループに谷地

遺跡の土器がともに共存し、関連性が伺われる。
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表15 タイプ分類一覧表

試 料 タイプ
NQ 分類

今井道上・道下ー20 A 

今井道上・道下ー11 B 

二之宮洗橋一17 B 

今井道上・道下ー16 C 

今井道上・道下ー 2 D 

今井道上・道下ー 4 D 
今井道上・道下ー 6 D 

今井道上・道下ー 7 D 

二之宮谷地ー 6 D 

二之宮谷地ー 8 D 

二之宮谷地ー10 D 

二之宮洗橋ー15 D 
二之宮洗橋ー18 D 

二之宮洗橋ー21 D 

今井道上・道下ー15 E 

今井道上・道下ー19 E 

二之宮洗橋ー23 E 

今井道上・道下ー 3 F 

今井道上・道下ー 5 F 

今井道上・道下ー10 F 

二之宮谷地ー 7 F 

二之宮洗橋ー19 F 

今井道上・道下一 l F 

今井道上・道下ー 8 G 

今井道上・道下ー9 G 

二之宮谷地ー 2 G 

二之宮洗橋ー14 G 

今井道上・道下ー12 H 

今井道上・道下ー14 H 

二之宮谷地ー4 H 

二之宮谷地ー 9 H 

二之宮洗橋ー16 H 
二之宮洗橋ー22 I 

今井道上・道下ー13 J 

今井道上・道下ー21 J 

今井道上・道下ー18 K 

二之宮谷地一 l L 

二之宮谷地ー 3 L 

二之宮谷地ー 5 L 

二之宮谷地ー11 L 

二之宮谷地ー12 L 

二之宮谷地ー13 L 

二之宮洗橋一20 L 

二之宮洗橋ー24 L 

348 

焼成 組成分類
備 考ランク Mo-Mi-Hb Mo-Ch,Mi-Hb 

1 1 5 区 2 号粘土採掘坑露頭

1 16 5 区 2 号粘土採掘坑露頭

III 1 16 坪

2 4 5 区 2 号粘土採掘坑露頭

III 5 20 甕 6CL

II 5 20 坪 7CL

III 5 20 坪 8E

II 5 20 甕 8E

III 5 20 土製品 9CL

III 5 20 土製品 9CL

III~IV 5 20 瓦塔 8C

III 5 20 型造り痕坪

II 5 20 硬質丸底坪

5 20 未焼成土器

6 10 5 区 2 号粘土採掘坑露頭

6 10 5 区 5 号粘土採掘坑露頭

6 10 3 号採掘鉱「へ」層

III 6 20 坪 6CL

III 6 20 甕 7CL

III~IV 6 20 焼成粘土塊

III 6 20 土製品 9CL

III 6 20 球胴甕

III 6 20 s 字台付甕 4C

III 7 , 甕 9CL

III 7 , 坪 9CL

III 7 , 土師坪 8CL

III 7 , 型造り痕坪

7 20 5 区 2 号粘土採掘坑露頭

7 20 5 区 2 号粘土採掘坑露頭

III 7 20 土師坪 9CL

III 7 20 瓦塔 8C

II 7 20 大型丸底坪

8 8 3 号採掘鉱「チ」層

8 20 5 区 2 号粘土採掘坑露頭

8 20 5 区 2 号粘土採掘坑露頭

12 14 5 区 2 号粘土採掘坑露頭

I ~II 14 20 須恵短頸壺 8CL

I ~II 14 20 須恵碗 8 CL 

III 14 20 土師甕 9CL

III 14 20 瓦塔 8C

III 14 20 瓦塔 8C

III 14 20 縄文土器中期

III 14 20 長胴甕

14 20 基盤層粘土
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Mo-Mi-Hb 

三角ダイヤグラム

口●原土

゜0 13 • 21 50 

Mont 
100% 

100% 

Mo-Ch, Mi-Hb 

菱形ダイヤグラム

。

記載不能 1 ~ 7 • 10 • 12~14 • 21 

。

第344図 三角・菱形ダイヤグラム
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1 細粒砂を混入した砂屑性粘土 (clasticcla y)

2 原土の組織を残す

今井道上道下 1

(III) 

Mica 83 

Cb 92 

Crist 207 

Qt 2855 

Pl 540 

clasticclay 

clasticclay 

nAl203•mSi02. 
I比O+glass

nAI,O,ｷmSiO,ｷ 

l比O+glass

3 マトリックスは nAI20,·mSiO,·IH心（アルミナゲル） + 

glass （ガラス）

2 出土土器胎土分析

グし←心'蕩9食心紬立／とF ` 
今井道上道下 2

' 
ヽ : 翌、 `` (III) 

が況 紐＊

—` 

£；な
ぐ？

` 9• 
5 
汀

ク～ ク： 戸よそ：：：

Hb 144 

Crist 199 

Qt 2095 

Pl 361 

Casticcay 

clasticclay 

nAl2釦mSiO,•

!H,O+glass 

nAI20,•mSiOが

IH20+glass 

1 細粒砂を混入した砂屑性粘土（clasti cclay)

2 原土の組織を残す

3 マトリックスは nAl20,·mSiOバH心（アルミナゲル） + 

glass （ガラス）

4 glass は中粒で、焼成ランクは III 4 glass は中粒で、焼成ランクは III

第349図 土器胎土電子顕微鏡写真(1)
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第 4 章 科学分析及び建築学的考察

1 細粒で、均質な粘土

2 原土の組織を残す

3 マトリックスはnAl20,·mSi02•IH20+ glass

4 glass は中粒で、焼成ランクは III

今井道上道下 3

(III) 

Mica 183 

Hb 188 

Qt 2153 

Pl 398 

clasticclay 

clasticclay 

nAl2釦mSiOが

IH,O+glass 

nAI20,·mSiOが

l凡O+glass

1 細粒砂を含む砂屑性粘土

2 glass 生成により、組織が変形

3 マトリックスはglass

4 glass は粗粒で、焼成ランクは II

第350図 土器胎土電子顕微鏡写真(2)
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今井道上道下 4

(II) 

Hb 89 

Crist 108 

Qt 1610 

Pl 237 

clasticclay 

glass 

glass 

glass 



1 細粒砂を混入した砂屑性粘土

2 原土の組織を残す

3 マトリックスは nAl20,•mSi02•1H20+ glass

4 glass は中粒で、焼成ランクはIII

今井道上道下 5

(III) 

Mica 88 

Hb 198 

Crist 136 

Qt 1704 

Pl 619 

clasticclay 

clasticclay 

nAl20,•mSiOが

lH,O+glass 

nAしO,•mSiOが

IH,O+glass 

2 

) 々
ヽ驀

と億ら
，、 ; 

ぷる、 芯

急 »s^ んぶ、.ぢ, 笞~，ぶ/1ゞ反芯姜s 

1 細粒で、均質な粘土

2 原土の組織を残す

出土土器胎土分析

今井道上道下 6

(III) 

Hb 81 

Crist 152 

Qt 1362 

Pl 686 

clasticclay 

clasticclay 

nAI,O,·mSiOが

l比O+glass

nAl,O,•mSiOが

l几O+glass

3 マトリックスは nAl20,·mSi 02 ・ lH,O+glass

4 glass は中粒で、焼成ランクはIII

第351図 土器胎土電子顕微鏡写真（3)
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第 4 章科学分析及び建築学的考察

1 粗粒砂を混入した砂屑性粘土

2 原土の組織はglass 生成により若干変形

3 マトリックスは nAしO,•mSi02•!H20+glass

4 glass は中～粗粒で、焼成ランクは II

今井道上道下 7 今井道上道下 8

(II) (III) 

Hb 194 ch(Fe) 205 

Crist 116 Mica 165 

Qt 1957 Hb 113 

Pl 596 Ch(Mg) 73 

Crist 110 

Qt 2096 

Pl 485 

clasticclay •~さ粉粁浴漢涅訊こら達ぷ匹r重■饂層閏 clasticclay 

clasticclay -.』'辺じコ？言ら·』N■W clasticclay 

glass i-•ヽ遍じ｀・鼠;L` nAl203•mSi02. 

glass 

1 細粒砂を含む砂屑性粘土

2 原土の組織を残す

1H心十glss

nAI20,ｷmSiO,ｷ 

IH20+glass 

3 マトリックスは nAl,03ｷmSiO, • lH,O+ glass 
4 glass は中粒で、焼成ランクは III

第352図 土器胎土電子顕微鏡写真(4)
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1 細粒砂を含む砂屑性粒土

2 原土の組繊を残す

3 マトリックスは nA!,O,ｷmSi02 • !H,O+ glass 
4 glass は中粒で、焼成ランクは III

今井道上道下 9

(III) 

Ch(Fe) 264 

Mica 185 

Hb 145 

Crist 100 

Qt 1843 

Pl 779 

Clasticclay 

Clasticclay 

nAしO,·mSiOが

IH心十glass

nAI2釘mSiO,·

IH,O+glass 

1 細粒砂を含む砂屑性粘土

2 原土の組織を残す

2 出土土器胎土分析

今井道上道下10

(III~IV) 

Mica 134 

Hb 355 

Crist 261 

Qt 1398 

Pl 543 

Clasticclay 

clasticclay 

nAl,O,·mSiOが

I比O+glass

nAI20,·mS i02• 
l比O+glass

3 マトリックスは nAl20,·mSi 02 ・ 1比O+glass

4 glass は細～中粒で、焼成ランクはIII~IV

第353図 土器胎土電子顕微鏡写真（5)
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第 4 章 科学分析及び建築学的考察

3
 
住居跡出土材の樹種同定

パレオ・ラボ 藤 根 久

1. はじめに

今井道上・道下遺跡は、前橋市今井町字道上・道

下地内に所在する遺跡で、旧石器時代、縄文時代、

古墳時代、奈良•平安時代、中・近世の遺構・遺物

が検出される複合遺跡である。

奈良•平安時代の住居跡では、焼失に伴う炭化材が

まとまって出土している。

その産状から住居建築材と考えられる。

ここでは、

このうち古墳時代や

これら炭化材の大半は、

これら炭化材の樹種を調べ、当時の住

居建築材の樹種利用状況について若干の考察を行う。

なお、一部の住居跡から、炭化していない生材が出

土しており、合わせて樹種の同定を行う。

2. 樹種の記載と結果

試料は、炭化材が41号住居跡20点 (6 世紀後半）、

29号住居跡 6 点 (6 世紀）、 33号住居跡 3 点 (6 世紀

後半）、 1 号井戸 1 点である。また、生材が33号住居

跡 3 点である。

戸
ー一 四部 ，竺旦巴 ／仮道管

分野壁孔

これらの試料のうち、炭化材は比較的保存の良い

硬質部分を選び、適宜手割りで横断面を作成し、実

体顕微鏡下で観察する。 この段階で同定できる試料

と同定できないものに分類する。同定される典型試

料と同定できない試料すべてについて、片刃カミソ

リなどを用いて試料の横断面（木口と同義）、接線断

面（板目と同義）、放射断面（柾目と同義）の 3 断面

を作る。各断面試料は、直径 1 cmの真鍮製試料台に

固定、金蒸着を施した後、走査電子顕微鏡（日本電

子製JSM T-100型）で観察する。 また、炭化してい

ない生材は、片刃カミソリを用いて、上述の 3 断面

を作製し、生物顕微鏡下40倍～400倍で観察・同定す

る。いずれも樹種同定は、現生標本との比較により

行う。以下に、標本の記載と同定の根拠について述

べる。

なお、材組織およびその名称について第354に示す。

記載の用語については同図を参照されたい。

有緑壁孔 ‘年輪界

三

三

三
早材部 既材部

9 • 9 9 

せん孔

三

放射組織

（放射柔細胞）

放射組織

位娃ほ頃細胞）

第354図 材組織とその名称
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表16 住居跡等出土材の樹種

N(l 遺構（時代） 取上Nu 樹 種

41号住居 (6 C 後） 1 クヌギ節

2 II 2 コナラ節

3 II 3 II 

4 II 4 クヌギ節

5 II 5 コナラ節

6 II 6 クヌギ節

7 II 7 II 

8 II 8 コナラ亜属, II , コナラ節

10 II 10 クヌギ節

11 II 11 II 

12 II 12 ヤマグワ

13 II 13 クヌギ節

14 II 14 II 

15 II 15 ヤマグワ

16 II 16 II 

17 II 17 ク リ

アカマツ Pinus densiflora Sieb. et Zucc. マツ科

第358図6a~6c.

放射仮道管、垂直および水平樹脂道、これを取り

囲むエピセリウム細胞からなる針葉樹材で、早材部

から晩材部への移行は急である（横断面）。放射組織

のうち、柔細胞の分野壁孔は窓状であり、放射仮道

管の内壁は内側に向かって鋸歯状に著しく突出して

いる（放射断面）。放射組織は、エピセリウム細胞以

外は、放射仮道管も含め単列で 2~10細胞高である

（接線断面）。

以上の形質から、マツ科マツ属のアカマツの材と

同定される。アカマツは、暖帯および温帯下部に分

布する樹高30~35m、幹径60~80cmに達する常緑針

葉樹である。

クヌギ節Quercus sect. Aegilops ブナ科第357

図2a~2c.

年輪のはじめに大型の管孔が 1~4 列並び、そこ

からやや急に径を減じたやや厚壁の丸い小管孔が放

射方向に配列する環孔材である（横断面）。道管のせ

ん孔は単ーである（放射断面）。放射組織は、単列同

性のものと集合放射組織のものとがある（接線断面）。

以上の形質から、ブナ科コナラ属のクヌギ節の材

と同定される。クヌギ節の樹木には関東地方に普通

N(l 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

3 住居跡出土材の樹種同定

遺構（時代） 取上Nu 樹 種

41号住居 (6 C 後） 18 クヌギ節

II 19 II 

II 20 コナラ節

29号住居 (6 C) クヌギ節

II 2 II 

II 3 II 

II 4 II 

II 5 II 

I/ 6 II 

33号住居 (6C) 1 ク リ

II 2 II 

II 3 II 

II 4 アカマツ（生材）

II 5 II (II) 

II 6 II (II) 

1 号井戸（旧井戸石下） クヌギ節

に見られるクヌギ(Q. acutissima) と、東海・北陸

以西に主として分布するアベマキ(Q. variabilis) が

ある。いずれの樹木も樹高15m、幹径60cmに達する

落葉広葉樹である。

コナラ節Quercus sect. Prinus ブナ科第357図

la~le. 

年輪のはじめに大型の管孔が 1 列に並び、そこか

ら径を減じた小管孔がやや火炎状に配列する環孔材

である（横断面）。大管孔の内腔には、チロースがあ

り著しい。また、木部柔組織は短接線状に配列する。

道管のせん孔は単ーである（放射断面）。放射組織は、

単列同性のものと集合放射組織からなる（接線断面）。

以上の形質から、ブナ科コナラ属のコナラ節の材

と同定される。コナラ節の樹木にはコナラ(Q. serrata) 

やミズナラ(Q. mongolica var. grossesrrata) 、カ

シワ(Q. dentata）、ナラガシワ(Q. aliena) などが

あるが、現在のところこれらを識別するには至って

いない。いずれの樹木も温帯から暖帯にかけて広く

分布する樹高20m、幹径 lmを超える落葉広葉樹で

ある。

359 



第 4 章科学分析及び建築学的考察

コナラ亜属 Quercus subgen. Lepidobalanus ブナ

科図版なし

年輪のはじめに大型の管孔が並ぶ喋孔材である。

道管のせん孔は単ーである。放射組織は、単列同性

のものと集合放射組織からなる。

以上の形質から、ブナ科コナラ属のコナラ亜属の

材と同定される。コナラ亜属は、コナラ節（コナラ

節の記載参照）とクヌギ節（クヌギ節の記載参照）

からなり、晩材部の小道管の配列により識別される

が、本標本は材組織の保存が悪いため明瞭ではない。

クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. ブナ科第

357図3a~3c.

年輪のはじめに大型の管孔が 1~3 列並び、そこ

から除々に径を減じた小管孔が火炎状に配列する環

孔材である。大管孔の内腔にチロースの見られるも

のもある。また、軸柔組織は短接線状に配列する（横

断面）。道管のせん孔は単ーである（放射断面）。放

射組織は、単列同性であり、時に 2 細胞幅で、 2~11

細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、ブナ科クリ属のクリの材と同定

される。クリは全国の暖帯から温帯にかけて分布す

る樹高20m、幹径 lmに達する落葉広葉樹である。

ケヤキ Zelkova serrata (Thunb.) Makino ニレ

科第358図4a~4c.

年輪のはじめに大型の管孔が単独ないし 2 列に並

び、早材部では小管孔が 2~8 程度集合して接線方

向ないしはやや斜めに配列する環孔材である（横断

面）。道管のせん孔は単ーで、小管孔の内壁にはらせ

ん肥厚が明瞭に認められる（放射断面）。放射組織は、

異性 l~7 細胞幅、 2~30細胞高からなり、大型の

結晶細胞が見られる（接線断面）。

以上の形質から、ニレ科ケヤキ属のケヤキの材と

同定される。ケヤキは暖帯から温帯にかけて分布す

る樹高35m、幹径 2mに達する落葉広葉樹である。

図5a~5c.

年輪のはじめに大型の管孔が数列並び、そこから

径を減じた小管孔が早材部で接線方向に数個複合し

て散在する環孔材である（横断面）。道管のせん孔は

単ーで、小道管の内壁にはらせん肥厚が見られる（放

射断面）。放射組織は、異性 1~5 細胞幅、 2~56細

胞高である（接線断面）。

以上の形質から、クワ科クワ属のヤマグワの材と

同定される。ヤマグワは、温帯から亜熱帯にかけ広

く分布する樹高12m、幹径60cmの落葉広葉樹である。

3. 考 察

はじめに41号住居跡について見ると、 No.2~No.5 

のように大型の炭化材ではコナラ属クヌギ節あるい

は同属コナラ節の樹木から構成されているが、 NQ12

やNQ16あるいはNo.1 7のように比較的小型の炭化材に

おいてはヤマグワやクリから構成される（第355図）。

一方、 29号住居跡では、点数が少ないもののいずれ

もクヌギ節の樹木から構成されている（第356図）。

今井道上・道下遺跡の南東に位置する二之宮千足遺

跡では、榛名ニツ岳火山灰 (FA) 降灰前後以降では

それ以前と較べ大きく植生が変化している。特に、

コナラ亜属（コナラ節とクヌギ節からなる）は、 65%

前後から 30％前後に激減している（パリノ・サーヴェ

イ、 1992）。これは、これら樹木の利用を目的とした

伐採が関係していると思われる。クヌギ節の樹木は、

建築材のみならず鍬類や杭類など多くの木製品の材

料として利用されていることが明らかになりつつあ

る（例えば藤根ほか、 1994 など）。 41号住居跡では、

クヌギ節やコナラ節の樹木以外にクリやヤマグワの

材が検出されており、建築材としての樹種選択性は

強いものの、樹種選択幅は広い。

なお、 33号住居跡から出土した生材は、その樹種

がアカマツであること、また生材として遺存するこ

となどを考えると、新しい時代の材である可能性が

ある。この点については今後の検出例などの検討が

待たれる。

ヤマグワ Morns bombycis Koidz. クワ科第358
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3 住居跡出土材の樹種同定

：ロニーニ了亨ンー／ 足辺·
、こ）

゜ lm 

第355図 41号住居跡出土炭化材の樹種

ただし、コ：コナラ節、ク：クヌギ節、コ亜：コナラ亜属、クリ：クリ、ヤ：ヤマグワ

ク（＞コ） ：クヌギ節がコナラ節を量的に圧倒
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第356図 29号住居跡出土炭化材の樹種

引用文献

パリノ・サーヴェイ (1992) : 「二之宮千足遺跡の古環境解析．二之

宮千足遺跡（自然科学・分析編）」、建設省・群馬県教育委員会・

帥群馬県埋蔵文化財調査事業団，p. 61-111. 

藤根 久・鈴木 茂 (1994) ：元総社寺田遺跡出土材の樹種同定と周

辺植生．「元総社寺田遺跡J群馬県教育委員会・帥群馬県埋蔵文化

財調査事業団
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3 住居跡出土材の樹種同定

第357図 今井道上・道下遺跡出土炭化材の樹種電子顕微鏡写真

1 a. コナラ節（横断面） 41号住 W-20 bar: 0.5mm 
1 b. 同（接線断面） bar: 0.1mm 

1 C. 同（放射断面） bar : 0. 5mm 

2 a. クヌギ節（横断面） 41号住 W-6 bar: 1~ 2c. 同（放射断面） bar : 0.5mm 
2 b. 同（接線断面） bar: 1 mm 

3 a. クリ（横断面） 41号住 W 3 b. 同（接線断面） bar : 0. 5mm 3 c. 同（放射断面） bar: 0.5mm 

-17 bar: 1 mm 
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第358図 今井道上・道下遺跡出土炭化材の樹種電子顕微鏡写真

4 a. ケヤキ（横断面） 1 号溜井戸 bar: 1 mm 4 c. 同（放射断面） bar: 0.1mm 
4 b. 同（接線断面） bar: 0.1mm 

5 a. ヤマグワ（横断面） 41号住 W-16 bar: 1mm 5 c. 同（放射断面） bar: 0.1mm 
5 b. 同（接線断面） bar: 0.1mm 

| 

6 a. アカマツ（横断面） 33号住 bar : 0. 2mm 6 c. 同（放射断面） bar : 0. 05mm 
6 b. 同（接線断面） bar: 0.2mm 
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4 中世以後の掘立柱建物跡の検討

1. はじめに

本稿は、上武国道建設に伴う今井道上・道下遺跡

の発掘調査により検出された遺構 (1~6 号掘立柱

建物跡）を建築史学的に検証するものである。

今井道上・道下遺跡は、既に本篇で既述されたよ

うに、荒砥川の東方に位置している。今調査により、

中世以後の掘立柱建物遺構群が検出され、さらに北

側には中世期と推定される道（東道）が併せて確認

されており、本遺構群が少なくとも中世期に潮る可

能性を持っていることが想定できる。

しかし、下限については江戸時代後期には人家な

どの存在が確認されていないことから、遺構の時代

的範囲を限定する困難さがあった。さらに、出土遺

物が少なく、遺構群の性格を検討する事もできなかっ

た。

本遺構は、 2 区 P-20グリッド付近にあって複数の

掘立柱建物が確認されており、それらを外観するな

らば、西側寄りに南北に長い建物群、それに直交す

るように東西に長い建物群に分類することができる。

そこでまず各群の特徴を述べ、引き続き各遺構の検

討、さらにはまとまりとしての遺構群を検討したい。

なお、それらの遺構のうち、今報告では最も特徴

のある建物跡のみについて、可能な範囲で検証を加

えたことをはじめにお断りしておく。

2. 掘立柱建物群の検討

本遺構は、約 6 棟の掘立柱建物跡から構成され、

それぞれが検出された位置により大きく 3 つの群に

分類する事ができる。仮にこれらの群を 1 • 2 • 6 

号掘立柱建物跡がある範囲を西群、 4 • 5 号掘立柱

建物跡がある範囲を中央群、そして 3 号掘立柱建物

跡がある範囲を東群と設定することとした（第359図）。

これら 3 群を設定した理由として、各建物跡は同

一軸線或いは棟方向を持つ建物が、群としてまとまっ

4 中世以後の掘立柱建物跡の検討

世田谷区教育委員会石井栄一

ていたからである。また、これら群相互の建物跡を

一体的に検討することにより、建物配置としての特

徴を考察できる可能性があったからである。

もう少し各群の特徴を検討すると、西群ではほぽ

同程度の規模の建物跡が数回にわたり建て直されて

いることが、重なって検出されている柱穴から推定

できる。特に、中通り筋に見られる切り合った柱穴

は、内部の間仕切り柱或いは棟持柱のような構造柱

との推定ができる。これと併せて、地盤面の高さが

3 種類あることも確認されている。詳細は後述する

が、南側の約 2 間四方の範囲が最も低く最深部では

40cm程度の掘込み、またその北側には、 1 段高く 2 X 

1 間の方形の範囲で掘込みが続き、他は地表面と同

一高であることが検出されている。

次に中央群を見てみると、西群とは違って、 4 号

及び 5 号の建物跡はそれぞれ軸線が異なって配置さ

れている。また、 4 号建物跡には複数の柱穴が確認

でき、互いに切り合っていることから、建て替えが

行われたことが想定できる。

最後に東群であるが、 3 号建物跡のみで、建て替

えの痕跡は認められない。

以上のように、各群の特徴を見ても、西群の遺構

には掘立柱建物が建っていた頃の状況が色濃く残っ

ていることが見て取れるのである。

3. 各掘立柱建物跡について

1 号建物跡は、南北方向に3.Sm (12.5尺）、東西

方向に3.94m (13尺）の規模と推定でき、南北方向

のみ 1 間1. 9m (6.3尺）の柱間が二間となっている。

恐らく南北方向を桁行とした掘立柱建物と思われ、

桁行と梁間がほぼ同様な寸法であるため、切妻造り

より方形造りの屋根形式を持っていた建物と推定で

きる。なお、遺構は磁北から東に3.5度程振れている。

2 号建物跡は、 1 号とほぽ同じ西群に位置し、南
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北に長く棟を持つ建物であったと推定できる。棟方

向はほぼ磁北に向き、桁行（南北） 8.48m (28尺）

を四間に分けている。柱間は不揃いで、南より 6.5·

6.5·8·7尺である。梁問（東西）は3.64m (12尺）、

西側に0.96m (3.2尺）程の下屋を持っていると想定

できる。

南より第 3 通りと、第 4 通りの中央にそれぞれ柱

穴が確認できる。いずれも梁間の中央にあたり、1.

83m (6.04尺）の柱間を持つ。この柱穴に建つ柱で

あるが、当然棟通りの位置にあるため、棟持柱と見

ることもできるが、他に同様な柱穴は見られない。

この場合は、間仕切りを構成する柱跡と見るべきで

あろう。

また、これらの柱穴は前述したように 2 段にわた

り掘り下げた床面の境に位置している。ここで、こ

の掘り下げられた床面がどのようなものであったか

についても検証を加えておく必要がある。土層断面

図によれば、間仕切りの柱跡と推定している第 3 通

りと、第 4 通りの範囲では、 3 層にわたってほぼ同

質の土が堆積している。比較的土の締まりが良く、

かつ均一の厚さで堆積しているところを見ると、意

図的に地盤面を構築した跡と見る事ができる。南側

の第 1 通りより第 3 通りの間、約 2 間四方の部分に

関しては建物廃棄後の自然堆積と思われるが、地山

面中央に摺鉢状に掘りくぼめられたピットが検出さ

れている。直径0.45m程で、そのピットに向かって

北より1. 2m程の溝が入り込んでいる。さらに、その

溝西側に沿っては床面が固く締められていることが

併せて確認されている。

土間面の構築については、礎石を持つ建物の場合、

建物範囲を全面的に盛土した上に通常は礎石の据え

られている位置より内側を掘り＜ぽめ、何層かにわ

たり粘土やニガリ、砂等を混ぜて叩き締めながら構

築していくのが一般的である。掘立柱建物において

もそれは同様と思われる。室町期に建築された民家

で唯一現存する「箱木千年家」でも、移築に際して

の発掘調査では同様な報告がなされている。(I) ょって、

地下遺構として確認される場合、 2 号建物跡の掘り
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＜ぽめられた床面と同様な検出状況となる。

次に、なぜ地山面を 2 段にわたり構築したかであ

るが、一般的にはやはり湿気等の点を考慮している

と見るのが自然であろう。特に南側の 2 間四方の範

囲には、中央に溝付きのピットが設けられているが、

これを集水施設とみることもできる。前出の箱木千

年家では、土間面よりさらに30cm掘り下げて馬屋と

しており、平面規模も 3.9lmX3.45mでほぼ同様で

ある。

以上のように、第 1 通りより第 4 通りの間の掘り

下げられた床面は土間などとするために意図的に構

築されたものと思われる。使用目的については、 2

号建物跡は南側の地山面より砥石が出土しており、

砥石を使用し刃物や農耕具を研ぐ作業場と見ること

もできる。しかし、先の事例から馬屋を持つ掘立柱

住居と推定することも可能であり、本報告では馬屋

と位置付ける事としたい。

3 号建物跡は東群にあり、桁行（東西） 6.51m(21. 

5尺）を四間に分けているが、柱間寸法は不揃いで西

側より1. 33m (4.3尺）・1. 8m (5.9尺）・1.75m (5. 

8尺）・1. 6m (5.4尺）となっている。梁間（南北）

は3.2m (10.6尺）の一間としている。桁行及び梁間

いずれも、 1 間が1. 82m (6 尺）に満たない間詰り

の柱間寸法となっている。軸線は、磁北に対して東

側に4.5度振れており、東西に棟方向を持つ建物であっ

たと思われる。建て替えの痕跡は認められない。

4 号建物跡は中央群にあり、東西を桁及び棟方向

とする掘立柱建物であったと推定できる。検出され

た柱穴を見ると、東側の第 2 通りから西方向の柱穴

では、切り合った形で検出されていることから、少

なくとも規模（東側桁行を一間詰める）を変えて 2

度の建て替えが行われたことが推定できる。また、

桁行方向西妻側の位置に付いても 2 案想定できる。

l 案は、桁行長さを9.43m (31.12尺）とし、柱間を

五間に分け、 1 間あたり1.89m (6.2尺）とする案で

ある。もう 1 案はさらに西側にもう一間柱間を延ば

し、桁行長さ 12.6m (4 1. 6尺）、柱間を六間とする案

である。柱間寸法は、新たに加えた西側柱間約3.17



m (10尺）が追加される。

梁間は、 3.73m (12.3尺）と同一である。軸線は、

磁北に対し東に約4度振れている。

さて、この 2 案であるが、後者の桁行 6 間の規模

では西群の建物跡と重なってしまい、配置復元から

検討すると無理がある。しかし、単独で建っていた

と想定する事も十分にできる。

なお、東側より第 3 通り中ほどに、柱穴が検出さ

れている。この柱穴は側柱より1. 85m (6.1尺）の柱

間寸法を持ち、梁方向の中央に位置している。また、

柱穴も重複して検出されていることから、先に記し

た建て替えの際に、間仕切りの柱として若干位置を

ずらし利用されたものであろう。

5 号建物跡は、 4 号建物跡と一部重なり合うよう

に検出され、東西を棟通りとする遺構で、軸線はほ

ぼ磁北と揃っている。桁行（東西） 6.96m (23尺）

で、各柱間は不揃いであるが三間に分けている。柱

間寸法は、東より 2.12m (7 尺）・ 2.42m (8 尺）．

2.42m (8 尺）となっている。梁間（南北）は3.94

m (13尺）の一間としている。

6 号建物跡は西群に属しているが、 1 号・ 2 号か

らみると外れた位置から検出され、一部は 4 号建物

跡と重なっている。軸線は、東に3.5度振れており、

南北の棟通りとなっている。規模は桁行5.3m (17. 

5尺）を三間に分けており、柱間寸法は不揃いで、南

よりl. 82m(6 尺）・1. 82m (6 尺）・1. 67m (5.5尺）

である。一方、梁間（東西）は3.42m (11. 3尺）の

ー間で、北西角の柱穴は竪穴住居と重なっているた

め、確認はできない。

4. 掘立柱建物群の配置関係について

以上のように、各掘立柱建物の遺構を検討してき

たが、これらのうち幾つかの建物跡は互いに共通項

目を持っていることが判明した。そこで、共通項目

を持つ掘立柱建物から想定できる配置関係を検討し、

併せてそれらの建物跡の機能或いは特徴についても

推定してみる。

まず、配置関係が探れる建物跡としては、中央群

4 中世以後の掘立柱建物跡の検討

にある 4 号・ 5 号の建物跡と、西群或いは東群の各

建物跡が結び付くか否かである。このうち、まず条

件が満たされる建物跡に 1 号と 4 号が上げられる。

軸線がいずれも磁北に対し東に3.5度程振れているこ

と。桁行の柱間寸法が一間あたり1.89m (6.2~6.3 

尺）とほぼ同寸法を用いていることである。これら

の共通条件から見ると、両掘立柱建物はほぽ同時期

に建っていたと推定できる。仮に、 4 号建物跡を規

模や間仕切り柱の存在等から推定して、住居建物と

するなら、 1 号建物跡は 2 間四方の規模などから類

推し、納屋或いは物置などの付属家と見ることが可

能である。

建物配置も、 4 号が東西に棟通りを持っていると

想定できる事から、当然南面するように意図的に配

置されたのに対し、 1 号は北西方向に突き出た位置

に配置されている。このように、鍵の手に建物を配

置する事は現在も良く見られることである。

次に、 2 号建物跡と 5 号建物跡（第360図）にやは

り共通項目が見られる。まず軸線を見ると、いずれ

もほぼ磁北と合っていること、桁行柱間寸法は一間

をいずれも 2.12m (7 尺） ~ 2.42m (8 尺）が使用

され、かつ一定していないなどである。

先に述べたとおり、 2 号建物跡の復元については

南側 2 間四方を馬屋とした。さらに北側に続く中通

りの 2 X l 間の範囲は土間、その奥の 2 X l 間の範

囲は床敷きの居室と推定することが可能である。

一方 3 号・ 4 号・ 5 号の各建物跡は、その範囲か

ら性格付けできる遺物等が検出されていないことか

ら、むしろ生活が営まれた建物ではなかった、と見

ることもできる。一応、規模の大きい納屋や物置或

いは土間と同様な機能を持っていたのではないかと

推定できる。

ここで技術的問題としても検討しておかなければ

ならない点に、両建物の間隔が60cmほどしかない事

があげられる。 2 号建物跡が南北に棟通りがあるの

に対し、 5 号建物跡はそれに直交することになり、

当然両建物間の屋根の一部が接していたであろうし、

その場合どのような雨水処理が想定できるかである。
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恐らく、屋根同志が接する部分には丸太を剖り抜

いたような樋などを設置し、雨水処理を行ったので

はないだろうか。また、両建物間は互いに開口部を

設けることにより行き来が可能となり 1 棟の建物と

同様な機能を持つことができる。一般的にはこのよ

うな形式を分棟型と呼び、江戸時代中期の建築では

あるが、旧太田家住宅・作田家住宅（重要文化財・

川崎市立日本民家園）は同様な形式を持つ建物(2) とし

て参考になろう。

以上、互いに重なり合う建物跡について検討を試

み、 2 案想定することができた。次にこれらの建物

跡の年代的検討を加え、本遺構群検証のまとめとし

たい。

5. まとめ

前項の掘立柱建物群の配置関係において検証され

た 2 棟の建物跡群の年代を検討する上で、時代を推

定できる遺物等が出土していない現状では、柱間寸

法等の建築学的特徴から比較する以外に有効な方法

はない。そこで、遺構群で用いられている 1 間あた

りの寸法を列挙してみると、表17のとおりとなる。

この表からもわかるように、 2 号及び 5 号は柱間

寸法を 7 尺 (2.12m) 前後を計画寸法としているよ

うである。また、 1 号及び 4 号は6.3尺(1. 89m) 程

度を計画寸法と見ることができる。一般的に、中世

期では 1 間を 8 尺 (2.42m)~7 尺 (2.12m) とす

る場合が多く、江戸時代までの時間経過の中で、現

在用いられている 1 間を 6 尺(1. 82m) とする基準

寸法に移行してきている。その変遷過程が、少なく

とも本遺構中に見てとることができる。

地域差もあろうが、両建物に用いられている 1 間

当たりの柱間寸法を比較して見ると、 7 尺前後を使

用するのに対し、 6.3尺（1. 91m) を使っている l 局

及び 4 号掘立柱建物は明らかに時代が下がると見て

良いであろう。

先に報告された『五目牛南組遺跡』の報告中に中

世末期から江戸時代初期と思われる掘立柱建物遺構

の検討を行った。(3) その際、 1 間の尺度は6.3尺が用
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表17 柱間寸法一覧表

規 模 m 柱間寸法[ 1 間当たり］
遺構番号 桁行 梁間 m 

（尺寸法） （尺寸法） （尺寸法）

5 号 7.1 3 94 2.12 2.43 
(23.3) (13) (7) (8) 

2 号 8.13 3 67 1.97 2.12 
(27) (12.1) (6.5) (7) 

1 号 3 8 3 94 1.9 
(12.5) (13) (6.3) 

4 号 9.43 3. 73 1.89 
(31.12) (12.3) (6.2) 
-------------- •· ---• • -―ー一雫· • • ·蒼噸r • • ~ • • • - • • →ー・· -----` • ·―｀ー・· -

12.6 同上 同上 3.17 
(41.6) (10) 

6 号 5.3 3.42 1 82 1.67 
(17 5) (11.3) (6) (5.5) 

3 号 6.51 3.2 1 33 1.8 1.6 
(21.5) (10.6) (4.3) (5.9) (5 4) 

いられ、一応江戸時代初期の年代判定を行った。 1

間を6.3尺とする寸法は、関西方面では桃山期頃に用

いられ、室町期はそれよりも広い 7 尺～6.6尺(1.99 

m) であったとの研究いがなされている。しかしこれ

は多分に地域差があり、今回の検討では前出の五目

牛南組遺跡の検討を参考に時代設定をした。この尺

度を考察の目安と考えるならば、 1 号及び 4 号の掘

立柱建物は江戸時代初期頃と推定できるのである。

一方、 2 号及び 5 号掘立柱建物の尺度は7尺を用いて

いることから、当然それ以前に潮ることが検討でき

る。つまり、江戸時代初期以前と見るのが妥当であ

ろう。

(1) 1979 箱木家住宅修理委員会編・神戸市「重要文化財 箱木

家住宅（千年家）保存修理工事報告書J

(2) 1993 同園編集·刊行「川崎市立日本民家園」

(3) 1992 帥群馬県埋蔵文化財調査事業団「五目牛南組遺跡発掘

調査報告書J

(4) 1991 伊藤鄭爾著・東京大学出版会「中世住居史」
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1 道路跡について

第 5 章ま

1 道路跡について

本遺跡は、東山道駅路に推定される、通称「あづ

ま道」が横断しており、その下位から 5 本の道路跡

が検出された。この調査で得られた知見は東山道駅

路を推定する上で重要と思われるので、ここにその

概略を記すことにする。

まず、検出された 3 号～ 7 号道路跡の新旧関係は、

重複状況から 5 号→ 6 号→ 3 号→ 4 号と推測され

る。 5 号と 6 号との間には，浅間山降下テフラ As

-Bが堆積しており、路面との間にそれぞれ間層を

挟むことから、両者には時間的断絶のあったことが

知れる。 3 号・ 4 号・ 6 号は方向をほぼ同じくして

併走しており、路面もほぼ重層していることから、

大きな時間差はなく継続的に使用されたと考えられ

る。

使用された時期について、最古の 5 号はAs-B堆

積層まで約20cmの間層があることから、 11世紀以前

に潮るのは明らかである。また、少数ではあるが路

面付近から 8~9 世紀代の土器が出土すること、更

に70m西方で方向を同じくする 26 • 27号溝が 9 世紀

代と推定されることから、これと関連付けて 5 号道

路は 9 世紀代には存在したと考えたい。 6 号道路は、

As-B との関係から 12世紀以降で、 3 号道路構築以

前ということになる。 3 号道路は、側溝出土遺物の

年代観から中世に使用されたと考えられるが、具体

的な時期の限定は困難である。 4 号道路は、 3 局道

路に継続して南側に再構築され、側溝出土遺物が江

戸時代を中心とすることから、近世を通して使用さ

れ、最終的には舗装されて現代まで残ったと解され

る。

東山道駅路との関係については、調査当初は最も

企画性に富み、直線で東西に延びる 3 号道路がもっ

とも近い存在と考えられたが、その構築年代が11世

紀を潮らないことから否定的にならざるを得ない。

と め

これより下位でAs-B降下以前、つまり 11世紀以前

の層位に東西方向の道路関連遺構は検出されなかっ

た。このことから、本地域における通称「あづま道」

は、中世以降に構築され、補修改築を繰り返しなが

ら現代にまで使用された道路と結論づけられる。た

だし、 9 世紀代と推定される南北方向の 5 号道路及

びこれと並行する 26 • 27号溝は、駅路との関連が十

分考えられよう。 26 • 27溝は後述するように東西辺

約110mの方形区画を構成する居館ないしは官衛的

色彩の濃い遺構であり、その北辺に並行して東西方

向の幹線道路が延びていたと想定してもおかしくは

ない。本遺跡の北側にあたる今井道上遺跡では、方

形区画の北辺に当たる溝が検出されており、その方

向は N-82° -E を指して、 3 号道路と一致する（註

1) 。 9 世紀代と中世以降と年代の開きのある両者

が、一定方向に規制されているのは事実で、それが

駅路に関連したものと仮定すれば、この 3 号道路は

位置を変更しながら東山道駅路の方向を踏襲したと

も推測されよう。上武道路関連の発掘調査では東西

の道路関連遺構が発見されなかったため、おそらく

その位置は現在の国道50号線の北側にあたり、その

存否については今後の調査に託すところが大きい。

また、 5 号道路と 26 • 27号溝は並行してほぽ南北方

向に走ることから、条里地割との関係も注目され、

駅路の再検討とともに今後の重要な検討課題となろ

う。

なお、 3 号道路から 4 号道路への路線変更、およ

びそれぞれの路面の改修は、北から南へ次第に平行

移動して行われている。これはこの土地が平坦な微

高地から谷頭のある窪地への地形変換点にあたり、

道路構築当初は南側が湿気の高い土地で、時代が下

るに従い乾燥が進んで道路として利用可能になった

ためではないかと考えている。それを裏付けるよう

に、道路跡以南では古代以前の竪穴住居跡が分布せ

ず、中世以降になってようやく家屋 (1~6 号掘立
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柱建物跡）が建てられるのである。

さて、本遺跡の西方約1.5kmの筑井八日市遺跡で

も、通称「あづま道」の下から側溝を伴う直線の道

路跡が検出されており（註 2) 、 3 号道路と規模や形

態および地表からの深さが近似することから、同一

の道路跡であった可能性が考えられる。ただし、こ

れは走向が西北西から東南東に向いており、本遺跡

3 号道路とは異なる。これらが一連の道路跡だとす

れば、筑井八日市遺跡と本遺跡の間、荒砥川付近で

方向を変えたと考えられよう。

2 方形区画溝について

はじめに

今井道上・道下遺跡では、調査区の西側で南北に

平行して走向する 26号と 27号の 2 条の溝が検出され

た。この溝は、幅1. 5m前後、底面幅 lm前後、深さ

0.5~0.9m を測り、お互いの間隔は 2~2.5mであ

る。 II 区 D-14グリッド付近では、土橋状に 3mほ

ど掘り残した部分が確認されている。

この溝は、今井道上・道下遺跡の北側を発掘調査

した今井道上遺跡や南側の前橋市教育委員会の発掘

調査でも確認され、ほぽ方―町の区画をもつ施設を

画す区画溝であることが判明している。

89.00 89.00 

( 
A
7
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第363図 方形区画溝想定図
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また、この区画溝についての若干の検討は、今井

道上遺跡の報告書中に行なった。今回、今井道上・

道下遺跡の整理事業が行われたことによる成果の追

加と周辺の地質調査の成果が得られたのでここに再

度検討を行った。

地質調査の成果

この調査は、応用地質株式会社により今井道上・

道下遺跡の周辺を地下レーダー探査による方法で実

施されたものである。

地下レーダー探査とは、地表から地中に向けて電

磁パルス波を反射し、その反射波を捉えることに

よって、地下浅部の地盤構造や空洞、埋設物などの

異物を非破壊的に探査する方法である。県内では、

北群馬郡子持村での軽石層下の遺構を捉えることで

は多大な成果を上げている。

この調査によると内区の溝は、東側の土橋から南

へ20mの地点で90度角度を変え東西方向の走向にな

ることが確認されている。その結果、南側での外区

と内区の間隔は約30mの空間が有することになる。

また、内区の内部の調査では、今井道上遺跡 6 号掘

立柱建物の南側で礎石をもつ掘立柱建物または竪穴

住居の存在が予測されている。

しかし、地下レーダー探査は、地表からの調査で

あるため遺構の存在の有無やある程度の種類につい

ての判断は可能であるが、確実な点や遺構の時期に

ついての判定は不可能であるため推定や補足のため

の資料である。

区画溝の規模

区画溝の規模については、「今井道上遺跡Jの報告

書のなかで記述したように、外区の区画溝は北辺が

114m、東辺が118m、南辺が113m、西辺が91mの台

形状を呈している。また内区の区画溝は、北辺が103

m、東辺が85m、南辺が102m、西辺が74mの規模を

もつと考えられる。なお、外区と内区の 2 条の溝は、

北、東、西側では 2~2.5mの間隔で平行しているの

に対して南側は約30m と幅広い間隔をとり約3000m'

2 方形区画溝について

の空間をとっている。

区画溝の時期

26号・ 27号溝内部からは、土師器・須恵器や石製

品、土製品が若干出土している。これら出土遺物は、

おおむね 7 世紀から 10世紀前半代の年代観が与えら

れるが、出土遺物をさらに検討すると 8 世紀前半代

～中頃の土器が皆無である。また、これらの出土遺

物のうち重複する竪穴住居から混入したと思われる

6 世紀から 7 世紀代の遺物を除くと 8 世紀後半から

10世紀前半のものである。このことは、今井道上遺

跡においても出土した土器から重複する竪穴住居に

共伴する遺物を取り除くと同様の結果が見られる。

また、重複する 12棟の竪穴住居をみると 6 世紀か

ら 7 世紀にかけてのもので、最も新しい住居でも 49

号住居で 7 世紀末～ 8 世紀初頭のものである。これ

は、今井道上遺跡の重複する竪穴住居でも同様に 6

世紀から 7 世紀前半のものである。

以上のような出土遺物や重複する遺構の年代観な

どからこの区画溝の存続した年代は 8 世紀後半から

ほぼ200年の間に限定されよう。

内部の施設

前回の検討の際には、整理作業の進行した今井道

上遺跡の遺構を主体的に行なったが、今井道上遺跡

ではこの施設の中心的な建物であると想定される今

井道上遺跡 6 号掘立柱建物、今井道上遺跡21号住居

が共伴することは判明した。今回、今井道上・道下

遺跡の整理作業が行われたことにより、区画溝の存

続した 8 世紀後半から 10世紀前半の遺構を抽出する

と、内部では28号住居、 44号住居が該当する。この

他、 11号掘立柱建物は重複する 6 世紀代の竪穴住居

より新しい年代観が与えられ主軸方位も区画溝と同

様なことから本施設に伴うものと想定される。また、

今井道上遺跡の 7 号掘立柱建物も主軸方位の点から

みると可能性は高い。

この施設は、北側の中央部に 2 X 5 間の大型の掘

立柱建物を、そしてその南側には掘立柱建物を配置
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し、東側の区画ぎわには l X 2 間（今井道上遺跡 7

号掘立柱建物）や 2 X 2 間 (11号掘立柱建物）の小

型の掘立柱建物を、そしてその内側の列には竪穴住

居 (28号・ 44号住居、なおこの住居は接するような

位置関係にあり規模も 28号住居が若干小規模にな

り、出土遺物による住居の年代観も 44号住居が 9 世

紀前半、 28号住居が 9 世紀中頃であることから、 44

号住居→28号住居への建て替えが想定される）が位

置していることが発掘調査と地質調査の成果によっ

て判明している。

また区画の外を見ると、北側は全く建物や住居等

の配置は見られないが、東側では 8 棟の竪穴住居 (4

号• 6 号・ 7 号・ 8 号・ 10号・ 11号 •60号・ 65号住

居）が見られ、その配置も土橋の南側に位置してい

ることから、住居の構築場所については何らかの規

制があったのではないかと想定される。

施設の性格について

区画溝に囲まれた本施設は、発掘調査の行われた

範囲が北側と東側の一部分でしかないため内部の建

物の配置など詳細な点は不明であるが、二重の溝や

土塁によって区画され、北側の中央部分に大型の掘

立柱建物を配し、その南側にも掘立柱建物を置くな

ど官衡的な要素をもつ一方で東側に竪穴住居を数棟

配置するなどから、むしろ居館等の私的施設と想定

される。

また、区画溝や掘立柱建物、共伴する竪穴住居か

らの出土遺物も全体的に量が少なく、種類も土師器

の甕や杯、須恵器杯など一般の竪穴住居出土遺物と

ほとんど変わらず、本施設の性格を特色づける遺物

は出土していないことから、遺物からの究明は困難

である。

7 世紀後半から 10世紀代にかけての本施設のよう

な区画溝等により画された施設で、明確に官衛や寺

院と推定されるものを除いた類例をみると、県内や

近県では次のような例がある。

群馬県内では、前橋市下東西遺跡、長野県では塩

尻市吉田川西遺跡、松本市下神遺跡、神奈川県では
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横浜市北区神隠丸山遺跡、千葉県では千葉市芳賀輪

遺跡等がみられる。

これらの遺跡に見られる区画施設は、それぞれ官

衛や館、神社などと想定されている。

また、周辺の遺跡では、「大郷長」の墨書土器を出

土した荒砥洗橋遺跡、「芳郷」の墨書土器を出土した

二之宮洗橋遺跡、瓦塔や水瓶などの仏具を多く出土

し近接地に寺院址が存在したと推定される二之宮谷

地遺跡が存在するなど今井道上・道下遺跡の周囲は、

当時の勢多郡または芳賀郷の中心地であったと考え

られる。こうしたことから、今井道上・道下遺跡の

区画施設は、この地域の有力豪族の居館と推定され

る。

3 集落について

本遺跡で検出された竪穴住居は63棟、古代に属す

る掘立柱建物15棟で、これらは集落の一部を構成し

たとみられる。調査区南部の谷頭部分とこれに続く

中央部の窪地を取り巻くように北側から西側にかけ

て集落居住域が広がっており、本遺跡で検出された

建物群はこの東端にあたる。集落の中心は調査区の

北西側、隣接する今井道上遺跡に相当すると考えら

れる。さらに、調査区南部～中央の窪地を挟んだ南

東の微高地には二之宮谷地遺跡で検出された集落が

展開する。集落の全体像や変遷相を明らかにするた

めには、これらの遺跡群全体を通して検討する必要

があり、ここでは触れない。とりあえず集落理解の

一助とするため、検出された遺構についてその時期

と傾向について略述する。

竪穴住居は出土遺物と重複関係からある程度の時

期認定が可能である。これによれば、最古が 4 世紀

後半で、 5 世紀代はみられず 6 世紀から 9 世紀まで

継続してみられる。 4 世紀後半に属するのは 3 棟（ 1

号・ 5 号・ 14号住居）で、窪地に近いところにそれ

ぞれ20~30mの間隔を置いて散在する。この時期は、

今井道上遺跡や二之宮谷地遺跡でみられないことか

ら、当初は竪穴住居数棟による小規模な集落として

開始したらしい。これは、東方約500m に開析された



宮川低地の周辺に分布する荒砥宮川遺跡、荒砥島原

遺跡、荒砥宮原遺跡などから、派生あるいは移動し

た短期的な集落だったと思われる。次代の 5 世紀に

は遺構が見られず、別の地点に集落が移動した可能

性がある。 5 世紀には本遺跡の西約500mに今井神社

古墳が知られており、これと関連する集落の存在が

当然予想されるところだが、少なくとも調査区では

認められなかった。 6 世紀からは概ね継続的に建物

が構築されており、 9 世紀後半までは確実に見られ

る。時期別に住居数を見ると、 6 世紀代が27棟、 7

世紀代が17棟で、検出された竪穴住居の 7 割を占め、

8 世紀以降は激減する。建物配置については 6~7

世紀のものが北北西に主軸をもち、調査区北西側に

集中するのに対して、 8 世紀後半以降は主軸（ここ

では棟方向）を南北に揃え、調査区中央部寄りに散

在する傾向を示す。これは同一集落を構成する今井

道上遺跡とあわせて分析する必要があるが、前述し

た居館と推測される方形区画遺構が 8 世紀後半以降

9 世紀代に存在したことと大きく関連しよう。すな

わち一般住居群は区画の外側に配置される規制が働

いたと憶測される。このことと、南東に位置するニ

之宮谷地遺跡が本遺跡よりも遅れて 6 世紀後半以降

に集落が形成されたにもかかわらず、 10世紀後半ま

で集落が継続し、むしろ 8 世紀以降は本遺跡で検出

された集落よりも住居棟数が増える傾向にあること

は、不可分の関係にあるのかもしれない。居館と一

般民衆の居住域が明確に分離されたと解釈すること

も可能だが、それは集落全体の分析を経て明らかに

することとしたい。

なお、掘立柱建物は 6 世紀代 (10号）を最古とし

て、 9 世紀まで存在すると推測されるが、時期の限

定が困難で、配置関係や分布の傾向を捉える事がで

きない。ただし、主軸を北西に向けているものは、

6~7 世紀で竪穴住居とともに散在し、南北のもの

(11号）は 8 世紀後半以降の方形区画遺構に関連し

て竪穴住居群とは隔絶するものと捉えておきたい。

3 集落について

註

1 1994 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団「今井道上遺跡J

2 1994 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団「筑井八日市遺跡j
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4 号住居跡全景 W• 

4 号住居跡遺物出土状況 W• 
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5 号住居跡全景 W • 

5 号住居跡断面 S• 
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6 号住居跡全景 N• 

6 号住居跡遺物出土状況 N• 
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7 号住居跡全景 N • 

7 号住居跡竃 7 号住居跡貯蔵穴
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PL 10 

9 号住居跡全景 W• 

9 号住居跡遺物出土状況全景 SW• 



PL 11 

10号住居跡全景 N• 

10号住居跡竃 W• 

10号住居跡竃断面 N• 



PL 12 

12号住居跡遺物出土状況 S• 

12号住居跡竃遺物出土状況

12号住居跡掘り方全景 S• 



PL 13 

13号住居跡全景 W• 

サ

13号住居跡掘り方（部分） N• 



PL 14 

15号住居跡掘り方全景 W• 

15号住居跡遺物出土状況 S• 



PL 15 

16号住居跡全景 NW • 

16号住居跡断面 E• 16号住居跡断面 S• 

16号住居跡遺物出土状況 NW • 
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17号住居跡全景 W• 

17号住居跡遺物出土状況 SE• 



PL 17 

18号住居跡遺物出土状況 S• 

18号住居跡土層断面（東西）

18号住居跡（右）・ 19号住居跡（左） SW• 



PL 18 

19号住居跡全景 SW• 

19号住居跡貯蔵穴

19号住居跡竃脇遺物出土状況



PL 19 

20号住居跡全景 SE• 

20号住居跡土層断面 S• 

20号住居跡掘り方全景 SE• 



PL 20 

21号住居跡土層断面 S• 

21号住居跡鼈
（袖石と支脚）

21号住居跡全景

NE• 21号住居跡竃
（中央は支脚）

SW• 

S• 



PL 21 

22号住居跡全景 N• 

22号住居跡土層断面 E• 

22 • 23号住居跡重複関係（上方が23号住居跡）



PL 22 

23号住居跡全景 S• 

23号住居跡竃 W• 



PL 23 

24号住居跡全景 SW• 

24号住居跡掘り方全景 W• 



PL 24 

25号住居跡全景 S• 

25号住居跡遺物出土状況 N• 
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26号住居跡全景 W• 

26号住居跡竃断面

26号住居跡掘り方全景（手前は27号住居跡） W• 
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27号住居跡全景 W• 

27号住居跡竃 W• 27号住居跡ピット P3 断面

27号住居跡掘り方全景 W• 
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29号住居跡全景 N• 

29号住居跡竃遺物出土状況

29号住居跡貯蔵穴遺物出土状況



PL 28 

30号住居跡全景 E• 

30号住居跡竃全景
（上方に煙道があく）



33号住居跡全景

33号住居跡南壁炭化材出土状況

N• 

PL 29 

N• 

33号住居跡南壁炭化材出土

状況 N• 



PL 30 

33号住居跡竃遺物出土状況

33号住居跡鼈全景

33号住居跡鼈断面



PL 31 

34号住居跡全景（右は35号住居跡） SW• 

34号住居跡竃掘り方 SW• 34号住居跡竃遺物出土状況 W• 

34号住居跡掘り方全景 SW• 
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35号住居跡全景（左上は34号住居跡） SW• 

35号住居跡竃遺物出土状況 W• 35号住居跡竃北袖際遺物出土状況

35号住居跡掘り方全景 SW• 



PL 33 

36号住居跡全景 S• 

37号住居跡全景 SW• 
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37号住居跡竃全景

37号住居跡貯蔵穴

37号住居跡掘り方全景（上は11号掘立柱建物跡） SW• 
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38号住居跡全景 NW • 

38号住居跡掘り方 N• 
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39号住居跡土層断面 S• 
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40号住居跡全景（手前は24号住居跡） W• 
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41号住居跡 W• 

41号住居跡竃 SW• 

41号住居跡竃
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41号住居跡炭化材出土状況 W• 

41号住居跡炭化材出土状況

41号住居跡炭化材出土状況 W• 
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42号住居跡竃掘り方 42号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

42号住居跡全景 W• 
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43号住居跡全景 SE• 

43号住居跡鼈掘り方 S• 

43号住居跡掘り方全景 SE• 
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44号住居跡全景（手前は43号住） W• 

44号住居跡竃 44号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

44号住居跡掘り方全景（左奥は46号住居跡） W• 
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45号住居跡全景 SW• 45号住居跡鼈掘り方 W• 

46号住居跡全景 W• 

46号住居跡土層断面 SE• 46号住居跡遺物出土状況 W• 
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47号住居跡全景 W• 

47局住居跡竃掘り方

47号住居跡掘り方 W• 



PL 44 

48 • 49 （左）． 55号住居跡全景（中央貫通するのは26号溝） S• 

48号住居跡竃・貯蔵穴 E• 

48·49·55号住居掘り方（上は22号掘立柱建物跡） SE• 
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50号住居跡全景 S• 

50号住居跡竃 S• 

50号住居跡掘り方 S• 
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51号住居跡全景 W• 
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51号住居跡遺物出土状況 N• 
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52号住居跡竃部分 S• 52号住居跡貯蔵穴遺物出土状況 S• 

52号住居跡土層断面 S→

52 • 53号住居跡全景（中央の方形凹みが53号住） S• 
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54号住居跡全景 W• 

54号住居跡竃 W• 54号住居跡南壁際遺物出土状況 NW• 

54号住居跡掘り方 W• 
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56号住居跡全景 W• 

57号住居跡全景 N• 



PL 50 

59号住居跡全景 W• 

59号住居跡竃

59号住居跡竃断面
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60 • 63号住居跡全景（右側が60号住） W• 

60号住居跡竃 W• 60号住居跡鼈断面

60 • 63号住居跡掘り方 W• 
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61号住居跡竃 W• 61号住居跡竃掘り方 W• 

61号住居跡掘り方 W• 
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1 号鍛冶跡遺物出土状況 W• 
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3 号掘立柱建物跡全景 W• 
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2 号掘立柱建物跡全景 E• 
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1~8 号掘立柱建物跡全景 N• 
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9 号掘立柱建物跡全景 NW • 

10号掘立柱建物跡全景 N• 
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11号掘立柱建物跡全景 S• 

12 • 13号掘立柱建物跡全景 S• 
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16号掘立柱建物跡全景 SE• 

17号掘立柱建物跡全景 E• 
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21号掘立柱建物跡全景 E• 

22号掘立柱建物跡全景 SE• 
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23号掘立柱建物跡全景 SE• 

24号掘立柱建物跡全景 S• 
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3 号堅穴遺構全景 E• 

4 号堅穴遺構全景 S• 
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26 • 27号溝 SE• 

26 • 27号溝 S• 

27号溝遺物出土状況
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1 号井戸自然湛水状熊 N • 1 号井戸石敷断面 SE• 

1 号井戸を廻る溝 N• 

1 号井戸新井戸 S• 1 号井戸 傾斜面遺物出土状況 N • 
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1 号井戸 2 号井戸

3 号井戸 4 号井戸

5 号井戸 7 号井戸
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9 号井戸 SE• 10 号井戸 NW • 

11 号井戸 SE• 12 号井戸 NW • 

14 号井戸 S• 15 号井戸 E• 
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15号井戸断面 W• 16 号井戸 E• 
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粘土採掘坑検出状況 SW• 

粘土採掘坑検出状況 W• 
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1~2 号粘土採掘坑 2 号粘土採掘坑
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3~7 号道路跡全景
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母岩 1 接合資料 2



PL 76 

母岩 2 接合資料 1
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